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文化的行為としての食生活－食研究の視座－

　何を食べるのか、どのように食べるのか、また何を使って食べるのかは、文化圏によって異なり、個別文化それぞれの特有の食文化
を作り上げている。食を介して人間関係や社会のつながりが生まれ、こうして文化のうちのかなりの部分が食にかかわっており、文化
の基礎を担っている。こうした食をめぐる行動に注意を払うことによって、その社会や文化の最も基本的な構造がみえてくるはずであ
る。人は何を食べるのか（食べないのか）、そして人はなぜそれを食べるのかという問題に限定して、とくに韓国の食を中心に紹介しな
がら、日本の食文化を考えるきっかけを与えることにしたい。

Food Lifestyle as Cultural Behavior - Perspective of Food Research -
What is eaten, how it is eaten, and what is used to eat it varies by cultural zone, creating each individual culture’s unique food culture.

Human relations and social ties are created through food, and thus a large portion of culture is related to food, which is a foundation of
culture. By paying attention to such behavior concerning food, the most basic structure of that society and culture should come into view.
Limiting our discussion to what people eat (what don’t they eat?) and why people eat those things, especially focusing on Korea’s foods,
we provide a catalyst for considering Japan’s food culture.

はじめに

　私たちは生きていくためには食べなければならない。人
間にとって、食べることは生命と健康を維持するための最
も基本的な行為であり、その意味で生物学的に普遍的な営
みである。そのため日々の生活の中で、ふだん何をどのよ
うに食べているかは、あまり意識されることはない。しか
し、この一見あたりまえの行為の背後には、人と自然、人
と人とのかかわりあいが深く結びついている。
　何を食べるのか、どのように食べるのか、また何を使っ
て食べるのかは、文化圏によって異なり、個別文化それぞ
れの特有の食文化を作り上げている。食を介して人間関係
や社会のつながりが生まれ、こうして文化のうちのかなり
の部分が食にかかわっており、文化の基礎を担っている。
したがって日々のありふれた事柄としての食をめぐる行動
に注意を払うことによって、その社会や文化の最も基本的
な構造がみえてくるはずである。
　本稿では、ありふれた日常生活のひとこまにすぎない
「食べる」という行為を切り口に、人と自然、人と人との
かかわり方について考察する。しかしながら、食べるとい
う「食」の問題は非常に間口が広く、網羅してとらえるこ
とは不可能であろう。そのため、ここでは人は何を食べる
のか（食べないのか）、そして人はなぜそれを食べるのか
という問題に限定して、とくに韓国の食を中心に紹介しな
がら、日本の食文化を考えるきっかけを与えることにした
い。したがって、本稿の目的は食文化研究の一手法を提示
するものであり、人は何を食べるのか、そして人はなぜそ
れを食べるのかについて議論しながら、今一度「食べる」
という行為について考える契機を与えたい。

1　食べることの意味とは

（1）食物タブーと食物選択
　今日の日本でさえ、近親相姦の禁止、敷居を踏むな、着
物を左前に着るなといったことと同様に食習慣について
も、かつて長い間仏教の影響で肉食を禁止する風習があっ
た。また箸に関するタブー（立て箸、二人箸など）や食い
合わせ（ウナギと梅干、タニシと蕎麦、天ぷらとスイカな
ど）など、多くのタブーが残っている。世界中の様々な生
物が食物タブーとして禁食となっている。タブーは人間の
社会文化を構成する根本的な特徴の一つであるといえる。
それ故、多くの人類学者がタブーの謎に取り組み、普遍的
原理を模索してきた。何でも食べることのできる人間が、
なぜある種の食べ物をわざわざ禁止したのだろうか。ある
いは、それぞれの文化はどのようにして自分たちの食べる
ものを選択してきたのだろうか。この疑問の根底には、人
間はもともと何でも食べていたが文明の発達とともに、食
物を限定してきたという考え方と、人間は自分たちの食べ
るべきものを一つひとつ選択しながら食域を拡げてきたと
いう二通りの考え方がある。前者の考え方には、何を食べ
るのかという人類の食物選択が、すべて技術の問題に帰す
るとしたモルガンの技術進化論をはじめ、古典進化論時代
のマックレナンやフレーザーなどの古典的トーテミズム
論、マリノフスキー、デュルケーム、ラドクリフ=ブラウ
ン、フォーテス、エヴァンス=プリチャードなどに代表さ
れる機能主義的トーテミズム論、そしてハリスの経済合理
主義論があげられる。他方、後者の考え方にはレヴィ=ス
トロースのトーテム理論、ダグラスの文化象徴論、リーチ
の文化記号論などが有名である。
　以下ではレヴィ=ストロースが『今日のトーテミズム』
（1962）の中で、前者の実利主義的食物選択論を「食べ
るに適している理論」と称し、そして後者の文化の意味体
系的食物選択論を「考えるに適している理論」と名付けた
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ので、この名称を借りるとしよう。

1）食べるに適している学派
　①モルガンの技術進化論
　文化人類学の歴史の中で、最初に人類の食生活について
体系的に記述を行ったのは、親族構造論の先駆者で、進化
論時代のモルガン（Lewis Henry Morgan）である。彼
は人類の食物選択の歴史が技術の進歩に裏打ちされていた
という立場をとり、何を食べるのかという人類の食物選択
は、すべて技術の問題に帰するものだととらえた（『古代
社会』1877）。
　②古典的トーテミズム論
　食物選択に関する重要なキーワードの一つが「トーテミ
ズム」である。このトーテミズムは多くの人類学者によっ
て、古くから外婚制の関連で、また食物選択の謎を解く重
要な手がかりとしても注目されてきた。トーテミズムとは
何かという問題には、精神分析の創始者であるフロイト
（Sigmund Freud）をはじめ多くの研究者たちが取り組ん
だが、人類学におけるトーテミズム研究の先駆者は古典進
化論時代のマックレナンであり、彼はトーテミズムを動物
崇拝に由来する宗教であるとみなした。また同時代のイギ
リス宗教人類学者のフレーザー（James  Geo rge
Frazer）はトーテミズムを呪術であると述べた（『金枝篇』
1898）。このように古典進化論時代の人類学者たちは、
トーテミズムの解明に苦心しながら、これを原始的な信
仰、原始心性の現れだと考えたのである。
　③機能主義的トーテミズム論
　機能主義の始祖として登場したマリノフスキー
（Bronislaw Kasper Malinowski）は、トーテミズムに
人間と神とを媒介する食物という概念を導入することに
よって説明を試みた。しかし彼は食物選択を「空腹を感じ
た時に、直接そこ（自然）から補充するように食物を集め、
調理し、食べる」という機能的な側面からのみ考察を行っ
た。これに対しデュルケーム（Emile Durkheim）は、トー
テムを西欧国家の国旗と同様の役割をもつものとしてとら
えた（『宗教生活の原初形態』1912）。
　一方、ラドクリフ= ブラウン（Alfred Reginald
Radcliffe-Brown）は、トーテミズムを個別的事例によっ
て説明するのではなく、人類社会に普遍的に存在する法則
の一つとして解明しようとした。トーテミズムとは人間と
自然種との間の儀礼関係から発生した、もしくはその特殊
な一発達であると述べる（『未開社会における構造と機能』
1955）。彼によれば、トーテムは集団の統一と連帯性を
保証しているのと同時に、集団間の差異を強調する役割を
果たすものである。一方、フォーテス（Meyer Fortes）
はトーテム種の選択をトーテム種とトーテム集団の類似性
にその答えを求めようとした。彼が参与観察を行ったアフ
リカのタレンシー族では「牙をもった」肉食動物がトーテ
ムとされており、人々とトーテム種の関係が先祖の関係と
極めて類似していたからであるという。彼によって、トー
テム種の選択に対する考え方を、主観的実利性の観点から
客観的類似性の観点に移行させた。さらにエヴァンス=プ
リチャード（Sir Edward Evans-Pirichard）によって、
トーテムの解釈は外的類似性から内的相同性へと移行を成
し遂げた（『ヌアー族の宗教』1940）。こうした一連の

トーテミズム論の研究は食物選択におけるトーテム種であ
るがゆえに、食物タブーが存在するものととらえた。
　④ハリスの経済合理主義
　こうした実利主義をさらに精緻化させたのが、文化唯物
論を提唱したアメリカ人類学者のハリス（Marvin Harris）
である。彼は新古典派のミクロ経済学が開発した費用と便
益分析を応用して、すべての食物タブーを物質的利害関係
によって説明しようとした。彼は「好んで選ばれる（食べ
るに適している）食物は、忌避される（食べるに適さない）
食物より、コストに対する実際の利益の差引勘定のわりが
よい食物なのだ」という理論を展開し、食物選好問題を解
こうとした（『食と文化の謎』1985）。彼の説明によると、
私たちが犬や猫を食べないのは、それが愛しいペットだか
らではなく、肉食動物である犬は肉の供給源として効率が
悪いからである。しかし、すべての人間が最小限コストに
よる最大限収益という経済合理的な行動をとると想定する
のは極端すぎて無理がある。また物理的利害だけでは食物
以外のタブー（例えば、性や結婚タブー）は説明できない
ところに欠陥がある。

2）考えるに適している学派
　①レヴィ=ストロースのトーテム理論
　ラドクリフ=ブラウンのトーテム理論を批判的に継承し
つつ、まったく新たな理論を展開したのが、構造主義人類
学を確立したレヴィ = ストロース（Claude  Lev i -
Strauss）であり、彼は言語の文法から食習慣を理解しよ
うした。「なぜその集団がそのトーテムを選択したのか、
あるいは、しなければならなかったのか」という根源的な
問題を設定した。彼によると、食物選択において、とうと
う人々は、自然種は「食べるに適している」からではなく、
「考えるに適している」から選ばれていると述べた（『今日
のトーテミズム』1962）。つまり私たちが何を食べ、何
を食べないかを決定するのは、それが技術に裏打ちされて
いるからでも、食べるに適しているからでもなく、考える
に適しているからであるということになる。
　②リーチの文化記号論
　リーチ（Edmund Ronald Leach）によると、人間が
無秩序な混沌状態（自然）に名前を付けて分類し秩序体系
を作り上げようとする際に、どうしても分類の網目からこ
ぼれ落ちてしまうものがある。その自然の余剰部分がタ
ブー視されるのだとして、『文化とコミュニケーション』
（1976）の中で、ユーラー図形を用いて説明する。タブー
とはカテゴリーの明確な対立に関して異例なカテゴリーに
適用されるとして、AとBの2つの言葉のカテゴリーがあ
るとして、Bは＜Aではないもの＞と定義され、その逆も
また真であるとき、この区別を仲介する第3のカテゴリー
Cがあって、AB両方の属性を共有すれば、その時Cはタ
ブーであるという。すなわちAとBに人間と動物を当て
はめる。重複部分Cには人間であり、かつ動物でもある存
在としてのペットが入る。そのため、ペットである犬や猫
を禁食としていると説く。
　③メアリー・ダグラスの文化象徴論
　メアリー・ダグラス（Mary Douglas）は、リーチの理
論を具体的に食物タブーに適用した。彼女は『汚穢と禁
忌』（1966）の中で「レビ記」の禁忌について、イスラ
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エル人にとって清浄で許食の動物は反芻類・偶蹄類という
カテゴリーAであり、蹄のない動物はカテゴリーBとし
て可食域から排除される。可食域に入る動物のうち反芻
類・偶蹄類は当然許食されるが、そのどちらか一方のも
の、つまり蹄が分かれていても反芻しない動物（例えば
豚）、あるいは反芻しても蹄が分かれていない奇蹄類（例
えばラクダ）は汚れたものとしてタブーとされる。このよ
うに曖昧で両義的な境界上の動物がタブーとなる。
　このようにレヴィ=ストロースが指摘し、リーチやダグ
ラスが証明しているように、私たちの食物選択は私たちの
世界観の表現であり、自分たちがどのようにありたいと
思っているのかという願望の表現でもある。こうした考え
方によれば、生き物としての「食える・食えない」とは異
なる次元で解釈され、それぞれの文化の意味体系によっ
て、自己と他者の境界にあるものをタブーにしたり、ある
いは、「旨い・まずい」という基準で、まずいものは栄養
があっても食べないのである。

（2）食は他者認識のバローメーター
　ある民族の料理法や特定の食べ物は、しばしば社会集団
としての自己と他者とを区別するシルシとなり、他の集団
と区別する根拠ともなっている。かつて日本では、日本料
理で使うことのないニンニクを使う韓国人（朝鮮人）を
「彼ら」と、日本人の「われわれ」とを区別する根拠とし
た。ちなみに私が日本の空港に降り立った時、韓国に行っ
てきたことを自覚化するのは、自分の口から発するニンニ
クの匂いからである。韓国料理に欠かせない大切な食材
が、料理全般に使用され真っ赤に彩る唐辛子であり、それ
と並んで大量に摂取されているのがニンニクである。普通
に韓国人はまとまった鱗茎を日に3～4個も食べる。韓
国人の1人当たりのニンニクの年間消費量は、300gの
日本人の36倍もの10kgを超えている。食の違いの経験、
とくに珍味やゲテモノに関しては理屈抜きの本能的なレベ
ルで強烈なインパクトを受ける。こうした韓国料理として
は夏バテ防止や退院後の保養等のために食される犬肉の

ボシンタン

「保身湯」と、屋台などでたくさん売られているおやつ感
覚の「ポンデギ」（繭のサナギ）がある。
　一方、韓国にとって日本は長い歴史の中で、常に意識さ
れ、他者として区別されるべき存在であった。今でも韓国
にとって日本は、「追いかけ追い越せ」のよきライバルで
あり、パートナーである。そのため、韓国ではキムチを食
べる韓国人の「われわれ」に対し、タクワンを食べる日本
人を「チョックパリ」（倭者）と呼び区別する（ちなみに
両者の根本的な差異はタクワンが単なる塩漬けであるのに
対し、キムチは唐辛子やニンニク、様々な野菜を混ぜ込ん
で発酵させたものである）。韓国の象徴的食物としてのキ
ムチが、韓国では一年中食されているが、とくに越冬のた
めのキムチ漬け（「キムジャン」と呼ぶ）の季節になると、
一種の民間行事と称せられるほどで、町々の市場には白菜
をはじめとする野菜が山積みされる。このキムチ漬けのた
めに、会社ではキムジャン・ボーナスが支給され、各メ
ディアではさくら前線ならぬ「キムジャン前線」が流れ
る。キムチの内容物も、地方や家によって異なり、塩辛な
どの海産物を入れるか否か、唐辛子やニンニクの量や塩加
減が家々の味を決する。韓国の各家庭には今では通常の冷

蔵庫とは別にキムチを保存しておくためのキムチ専用の冷
蔵庫がある。このように韓国人にとって、キムチは米と並
ぶ栄養補給源として準主食の地位にあるといえる。
　このように人間は食べるものと食べないものとのカテゴ
リーを変えることによって、自分たちとそれ以外の人たち
という境界を作ってきた。人間の食行動は高度に社会的な
ものであり、幼少時から長い年月をかけて社会化してい
く。例えば、食卓でのマナーや食習慣を身につける。その
ため、食事の内容や作法も家族や地域や民族の歴史を色濃
く反映し、それぞれに個別の象徴的な意味をもっている。
例えば日本と韓国の食事マナーにおける最も異なる点は、
韓国では箸はおかずを食べる時にだけ使い、ご飯やスープ
やチゲ（鍋料理）には匙を使う。韓国料理にスープやチゲ
の種類が豊富なのは、それらが匙で食べるのに向いた料理
だからであり、食卓をかこむ者は同じ鍋の中に直接それぞ
れの匙を入れてすくって食べる。また日本では正座をして
器を手にもって食べるが、韓国ではあぐら（女性は片膝を
立てることも多い）をかいて器を食卓に置いたまま食べ
る。韓国では器を手にもったり、直接口につけたりするこ
とは行儀が悪いとされる。もう一つは日本と違って、韓国
では料理を残す習慣がある。日本では食べ物を残さず、す
べてを食べるように教えられるが、韓国ではこれとは逆に
出されたものをすべて食べ尽くすのは、マナー違反にな
る。儒教の国である韓国では、祖先祭祀を祀り、客をもて
なす「奉祭祀接賓客」が第一の行動様式として実践されて

バンサン

いる。日常の食事を「飯床」と呼ぶが、飯床では日本の懐
石料理や西洋のフルコースのように一品ずつ時間を追って
供されるのではなく、すべての料理を一度にお膳の上に並
べるのが基本である。一度にすべての料理が並べられるこ
とから、客をもてなす接客の食事は料理の種類とその量と
いう、見栄が大切になっている。韓国には「お膳の脚が曲
がるほどの御馳走」という表現があるが、品数が多いほど
豪華な食事で、人をもてなす際にはたくさんの料理が並
ぶ。そして残すことによって「食べきれないほどの御馳走
でした」という謝意を表し、「充分な量が振る舞われた」と
いうことを示すことになる。
　このように、どの民族であれ自分たちの料理や調理法に
は強いこだわりを示す一方で、逆に他者の食事作法に対し
てはテーブルマナーを含め、強い嫌悪感を抱くことがよく
みられる。食べ物を介した自己対他者の認識・再認識に有
効に働くのは、幼い頃から理屈を超えた価値観として刷り
込まれているからであり、異文化に対してはなかなか寛容
にはなれないという側面をもっている。同じ食べ物を共に
分かち合って食べることによって、人々の間には他者に対
する「われわれ」という自己認識が培われるからである。
こうした自己認識はそれぞれの民族集団を区別するだけで
なく、同じ民族集団内の社会階層を差別化する時にもよく
みられる。同じものを食べる場合でも調理法の違いによっ
て、自己と他者を区別することも少なくない。食物選択や
調理法を含む食習慣の差異は、集団を切り分けていく重要
な要因の一つとなっており、集団のアイデンティティーや
性差やステータスを表すものとなる。例えば、かつての韓

ヤンバン

国でも白米飯は支配階層の両班たちの食物であったのに対
し、庶民の百姓たちは雑穀飯を食べていた。あるいは、精
白米を食する上流階層に対し、玄米飯を食べる下流階層と
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いう図式である（現在では自然食品や健康食のブームも
あって逆転現象が起こっている）。調理法では、炭火焼き
や「ジョンゴル鍋」（即席で焼いて食べる鍋）の上流階層
に対し、スープ・野菜たっぷりのチゲ鍋を食する下流階層
に分かれる。また今日では、食物の選択には経済性と安全
性が密接に関係しており、折しも今年は「中国産の農薬餃
子」の事件が大きな社会問題となっている。例えば同じ牛
肉を食べるといっても、松阪牛を食べるか輸入牛肉を食べ
るか、あるいは有機栽培の野菜を意識して食べるか、そん
なことよりも安いものを選択するのかといった選び方に、
その人の嗜好や経済力などが表される。
　また韓国では、手羽先は女性の食べ物、胆嚢や卵は男性
の食べ物、受験生にはくっついて落ちないように飴や餅を
食べさせ、滑って不合格にならないように若布スープは避
けられる（若布スープは産婦には欠かすことのできないも
のである）。祭祀供物として唐辛子はもちろん、魂を寄せ
付けない性質をもつとされるニンニクやネギ類がタブーと
なっている。現在の韓国人は、唐辛子やニンニクが入って
いない料理を美味しいとは感じない。韓国の食卓は全体が
真っ赤であり、食卓に並べられた数種のおかずのすべてが
唐辛子で赤く彩られ、辛いものを朝からたっぷりと食す
る。そのため、祭祀供物を祭祀後に美味しく食するための
工夫が「ビビムバプ」であり、スープご飯の「グッバプ」
である。ビビムバプはご飯の上に載せた具と共に唐辛子味
噌のコチュジャンでこねて食べる。他方、グッバプはスー

ヤンニョムジャン

プの中にご飯を入れ、薬念醤（薬味調味料）やコチュジャ
ンなどで調味し、かき混ぜて食べる。家庭の食卓や食堂な
どでは常にコチュジャンがうずたかく盛ってあり、韓国人
の食生活には欠かせないものである。たいていの韓国料理
はこれを混ぜて食べる。刺身も日本のようにわさび醤油だ
けでなく、コチュジャンに酢と砂糖をまぜた酢コチュジャ
ンをつけて食べるのである。
　調理法から食事作法に至るまで、食べることにかかわる
あらゆる「きまり」（習慣）が、その文化の人々にとって
は、文化的自己そのものにかかわる重大事であり、食べ物
の差異によって文化的自己の差異を際立たせ、自らの固有
性を保持するのである。特有の食物が文化的自己認識にお
いて、象徴的に重要な意味をもつのは、それがその文化の
共食のための食べ物として欠くことのできない存在だから
である。

（3）共食
　食べ物を分かち合って共に食べる（共食）という行為
は、かなり人間的な現象であろう。ある特別の食べ物を皆
で分かち合って食べる共食は人と人とを結びつける、最も
強力な行為となる。これは象徴的には性的交わりとも同等
に比べ得るほどである。人間文化の本質をなす交換とし
て、物質、メッセージ、女性の交換（すなわち婚姻）によ
るコミュニケーションに関するレヴィ=ストロースの理論
はよく知られているが、分かち合って食べることと性的交
わりをもつことは、人と人との関係の網目の中に分かちが
たく織り込まれ、文化全体の様相を形づくっている。とり
わけ共食は、いかなる社会にも必ず見いだされる慣習・儀
礼であり、食物を分かち合って食べることで身内（仲間）
意識が育成される。日本でも「同じ釜の飯を食べた仲」と

いう言葉があるように、同じものを分かち合って食べるこ
とで「仲間同士」「われわれ同士」という強い身内意識が
培われる。このように食事という行為は人と人とを結びつ
け、あるいは対立するものを和解させ共存させる手段でも
ある。食や食の場のつくり方は人々の関係をつくる根本を
なすものであり、人間は共に食べることを通じて互いをわ
かり合え、親密さを築き上げる。したがって共食は人間に
とって基本的な行為であり、食は人の共同生活やコミュニ
ケーションを支え、媒介する、極めて重要な社会的役割を
担っているといえる。
　ところで、韓国では肉や餅・果物が共食には欠かすこと
のできない食べ物である。その重要性は、それらのもつ象
徴的意味や文化的価値によるものである。肉や餅は古来か
ら、神々に豊穣を祈念するための生贄の名残であり、果物
は多産と子孫繁栄を象徴するものである。現在でも、中部
西海岸漁村の豊漁祭では牛をその場でつぶし、生肉を供物
として捧げ、スープにして村中の人が共に食している。こ
れらの食物は祭祀や「ジャンチ」などの様々な儀礼におい
て、欠くべからざる供物である。韓国では宴のことを漢字

ヨーネ

語では宴会、固有語ではジャンチという。宴会は宮中宴会
のようにやや堅苦しいニュアンスがあり、慶事の宴を意味
するジャンチの方がより一般的に使われている。とくに
ジャンチは生後100日目に行う「ベギルジャンチ」、初誕
生祝いの「ドルジャンチ」、還暦祝いの「ヘガプジャンチ」
のように、人生の通過儀礼に伴って行われる宴に多く使わ
れるが、一般にジャンチは婚礼の宴をさす。通過儀礼（冠
婚葬祭）には祝うものとは別に弔うものと祀るものも含ま
れており、葬礼と祭礼に分類できる。とくにその際に重要
なのは共食行為である（韓国では祭祀共食をとくに
ウムボク

「飲福」と呼ぶ）。
　一方、一年を通して生活の節目ごとに行われ、農業との
関係が深い歳時風俗（年中行事）は正月や盆行事のように
毎年同じ時期や季節に繰り返し行われる周期伝承である。
行事内容は地域や家によって異なるが、その日にはふだん
とは違うもの（御馳走）をつくって神仏や祖先に供え、家
族も同じものをいただく神祭りの日である。この日は、ふ
だんとは違う御馳走をつくり神仏や祖先に供え、人も同じ
ものを食べて作物の豊作を祈り感謝し、また家族の健康を
祈願し健康を感謝する。この日は労働から離れて休む（遊
ぶ）日となる。日本でもこれを「ハレ」と呼び、日常の「ケ」
と区別する。ハレの日は特別な食事を食べ、特別な衣装を
着て、特別な行事が行われ、非日常の世界に入る。それが
終われば、また日常のケの世界へともどっていく。このハ
レとケの繰り返しが、私たちに生活リズムをつくってい
た。都会に住んでいると、なかなかこうしたリズムを感じ
ることはできないが、祭りとなると仕事も放り出して熱中
する人もいる。日頃のつらい作業もハレの日があるからこ
そ頑張ることができるのである。
　こうした年中行事や通過儀礼などのハレの日につくられ
る供物や御馳走は、その地域の栽培作物と密接な関係をも
つ食物であり、人々が集まって分かち合って共に食べる。
人々は愛情や友情を表したり、つながりを強化したりする
ために分かち合って共に食べるのである。しかし今日では
食生活が豊かになり、餅や白米飯などが御馳走ではなく
なった。また生活活動や精神生活の変化もあって、ハレと
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ケの区別も曖昧になり、ハレに対する考え方も、今ではか
なり希薄になっている。

　以下のエスノグラフィーでは、韓国の最も代表的な非日
常（食）であり、典型的な共食行為が伴う祖先祭祀を取り
あげ、韓国の村落社会における日常食と儀礼食の関係を明
らかにする。調査手法と手順は、まず世帯のタイプわけの
ための世帯調査を行い、祖先祭祀等の参与観察と世帯タイ
プ別の食事記録をとり、食物の摂取頻度による計量的分析
を行う。

2　韓国農村における日常食と儀礼食

はじめに
　農耕社会を背景とする韓国の伝統的な食生活は、「ご飯
より優る薬はない」という医食同源（韓国では「薬食同源」
と呼ぶ）の考え方に基づき、日常食は主食のご飯と副食の

バンチャン

スープ・キムチ・ナムル・焼肉などのおかず（「飯饌」）か
ら構成されている。そのため多種多様な副食を通して均衡
のとれた栄養素を取り込むことが可能であった。一方、韓
国の食生活は日常食だけでは完結せず、非日常の儀礼食を
組み合わせることで全体的な栄養バランスをとってきたと
いえる。
　ところが韓国では日常食や儀礼食に関する具体的な
フィールドワークに基づく実証的研究はほとんど行われて
こなかった。全京秀の儀礼食の交換関係を焦点に祖先崇拝
と社会構造との関係を明らかにした研究（全京秀1992）
や末成の忌祭と墓祭を中心に一漁村の祖先祭祀に関する挙
行様相を調査報告したもの（末成1985）が若干注目され
るにすぎない。
　韓国では伝統的に村落社会における日常の食事がいたっ
て質素であるのに対して、祭祀・結婚式・還暦・葬式など
の儀礼時に用意される食事は、その量や質においてたいへ
んなご馳走であった。いずれも日常の食事では滅多に口に
することのない肉や魚料理をはじめ、餅やチヂミや果物を
食する機会ともなっている。なかでも膨大な回数に及ぶ祖
先祭祀では、祭祀後に行われる家族や参祀者だけによる神

ウムボク

人共食の「飲福」（直会）ばかりでなく、翌朝には親しい
者や近隣の人々を招いて共食が行われる。また飲福に来ら
れなかった人々に対しても、同じものをその家まで届ける

バンギ

のが習わし（「頒器」と呼ぶ）であった。こうした儀礼や
接客以外では肉料理を食べることは伝統的にはほとんどな
かった。
　そのため、韓国の食生活を把握・理解するためには、日
常食と非日常の儀礼食とを同じ論理体系の中で有機的にと
らえる必要性があると思われる。そこで本研究では、韓国
農村の一村落の地域社会を対象として、日常の食事記録と
祖先祭祀の儀礼食の食物贈答・交換関係を調査し、食生活
における日常食と儀礼食の相互補完的関係を明らかにする
ことを第一の目的とする。また、日常の食事記録から村落
社会における日常食の基本パターンを析出し、従来の研究
で定説化されている日常食の規範である「飯床規範」を検
証する。
　一方、祖先祭祀の儀礼研究では、金斗憲（1969）をは
じめ、崔在錫（1975）・金宅圭（1979）・李光奎（1990）

など多くの研究者によって、祖先祭祀の核心的機能として
家族や親族組織の結束や紐帯、同族意識の維持・強化の機
能（社会的地位の象徴的行為としての誇示）だけが強調さ
れてきた。そこで第2の目的として、村落社会における祖
先祭祀の儀礼食（とくに飲福過程）の食物贈答・交換関係
の分析を通して、祖先祭祀（儀礼食）における村落統合の
機能をも明らかにしたい。

（1）調査対象地
　調査対象地は、ソウルから車で約2時間距離にある中部
西海岸の一農村である、忠清南道唐津郡D里である。当該
村落は17世紀末頃の宜寧南氏忠壮公派門中の一族によっ
て開拓され、海に面した僻地農村であった。景観上の特徴
は谷筋に数戸の家々が点在する散村形態をなしており、生
業形態は狭小な水田耕作と、畑作の複合経営を組み合わせ
て展開してきた（林在圭2000参照）。特産品としては
コァリ唐辛子（シシトウ）・ダルレ（ノビル）・タバコなど
が有名である。この地域一帯が大きな変貌を遂げたのは、
1980年代に始まる大規模干拓事業が契機となっており、
それによって干拓農地が造成され、1990年代半ば頃に
周辺農民に1戸当たり平均3000坪が分配され、水田耕
作面積が倍増した。
　統計上の戸数は70戸前後であるが、実質的に居住する
戸数は60戸前後の中山間集落である。そのうち、半数以
上が宜寧南氏で占める「宗族マウル」を形成している（林
在圭1998参照）。2005年の調査対象戸数と人口は61
戸186人であり、65歳以上の高齢者の人口が23％以上
を占めている。職業構成は耕地専業農家62.3％（38戸）、
畜産との兼営農家26.2％（16戸）、その他11.5％（商
業2戸、牧師、公務員が各1戸、無職3戸）となってい
る。戸数の変化は少ないが、人口については1戸当たり平
均人数が、1980年6.3人であったのに対して、2005
年には3.0人と半減し、過疎・高齢化がかなり進行してい
る。

（2）日常食の食事記録
　D里における日常食の基本パターンを析出するために、
当初は上中下の階層別に各1世帯を選定し、季節別にそれ
ぞれ10日間の食事記録をとることにした。しかしD里で
は1990年代を境に、階層別の差異がほとんどみられな
くなり、階層別分類の有効性が低下し、むしろ世帯構成員
の違いによる差異が高まったことを知った。そこで、家族
周期を考慮した分類に修正を加え、「年配世帯」（Ⅰ）・「中
高生を有する世帯」（Ⅱ）・「幼児を有する世帯」（Ⅲ）に分
類した。この分類に従って各1世帯ずつを選定し、それぞ
れ季節別に10日間の食事記録をとることにした。タイプ
別世帯構成をみると、タイプⅠの世帯構成は世帯主（65
歳・農業）、妻（56歳・農業）、長男（37歳・農業）の
3人構成である。タイプⅡは世帯主（42歳・公務員）、妻
（41歳・学校給食の「学母給食トウミ」）、長男（17歳・
高校学生）、長女（13歳・中学生）の4人構成である。タ
イプⅢは世帯主（42歳・農業）、妻（41歳・家事）、長
男（9歳・小学生）、長女（7歳・小学生）の4人構成で
ある。
　調査・分析方法は、毎日摂取する料理の種類とその頻度
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を分析する。日常食と儀礼食の大きな違いは良質の動物性
蛋白質の摂取にあると思われる。そこで、動物性蛋白質を
考慮して、食事記録から料理を分類すると表 1のとおり
である。食事記録から料理名によって食物群を分類すると
主食類（A）からデザート（M）まで13群になる。主食
類は飯（Aa）と粥や粉食（Ab）、麺類（Ac）に細分され
る。ご飯には白米飯の他に、玄米飯・黒豆飯・黒米飯・麦
飯・雑穀飯なども好んで食べている。お粥にも様々な種類
があるが、カボチャ粥と小豆粥などが定番であり、鮑粥も
有名である。粉食は「ミシッカル」と呼ばれ、雑穀を炒り、
粉にして牛乳や蜂蜜を入れた水に溶かした穀物ジュースで
ある。一方町部にはパン屋が多くみられ日常的に食されて
いるのに対して、当村ではパン食がほとんどみられないの
が意外でもあった。麺類には「カルクッス」と呼ばれる手
打ちうどんやインスタントラーメンを利用した料理の他
に、「トックック」（雑煮）や「スジエビ」（水団）などが
多用される。
　一方、おかずの副食類に関しては、スープ・ナムル・チ
ゲは肉や魚貝類を入れるか否かによって細分類するが、こ
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れらの動物性蛋白質は薬味（「薬念」と呼ぶ）程度のもの
である。デザート類には牛乳といった飲物や果物や餅類な
どに細分類される。

（3）日常食の基本パターン
　各世帯別の食事記録に基づいて、副食（おかず）の食物
群別に整理し、摂取頻度による順位付けをしたものが表2
である。表2によると、日常食における副食の摂取頻度に
よる序列は、①キムチ（C）→②ナムル（D）→③煮付（G）
→④チゲ（F）→⑤生菜（E）→⑥スープ（B）→⑦蒸物（H）
→⑧焼物（J）→⑨塩辛（L）→⑩デザート（M）→⑪刺身
（K）→⑫揚物（I）の順である。したがって当村において
最も頻繁に食されている副食はキムチであり、その次が茹
で野菜の和え物であるナムルであることがわかる。その次
に頻繁に食されている副食は、煮付、鍋物のチゲ、生野菜
の和え物である生菜である。特に煮付はそのほとんどが煮
干の佃煮の類である。また、チゲはキムチや豆腐といった
野菜ベースの鍋物であり、肉や魚は薬味程度を入れるもの
が多い。次に、「クック」と呼ばれるスープは一般にご飯
に付きものとして食事には欠かせないものとして認識され
ているが、実際の調査では非常に低い順位であることがわ
かる。一方、動物性蛋白質の料理としては蒸物・焼物・塩
辛があげられる。特に蒸物はそのほとんどが卵料理であっ
て、肉や魚の蒸物はほとんど食されていない。また焼物は
豚の3枚肉を中心とした焼物かブルゴギである。
　最後に、デザート・刺身・揚物類はほとんど食されてい
ないことがわかる。特に7件のデザートはミシッカルの穀
物ジュースであり、伝統的に食後のデザートを食べるとい
う習慣はなかった。刺身はいわゆる生魚の刺身ではなく、
干潟が近いということもあって、タコや貝類（主としてア
サリ）の湯通ししたものが主である。日本のような揚物の
天ぷらは日常食では食されておらず、フライパンで焼くチ
ヂミや卵焼きがせいぜいのところである。　
　ところで、当村では1食当たりの平均摂取食物の品数は
どれくらいだろうか。これを割り出すために、延べ摂取食
物の件数を食事回数で割る（外食等82回を除外する）。延
べ摂取食物の件数は1583件であり、実際の食事回数は
318回であるので、1583÷318＝4.97、となる。し
たがって当該村落における日常食の基本パターンは、主食
1に副食4品のキムチ・ナムル・煮付炒物・チゲとなるが、
生菜はナムルの代わりに、スープはチゲに代わるものとし
て用いられている。特にスープは毎食ではなく、1日に1
回弱程度にすぎない。一方、動物性蛋白質の食物は薬味程
度のものを除けば、G・H・I・J・K・Lの229件である
が、その中身をみると、卵焼きや小魚料理がその大半を占
め、良質の動物性蛋白質の料理とはいいがたいものであ
る。煮付（G）は1日に1回、蒸物（H）は2日に1回、
焼物（J）は4日弱に1回、塩辛（L）は7日に1回の割
合で食されている。

（4）祖先祭祀の儀礼食
　韓国における儀礼は、冠婚葬祭の通過儀礼と1年の節日

ミョンジォル

（「名節」と呼ぶ）に行われる年中行事（「歳時風俗」と呼
ぶ）とに大別される。地域社会における食物贈答交換とい
う観点からは、とりわけ初誕生祝い・婚礼・還暦祝いなど
と、葬儀・祖先祭祀が重要であり、現在でも盛大に行われ
ている。一方、年中行事は1970年代以降そのほとんど
が姿を消し、旧暦1月1日のソル行事と旧暦8月15日
の秋夕行事だけが残り、韓国の2大民俗行事として、帰省

 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春  �

Aa 28 24 25 20 18 19 14 8 23 24 25 21 249 -�

Ab 0 0 0 0 0 1 5 10 0 0 0 0 16 -�

Ac 2 5 5 5 3 3 6 2 3 6 4 9 53 -�

 B 7 7 14 7 8 8 6 4 11 6 7 11 96 6�

 C 29 57 51 17 26 30 18 17 47 73 71 50 486 1�

 D 38 10 24 26 14 24 17 7 16 20 15 14 225 2�

 E 28 14 1 16 3 3 1 5 14 10 7 3 105 5�

 F 12 15 5 15 8 7 7 3 8 17 14 6 117 4�

 G 11 28 17 1 2 10 4 4 16 7 16 12 128 3�

 H 6 7 2 4 5 2 3 1 4 3 4 6 47 7�

 I 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 3 12�

 J 2 3 0 4 1 3 0 0 7 4 5 2 31 8�

 K 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 4 11�

 L 0 0 11 0 0 0 0 0 0 3 0 2 16 9�

 M 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 7 10�

計�

年配世帯� 高校生世帯� 幼児世帯�
計� 序

列�

163 171 155 116 88 110 81 68 149 177 169 136 1583 4.97

動
植
別
の
細
分�

料
理
名�

 A B C D E F G H I J K L M�

 主食 スープ キムチ ナムル 生菜 チゲ 煮付 蒸物 揚物 焼物 刺身 塩辛 デザート�

 a a a a a a a a a a    a�

 飯 肉 野菜 肉 野菜 肉 煮付 肉 肉 肉   牛乳�

 b b b b b b b b b b   b�

 粥粉 魚貝 漬物 魚貝 海草 魚貝 炒物 魚貝 魚貝 魚貝   果物�

 c c c c  c   c    c�

 麺類 野菜 魚貝 野菜  野菜   野菜    餅類�

表1　日常食の食物分類

表2　日常食の摂取食物別序列化
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のための民族大移動が繰り広げられている。この両行事は
特に「茶礼」と呼ばれる、祖先祭祀が祀られる。儀礼には
お祝い事の「ジャンチ」共食と、祖先祭祀などの「飲福」
の共食過程が含まれており、家族や親族のみならず、地域
社会の住民たちも呼ばれて共同飲食が行われる。そのため
韓国の食生活を理解するためには日常食だけでなく、儀礼
食の考察は欠かせない。ここでは諸儀礼の中で祖先祭祀を
取り上げる（写真1）。

    　　　　位　牌�

 飯 羮 盞 盞 匙牒 酢 飯 羮�

 肉 肉奠 鶏卵 炙 魚奠 豆腐 餅 清�

 脯 熟菜 焼 佐飯 清醤 海衣 醢 沈菜�

 棗 栗 梨 柿 真瓜 水瓜 油果 糖果�

   香炉   酒�

図1　大宗家の忌祭の祭需陳設

表3　D里の対象別祖先祭祀

対象先祖
父
母
祖父
祖母
計

回数
37
27
23
23

149

対象先祖
曾祖父
曾祖母
高祖父
高祖母
その他

回数
12
12
7
7
1

ホンドンベッソ

梨・柿の順に供える。また地域によっては「紅東白西」、す
なわち赤い果物は東、白いものは西に供える。第3 に

ゾァポウヘ センドンスッソ

「左脯右醯」すなわち脯は左に醢は右に供え、「生東熟西」
すなわち生物は東に、火を通した物は西に供える。第4に

オドンユッソ

「魚東肉西」すなわち魚は東に、肉は西に供えるルールで
ある。左（西）側に高い価値のある物を供える。肉類は魚
類より高い価値があるとされており、炙は肉（牛・豚）・鶏・
魚類の順に、その格式の順位が付けられている。第 5に

ウバンゾァゲン

「右飯左羮」すなわち位牌に対して、ご飯は右側に、スー
プの羮は左側に供えるルールである。しかし、こうした陳
設における規則や祭需の数は、原則的なものであって、実
際には必ず規則通りに守られているわけではなく、状況に
応じて柔軟性がある。この祖先祭祀の祭祀床は、「チャン
グムの誓い」でみられるように朝鮮王朝の国王の食事であ
る「スラッサン」が庶民の儀礼食に流れ、範型化されたも
のといえよう。

写真1

　現在、D村における祖先祭祀の種類は、基本的に4代奉
祀の命日に行われる「忌祭」、上述の2大名節に行われる
「茶礼」、忌祭の対象から後退した5代祖以上を対象とした
旧暦10月中に墓前で行われる「時祭」の3種である（祖
先祭祀の祭礼過程や供物等の詳細は、林・秋野2006を
参照されたい）。図1は当村に根拠地をおく宜寧南氏忠壮
公派門中の大宗家（総本家）における忌祭時の供物を示し
たものである。祖先祭祀の供物は、縦4列・横8列の計
32品が供えられるが、全品揃わない時もある。祭需の陳
設は祭膳に向かって、最前列の左から棗・栗・梨・柿・真
瓜・水瓜（西瓜）・油果・糖果の順に供えられる。2列目

ポ ナムル ジョン ジャーバン

は、左から 脯（干物）・熟菜・煎（チヂミ）・佐飯（佃煮）・
ヘー

清醤（醤油）・海衣（海苔）・醢（甘酒）・沈菜（キムチ）の
ピョンユック ユッジョン ジョク

順に、3列目は左から肉（茹でた片肉）・肉奠・鶏卵・炙
オジョン

（串焼き）・魚奠・豆腐・餅・清（蜂蜜か水飴）の順である。
メー ケン ザン

最後列に左から飯・羮（スープ）・盞（盃）・盞・匙牒（匙
箸入れ）・酢・飯・羮の順に供えられる（写真2）。こうし
た陳設にみられる規則は、まず第 1に最前列の果物は左
から天果・地果・造果、すなわち棗・栗・梨など、木にな
る果物（天果）、次に西瓜や瓜のような土でとれる果物（地

サンジャ　　チャシク

果）、そして 子・茶食など人が作った菓子（造果）の順
ゾユルイシ

に供える。第2に「棗栗梨柿」のルールすなわち棗・栗・

（5）祖先祭祀の飲福範囲
　祖先祭祀後の供物を家族や親族のみならず、近所や村中
の人々を呼んで共に食べるが、この共食過程を「飲福」と
呼ぶ。表3は当該村落61戸の1年間の忌祭の対象別回数
を示したものである。当村では飲福の範囲によって、①村
付合飲福（父母の忌祭と時祭）、②近所付合飲福（祖父母
～高祖父母の忌祭）、③家族のみ飲福（茶礼）の3種に分
類される。
　まず、①村付合飲福は父と母の忌祭と時祭時の飲福であ
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り、村中の全戸が対象になるが、通常各戸から最高齢者1
名が飲福に呼ばれる。当該村落における父母の忌祭は全
149回のうち64回である。これによる食物分配の対象
人数＝件数×（分配対象戸数＋平均世帯員数）、すなわち
64×(61＋3.0)=4096人である。また時祭は宜寧南氏
忠壮公派門中の下位の8小グループで祀られており、時祭
による食物分配の対象人数は＝件数×（分配対象戸数＋平
均世帯員数）、すなわち8×(61＋3.0)=512人である。
したがって村付合飲福による食物分配の対象人数は延べ
4608人となる。
　次に、②近所付合飲福は父母以外の忌祭の飲福であり、
平均して隣近所の3戸の全世帯員が呼ばれる。全149回
の忌祭のうち、父母の忌祭64件を除いた85件がこれに
当たる。したがって近所付合飲福による食物分配の対象人
数＝件数×分配対象戸数×平均世帯員数、すなわち85×
4×3.0=1020人となる。
　さらに、③家族のみ飲福は茶礼の飲福であり、茶礼は
61戸のうち39戸で祀られている。これによる食物分配
の対象人数＝茶礼挙行戸数×平均世帯員数×（ソルの3日
＋秋夕2日）＋年始回り戸数、すなわち39×3.0×5＋
61=646人である。
　したがって当村における1年間の祖先祭祀による儀礼食
の摂取対象人数は、①②③を合計した延べ6274人とな
り、毎日約18人が祖先祭祀の儀礼食の飲福に預かるので
ある。D里の人口が186人であるから、当村における1
個人は祖先祭祀の儀礼食によって約10日に1回、良質の
動物性蛋白質が供給されることになる。

（6）考察
　ここでは、日常食の「飯床規範」は誰のものであるかと
いう問題と、祖先祭祀の地縁紐帯強化機能という2点につ
いて考察を加える。
　まず日常食の「飯床規範」についてみよう。日常食は「飯
床」と呼ばれ、一定のルールをもっているといわれる。す
なわち飯床は主食のご飯と副食のスープおよびおかずから
構成されている。ご飯・スープ・キムチ・チゲ・蒸物・醤
類を基本とし、食材と調理法の重複を避けて、ナムル・生
菜・焼物・煮付・刺身・塩辛・乾物などの中から3-12種
類を選んで配合するが、このおかずの数によって3・5・
7・9・12楪飯床となる（林在圭2004参照）。これが従
来の研究で定説化されている飯床規範である。したがっ
て、おかず3品の最も質素な3楪飯床でも基本のもの（飯・

スープ・チゲ・蒸物・醤類）を入れると少なくとも7品以
上となる（図2と3参照）。なお飯床の配列は、ご飯を左
にスープを右に、チゲや醤類を中央に、汁物や焼物を右側
に、ナムルや小魚の煮付などは一番奥に配列される。すな
わち匙で食べるご飯やスープを食べる人の近くに、チゲや
汁物を中央か右側に、そして箸で食べるナムルなどは食べ
る人から遠いところに配列される。
　当村の食事記録による日常食の基本パターンからわかる
ように、1食当たりの平均摂取食物の品数は4.97であっ
た。したがって当村における日常食の基本パターンは、主
食1に副食4の5品である。飯床規範によると最も質素
な3楪飯床でも7品であり、当該村落の5品とは2品と
いう大きな差がある（写真3）。さらに当該村落では1980
年代を境に大きく変貌し、豊かになったといわれる。その
豊かさは日常の食卓にも大きな変化をもたらした。1980
年代の大変貌の主たる要因のひとつは畑作における商品作
物の導入であり、もうひとつは政府主導の大規模干拓事業
による水田面積の倍増である。こうしたことを考慮する
と、飯床規範は誰のものであるか、誰のための規範であっ
たのかが容易に推測される。少なくとも定説の飯床規範は
庶民のものではなかったのである（写真4）。
　次に祖先祭祀の地縁紐帯強化機能について考えてみよ
う。従来の研究では、祖先祭祀は血縁関係の紐帯強化機能
だけが強調されてきた。しかし祖先祭祀を食（儀礼食）と
いう側面からみると、当村の祖先祭祀の飲福過程にみられ
るように、儀礼食の贈答交換（共食行為）は村落社会にお

図2 図3

写真3
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まってするものだ」という意識が強く、一緒につくりわい
わい皆で食べるのを好む。韓国の大学に留学した女子大生
曰く、困ったことのひとつは、周りの人たちから変な目で
見られたり、声をかけられたりするので、1人で飲食店に
食事に出かけられないことだったと述懐していたのもうな
ずける。とくにお祝いや祖先祭祀の際には家族親族のみな
らず、近所や村人が共に食べる。
　しかし1970年代の都市産業化、1973年の家庭儀礼
準則、1985年頃の高度経済成長、1990年代以降の外
食産業の隆盛などの外的要因によって、村落社会における
食生活も大きく変わりつつある。1980年代半ば以降、一
部の儀礼（婚礼・還暦など）を除き、儀礼食による食物の
贈答交換機能は喪失し、日常食の肉食化が進行しつつあ
る。今後、祖先祭祀以外の諸儀礼食、外食行動に関する調
査研究をさらに進めていきたい。

3　まとめ

　人間にとって食べることは生命と健康を維持するための
最も基本的な行為であり、普遍的な営みである。そのため
日々の生活の中で、ふだん何をどのように食べているか
は、あまり意識されることはない。しかしこれまでみてき
たように、この一見あたりまえの行為の背後には、人と自
然、人と人とのかかわりあいが深く結びついていることが
わかる。
　しかし今日では、世界中からあらゆる食物が輸入され、
食のつくり手と受け手の関係、食の環境が大きく変わって
いる。食材をつくるということと、料理をつくるというこ
とと、食べるということが完全に切り離されている。食べ
る人は食べ物がつくられるプロセスを知らず、つくり手が
見えなくなり、つくることと食べることのミスマッチに
よって、食への安全・安心感も揺らいでいるというのが昨
今の現状ではないだろうか。食文化は私たちを取り巻く自
然環境とのかかわり合いの中で生まれ、またこれらの地域
の食材を日々の料理に活かすための工夫や知恵が親から子
へと引き継がれ、さらに次の世代に伝えていくことが重要
である。同時に自らの国の文化や伝統を理解することは、
日本人としての自覚をもち、国際理解を進めることにもつ
ながるはずである。
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写真4

ける人間関係の維持強化の機能を果たしていることがわか
る。それ故祖先祭祀の儀礼食は血縁関係の紐帯強化機能に
加え、地縁関係の維持補強機能をも併せ持っている。村落
社会における儀礼食の贈答交換は村落全体の互恵的生活互
助交換の一輪として機能している。したがって儀礼食の贈
答交換は、村落社会の生活原理・秩序形成における統合の
誘発メカニズムとして働いている。

むすび
　韓国の人々はとりわけ食べ物を重視する。「飯を食べた
か」という言葉が挨拶にもなっているほどである。これは
貧しさ故に飯を食べたか否かをたずねるものではなく、食
べる行為を重視する文化を持っているからである。
　韓国の食生活の伝統は日常食だけでは完結せず、儀礼食
を組み合わせることで、成り立っている。日常食と儀礼食
の大きな違いは、日常食が野菜中心であるのに対して、儀
礼食では魚や肉料理が重要な供物となっている。こうした
食生活の伝統は、医（あるいは薬）と食は源が同じである
という医食同源の考え方に基づき、よい食事をとれば健康
になると信じられている。村落社会における医食同源の考
え方は、依然として強く受け継がれているものの、幼児を
有する世帯では外食行動も増え、肉食化の傾向もみられる
（写真5）。
　また韓国人は1人で食べることを嫌い、「食事は皆で集

写真5
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日本人英語学習者と教員に対するニーズ分析
－演習、講義との関連を意識したアカデミックリーディング授業のあり方－

　本稿の目的は、国際文化学科に所属する日本人英語学習者（教員6人、2年生56人、3年生43人）を対象に行なった、アカデミッ
クリーディングの授業に関するニーズ分析調査結果を報告することにある。
　主な結果としては、学習者は主に口頭でのコミュニケーションスキルを伸張させたいと考えている一方、演習や講義で英語文献を使
用する教員は、受容的スキル（リーディング）と能動的スキル（スピーキング、プレゼンテーション）の両方のスキル向上を期待して
いることがわかった。また、学習者間でも、その英語力によって、アカデミックリーディングの学習に対する意欲の度合いに差がある
ことが明らかとなった。読解を困難にさせていると考えられる要素に関しては、学習者は主に語彙（専門用語を含む）を要因と捉える
一方、教員は、学生の複雑な文法の解釈力や主題把握力を問題視していることが明らかとなった。
　これらの結果を踏まえ、アカデミックリーディングの授業の目的や内容を議論するとともに、実際の指導内容に関する提案を行なう。

The purpose of the study is to reveal the academic reading needs of the students with intermediate English proficiency and instructors
who use English written materials in seminar classes or lectures.  The survey was conducted on faculty members (n=6) and English as a
foreign language (EFL) university sophomores (n=56) taking English reading classes in the Department of International Culture.  The
sample also includes juniors and seniors (n=43) enrolled in a seminar class in which English written materials are used for their study.

One of the main findings showed that overall the students were likely to be interested in improving their oral communication skills,
whereas subject instructors tended to expect students to acquire both passive, especially reading skills, as well as productive skills, such
as speaking and presentation abilities.  In addition, there is a clear spread between the groups with different English levels in terms of
motivation for academic English learning.  Regarding perceived difficulties in academic reading, the learners reported that they had
difficulty in dealing with vocabulary, whereas teachers consider that students have problems with understanding complex grammar and
grasping main ideas.

Based on the survey results, the objectives and content of the academic reading classes and the ideas for practical teaching in EFL
settings will be discussed.

1. Introduction
The ability to read academic materials in English is inar-

guably an essential skill for university students.  This is
especially true for those whose majors are related to En-
glish, since resources written in English can provide a wide
range of useful authentic information that is not available
in Japanese.  Most subject teachers want their students to
read English written materials.  However, for most univer-
sity students studying English as a foreign language (EFL),
apart from those who seldom need to use English on cam-
pus or in their future careers, it is difficult to establish clear
purposes for studying English for academic purposes
(EAP).  At the same time, many students are unwilling to
read in English or are likely to do poorly when studying
academic subjects in a second language.  Consequently,
university teachers have tended to abandon the use of
materials written in English, opting to use the mother lan-
guage to present and discuss English-written instructional
materials in their lectures and seminars.  A gap clearly ex-
ists between university teachers’ expectations and students’
needs and preferences, and these issues are now attract-
ing much attention in the field of EAP (e.g., Braine, 2001;
Chan, 2001; Spratt, 1999).

The original motivation for the present study came from
my first experience in teaching reading for EAP, where not

much literature is available regarding the instruction of EFL
students with intermediate English proficiency who major
in Humanities, Languages, or Social Sciences.  This ar-
ticle is based on the results of a needs analysis survey
presented to students and subject teachers.  The survey
was designed to shed light on the perceptions of students
and teachers regarding academic English, in order to de-
termine how much EAP is necessary and what features
and skills should be taught for the type of student men-
tioned above.  After evaluating the results, some practical
suggestions for course objectives and the instruction of
academic English classes for EFL students are made.

2. Background
2.1 Needs Analysis and ESP & EAP

Needs analysis, in which systematic data collection is
conducted to determine students’ or/and teachers’ prefer-
ences and requirements, is one of the basic components
used in education for creating curriculum design.  The re-
sults of needs analysis are used to create courses where
these needs can be met (Brown, 1995; Jordan, 1997;
Dudley-Evance and St.John, 1998).  In this study, needs
analysis is conducted to implement English for Specific Pur-
poses (ESP) classes in ways that are more effective.  ESP,
as defined in the present study, consists of research and
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in English.  This year, about 40 students, most of whom
were highly motivated to study English, took the English
Literature course in the spring semester.  In this lecture
course, contrary to a traditional teacher-centered one, the
students were encouraged to engage actively in learning
that provides language scaffolding.  For example, pair work
was integrated to check the understanding of the lecture
material and to promote interest in the lecture content.  Vi-
sual  materials such as movie clips were often used in les-
sons to help students to understand the content, work
sheets with fill-in blanks were prepared for note-taking, and
lectures were conducted in clear and slow speech.  As an
assignment, the students were required to read several
examples of classic literature, to answer a number of ques-
tions, and to survey the historical background of the au-
thors or the literature using on-line resources.  Reading
textbooks or journals written in English were not included
in the assignment.

Seminar class
The juniors and seniors who participated in this survey

were enrolled in seminar classes related to English, such
as American Literature, English Literature, and Applied Lin-
guistics.  In these seminar classes, the students had op-
portunities to read academic texts, such as introductory
textbooks, novels, academic journals, and magazines, in
English.

English language classes (each class conducted
once a week: about 90minutes)

In the current curriculum, about 65%-70% Junior and
senior students in the department take advanced English
reading classes.  Students have opportunities to take
classes in Current English and English for Academic Pur-
poses.  These students are streamed into two groups ac-
cording to their TOEIC scores, and the class sizes are about
25-20 students.  In the reading class for academic purposes,
students learn top-down reading strategies (identifying main
points, inferring meanings, understanding textual cues, rec-
ognizing discourse patterns) and bottom-up skills (under-
standing of the units of language: sight-word recognition,
lexical recognition, parts of speech and structure, and the
meaning of syntactic units) and vocabulary.  The weight
balance of teaching these skills varies with the instructor.

3. The Present Study
Taking the current educational situations of the target

university into consideration, the six questions that guided
this research project were as follows:

1 ) What skills do the students want to improve while at-
tending university?

2 ) Do the students feel an academic reading class is nec-
essary?

3 ) What skills do the students find most difficult in general

teaching designed to allow learners to acquire English
knowledge and skills for specific purposes, such as voca-
tions or professions (Orr, 1999).  According to Dudley-
Evance and John (1998), ESP may not always refer to the
language of one specific occupation or training, such as
English for Law or English for Physics.  English education
at university level that instructs students in common fea-
tures of academic context in the sciences or humanities,
often called English for Academic Purposes (EAP), can also
be considered as a form of ESP.

According to Jordan (1997), EAP can be further classi-
fied into two categories: EGAP (English for General Aca-
demic Purposes) and ESAP (English for Specific Academic
Purposes).  In truth, it could be said that many Japanese
universities, while providing ‘mass’ tertiary education, have
instructed English for General Purpose (EGP) or English
with No Purpose (ENP) rather than teaching EAP.  Tajino
(2004), however, claims that as long as universities are
places where students conduct academic study and/ or
research, the purpose of English language education in
Japan should be EAP.  To be specific, he states that the
goals of English education in a university should be estab-
lished as an ‘arbitrary’ point in a continuance between EGAP
and ESAP, according to each university’s situation.  As
shown in Figure 1, the relationship between skills and con-
tent instruction indicates that the instructional materials used
for freshmen are not necessarily related to their special-
ties.  As the school year progresses, the content used in
teaching materials increases.  This model is very useful for
setting course objectives or for planning new curricula, and
this study was conducted to explore where the arbitrary
point should be set for a target university.

2.2 Context of the study
Students in the Department of International Cul-
ture

In the present study, the participants major in Interna-
tional Culture, where they cultivate their knowledge and
perspectives about a variety of cultures and circumstances
both within and outside of Japan, including areas such as
China, Korea, Indonesia, Vietnam, Australia, France, Italy,
Turkey,  Britain, and the U.S.A., among others.  Along with
traditional subjects, they also have chances to learn sec-
ond languages including English, Korean, Chinese, Ger-
man, French, Italian, Portuguese, Indonesian and Arabic.

Lectures conducted in English
In the current curriculum, two lectures, Introduction to

English Literature and History of America, are conducted

Figure 1. Relation between skills and content instruc-
tion (adapted and from Tajino, 2004)
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and academic reading?
4 ) What different perceptions toward academic reading

exist among sophomores, juniors, seniors, and teach-
ers?

5 ) What are the student perceptions about taking lectures
in English?

6 ) What can be done in the reading class to prepare for
the seminar class and to support lectures conducted
in English?

Through this survey, the current study attempted to explore
an ‘arbitrary’ point in a continuance between EGAP and
ESAP for the target university and to explore meaningful
relations among language classes, seminar classes, and
subject-matter classes.

4. Method
4.1 Participants

The survey respondents were sophomores in the Inter-
national Culture Department in a Japanese university and
were enrolled in an English linguistic class and juniors and
seniors taking English-related seminar classes.  All of the
students took a selective English class, advanced English
I (speaking and listening ) or II (reading and writing) after
having finished an English Communication Class for fresh-
men.  Table 1 shows profiles of the 99 students who re-
sponded to the survey.   All except three of the respon-
dents were female and all had been learning English for an
average of almost 6 years before entering university.  Their
TOEIC scores ranged from below 400 to near 800.  Of these,
10 respondents who did not complete all of the survey ques-
tions or who had not taken advanced English classes, were
removed from the study.

In total, 34 of the respondents were enrolled in an En-
glish literature course conducted in English.  For a wider
exploration of the necessity and role of an academic read-
ing class, a survey regarding the lecture was also adminis-
trated to these students.  In addition, 6 seminar class in-
structors who had their students read academic journals
also participated in this survey.  Their areas of specializa-
tion varied and included International Relations, American
Literature, English Literature, Islam, Western History, Asian
History, and Applied Linguistics.

4.2 Survey Instrument
For the students and teachers, the survey items (see the

Appendix A) were prepared to address the questions men-
tioned above.  In addition, there was an item asking about
their students’ current TOEIC scores or STEP scores.
The questionnaire was designed to have the students be

able to complete it relatively quickly and accurately in class.
For this reason, all of the survey items were written in Japa-
nese.

4.3 Data Collection
Data collection for the students took place during July

2009, and that for instructors during September, 2009.  For
the students, the instructors who taught an English linguis-
tics class and three Seminar Classes teachers adminis-
tered the surveys to the students during the classes.  For
the subject teachers, the researchers asked them to an-
swer the survey questions.

4.4 Data Analysis
All data from the surveys were  coded for statistical analy-

ses and entered into a computer database.  The descrip-
tive statistics were conducted for the various items on the
survey, including totals, percentages, means, and standard
deviations.  Kruskal-Wallis one-way analyses of variance
(ANOVAs) and Mann-Whitney U tests were administrated
to examine the effects of status demographic factors in the
section on “Student  interests in learning Academic English”.
The statistical software package SPSS for Windows (Ver-
sion 7.0) was used for data analysis.

5. Results and Discussion
5.1 Skills that Students Want to Improve and
Teacher Expectations
Students’ general tendency

As shown in Figure 1, the areas of concern claimed by
students were generally related to practical English, includ-
ing speaking, listening, presentation, and cross-cultural
understanding.   Approximately 90% of the students in each
group seemed to be interested in improving their speaking
ability, and 50% to 60% felt that they should improve their
TOEIC scores during their university studies.  In addition,
about 50% to 60% of the students replied that improving
cross-cultural understanding was necessary.  On the other
hand, only 10% to 35 % of the students in each group re-
plied that studying academic and general reading and com-
position were important for them.  Taken together, students
indicated a higher motivation toward acquiring practical
English skills rather than academic ones.  This is perhaps
not surprising.  The students most likely wanted to improve
their oral communication skills as many of them had worked
on acquiring knowledge such as grammar and vocabulary
to prepare for University entrance exams, rather than learn-
ing English for communication purposes.

 Table 1. Demographic profile of students

Class TOTAL TOEIC below 400 above 500 above 600 above 700 above 800

English ling. Sophomores 56 28 21 4 3 0

Seminar Juniors & Seniors 43 11 17 12 3 0

STEP21 =above 500 (n =99)
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Differences among student status
More  people in the 3rd & 4th group and in the 2nd year

above the 500 group  showed more concern about improv-
ing their reading skills (3rd & 4th : academic reading, 35%;
general reading, 35%; composition, 28% , 2nd year: aca-
demic reading, 29%; general reading, 25%; composition,
25%).  In contrast, the students in 2nd year below the 500
group were less concerned with this aspect (academic read-
ing, 11 %; general reading, 14%; composition, 7 %) (see
Figure 2).  This suggests that students who are in a higher
year and who are more proficient are more motivated to
work on cognitive demanding tasks, including reading or
writing.

Differences between the skills students want to
improve and teacher expectations

There were differences between the student and instruc-
tor responses (see Figure 2) on the items of general read-
ing skills (instructors 67%; students 25%,on average), pre-
sentation skills (instructors 83% ; students 41% on aver-
age).  Regarding reading skills, the observed difference
might be due to the fact that in seminar class or lectures,
subject teachers are likely to consider student reading skills
as unsatisfactory in seminar classes.  Teachers are likely
to want students to improve their reading ability, whereas
students, especially 2nd year students who do not attend
seminar classes, have not yet realized the necessity of
improving reading skills for their studies.

In terms of presentation skills, interestingly, 83 % of the
teachers expected students to acquire these skills.  This
result can be interpreted as indicating that teachers want
to have students improve not only passive skills such as
reading but also productive skills in the second language.

5.2 What Students Find Difficult in Reading Skills
General tendency

Figure 3 summarizes the subjects’ responses towards
their own difficulties with general reading.  The students in

each group reported having many problems in reading.  In
particular, they felt that vocabulary (on average 71%) and
grammar (on average 72%) were the most problematic ar-
eas. On this point, the results are consistent with previous
studies (Dudley-Evans and Green, 2007), which showed
that students in Hong Kong perceived their skills in recep-
tive and productive English vocabulary as inadequate.  Thus,
vocabulary and grammar can generally be perceived as
difficult for people with different language backgrounds.
Another concern was the fact that more than half of the
students reported finding fast reading to be problematic,
implying that their skills in reading fluency were inadequate;
that is, their ability to comprehend without much conscious-
ness or awareness was lacking (Logan, 1997).

Differences among status
Although the overall results are similar across the groups,

one difference was observed in the vocabulary area.  When
compared to students in the higher proficiency groups, more
students in the lower proficiency group (86 % versus 58 %
and 71% in the higher groups) felt uncomfortable in deal-
ing with lexical features, which impeded comprehension in
reading.  This result suggested that students with lower
proficiency needed a more basic skill for understanding
written text.

5.3 What Students Find Difficult in Reading Skills
and Teacher Perceptions in Academic Reading
Students

Regarding academic reading, about 80 of the respon-
dents participating in the present study reported difficulty
in understanding subject-specialist vocabulary (83%).  This
was remarkably higher than the other items and was fol-
lowed by general vocabulary (62%).  However, vocabulary
was by no means the only language resource deemed un-
satisfactory; grammar (52%), background knowledge of
content (48%), and understanding text organization (48%)
were also perceived as inadequate to meet the challenges
placed on students in terms of academic reading.  The sub-
jects’ perceived difficulties with both general and specialist

 Figure 2. Skills students want to improve and lecturer
expectations Figure 3. Difficulty in general reading
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vocabulary of academic reading were consistent with the
perceptions of students and with results of previous stud-
ies (Dudley-Evans and Green, 2007).

Difference between students and teachers
When comparing between the lectures and the student

proportions of the six reading skills that they found difficult
(Figure 4), gaps existed between their perceptions regard-
ing some items.  First of all, instructors consider student
grammar knowledge and the ability to grasp main ideas as
more problematic than other aspects; whereas students
think their vocabulary knowledge, including terminology,
prevents them from smooth comprehension of text.

It is interesting that they perceived the difficult aspects in
reading differently.  One of the possible reasons for the dif-
ference might come from the participants’ degree of atten-
tion to each reading skill.  It could be assumed that, for
example, the students might pay less attention to grasping
main ideas while reading because they have to check the
meaning of many unfamiliar words in the text.

Regarding “terminology”, the teachers did not indicate
the necessity of increases in special vocabulary.  They prob-
ably understood it was not feasible for English instructors
to cover terminology in language teaching classes.

5.4 Student Perception towards Academic Read-
ing for Specific Purposes

The students were also asked to answer four questions
that were related to their academic reading class.  They
indicated their degree of interest by choosing their feelings
from following five items:  Very interested, interested, not
sure, not so interested, not interested at all. For statistical
analyses, these were changed into 5 scales:  Very inter-
ested =5, interested= 4, not sure=3, not so interested=2,
not interested at all=1. Subject responses to four items were
compared statistically among three groups.  The scores in
response to these items, as shown in Table 2, provide sev-
eral discussion points.

General tendency
As shown for the scores for Questions 1 and 4, if we

assume that a mean of 3.0 or more out of 5.0 indicates
some degree of motivation/necessity, students in all three
groups generally indicated a necessity for reading for their
ESP/ EAP course (scores ranged from 3.7 to 4.0 among
the three groups).  However, the interests of students
across the three groups for writing theses in English, as
indicated in Q3, was lower compared to those of reading
English materials.  These results implied that the subjects
identified that they are interested in working on academic
reading but not in academic writing, which is probably be-
cause writing is more demanding.

Difference among status
Although the group means for the four questions fell in

the middle of the range (scores of 2.5-3.9), there was a
clear difference among the student status in terms of Q1
(interests for academic reading before a seminar), Kruskal-
Wallis one-way ANOVAs indicated F(2, 93)=.015; p<.05.  A
further analysis of Mann-Whitney U tests  indicated that
there were statistically significant differences between 2nd

year below 500 students and 3rd and 4th year students
(p=.008), indicating that more fluent students were likely to
be motivated to improve their reading skills for their aca-
demic study.

Regarding Q3 (interest in writing a thesis in English), the
mean score was relatively low in comparison with those of
other items, with scores ranging from 2.3 to 2.7.  In addi-
tion, there were no significant differences among the three
groups (Kruskal-Wallis one-way ANOVA, F(2, 93)=.067).
Based on the results, students across the three groups
appeared to lack confidence, or were not interested, in writ-
ing a graduation thesis in English.  One of the possible rea-
sons is that they consider writing as a most demanding
task.

In terms of Q4 (necessity of studying ESP for students in
the department), although there was no statistically signifi-
cant difference among the groups (Kruskal-Wallis one-way
ANOVA, F(2, 93)=.119), students of lower proficiency at-
tached more importance to English classes than did their
more linguistically able counterparts, with a mean score of
4.0 out of 5.0.  However, it is important to note that their
motivation towards taking an academic reading course is
the lowest among the groups, as shown in responses to
Q2.  In this respect, a gap appears to exist between their
ideal and actual feelings; that is, although they know it might
be necessary for students in a Department of International
Culture to take reading for ESP/EAP classes, they them-
selves are not particularly motivated to take these classes.

5.5 About Lectures Conducted in English
Skills necessity to take lectures in English

As shown in Figure 5, the respondents perceived that
they should improve primarily five skills, including gram-Figure 4. Difficulty in academic reading



Needs Analysis of EFL Students and Teachers

16    静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.10　2009

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

mar, listening, speaking, reading and writing (32 % for Gram-
mar; 44% for Listening; 45% for Speaking; 50% for Read-
ing; 41 % for Writing).  In contrast, only 12% of the students
felt it unnecessary to improve their note-taking skills.  These
results might be attributable to the fact that the course was
carefully designed to be applicable to intermediate English
learners.  For instance, work sheets with fill-in blanks for
note-taking were prepared, visual materials such as movie
clips were added into every lesson to help student under-
standing of the content, pair work was used for checking
their understanding of the lecture, and slow and clear
speech were used in conducting the lectures.

Student interest in taking subject-classes in
English

Table 3 indicates the subject responses to questions re-
garding taking lectures in English.  Again, if we assume
that a mean of 3.0 out of 5.0 or over indicates some degree
of motivation/necessity, the participants were in favor of
studying subjects in English, showing much concern to-
wards taking other subjects or lectures without the scaf-
folding that helps foreign language learners to understand

content (Q2 & Q3).  At the same time, the students seem to
be interested in taking language classes that support sub-
ject lectures if they have a chance.  The existence of highly
motivated learners should not be overlooked when estab-
lishing a new curriculum.

5.6 Teacher Perceptions towards Academic
Reading
Questions

To explore the subject teacher expectations and needs
towards academic reading classes, an additional five ques-
tions were administered:
Q1 Do you think student English reading skills are adequate
for the study required in your seminar?
Q2 Do you use English written materials in your seminar?
If so, what type of materials do you use?
Q3 Do you use English written materials in your lectures?
If so, what type of materials do you use?
Q4 Do you require students to read resources written in
English for their graduation thesis?
Q5 What kinds of materials do you think are appropriate or
useful for teaching English, to bridge students from gen-
eral academic English courses to specific English study?

Regarding Q1, the teachers were likely to report that stu-

Table 2. Students’ interests for learning Academic English

Items Mean SD

2nd Blw. 2nd Abv. 3rd & 4th. 2nd Blw. 2nd Abv. 3rd & 4th.

Q 1 Reading academic articles in seminar 3.2 3.4 3.9 1.2 1.0 1.0

Q2 Studying ESP /EAP before taking seminar 3.2 3.5 N/A 1.1 1.0 N/A

Q3 Writing graduation thesis in English 2.4 2.7 3.0 1.1 1.0 1.1

Q4Necessity of studying ESP 4.0 3.7 3.7 1.3 1.0 0.8

2nd Blw.(n=28) 2nd Abv.(n=28) 3rd & 4th. (n=43)

Table 3.  Students’ interests for taking lectures in English

Items Mean SD

Q1 Interest for taking other lectures conducted in English 4.1 0.9

Q2 Motivation for taking lecture without support 3.7 1.0

Q3 Needs of English class for supporting lecture* (need comments) 3.9 1.0

 (n= 34)

Figure 6. Q1:Do you think students’ English skills are
adequate?

Figure 5. Skills students find necessary to take
lectures in English
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Table 4. Q2: What type of English
materials do you use in seminar class?

Response

materials numbers

Books 6

Encyclopedia 4

Journals 3

Journal abstract 2

Newspapers 1

Magazines 1

Tales 1

Data 1

Figure 7. Q2: Do you use English written materials in
your seminar?

Figure 8. Q3: Do you use English written materials in
your seminar?

Table 5. Q5: What kinds of materials
do you think are appropriate or useful

for teaching English to bridge
between general academic English courses

and specific English study?

Response

Materials numbers

Books 6

Encyclopedia 3

Newspaper 3

Journal abstract 2

magazines 1

Journals 1

Figure 9. Q4:
Do you require students to use
resources written in English
for their graduation thesis?

ation thesis.  Interestingly, although most teachers reported
that they use English reading materials in their seminar
studies, only 33 % of the teachers require their students to
read resources in English for their culminating study, as
indicated Figure 9.  This is perhaps because the teachers
understand that the students’ English abilities and motiva-
tion towards using English vary; thus, they do not force the
students to integrate English materials into their references.

Finally, Table 5 lists the responses towards the question
about what kinds of English teaching materials the subject
teachers think are appropriate or useful for bridging be-
tween general academic English and specific English stud-

dents’ English reading skills were inadequate for conduct-
ing seminar classes, as shown in Figure 6.  In total, 33 %
of the teachers felt that students’ English was problematic
and 50% of the teachers considered it as quite problem-
atic.

The teachers were also asked whether they use English
written materials in their seminar class. If so, what type of
materials do they use?  Figure 7 shows that 83 % of the
teachers deal with English written materials in their semi-
nar classes.  The sources mainly came from books, includ-
ing introductory textbooks, encyclopedias, and academic
journals (See Table 4).

Regarding Q3, as shown in Figure 8, most teachers (83%)
reported that they used English written materials in their
lectures.  Students could be assumed to have chances for
exposure to some special terminologies, to some extent,
through these materials in the lectures.  However, it is diffi-
cult to know to what degree they were able to meaningfully
utilize these English materials since, most of time, lectur-
ers do not have enough time to explain the details or com-
plex grammar during the class.  As well, although the teach-
ers may provide many resources, it is up to the students to
determine whether they use them outside of the class.
Nonetheless, it is surely helpful for students to be provided
with this type of special information in English in lectures to
reinforce the point of connecting what they have learned in
their seminar class.

Another question is whether teachers require the stu-
dents to use English written resources to write their gradu-
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ies.  The teachers suggested that books, particularly intro-
ductory textbooks that are written in comparatively easy
English, are appropriate for 2nd year students prior to tak-
ing seminars in the 3rd year.  To obtain the latest informa-
tion about a specific field, academic journals might be plau-
sible.  However, the styles of English in the journals are
likely to be formal, and the papers seldom provide suffi-
cient explanation of basic concepts or terminology.  In gen-
eral, students are not expected to be able to understand
the gist of journal articles.

Comments from subject teachers
In addition, the teachers were given the opportunity to

write comments about academic English teaching at this
university.  These teachers have been teaching seminars
for at least 4 years in the present university and have been
using English materials in their seminars, where student
number is usually below 10.  Consequently, it might be the
case that these teachers have captured student problems
or the types of skills that they should be learning in aca-
demic reading, and that this type of information may be
essential for English language teachers when planning
teaching syllabus.

The following section describes the areas that concerned
subject teachers concerns and the ideas or opinions that
were obtained from their comments.

Dictionary skills
The teachers suggested that students should improve

their dictionary skills so that they would be able to interpret
polysemous words more correctly according to their con-
text and to also be able to learn grammar through the ex-
amples in the dictionary.  Students are often observed only
to look at the first meaning of a target word without consid-
ering the context in which the word is embodied and thus,
they often misunderstand the content.  Fostering their dic-
tionary skills should be one of the ways that comprehen-
sion of academic reading materials could be made more
accurate.

Reading skills
The respondents also pointed out that the students of-

ten cannot grasp main ideas in a text because they tend to
struggle with the complexities of grammar and vocabulary,
including terminologies, and pay too much attention to de-
tails of the context without taking the whole picture of the
text into consideration in their reading.  Language teach-
ers should therefore encourage students to discuss con-
tent after they have shown that they understand the author’s
ideas in the articles.

The subject teachers also feel a necessity to review ba-
sic English grammar in order to allow correct understand-
ing of the academic text .  Some students with lower profi-
ciency might need remedial studies in English grammar,
while other students who have high English competence

might need more emphasis in some aspects of grammar
that tend to be problematic for Japanese students.  Tradi-
tionally, Japanese English Education was focused too much
on forms, and recently meaning rather than grammar has
been paid more attention in Japanese teaching of English.
However, bottom-up skills as well as top-down skills should
be integrated into English teaching in order to increase stu-
dents’ reading accuracy and fluency.

Translation skills
There were a number of respondents who pointed out

the students’ inability to translate materials into natural Japa-
nese.  According to the subject teachers, one of their prob-
lems seemed to lie in the fact that students are likely to
translate the text word by word into Japanese; as a result,
they tend to produce unnatural translations.  It might be
useful for the teachers to train the students to think about
the content in their own words, either in Japanese or in
English.

Teaching materials
Regarding the use of academic journals, experienced

subject teachers pointed out three points in the choice of
journals for an English class.  First, the English should be
easy and second, the article should be well organized, in-
cluding the introduction, body and conclusion. Third, this
type of article should also be useful as a model for organiz-
ing a thesis.  In terms of textbooks, the teachers suggested
that introductory textbooks for university/ college students
are good for our students as teaching materials and they
should be considered before using academic journals.
Regarding types of content, the teachers recommend So-
ciology, which is comparatively understandable for students
who do not have enough background knowledge about
other special fields.  The teachers also added the com-
ment that since the areas of study of the subject teachers
varies, the content should not be related to a specific sub-
ject but should instead be of interest to the students in the
departments.  Taking this into consideration, Cross-cultural
Communication, Education, or Environmental Studies might
be suitable content.

To have students read academic journals and textbooks,
it is necessary for language teachers to fully examine the
content as well as the linguistic features, taking into con-
sideration the students’ background knowledge about the
content and their abilities in grammar.

6. Conclusions
6.1 Summary of Results

Research Question 1 in this study examined the skills
that the students want to improve upon in a university set-
ting.  Subjects reported that they were more interested in
learning practical skills such as speaking, listening, and
cross-cultural understanding than they were in general and
academic reading or writing (Figure 2).  Research Ques-
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tion 2 targeted student perceptions towards the necessity
of an academic reading class.  Overall, students seemed
to consider knowledge and skills more important than study-
ing specialized fields, although students who were more
proficient tended to show their willingness to improve their
reading skills (Figure 2).  Research Question 3 inquired
which skills students find most difficult in either general or
academic reading.  Students were most likely to report prob-
lems with vocabulary and grammar in general reading and
vocabulary and special terminology in reading for specific
academic purposes (Figure 3 and 4).  Research Question
4 tried to reveal similarities and differences between the
responses of the students and teachers.  The students were
likely to be interested in improving their oral communica-
tion skills, whereas subject instructors tended to expect
students to acquire both passive, especially reading skills,
as well as productive skills, such as speaking and presen-
tation abilities (Figure 2).  Regarding perceived difficulties
in academic reading, the learners reported that they had
difficulty in dealing with vocabulary, whereas teachers con-
sider that students have problems with understanding com-
plex grammar and grasping main ideas ( Figure 4).  Re-
search Question 5 examined student perceptions regard-
ing taking lectures in English to explore the role and the
necessity of academic reading classes.  In general, the
subjects were highly motivated to take academic subjects
in English since the students who answered this question
were relatively high proficient (Table 3).  Finally, Research
Question 6, targeting the exploration of the role of aca-
demic reading, will be discussed in the following section,
since the answer can be deduced by considering all of the
results indicated above.

6.2 Implications for EAP Reading Instruction
Despite the differences between instructors and students,

generalizations emerging from the survey can be useful in
designing instruction, in selecting materials, and in plan-
ning curricula for the future.

Students need skills in academic vocabulary
Clear pedagogical concerns obtained from the findings

are presented here: one is that English instruction should
more strongly stress common academic and subject spe-
cific words.  As effective ways of teaching vocabulary, fol-
lowing the suggestions of Carell (1988) would seem to be
practically useful. First, key words in the target passages
should be taught.  Second, the words should be taught in
semantically and topically related units, in order to improve
word meanings and background knowledge at the same
time.  Third, both definition and contextual information of
the words should be instructed.  In this way, students should
be able to engage in deeper processing of word meanings
and effectively store the new vocabulary in their long-term
memories.

Students need background knowledge in special
academic context

Another concern for teaching ESAP is to help build stu-
dents’ background knowledge in a topic, in addition to their
linguistic competence.  If both discourse disciplines and
the subject content are unfamiliar to learners, the task of
cognitively comprehending the texts would be far too de-
manding, and it might discourage them from studying En-
glish.  One of the solutions, especially for intermediate pro-
ficiency students, might be to present the materials in their
first language (Huang, et al., 2006) or in comparatively easy
written English in pre-reading tasks.  This pre-reading ac-
tivity would definitely help to cultivate expertise as well as
to facilitate reading activities.

Another possible way, as mentioned earlier in subject
teachers’ comment sections, would be to have language
teachers choose a subject whose content is comparatively
understandable with learners’ current background knowl-
edge, such as Sociology including Cross-cultural Commu-
nication, Education, or the Environment.

Materials: teacher collaborations
The technical concerns in implementing instruction in

ESAP in the current instructional setting is the difficulty of
covering the articles or text of all of the subject areas that
the students study in a seminar class.  The specialized fields
in the department is also varied, covering areas such as
European, Japanese and Asian History, Japanese, Ameri-
can and English Literature, Anthology, International Rela-
tions and Applied Linguistics, among others.  One of the
ways to solve this constraint in the reading class is to set a
task where students can choose one reading text from sev-
eral choices of content related to teacher specializations
and then to work on comprehending the material and mak-
ing a presenting about the content (e.g., making quizzes
about the contents) in small groups.  In conducting this
task, again, it is essential for the students to be given some
background knowledge about the topic in easy English or
in their first language.  By doing so, the students can learn
both the content and linguistic features that might be use-
ful in the future seminar class.

This is one of the ways to ask cooperation of content-
area teachers.  If they systematically provide students with
chances to be exposed to specialized academic words or
introductory texts and journals in the lectures, the students
would be able to gradually familiarize themselves with cer-
tain academic words or written discourse.  Given these
opportunities, the students would more smoothly move to
the study of specific content areas in seminar class.

Course objectives
In a higher educational institution, it is reasonable for

students to acquire a certain level of English to study aca-
demic areas.  However, there is a clear spread among the
students’ English levels and motivation towards English
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learning in the current university.  Some 2nd year students
are taking English reading classes just for taking credits,
while others have motivation for studying subjects through
English or have ambitions to study abroad.  Considering
the current situation, it would be desirable to establish spe-
cific courses: one would be for students who wish to study
content areas in English and the other would be for those
who wish to learn basic academic English skills or English
for more practical purposes.  In the former class, students
might target ESAP in their studies, whereas those in the
latter class might focus more on EGAP.

It is also essential to make freshmen aware of the impor-
tance and necessity of reading materials in English for their
future study in seminar classes or lectures.  The specific
goals in learning English in this school have not been clearly
introduced to students, except in terms of TOEIC scores,
so the students are unlikely to be motivated to improve their
reading skills, as the survey results show (Figure 2).

6.3 Conclusion
What emerges from this study is that there are different

views towards learning English, especially reading, among
instructors and students with high and low proficiencies.
The survey results will be helpful for language teachers to
conduct lessons that meet the subjects and students’ needs
as much as possible.  There were some limitations regard-
ing the analysis and data in this study.  Due to the different
sample sizes between teachers and students, comparisons
among these groups were not considered to be reliable.
However, the present study is able to reveal the problems
of intermediate English learners in academic reading and
it provides some practical and technical solutions that can
be applicable to other similar populations.
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Appendix A  (Due to space limitation, the items of the survey are partially presented here.)

アンケート調査：学生用（２年生対象）抜粋

1．あなた自身は大学の英語教育で何を学びたいですか／どの能力を伸ばしたいですか？ （複数回答可）
□専門英語（ゼミの内容に関係する内容）力の養成 □ビジネス英語力の養成
□論文読解力の養成 □論文作成力の養成 　　　　　　　　　　 　
□幅広い教養の養成 □異文化理解を深める
□発表能力（プレゼンテーショ ン）の養成 □会話力（聞く、話す）の養成
□講演、発表などの聞き取り能力の養成 □検定試験（TOEIC、TOEFL、英検）対策 　　　

2 .英文読解において、あなた自身はどのような知識や技術が不足していると考えていますか。
（複数回答可）
□ 基本的な語彙力 □複雑な文構造を理解する力
□ メインアイディアの把握 □文章における論理展開をつかむ力
□ 読解スピード □ 必要な情報を素早く探し、見つける力　

【ゼミ関連】

1．将来、ゼミにおいて、英語の文献を読むことに興味がありますか？
□大いに興味ある　 □興味ある　□あまり興味がない □どちらともいえない □全くない

2．ゼミに入る前の準備として、ゼミで扱われる専門内容に関する英語文献を読むことに興味がありますか？
□大いに興味ある　 □興味ある　□あまり興味を持っていない □どちらともいえない

3．将来、ゼミにおいて、英語で論文を書く事に興味がありますか？
□大いに興味ある　 □興味ある　□あまり興味がない □どちらともいえない □全くない

4．国際文化学科において、専門内容（ゼミに関係した学術的な内容）を扱う語学教育（「英語上級」にて）を実施する
必要性はあると思いますか？
□必要 　□まあ必要　 □あまり必要なし　 □必要なし　 □どちらともいえない

5．専門英語の教育は、時間的に可能であれば何年生で実施すべきだと思いますか？
□１年生　　□２年生 □３年生　□４年生 □必要ない　（複数回答可）

【英語で学ぶ専門授業】

1.　授業を受講していて、より勉強が必要だと感じた英語のスキルは何ですか？（複数回答可）
□ライティングスキル □リスニングスキル　
□リーディングスキル
□スピーキングスキル □ノートテイキング
□オーラルプレゼンテーションスキル □文法（複雑な構文で書かれている内容を読み解く文法力）

2.「専門内容」を英語で学ぶ際、ある程度の背景知識を持っている内容の方が良いと感じましたか？
□大いに感じる　 □感じる　□あまり感じない □どちらともいえない □全くない

3. 専門科目を英語で受講する際に、それをサポートする英語授業（例：文学特有の英語表現、語彙、文章構成などを学
習する）が必要だと考えますか？
□大いに必要　□まあ必要　□あまり必要でない　□全く必要ない　　□わからない

＊本研究は、平成２１年度学部長特別研究費（「専門分野での学びを前提とした英語教育に対する学生と教員のニーズ分
析」）の助成を得て実施されたものです。
＊本調査にご協力くださいました、国際文化学科教員及び学生の皆様に、心より感謝申し上げます。
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静岡文化芸術大学図書館・情報センターの学習支援の可能性を考える

　図書館の学習支援の可能性を考えるためには、まず学生は図書館をどのように利用しており、どのような問題を感じているのかを明
らかにさせる必要があると考えた。このため、授業で図書館を利用して調べる課題を与え、それについてのアンケート調査を行った。こ
の調査の結果に基づいて、学生の図書館利用の現状と問題点をまとめ、考察した学習支援の可能性について述べる。

It is necessary that studentsÉÜ pattern and problem of library use become clear. Then a questionnaires survey of student was con-
ducted. This paper describes the result of the questionnaires surveyÅ@andÅ@possibilities of learning support of the Library of SUAC.

1．はじめに

　大学図書館を活用させる授業の効果として、以下の6点
が指摘されているi。第一に、情報を探し出し、評価し、効
果的に利用する方法を学習することは、卒業後の実社会で
必要となる情報探索に役立つ。第二に、問題を組み立て、
問題に関連する情報を探し出し、収集した情報を整理し、
その情報に基づいて行動に移る、という能動的な学習体験
をする事が可能となる。第三に、個別に課題に取り組ませ
ることで、それぞれの学生の能力に応じた学習が可能とな
る。第四に、個別的な学習に向いている学生とグループ学
習に向いている学生それぞれに対応する授業スタイルが可
能となる。第五に、継続・発展的な学習が可能となる。第
六に、学生自身に課題や達成点を設定させることで、主体
的に取り組ませることができる。
　この6点は、現在全国の大学で進められているFD(ファ
カルティ・デベロップメント)・授業改善に共通する要素が
多い。大学図書館を活用させる授業をおこなうことが、
FDにつながるといえる。FDとの関わりで大学図書館の
学生支援(学習支援)の事例も報告されている 。ii 静岡文化
芸術大学(以下本学とする)図書館・情報センターでも、FD
と関連した取り組みを行うことができないだろうか。この
点を考えるため、まず学生の図書館利用の現状や授業で図
書館を活用させるにあたって、どのような問題点があるか
を把握することとした。方法としては、2008年度後期の
「地域情報サービス論」の中で学生に図書館を活用して調
べる課題を与え、アンケートで学生の状況を把握すること
にした。そのデータに基づき、SUAC図書館・情報セン
ターの学生支援の可能性について論じた。

2．「地域情報サービス論」の概要とアンケート調
査方法

　「地域情報サービス論」は、文化政策学部共通科目(区分
「情報リテラシー」)でありかつ司書課程科目(「図書館サービ
ス論」)でもあるため、公共図書館サービスの歴史と可能性

に関する内容となっている。2年次対象科目であるが、3
年次になってから履修するものも多い。2008年度の場
合、登録者数は150人であった。
　図書館を使って調べる課題は3点与えた。課題1は、ア
ンドリュー・カーネギーと図書館の関わりについて、資料
を指定して調べさせた。なお学生数150人に対して資料
が6点と少なかったため、期間を長めに設定するととも
に、図書館に依頼して指定した資料は貸出停止措置をとっ
てもらった。ただし指定図書として一箇所に集めることは
せず、請求記号を手掛かりに書架上で探させるようにし
た。課題2は、授業で紹介した小説『ブラックボーイ』の
著者リチャード・ライトの略歴を調べることである。この
時は、特に資料は指定せず、参考図書を探して調べるよう
に指示した。課題3(まとめ課題)は、地域の課題を解決す
る図書館というテーマで、各自が自分の住む自治体の課題
と図書館で課題解決のためにどのようなサービスが可能か
を考えるものであった。対象とする自治体や図書館につい
て、インターネットを利用して情報を収集するとともに、
自分が考えた図書館サービスをすでに行っている図書館の
事例を図書や雑誌論文で探すことを義務づけた。
　アンケートは、課題を提出した最終日に行った。課題提
出者が135人で、アンケートのうち有効回答は89件で
あった。

3．アンケート調査結果

3-1　学生の図書館活用の現状
　まず、この学期中(2008年10月～2009年2月)の
図書館利用状況、利用目的、実際の利用内容をたずねたと
ころ、表1～2の結果となった。利用回数は週1～2回
がもっとも多く次いで週3回以上であり、ほとんどの学生
が「レポートなどのため」を利用目的としている。しかし
表3で利用内容を見ると、「メディアステーションで課題
を作成」が74%ともっと多く次いで「図書館の本を借り
る」が60%である。一方で、「百科事典などで調べる」は
30%、「新聞、雑誌記事を探す」は5.6%と、調べること
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を目的とした利用が少ない。利用目的で「ゼミ・卒論のた
め」を選んだ3年生30人に限定しても、同様の傾向がみ
られる。
　このデータから、本学の学生は、「レポートなどのため」
に図書館をよく利用しているが、その内容は図書を借りる
ことやメディアステーションでの課題作成が中心であり、
調べることを目的とした利用は少ないといえる。

3-2　課題について
　指定された図書で調べる課題1と自分で事典類を探して
調べる課題2についての調査結果を示したのが表4であ
る。「資料をすぐ見つけることができた」が最も多いのは
共通しているが、課題1が61%であるのに対して課題2
では49%になっている。一方で、「資料をさがすのが大
変だった」との回答は課題1が17%で、課題2では27%
になった。テーマに即した資料(この場合は参考図書)を探
すことが難しいと感じている学生が少なくないようであ
る。なお「配架場所はすぐわかったがその場所にないこと
が多かった」は学生数が多いため、特定の資料を同時に調
べようとして資料が見つからないケースを想定した問いで
ある。表5は、図書や雑誌論文を探す課題3(最終課題)で、

難しかったことを3点まで選ばせた結果である。
　「図書、雑誌論文の探索」と「図書、雑誌論文の入手」が
いずれも60%である。表4、表5の結果から、学生が調
べる内容に適した専門事典や図書、雑誌論文の探索を苦手
としていることがうかがえる。

3-3　情報探索の経験
　表6は、これまでの情報探索の経験(図書検索、雑誌論
文検索)についてたずねた結果である。どの学科、学年に
おいても「経験がある」の回答件数が「経験がない」を大
幅に上まわっており、この時点までで情報探索方法につい
て学んできていることがわかる。本学では、文化政策学部
共通科目の「図書館概論」「情報検索」「学術情報論」で情
報探索を学習する機会がある。また、学科別では国際文化
学科の「国際文化基礎演習」「購読演習」や文化政策学科
の「文化政策基礎論」でも学習している。「経験がある」と
回答した学生に、どのように機会に情報探索を行ったかを
書いてもらった中にこういった科目名があがっている。
　経験はしているものの、3-2で見たように図書や雑誌論
文の探索と入手を難しいと感じている学生が多い理由とし
ては、テーマによって情報の探し方に工夫をしなければな
らないという個別性や、経験してはいるが身についていな
い、などが考えられる。アンケート最後の自由記述の中
に、「ツールを使いこなせていない自分を強く感じた」と
いう回答があった。他の技術同様、繰り返し使うことで身
についていくものであろう。
　ここまでの結果から以下の2点のことが明らかになっ
た。第一には、本学の学生は図書館を比較的よく利用して
いるが、その利用はメディアステーションでの課題の作
成、図書の貸し出しが中心であり、「調べる」ことを目的
とした利用は少ないことである。第二に、指定された図書
を書架上で探すことは問題ないものの、目的に合わせて適
切な参考図書、図書、雑誌の探索や入手は難しいと感じて
いる学生が多いことである。一方で、授業などで、図書や
雑誌論文を探した経験をもっている学生は多い。つまり、
探索方法を一通り学んでいるものの、それが実際に使いこ
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利用方法 全体 ゼミ・卒論のため
回答数 89 20

1. 図書を読む 23(25%) 10(50%)
2. 図書を借りる 54(51%) 17(85%)
3. 図書のコピー 9(10%) 2(10%)
4. 新聞・雑誌を読む 5(  5%) 2(10%)
5. 新聞・雑誌記事の検索 5(  5%) 2(10%)
6.百科事典などで調べる 27(30%) 3(15%)
7.インターネットにアクセス 37(41%) 9(45%)
8. メディアステーションで課題作成 66(74%) 15(75%)
9. 自習場所 23(25%) 3(15%)

表3

課題1 課題2

54(61%) 42(49%)

18(20%) 13(15%)

15(17%) 27(31%)

1( 1%) 3( 3%)

表4

設問

1. 資料をすぐ見つけて調べることができた。

2. 資料の配架場所はすぐわかったが、所定の

場所にないことが多かった。

3. 資料を探すのが大変だった。

4. その他

回答数
17(20%)
54(60%)
53(60%)
32(35%)
32(35%)
1( 1%)

表5

設問

1. 自治体についての調査
2. 図書、雑誌記事の探索
3. 図書、雑誌記事の入手
4. 関連する機関、団体の調査
5. 調べている図書館サイトから必要な情報を見つける
6. その他
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なせるまでになっていないと考えられる。こういった状況
を改善するために、以下の2つの方法を提案したい。

4．学生に図書館を活用させる方法

4-1  授業での取り組み
　情報探索の基本は学んでいるととはいえ、図書館で調べ
る学習方法が十分に身についているとはいえない。調べさ
せるための何らかの仕組みをつくることが必要であろう。
　そのためには、授業内で、図書館を活用させる課題を出
すことが効果的と考えられる。図書館のオリエンテーショ
ンや情報リテラシー科目では、どうしても情報探索技術を
身につけること自体が目的となってしまい、その必要性を
学生が実感しにくいのではないか。授業に即した課題で、
情報を探し、読み(分析し)、まとめる体験を通して、情報
探索の必要性を認識することができる。
　また多くの技術同様、情報探索も繰り返し行うことで能
力を向上させることができる。複数の授業で取り組むこと
で、卒業時には社会で役に立つ応用力を身につけることが
できるのではないか。
　授業で課題を出すにあたっては、図書館との協力体制を
事前につくっておくとよい。
　まず、調べる課題を出す1ヶ月ほど前に、担当教員と図
書館員で話しあう機会をつくる。この段階で、調べさせる
テーマとそのために図書館が提供できる資料や情報の存在
と数が明らかになる。もし不充分な場合は、役立ちそうな
資料の購入手続きをとることも考えられる。こういった場
合の特別購入枠を設けておくと迅速に対応できる。打ち合
わせなどの時間の問題があるか、非常勤講師にも可能性を
開いておくことが望ましい。もし用意できる資料数に限り
がある場合は、一定期間の貸出停止措置をとることで多く
の学生に利用させることは可能である。
　図書館員がどこまで手伝ったらよいのか(どこまでは学
生に努力させたいと考えているか)の打ち合せも必要であ
ろう。場合によっては、調べる際の手引き書になる「パス
ファインダー」を用意し、できる限り学生自身で調べるこ
とができるようにしておくことも考えられる。
　必要があれぱ、課題を与える日の授業の中で、図書館員
に調べ方を指導をしてもらうこともできる。ただしあくま
でも課題を与える時であることが重要である。学期当初な
ど、学生が課題を意識していない段階での説明は、記憶に
残りにくい。

4-2図書館の整備
　授業で課題を与えることで、調べなければならない状況
に学生を置くことができる。ただ、すでに見てきたよう
に、学生は調べるための情報源(インターネット情報源を
含め)を探す段階で困難さを感じている。これに対応でき
るのが、図書館員のサポート、いわゆるレファレンスサー
ビスである。
　教員の指導だけでなく、図書館員のサポートが必要と考
える理由は2点ある。第一に、あくまでも学生に主体的に
取り組ませることが重要であり、サポートは探索に行き詰
まった場合に、それぞれの状況に合わせて提供されなけれ
ばならない。教員は常時図書館にいるわけではないので、
困った時にすぐ相談できるとは限らない。また「正解」と
なる資料をすぐ提供するのではなく、いろいろな資料をそ
の使い方を説明しながら調べさせていく、ことが好ましい
が、これは研究室やメールでのやりとりでは限界がある。
図書館員であれば、すぐ相談でき、図書館内を一緒に歩き
回り、あるいは資料を手にとって見ながら説明することが
できる。
　第二に卒業後に必要となる情報探索の場合を考えた時、
常に教員に助けを求められるわけではない。しかし、図書
館員に助けを求められることを知っていれば、地元の公共
図書館などに相談ができる。
　しかし、レファレンスサービスの存在が学生に知られて
いるとはいえない。アンケートの自由記述の中に、「レ
ファレンスサービスは今まで受けたことがなかったが、今
後卒論作成などにより専門的文献を探すとき、お世話にな
ると思う。しかしカウンターが時々無人であったり、レ
ファレンスサービスについての案内表示がないため、何と
なくたずねにくい雰囲気で気軽に利用できるか少し心配」
という回答があった。学生が相談しやすい環境をつくるこ
とが望まれる。
　また現在の情報探索では、印刷資料とインターネットの
両方を利用することが必要であろう。そのためには、PC
を使いながら、図書も調べられる環境があることが望まし
い。
　さらに、授業によっては、個人で取り組む場合だけでな
く、グループで調べる課題に取り組むことも考えられる。
　この3点に対応できるものとして最近注目されているの
が、「ラーニング・コモンズ」である。「ラーニング・コモ
ンズ」(インフォメーション・コモンズともよばれている)
は、1990年代に合衆国の大学図書館で、「場としての図
書館」の意義を考える中で生まれてきた試みである。大学
によってその形は多少異なっているが、「学生が自主的に
問題解決を行い、自分の知見を加えて発信する学習活動全
般を支援するための施設とサービスの提供」iii である点は
共通している。また「最も重要なのは人的支援がある点で
あろう。同じフロアには、資料調査で行き詰まった学生の
相談を受けるレファレンスカウンターが設置され、機器類
の使い方を指導してくれる技術支援スタッフも常駐」ivと
あるように、専門のスタッフ(図書館員)のサポートを受け
られる場所でもある。日本では、お茶の水女子大学図書館
が図書館改革の一つとして導入しその成果が報告されてい
るv。大阪大学附属図書館など新たに設置した大学図書館
や取り組みの検討をはじめた大学がある。
　

WebcatPlusで特定分
野の図書を探した経験�

CiNiiもしくは国立国会図
書館雑誌記事索引で雑誌
記事を探した経験�

国際文

化学科�

文化政

策学科�

芸術文

化学科�

 学年 ある ない ある ない�

 2 19(60%) 13(40%) 23(72%) 9(28%)�

 3 11(79%) 3(21%) 11(79%) 3(21%)�

 2 24(82%) 5(18%) 22(76%) 7(24%)�

 3 3(100%) 0 2(66%) 1(33%)�
�

 2 8(73%) 3(27%) 8(73%) 3(23%)

表6
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5. まとめ

　大学図書館を使って調べる学習習慣を学生に身につけさ
せるためには、授業を計画する教員と図書館員の協力体制
が必要である。同時に、図書館の整備や図書館員の配置に
より、学生が来館したくなる場所、そこにいけばサポート
を受けられる場所という認識を学生にもってもらえるよう
にすることも必要であろう。

[本研究は、平成20年度学長特別研究「新しい学習環境の
研究」の一環として進められたものであることを付記して
おく。]
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明治末期から昭和期に至る劇場の現代性について

　本論文は、明治末期より昭和期に至る日本の劇場の変遷を、帝国劇場、築地小劇場、東京宝塚劇場などの劇場改革を踏まえて現代性
を描きだすことを目的としている。「劇場」とは、「専門家の配置、舞台作品の製作、空間の設計、観客の資質」という4つの要素が関
わることが重要であり、時代は経ても変わることのない部分である。本論では、その前提となる建設の背景および劇場空間における前
舞台領域との関係性において考察した。特に、劇場建設に対する言説から考察し、民間劇場が残した財産を現代の公共劇場がどう担う
のか、これからの劇場のあり方を提示する。

    A goal of this paper is to draw a change from the Meiji last years to a Showa beginnings in a Japanese theater,
    Teikokugekijyo, Tukijisyogekijyo and Tokyo Takarazuka gekijyo. 4 elements are included in a word as a theater, Specialist's arrange-
ment, Creation in a stage, Spatial design, the quality of the audience. These are also an important part via the time. A relation in a front
stage of a background of construction and theater space was hung by the main subject. In particular, it's considered more than a state-
ment of theater constrution. The assets for which a private theater left it, how to carry a present-day public theater is shown.

1．はじめに

1－1．研究の背景と目的
　「劇場」は社会の縮図であり、「舞台」は人生の縮図であ
る。社会が要求した、人材、空間、作品、観客　という4
つの要素が劇場空間の中でどのように関わるか、時代に必
要な関わり方があるように思う。
　本論では、民間劇場が劇場史の近代化を担ってきたその
過程を明治末期から昭和期に焦点をあてる。民間劇場の遺
産の中から人材と空間を重点的に、現代の劇場のあり方を
抽出することが目的である。空間については、特に、舞台
と客席をつなぐ「前舞台領域」に着目している。劇場史の
大きな転換期となった民間劇場、すなわち帝国劇場（明治
44年開場）、築地小劇場（大正13年開場）、東京宝塚劇
場（昭和9年開場）などを対象として、その現代性を考察
する。

1－2．用語の定義
　本論では、「劇場」という言葉を使用している。「劇場」
とは、「空間の設計、専門家の配置、舞台作品の製作、観
客の資質」を内包するものとして扱う。「劇場空間」は「舞
台と客席を含む空間」とし、「演出空間」は「物理的な意
味で演技の及ぶスペース」とした。「前舞台領域」とは、舞
台と客席をつなぐ空間と設定し、特に舞台前の処理にその
特徴を見るものとした。「演劇」とは、各ジャンルを内包
するものとはせずに、「歌舞伎」「新劇」「ミュージカル」「レ
ビュー」などと記載することにした。「近代化」とは、「劇
場の機能・デザインなどに欧米の影響及び我が国独自の改
良が見られること」とした。

1－3．研究方法と既往の研究
　本論は、各劇場に関する資料の分析を基本とし、関係者
へのヒアリングで補足している。劇場史において空間を軸

に歴史的な分析をした研究は、後藤慶二『日本劇場史』
（1925年）、須藤敦夫『日本劇場史の研究』（1966年）
がある。小泉嘉四郎『劇場舞台設計計画』（1965年）は、
劇場における舞台計画の実際を扱ったものとして、また、
清水裕之『21世紀の地域劇場』（2000年）は、劇場空
間の歴史的変遷に運営の視点も含めたものとして参考と
なった。本論は、筆者が1998年に発表した論文「明治
末期より昭和期に至る劇場空間の近代化に関する研究―前
舞台領域の空間的変遷」、2001年に発表した論文「日本
の劇場の近代化に関する研究―帝国劇場・築地小劇場・東
京宝塚劇場を中心として―」を基に、劇場の在り方につい
てその現代性を考察している。

2．21世紀の日本の劇場構想－劇場建設の背景

　我が国において劇場の近代化は「多目的ホール」の歴史
である。初期の公会堂の目的は、「行事または講演等」の
利用であったため、「講堂的性格」をもって設計されてい
る。客席の平土間の床にも傾斜がなく、窓からの自然採
光、自然換気によっている。当時は「進歩的な新しい型の
ホール」iとして、各種の文化的催しものを予見した機能を
有していた。大正7年、大阪市中央公会堂をもって本格的
な公会堂の嚆矢とされている。以後、昭和2年に早稲田大
隈講堂、昭和4年日比谷公会堂、昭和5年名古屋市公会堂
が開場した。いずれも構造としてクッペルホリゾントを有
した施設であり舞台公演上演の場としても利用された。戦
後、復興開場した歌舞伎座の「経営大要」には、「歌舞伎
を主として上演すると共に、新劇、新派劇、歌劇、レビュー
等各種演劇の上演につとめ、さらに映畫、音楽、舞踊、演
藝等についても興行の機會を與える豫定」と書かれてい
た。 ii

　時代の要求に従って新しく「文化会館」などと呼ばれる
施設の要望が高まるのは戦後であった。日本の伝統芸能の
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上演を主とする国立劇場が開場したのは1966年、その
30年後の1997年にはオペラ・バレエなどの現代舞台芸
術を上演する新国立劇場が開場した。佐藤武夫が「公会堂
建築」で述べているように「一つの国立劇場を国家が中央
都市の東京に建てることで古典芸能の存続を守りつづけら
れるものではない。むしろ、地方にも分散拡張して、しだ
いにこのまま枯渇に瀕して行くだろう古典芸能の新しい観
客層を獲得拡大してこそ、その保存と発展が約束される。」
のであり、重要なのは、全国各地を視野に入れた伝統芸能
の保存と発展、新しい舞台芸術の分散である。文化政策に
関わる課題は1970年代には整理され、全国各地におい
て劇場建設ラッシュとなる。特に1980年代からの20年
間は、欠落していた劇場（公共ホール）における運営の人
材が急務とされた。「芸術監督」や「プロデューサー」の
存在に注目が集り、都心を中心に一部の地域で劇場計画時
から運営の方針と現場を動かす専門家の配置が行われてき
た。また、国も実演家のみならず「劇場の運営」に対する
助成金（芸術拠点形成事業など）の環境整備、研修（公立
文化施設協議会、地域創造など）やシンポジウムなども開
催され、「公共劇場」におけるソフト充実への歩みが加速
するかに見えた。しかし、1970年代から現在に至るま
で、一部の劇場を除き、ハードとしての劇場機能（舞台機
構）を持つ施設を運営するための専門家組織が内在化され
ないまま、劇場建設がなされてきた。先にも示した佐藤武
夫の言説は、古典芸能のみならず各ジャンルにおいても、
その存続を守り続けるという視点は現在の劇場事情にもあ
てはまる。東京一極集中の是正は、全国各地において「劇
場内部における人材の配置と育成、および作品の内部創
造」を行うことで解決できるだろうが、これは国立だけの
問題ではなく日本の全国の劇場未来に関わる大きな問題で
ある。
　現在、全国の文化施設では劇場でのソフト構築・改善に
苦心する一方で、都心では「舞台評価の高い有名人」が「芸
術監督」に就任していく。都心に住む者、高額チケットを
入手できる者のみが劇場を「選択」し「良質」の舞台作品
を享受している。一方で、地域では「選択肢」すらないと
いうアンバランスな状況が生まれている。
　芸術監督が全国の地域の劇場に置かれることは理想であ
ると言わねばならない。実際、地域において専門組織を内
在化させて多くの市民に舞台作品を提供し続けることので
きる基盤はいまだ未成熟である。
　近年、商業劇場がミュージカル作品を続々と公演し、新
作をも発表している。公立劇場のドタバタを尻目に、商業
劇場が多くの国民の目を楽しませているように思えてなら
ない。日本の劇場の歴史は何をしてきたのか。そして劇場
はどのような存在であるべきだろうか。

3．明治末期より昭和期に至る劇場建設

3－1．劇場構想における欠陥
　明治初期より政府は芸能政策を行い、法令、新聞、雑誌、
書籍などの形を借りて、かつて見られないほど多彩な芸能
論が展開された。その際、芸能論の基調をなしたのが、高
尚・修身道徳・歴史教科書という命題であった。明治4年
から6年に至る岩倉具視を特命全権大使とする欧米派遣使

節団の劇場経験からはただちに劇場建設を大きく変える方
策を取るには至らなかったが、劇場視察の興奮は、後に明
治19年末松兼澄の『演劇改良全』に反映される。
　劇場の近代化は、明治11年開場の新冨座に遡る。新冨
座は、政界、学者を交え、守田勘弥が劇場空間、運営など
に新しい劇場の形を示すとともに、猿若町から町の中心で
ある新冨町へ移り、劇場の位置づけを変えた。明治22年
開場の歌舞伎座もこれを契機に町の中央に建設されたが、
これまでの劇場内容を一変させ、帝国劇場建設へと導いた
のは、明治19年の「演劇改良会」、明治22年のジョサイ
ア・コンドルにる「欧風劇場計画案」である。明治27年、
37年の日清、日露の戦中に立ち消えになっていたが、戦
勝国となった日本において、再び「演劇改良論」が持ち上
がったという背景の中、明治39年10月帝国劇場株式会
社発起人総会に実業家が集合、賛助に西園寺公望、伊藤博
文、林薫などが名を連ね、明治44年帝国劇場は開場した。
　演劇改良会は、第一次伊藤博文内閣の親欧米政策の一つ
の表れとして、財界の著名人によって組織された。その中
にあって末松兼澄は、伊藤の側近中の側近で、元は日報社
の社員であり社長福地桜痴の紹介で伊藤の知遇を得た。以
後、伊藤派の中心人物として腕を振るい、また評論、翻訳
など多岐にわたる関心の中には演劇改良も含まれた。基本
的に「演劇改良」の動きは、「上流階級」による「風俗改
良」であった。観客の対象を「中流以上」として、茶屋制
度を中心とする歌舞伎劇場の運営を壊し、「新しい運営」
によって「風俗改良」を達成することを目指していた。そ
れは「悪所場」からの脱却を促す結果となったが、劇場が
持つ「全階級を対象とする娯楽」という意味においては、
逆の行き方をしたと言えよう。ただ、帝国劇場において上
演された音楽劇などが後の浅草オペラや宝塚歌劇などに繋
がるばかりでなく、建築、舞台機構においては西洋の進ん
だ技術を取り入れており、築地小劇場に関係する演劇人た
ちの議論を経て、舞台技術者の職分の確立など舞台技術の
発展に寄与する功績はあった。しかしそこには、劇場建築
と舞台技術の発展というハードと劇場運営における人材の
配置の欠如というソフトとのアンバランスがあったのであ
る。
　明治39年『新小説』に収められた上田敏の「國立劇場
の話」は非常に興味深い。11月の帝国劇場株式会社発起
人総会の半年以上前のことであった。
「数日前の新紙上に国立劇場の創設の噂が傳わって居まし
た。（中略）今度は、どうやら物になりさうな話になつて
參ったとの事、実に社会一般の為に、慶賀す可き次第であ
ります。然し唯、一時何等かの法に依つて醵金し唯宏大な
建築物を設置し、其内で従来と毫も替わり無き演劇其他の
興行物を觀覽に供し、時としては公共の大宴會、さては政
談演説、会社の総会などを開くばかりなら、文運の進歩に
対して偉大なる影響を興へる事は出来まい。早い話が、単
に劇場を建築するだけなら、建築費と建築士とのみで出来
るが、民心に良好の感化を與へ、文藝の眞價を知らしむる
には、此劇場内で演技する戯曲其物の性質、これが改善、
又俳優の技藝教育、これが地位を高尚ならしむる事其他百
般精神上の経営は建築物等物質上の設備と相並んで或いは
それにも優つて必要（下線は筆者による）でありませう。」iii

と自身のスタンスを示した上で、「中流階級以上」を対象



明治末期から昭和期に至る劇場の現代性について

静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.10　2009    29

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

として開場した帝国劇場対する意見として、上田は「（演
劇は）普通の民衆に訴へるもの」であり、なぜ帝国劇場は
　「劇と公衆との関係、進んで劇場内部の組織迄、研究さ
れなかつたか。」iv と述べており、「日本政府は繪晝、建築、
音楽を除き、未だ藝術全般の事を研究する為に人才を海外
に派遣した事が無い。」ことに加え、その理由として「凡
べて芸術には多少常識が必要である。殊に一般公衆を相手
にする演劇の事には、比常識といふ底積が大事、・・・」と
述べ、明治より始まる政府の洋行体験にもかかわらず劇場
運営上の政策が欠如していることを指摘した。中でも、舞
台作品を上演として舞台と観客をつなぐ人材についても以
下のように述べている。最も必要なのは「一般に趣味が公
平で穏健で、劇界の經驗に富み、事務の才も有つて、萬事
そつの無い圓滿な人」であつてv、「曲りなりに西洋の文學
は書いてあるが、舊文明の名残も無くなつた博士のやうな
頭腦には、決して、深みや厚みのある色彩陰影完備した趣
味は出来ない。それゆえ今後学者連が国立劇場の相談にで
も興かる事がひよつとしてあつたら、成るたけ親切な篤々
と實のある議論を出すやうに、何卒突飛な藝術神論や、一
知半解の樂劇論なぞは、遠慮を願ひたい。」vi「円満主義」
「勇往主義」は自ら両立すると説き、「心中此覚悟あれば実
際の効果は必ず挙がる。」と述べた。劇場運営に必要な専
門の人材とこれからの劇場の位置づけを、「然し國立劇場
の他、多数の小劇場或いは寄席の類に対しても実は、社会
の為に、随分深い考をあたえる価値がある。」「実に、此種
類の通俗演劇は社会全体の為に必要である。問題外故、一
寸撮んで言はうか、民心や風俗に影響を與へる點は、却つ
て國立劇場よりも此方が大きい。」「通俗劇場の目的は無害
なる娯楽の供給」と「通常智識の普及」viiであることを忘
れない。この指摘は公共劇場の本質ではないか。一方、開
場した帝国劇場に対し永井荷風は、次のように述べてい
る。「劇場としての興味で無く、公会場としての興味であ
る。即ち帝国劇場が出来たる為に、我が日本人がきれいな
人の大勢集まった処に行く。従って其処で日本人の貧弱な
交際生活が次第に教育される。」vii明治36年から41年ま
で欧米に学んだ永井の言説からは、日本の財産を捨て去り
西洋の近代化へ急いだ関係者への批判が窺われる。上田、
永井の両者の言説は、渋澤栄一の息子・渋澤秀雄が述べて
いるように「おやじたちは国立劇場を創る意気込み」 で開
場された帝国劇場の裏側にある欠点を早くも見出してい
た。取締役会長に就任した当時の渋澤栄一は『青淵回顧
録』に収められている「帝國劇場の創立」xと題した文の
中で次のように述べている。はじめに自身が西洋音楽より
は、「音楽」、特に「太夫」に「幼少の頃より其の感化を受
けた」ことを記したうえで、帝国劇場の創立に関与する前
提として、「帝国劇場の創立」の「趣意」は、「帝國ホテル
（明治23年11月開業、同じく伊藤博文が発起人；筆者
註）を設立するのに尽力したのと同一」であること、「演
劇改良論は風俗改良会から起こったもの」と認識し、「演
劇改良の道」は、「福地櫻痴などが切りに之を唱道」した
こと、そして「福地は自分で歌舞伎座に関係し、俳優や興
行師とも密接の間柄となり、全く芝居道の人になつてしま
つた。」と記述している。これを「それでは演劇改良事業
に福地を親しく関係さしては却つて面白く無いから」とい
うことで、いったん白紙になった後、明治39年頃に、「福

澤捨次郎氏其他慶應義塾出身の人々が意見を纏めて、伊藤
公の許へ押しかけた」という。渋澤はこうした一連の経緯
に対して「外部の形式だけは進歩しても内容の進歩之に伴
はず、豫期の如く之によつて演劇改良の實を挙げ得ぬ憾み
が無いでもない。」と劇場構想の欠陥を認識し、「併し設備
その他に於いて多少なりとも帝劇が日本の演劇改良に貢献
した所はあると思ふ。」と結んでいる。「芝居小屋」＝「悪
所場」を脱却させる劇場構想では、異業種から集めた人材
を企業が進めていく「施設構想」であり、「舞台制作の統
括」に関与する専門の人材配置はなく、真の「劇場構想」
にはならなかった。帝国劇場が開場するころには、大衆を
楽しませる「劇場」として、東京宝塚劇場の開場が控える
のである。大正から昭和に至るころには、以前とは異なる
構造、すなわち「婦人」「こども」「家庭」というテーマの
変化が社会層の変化に繋がる。その動きを積極的に推し進
めたのは、国家、自治体ではなく、百貨店、電鉄、新聞社
であった。家庭の趣味、娯楽、衛生、教育が対象で、理想
の家庭を獲得するため、イベントやメディアが「消費生
活」「中流以下の生活改善」として、都市中間層の家庭と
その主婦たちに、新しい生活のモデルを示した。1909年
三越呉服店で第一回児童博覧会、1911年蓑面動物園で
蓑面有馬電鉄（現・阪急電鉄）による博覧会が開催される
中、観客の生活の変質、自ら産業的視野を開拓していき、
三越少年音楽隊、白木屋少女音楽隊、そして1911年百
貨店音楽隊が蓑面有馬電鉄による宝塚少女歌劇の開設を促
し、小林一三は大劇場による新しい観客の獲得を実現する
ことになる。宝塚少女歌劇団は、東京進出に際し、帝国劇
場、新橋演舞場でも公演を行っていたが、昭和7年株式会
社東京宝塚劇場が創立されると、宝塚少女歌劇団の東京で
の本拠地として東京宝塚劇場が有楽町に誕生した。　　　
昭和9年8月25日第四会株式総会における社長小林一三
の言葉には、「市民の利益の為に」「国民大衆に対する高尚
なる娯楽と慰安の為に必要なる機関として」「大東京市民
の為に一家団欒家庭本位」「風紀上公明正大なる娯楽地帯」
xi が並び、これらの言葉に基づく国民劇を目指していた。
『私の行き方』xiiの中で「私は、芝居なるものは或る特殊階
級の独占的に見るものではなく、一般大衆に見せる必要品
としての娯楽機関であらねばならぬものと信じている。
従って芝居を如何に取り扱ふべきかといふ問題に就いて、
其芸術が高級品として一部特権階級の人達や、或いは又、
特殊教養の範囲に局限せらるゝ人々や、即ち、上流階級、
知識階級、又は花柳社会等、それ等の方面にのみ専門的に
片寄った興行方法によるべきものではないと信じている、
即ち現在の松竹の興行法では私達の理想を実現することは
むづかしいものと信じている。（下線は筆者による）」と
し、特に下線の言説は、小林の理想とする大劇場での国民
劇の育成を目的として、新しい形の演劇が新しい劇場空間
を必要ようとした劇場建設を示すものである。「（松竹、帝
国劇場の経営者など大劇場の反対者）彼等の誤謬は、国民
劇たりし芝居を、民衆より奪取して、上流社会―明治大正
の上流社会とは、芸　中心の社交、料理屋待合本位の社
交、その社交を認容せる家庭をもって組織せる社会の占有
物たらしめるたるに心づかず、あくまでもそれを維持しよ
うとして固執してきた点にあるのである。」 xiii

　その後、帝国劇場は昭和4年12月23日臨時株主総会
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で松竹への経営移譲を決議、松竹の手に渡って映画封切館
となったが、昭和12年9月24日東宝が帝劇を吸収合併
し、劇場は松竹に貸与する形を取った。昭和15年2月20
日には松竹が、帝劇を東宝に明け渡した。10月1日帝劇
が情報局庁舎として徴用される。以後、今日に至るまで株
式会社東宝の経営となっている。

3－2．人材と前舞台領域に関する考察
　「演出」という職分および機能の確立は、大正13年関
東大震災後に仮設で建設された築地小劇場の活動によると
ころが大きい。1953年に出版の『舞台監督の仕事』の中
で水品春樹が述べているように、「つぎつぎに連続的に公
演を行っていく職業的専門集団にあつて「舞台監督」とい
う職能はなくてはならぬ存在であり、ことに演劇の内容形
式のますます複雑化するにしたがって、「舞台監督」とい
う役目は専門に必要になっていった」のであって、「旧劇
や新派の黒こや狂言方あるいはレヴューの進行係といつた
ものと同一視されるかたむきがあるようですが、それは質
的にまつたくちがつたもの」xivであった。明治末期から昭
和に至る過程では、「演出」という言葉は使用されていた
が、職分としては「演出家」ではなく「舞台監督」を使用
していた。当現在では、「舞台監督」は舞台上の進行を統
括する。「演出」は、作品全体を統括している。小山内薫
は、帝国劇場の欠陥は「舞台監督の不在」としている。こ
の「舞台監督」とは、小山内薫たちが築地小劇場で確立し
ていった「演出家」を指している。特に重要なのは小山内
の次の言説である。「舞台監督なき劇場は首無き役者の如
き者である。（中略）舞台監督とは舞台に関する一切の責
任を負ひ、且つ一切の権威を有する者である。帝国劇場に
於いてはこの舞台監督無きを以て、専務が舞台の世話を焼
く（中略）舞台監督は背景、電気の装置、役者の使い方、
脚本の選定等を監督し、脚本の稽古に有益なる忠告を與へ
る。」xv当時は、劇場に関わる職分確立の過渡期であるとす
るとき、上記の内容は「芸術監督」や「プロデューサー」
と「演出家」の要素を兼備えたものと言えよう。「演出家」
の存在を確立した日本の演劇史からすれば、小山内薫のい
う「演出家」である「舞台監督」の不在こそが、開場以来
の帝国劇場の悪評をもたらしているというものであった。
小林一三は違う視点から「舞台監督」論を述べている。「日
本歌劇論」の中にある「大劇場概論」xviでは、公演全体を
統括する人材を想定している。「私のここにいふ舞台監督
とは、今日の脚本の作家が自己の脚本を活かすために指図
をするのをいふのではない。また、小山内先生のやうな新
劇の指導者が或る新劇の精神またはその形式を表象せしめ
んがために立つ教師の態度を尊重していふのではない。妥
協芸術に欠くべからざる行司として舞台のマネージャーが
当然必要となって来るとき、公平に、その芸術と人格とを
了解し得る支配人によって、仮に、さういう理想な人はむ
づかしいとしても、かくあるべきはずの人々によって、即
ち私のいはゆる舞台監督によるにあらざれば円満に興行す
ることが出来ない時代が、早晩来るものと信ずるのであ
る。（下線は筆者による）」特に下線の言説は、舞台公演を
製作する際に必要な手続き、作品を創造する際に必要な感
性を纏める役目等総てを統括すると解釈すれば、現代にお
ける劇場の専門的人材（専務、プロデューサー等）として

の役割を示唆しているものと考える。場合によっては、
「支配人」または「芸術監督」と呼ばれるものではあるか
もしれない。
　「プロデューサー」とは、企画者のことである。その内
容とは、作品の目的から始まり、演目、出演者、スタッフ
の選択、費用の計算、宣伝、稽古の管理、作品管理、宣伝
など、製作の一切についての責任を持つ職分のことであ
る。日本におけるこうした役割は、劇場人の中で次第に名
称とともに整理されていく。1940 年代には、「プロ
デューサー」という立場で、すでに映画では使用されてい
たが、演劇の分野では、新派が最初ではないか、という記
述がある。xvii 本論では出自の早さを問題にしてはいない
が、明治末期より昭和期にかけて、「プロデューサー」に
相当する人材の考察が行われていたことが窺われる。こう
した人材は主に商業演劇において配置が行われていた関係
から、劇場建設における公共的な意味での配置が遅れた
のではないかと考える。しかし、「プロデューサー」に相
当する人材をもって、舞台作品と観客を近づけることが可
能となり、そこでようやく「劇場」が生まれることを忘れ
てはいけない。ここで劇場を建設する場合における一つの
行き方として「二重劇場論」を整理してみたい。大正9年
に新関良三が翻訳し出版した、カアル・ハアゲマンの『舞
台芸術』xviii がある。新関自身が序章で記述している中に
「二重劇場」という言葉がある。この著書が出版された時
期は大正9年、帝国劇場が開場して10周年を迎えるよう
としているころであったが、執筆されたころはちょうど帝
国劇場が開場する前後であったと推測する。この時期の東
京の劇場は、歌舞伎座、帝国劇場、新劇上演を主目的とし
て帝国劇場に先駆けて欧風劇場として開場した有楽座があ
り、関東大震災後に建設された新劇の拠点である築地小劇
場の誕生の前であることと、新関自身が劇場を「都市の直
接管理下におく」ことが劇場を営利性から取り除いて運営
する方法と挙げ、「都市といふ如き公共体が劇場の建物及
び全資本の独立の所有者となり、そうして劇場の全内包に
対して物質的精神的更に道徳的保護を与えるように」とい
うのは、現在に要求される文化事業と公共事業を両立させ
る人材が必要であることを暗示しているのではないだろう
か。劇場本来の任務に戻るには、「自ら劇場そのものの中
に潜む生命の培養」という舞台作品創造の内製化から生ま
れるエネルギーの蓄積よりほかにはなく、「近代文化の一
因子としての劇場に生起する義務」であり、重要なのは
「覆す可からざる法規として形式化せされ膠着せるものの
類でもない。却って劇場の中に盛らるゝ劇藝術そのものの
存在の條件と目的とからして必然に生じ來るもの」なので
ある。そのような劇場は、「上流階級」のものではなく、「社
会の総ゆる階級を包括して彼等の全人間的要求たる享楽に
対して共通的総括的満足を与えるといふ点に於いて、劇場
ほどに社会乃至民衆の直接機関たる芸術価値を発揮し得る
ものはないと言って宜しい。劇藝術は到底民衆的である。」
また、新関は、「二重劇場」を推奨し、「幅と深さのてんに
お於いて自由に制限を加えられるところの舞台面を有つた
劇場」であること、一方、「①複雑広汎なる設備を要する
科白劇並びに楽劇の為に用ゐる一つの大なる半円劇場が又
他方には②内輪的の演劇及び歌唱劇場為に用ゐる一つの小
さい半円劇場、相共に一劇場建築内に前述の舞台面を共通
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にして建てられる」のである。特に、「角かの階級的桟敷
劇場は原理に於いて最早捨て去る可きもの」であって、
「その代わりに土間の観客席が背後へ向つて漸次に高まり
行く丈けで桟敷といふものを有たぬ③半円劇場が用ゐられ
なければならない。」としている（①②③下線はいずれも
筆者による）。新関の分析において、①および②は、上演
ジャンルと空間の結びつきを示している。①②③に見られ
る「半円劇場」という言葉からは、「半円劇場」という前
舞台領域への指向性が窺われる。日本では歌舞伎劇場で
培った舞台と客席との方向性なき関係があり、まさに西洋
ではプロセニアムアーチより脱し、舞台と客席の融合の再
構築が行われていた時代である。
　帝国劇場は開場時には結果として、「歌劇場」ではなく、
劇場の役割を認識しないまま「歌劇場」と「歌舞伎劇場」
および「新しい形の日本の演劇」に必要な空間が混在し
た。その後、新派や新劇、レビューなど新しい演劇手法に
よる公演がプログラムされるという、現代でいう「多目的
ホール」の原型であった。当時は「花道」不要論が飛び出
すなど、明治後半期より昭和初期に至る演劇形式の混沌と
した状況を反映させた空間構成であった。帝国劇場の設計
にあたった横河民輔は、劇場空間において「元来演劇は額
縁内が世界である」とし、「花道」の不要論を説いた。「然
し如何なる程度に於いてもこれなくては承知ができぬ様子
であったから、甚だ不得要領なものを付けることにした」
xix という苦心の様子が窺われる（写真-1）。有名な「二足
で七三になる」花道の誕生であった。

アッピアによるプロセニアムアーチを取り除く作品が舞台
照明の発達を伴って実現された劇場空間の歴史は、帝国劇
場にはもはや関係がなかった。ただし、現代の劇場を支え
るホリゾント、フロントサイドの処理、客席に配置された
調光室など演出表現に関わる仕組みは、築地小劇場の活
動、東京宝塚劇場に反映され、現代の空間構成に大きな影
響を与えた。なお、築地小劇場は、昭和15年に国民新劇
場と改名後、昭和20年空襲で全焼した。

　新関の言う「現代劇場」は、帝国劇場に対してのものと
想像するが、新関によれば「所謂文芸復興劇場」であって、
「伊太利原始歌劇上演の目的に副ふ為に出来合った」もの
という認識下、「歌劇には小さ過ぎ、演劇には大き過ぎる。
何方にも不便である不都合である。」xxとした。小山内薫の
言う「一文字の恐るべき大きさ」xxiを裏付けるものと言え
る。現代から遡ることたかだか300年の歴史しかない「プ
ロセニアムアーチ」という現代では当たり前のように設計
されている必須の舞台機構を西洋の歌劇場の衣をまとって
設計された。同時代には、19世紀末にリヒャルト・ワー
グナーのバイロイト祝祭劇場が「プロセニアムアーチ」の
近代的解決をもって設計され、1911年にはアドルフ・

写真－1.帝国劇場の花道（明治44年開場）
（『帝国劇場写真帖』、高尚堂出版部、明治44年）

写真－2．築地小劇場復元模型（クッペルホリゾント設置）
（土方与志生誕100年記念展示；松下朗、荒宏哉、筆者製作）

写真－3．東京宝塚劇場
調光室から見るフロントステージ

（昭和9年開場－筆者撮影平成9年12月14日）

　明治39年2月2日『中央新聞』に掲載された保岡工学
士は「大劇場設立の問題」において次のように述べてい
る。「殊に日本の歌舞伎に通じ、其の技術と舞台の関係如
何を充分に会得した頭脳を有って居無ければならぬ、さも
ないと、只欧米劇場の賛美にばかり心配して、一も欧米式
二も欧米式となり、其の結果床の浄瑠璃や下座の囃子を
オーケストラに移したり、花道を廃したりするような珍案
も出来して、数百年来一種独特の美を備へて発達し来ツ
た、日本の歌舞伎の所作事は、模範劇場の為に打ち壊され
るような始末になる。（略）」と帝国劇場誕生の時期おける
発言がある一方で、明治45年4月7日『読売新聞』に掲
載された「日本の劇場の舞台透視法」xxiiクウルト・グラア
ザが日本の劇場の本質をつく。「日本には、桟敷に当たる
小さい枡があるのであるが、一定の方向があるのではな
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く、見物は演劇の経過上必要な方向を取るのである。と云
ふのは、この花道の上では単に人物の出入りがある許りで
なく、往々戯曲の重要なる一筋が演ぜられるので是非さう
なるのである。（中略）かかる場を見ると、この全堂が演
劇の為に存する事、並びにそこに一定の方向のなき事、
従ってまた舞台上の遠近法の欠如して居る事などが能く分
かるのである。（下線は筆者による）」
　帝国劇場改革者が忘れていた根本的な視点である。上演
内容と運営と空間が関連しあうことによってはじめて「劇
場」の存在意義があるが、新しい劇場の在り方に伴って、
舞台と客席との関係を構造的かつ心理的に近づけていた前
舞台領域は変化を迫られた。すなわち、上演内容の多様化
による歌舞伎劇場の前舞台領域の意味の消失とレビュー、
新劇など新しい演出法に伴う新しい方向性の誕生であり、
現代における劇場空間の多目的性の浸透を急速に促すもの
となった。「営利的劇場とは全く絶縁する」と言って
（1924）幕を開けた築地小劇場は小劇場としての行き方
であり、小林一三も「大劇場論者」だけではなく、「小劇
場」の使い方も考えていた一人だが、小劇場にしろ大劇場
にしろ、劇場人たちは前舞台領域と演劇形式とを関連づけ
て実行したのも、人材、演出形式、空間、観客の融合を前
提とした劇場創造を考えていたからである。

4．結論

　芸術の特色は、「非合理性」、「個人の感性」に基づいて
行われるものであるため、政策が必ずその通りに成果があ
るとは限らない。特に、創造的価値は時代を越えるもので
あり、その評価はようやく次の時代なされるということも
多い。帝国劇場、築地小劇場、東京宝塚劇場などは、そう
した劇場史に位置づけられる。近代化の過程において上記
3つの劇場は舞台照明の発達や建築技術の前に、「人」の
力によって日本独自の表現方法の実現を可能としてきた。
明治期から昭和初期における劇場改革は基本的に、「芝居
＝歌舞伎」というものが日本では「悪所」として捉えられ
ていたための、帝国劇場の「風紀改良」、「インテリゲン
チャ」を対象とした築地小劇場、「一家団欒」ための東京
宝塚劇場による劇場イメージの改善と、劇場の発展に寄与
した商業劇場の経営という我が国の劇場事情があった。
　帝国劇場開場からおよそ70年後の日本において、「多
目的ホールは無目的」であるという批判が広まったが、こ
れは本質的には批判すべきものではないと考える。むし
ろ、劇場における人材の内在化が行われなかったことを前
提として、当時としては技術的な解決の発展過程であった
ことや「オペラハウス」等の「専用劇場」をよしとする国
内の劇場関係者、設計者、劇場人の思想的実現によるとこ
ろが大きい。「多目的ホール」の反省をもとに、次は演劇
や音楽など各ジャンルに特化した「専用劇場」が必要とさ
れ始めたが、依然としてどのジャンルも実現できる「多機
能型」の劇場を模索されているのが現状である。そもそも
「劇場」は、同じ土地に多くを建設できない以上、あらゆ
る人々が様々な舞台を様々な形で鑑賞し、創造に参加でき
る機会を提供するものでなくてはならないだろう。20世
紀後半においては、「多目的ホール」を曲解し、日本の劇
場における人材、作品、空間、観客の4つの関係を理解し
ないまま建設が進められ、現代の公立の劇場におけるいわ
ゆる「多目的ホール」「貸館運営」への批判の素地を作っ
てきたのである。むしろ、日本の劇場の劇的変化に対応し
ていったのは民間劇場であった。日本独自の舞台芸術創造
システムが公立の劇場で続いていかなかったのは、ものを
創るための専門の人材を配置する視点が欠如していたから
である。帝国劇場は何を上演するか、どのような劇場であ
るべきかというその中心に、ものを創造する専門の人材
（プロデューサー等）を置かなかった。この点においては、
特にあらゆる演劇手法を取り入れる現代にあっても、劇場
建設において専門的人材の配置が最優先されていない。
1980年代からの現在に至る30年間、劇場がもつ拠点性
の理解や組織体制の整備、市民の参加の機会の環境づく
り、多目的ホールの使いこなしなど、様々な角度から模索
がなされたことは意義ある期間であったと思うが、長い期
間にわたって多くの公立劇場が「創造する現場」であると
いう環境整備をしないまま今日に至っているのは日本の劇
場環境の大きな損失である。
　劇場そのものの発展のためには、「専門の領域」と「国
民（市民）の領域」があることを基本に据える必要がある。
舞台芸術は、我が国の近代市民社会形成の過程において、
清水裕之が「21世紀の地域劇場」の中で述べているよう
に「市民の自律圏形成」が「私的領域活動にとどまり、市

写真－4．東京宝塚劇場内大楽屋
（昭和9年開場－筆者撮影平成9年12月14日）

写真－5．同劇場内床山部屋
（昭和9年開場－筆者撮影平成9年12月14日）
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民社会が公共圏を獲得する段階で積極的なリーダーシップ
をとることに成功してこなかった。」xxiiiとするならば、地
域の劇場こそ「専門的な領域」の確立が必要であり、専門
的人材が全国に配置されるべきであろう。現在、市民が
「専門領域」に関わるしくみはまだ発展の途上にある。歌
舞伎劇場を持ち続けた我が国の劇場史に、地域における芝
居小屋の活動のほかに「劇場」において「国民（市民）の
領域」を拡充させるためには、専門領域の確保と支援とい
う徹底した改革を促進していく必要がある。2006年指
定管理者制度導入後の現在にあっては、文化事業と公共事
業の両立という視点の上に立った「新しい組織構築に必要
な新しい人材の確保」という視点が重要となろう。「専門
の領域」の位置づけを実践してこなかった歴史が、裏返せ
ば「国民（市民）の領域」を圧迫しているのである。そし
て、この二つの領域を統括することも視野に入れた人材
（プロデューサー等）の不在こそが、実は日本の劇場を支
えていた「劇場の純粋な楽しさ」を消滅させてしまったの
ではないだろうか。
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国際関係学における教育方法と内容の展開（下）
－米学会誌(International Studies Perspectives) 掲載論文サーベイ－

はじめに

1　概観と分類
（1）概観
（2）類型化
2　教育方法の適用
（1）A-1 「方法導入型」
　 i）　シミュレーション＋ロールプレイング
　 ii）　事例（ケース）に基づく教育
　iii）　PBL（ Problem Based Learning:
　　　 問題解決型学習）
　iv）　ディベート
　 v）　情報通信技術
　vi）　映画ほか　　　　　（以上前号）　

（2）A-2 「内容伝授」型
　「はじめに内容ありき」。すなわち、あるテー
マをどのように教えるかという工夫の開陳であ
り、その点が方法の導入に焦点を合わせたA-
1型との相違である。方法の導入以前に内容を
いかに伝授するかが強く意識されている点が
A-2型の特徴である。前者が「方法が内容をみ
つける」一面を持つとすれば、後者は明らかに
「内容が方法をみつける」性格を持ち、しばし
ば複数の方法が組み合わされることも特徴の一
つである。
　このA-2型には、「倫理」を取り上げた（59）
や、グローバルな格差の教育方法について話し
合われた（16）のような例もある。しかし圧
倒的に多いのは、「IR理論」、すなわち古典的リ
アリズム、構造的リアリズム、古典的リベラリ
ズム、制度的リベラリズム、コンストラクティ
ビズムなど、国際関係論における「理論的視

座」を伝授すべき内容とする論文である。その
うちのいくつかを取り上げ、あらましを見てみ
よう。
　（29）は、理論的重要性が広く指摘され、調
査研究でも頻用される一方、理解困難、教える
のはさらに困難とされる「コンストラクティビ
ズム（社会構成主義）」を、国際関係論入門ク
ラスでどのように教えるべきか、「講義案」を
提示しての実践報告である。理論・研究の場と
教育の現場とのギャップを架橋する試みとされ
る。用いられるのは、①「ヨーロッパ連合の成
立」　②「アパルトヘイトの終焉」　③「化学兵
器禁止」という、この100年間に起きた国際
政治上の大変革をケースとして取り上げる授業
方法である。リアリズムによる政治力学からも
リベラリズムによる経済的便益の観点からも説
明できない現象が、コンストラクティビズムに
よってどのように説明可能となるかが示される
[（29）:17-19]。同時に、国際政治において、
いかなる場合、いかなる条件が整えば「理念」
が力を持つのかという問題がわかりやすく解説
される。
　（18）も興味深い。「行動主体たる国家を、
“物理法則”に支配されるビリヤードのボール
のごとく扱う」という、「構造的リアリズム」へ
のお決まりの批判を逆手にとり、「芝生の上の
ビリヤード」の別名を持つ「クロッケー
（Croquet）」というゲームを授業で用いる報告
である。構造的リアリズムのみならず、古典的
リアリズム、リベラリズム、ポストモダニズム
も「伝授」される。ゲームそのものが国際関係
のアナロジーとしてとらえられ、構造的リアリ
ズムへの批判にのっとり、「国家」に擬せられ

馬場　　孝 Takashi BABA
文化政策学部国際文化学科 Department of International Culture, Faculty of Cultural Policy and Management

Pedagogy in International Studies: Survey of the Pedagogical
Articles in International Studies Perspectives 2000-2006 Part II

　本稿は、米国の学会誌(International Studies Perspectives)の創刊号から2006年までに掲載された
国際関係学教授法関連の文献サーベイであり、紙幅の関係で分割掲載となった前号に続く後半部分である。
前号で設定した類型化に基づき、本号においては、教育内容を所与として方法に工夫を加える授業紹介、教
育内容を調査し、国際関係学の内容そのものに批判的な検討を加える教授法について概観する。

This is the second part of a paper that surveys pedagogical articles in The International Studies Perspec-
tives journal. Based on the typology formulated in the previous part, this section starts with an inquiry into the
teaching methods applied to explain abstract theories and concepts of International Relations (IR). It then
goes on to survey the articles that investigate the contents of IR programs and textbooks. It concludes with a
survey of articles that critically examine the subject matter of the discipline of IR.
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るのは「ビリヤード・ボール」ならぬ「クロッ
ケー・ボール」である。そして、ボールの数、
プレイヤーの数、ルールを変更することで
「ゲーム」（＝国際関係）がどのように変容する
かを体感する。ゲームの後、教員の指導の下に
「内省」とブリーフィングを行なうという内容
である[（18）:389-397]。
　（49）も同様で、「古典的リアリズム」を理
解するための「じゃんけんゲーム」、「制度的リ
ベラリズム」を理解するための「囚人のジレン
マゲーム」、「構造的リアリズム」を理解するた
めのボードゲーム「ディプロマシー」の活用が
紹介される。
　「じゃんけんゲーム」はごく単純で、トラン
プのカードを1枚ずつ持ち、「生き残る」こと
を目的に、じゃんけんに勝ったら相手のカード
を取り上げるゲームである。ひとしきり終わっ
た後、教師の質問から「内省」が始まる。「な
ぜ戦ったのか」「目的が＜生き残り＞なら戦う
必要はなかったのではないか」「カードをいく
らたくさん集めても＜生き残る＞ためにはプラ
スにならないはずだ」等々の質問が教師から発
せられる。学生は、知らず知らずに「戦ってい
た」自分に気づかされる。そこでホッブス『リ
ヴァイアサン』13章「人間の自然状態、その
至福と悲惨について」が配布され、次の有名な
一節を読みながら、自分の行動や心理状態を振
り返る。「すなわち、人間の本性には、争いに
ついての主要な原因が3つある。第1は競争、
第2は不信、第3は自負である。第1の競争
は人々が獲物を得るために、第2の不信は安全
を、第3の自負は名声を求めて、いずれも侵略
を行なわせる」（18）。ホッブスへの誘いであり、
古典的リアリズムへの導入でもある[（49）:
366-367]。
　次に行なわれるのが、変則的な「囚人のジレ
ンマゲーム」である。全員が輪になり、「裏切
り」は全員に対する裏切りとみなす利得行列に
したがいゲームは進行する。途中でルールを変
更し、毎回ゲームを行うごとに、投票により1
人追放可能という条件を付加する。追放された
者は、追放された者同士で輪の外でゲームを継
続し得点を競う。結果的に、「協力解」を出し
続けるメンバーが輪に残ることになり、輪の外
では裏切りを混ぜながらのゲームが進行する。
ゲームに先立ち「講義」が行われている場合に

は、この状況で「制度的リベラリズム」との類
推が示唆される。すなわち、協力を続ける「輪」
こそが「制度」そのものではないか、という類
推である[（49）: 368]。中央集権政府が存在し
ない状況下でアクター間に協力が可能となるの
は、アクターの本性が「善」であることによる
のでも、協力を可能とする「制度」の創出に
よってでもなく、アクター間の相互作用が将来
にわたって継続する状況下では、「協力」する
ことが自己利益に適うためである、というのが
「制度的リベラリズム」の理論的骨子である（19）。
理論の想定に擬した状況を創出することで、理
論の理解を助けようという工夫である。
　（55）は、カードゲームピット（Pit）を用
いて、国際政治経済/国際関係論の理論的視座
「重商主義/リアリズム」「リベラリズム/ネオ
リベラリズム」「世界システム論/従属論」を
教える試みである。ピットは購入してやってみ
たが、ルールは簡単でおもしろい。上述のク
ロッケー同様、ルールを変更することでゲーム
内容がどのように変化するかを体験し、アナロ
ジーから理論の理解へと導入する、準備が簡単
でかつ良く工夫された授業である。アレグザン
ダー・ハミルトン（Alexander Hamilton）、
デービッド・リカード（David Ricardo）、マ
ルクス（Karl Marx）、レーニン（V.I. Lenin）
などの古典的著作からの抜粋、あるいは定評あ
るテキストを課題として事前に課すことも有効
とのことである[（55）:71]。
　その他、（38）は、ツキュディディスが伝え
るペロポネソス戦争でのアテーナイ人とメーロ
ス島民との有名な問答に基づき著者が作成した
「ロールプレイング」を駆使し、教科書では「両
極端」とされるリアリズムとアイディアリズム
（理想主義）両方をひとつのシミュレーション
を通じて体得する手法を紹介している。（53）
もディスカッション、ウェブフォーラム、模擬
会議などの体験型学習を通じてIR理論を紹介
する試みである。
　
　以上のように、あれこれの方法を動員して
「伝授」すべき内容として一連のIR理論は捉え
られている。ISPは創刊号の巻頭エッセイにお
いて、アクティブ・ラーニングの制約に触れ、
古典的著作への誘いという点で伝統的講義スタ
イルの利点に言及している（20）。しかし仮にこ
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のような方法で学生が、さもなくば手に取る
ことがなかったツキュディディスの『戦史』、
ホッブスの『リヴァイアサン』、マキャベリ『君
主論』などを、その一節であれ興味を持って読
む機会になるのであれば、そのれだけでも試
みに値する手法であると言えよう。

3　教育内容の検討

（1）　B-1 「内容調査」型

　A-1「方法導入型」A-2「内容伝授型」はと
もに、教育内容そのものを調査、検討、批判
の対象にするものではなく、所与のものとし
て、教育方法との関連や方法の有効性が検討
されている点に共通性があった。
　これに対して、B-1「内容調査型」B-2「内
容批判型」と名づけた論文は、教育内容その
ものを調査、検討、批判の対象とする点に特
色と共通点がある。前者からみていこう。
　教育内容の調査・分析には、教科書分析、カ
リキュラム分析、そしてすでに一瞥した学会
誌分析の3つがある。
 （40）は、半世紀前に出版されたオーガン
スキー（A. F. K. Organski） の教科書（21）を
軸に、現代の5冊のテキスト（22）を、理論と
事実、変化しない要素と変化する要素のバラ
ンスという観点から比較調査するものである。
オーガンスキーの教科書の強みは、変化その
ものに根ざす理論を提示している点にあると
される。その変化の根本要因をオーガンス
キーは「産業化」に求める。産業化は国家レ
ベルの現象であるが、国際システムレベルの
平和と紛争に多大な影響を及ぼす。まず、産
業化は国家レベルで政治体制や社会全般に影
響を及ぼす。同時に、産業化の進展は不均等
であり、国家間の不均等な発展が国際システ
ムレベルでのパワーの変動をもたらす。特に、
パワー移行期において、台頭する国家が国力
に見合った満足度を得られない場合に、戦争
のリスクが高まる。オーガンスキーは国際関
係の変化を以上のような論理で説明する。ほ
ぼ同時期ではるかに著名なモーゲンソー
（Hans J. Morgenthau）による、今日も版
を重ねるテキスト（Politics among Nations）
ではなく、オーガンスキーの教科書を引証基

準とするのは、彼の説の妥当性ではなく、理
論と事実、不変と変化のバランスが強く意識
して書かれた教科書であることが理由として
あげられている[（40）: 25-28]。
　この論文は筆者の以下の問題関心と重なる。
すなわち、時の試練に耐えうるテキストはあ
りうるのだろうか、あるとすれば、どのよう
な内容を備えたものであるか、という問題で
ある。時々刻々変化する国際関係の出来事を
追いかけるだけでは、新聞の時事解説と同じ
になってしまう。しかし、現実に生起する事
象を事後的であれ「説明」する力を持たない
理論書は、「教典」にほかならない。理論と実
証を架橋する枠組みをどのように提示できる
のか。比較の結果を一言で言えば、現代の5
冊の教科書は、これらの課題に多様な方法で
答えようとしていることが示されるのみで、
オーガンスキーの教科書との有意な比較はな
されず、「理論」と「事実」、「不変」と「変化」
のバランスという課題の重要性が再確認され
るだけの結論となっている（23）。確かに、理
論と実証、不変とされる要素と変動する要素
とのバランスという問題提起そのものは的を
射ていると考えられる。しかし、T・クーンの
定義に適うような「通常科学」の「標準的テ
キスト」にはほど遠いのが現状であろう。
　（32）は、国際関係論の教科書において国
際法がどのような扱いをされているかについ
て、12冊のテキストを取り上げ検討してい
る。12冊のうち4冊は、出版関係者からの
極秘ソースによれば、売り上げシェア上位4
冊とのことである。分析の結果は、国際関係
論とその教育内容に、「国際法」についての教
科書における位置づけと認識の変更を迫る内
容検討・批判に近いものとなっている。例え
ば、「地球資源の管理は国際的なルールの発展
を必要としている」「貿易問題に管轄権と強制
力を持つWTOが、GATTに代わり生み出さ
れた」「国際協定の積み重ねによりヨーロッパ
連合が創設された」などといったテーマは、
重要な国際法分野の問題であるにもかかわら
ず、国際法という章においては取り上げられ
ることはない。これらは、国際法とは別の章
において扱われ、しかも説明において国際法
が言及されることすらほとんどない。「レジー
ム」「ルール」「規範」といった概念での議論
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はなされても、国際法分野のトピックである
と明示されることは皆無に近い[（32）:152-
53]。このように、国際関係論入門クラスに
おける「国際法」の扱いへの異議申し立てと
教科書記述への提案も盛り込まれている。
  （43）（61）はカリキュラムの調査・分析で
ある。（43）は、中西部の67大学の学部にお
ける国際関係学（International Studies）専
攻プログラムを、カリキュラムの「構造化」と
いう基準から調査する。「構造化されたカリ
キュラム」の要件は以下の3点である。
①　入学初年度において、当該分野を包括す

る入門科目（例えば「国際学入門」
（introduction to international stud-
ies course）が必修であること。

②　当該分野に関わる「方法論」を習得する
コースが必修であること。

③　最終学年において、当該分野を総括する
「卒業研究」コースが必修であること。

　①で求められているのは、分野の基礎とな
る共通概念・理論を習得し、分野全体を眺望
し、今後の勉強の指針を与えるための必修授
業である。同時に、学習内容のみならず在学
する教育機関への導入的な役割を果たすこと
もその授業に望まれている。②が必須要件と
するのは、国際関係学分野における定性的あ
るいは定量的な分析手法を習得するための授
業である。特定のテーマを選び研究を進めて
いく上で必要とされるスキルを身につけ、い
かなる研究にも不可欠な批判的思考を養成す
ることも期待される。③の必修授業は、広範
な分野にわたる勉強内容を統合し、習得した
スキルを駆使して研究内容をまとめる、論文、
セミナーその他の授業である[（43）:137-
138]。調査の結果は、専攻する学生全員に共
通の基盤を用意する「構造化されたカリキュ
ラム」モデルを取る大学は3分の1以下との
ことであり、それ以外は、多岐にわたる分野
の授業を用意し、学生に選択の機会を多く与
える「多様な選択」方式が主流を占めている
とのことである。大学院を有する大学に「構
造化」方式が多く、宗教的な背景を持つ大学
は「多様な選択」方式が多いとのことである
[（32）:145]。
　（61）も同じ基準を踏襲し、全米140大学
でのカリキュラム調査・分析を行っている。入

門レベルでの必修科目は97．1％の大学で課
している。しかし、国際関係学（International
Studies）に特有な、学際的な内容を持つ科
目（科目名は、Introduction to Interna-
tional Studies のみならず、Our World
Today, The World as a Total System,
Introduction to the World Systemなど
も含める）を必修とするのは58大学（42．
6％）とかなり低くなる[（61）:270]。方法論
の習得についてはさらに低くなり、何らかの
方法論を必修とする大学は22．1％で、さらに
国際関係学特有の方法論は3．6％となってい
る。「卒業研究」については定義を緩やかに設
け、最終学年のセミナーを含む何らかのコー
スの必修、海外留学、卒両論文などを含めて
調査している。それによれば、72．1％の大学
が何らかの「卒業研究」を課し、内訳として
は、卒論が30％、セミナー等が42％、また
海外留学は37．6％であった。さらに87％
が何らかの語学の履修を学生に課していると
のことである[（61）:270-281]。 この2つの
調査からは、「国際関係学」専攻の学部構成や
カリキュラム内容の多様性が浮き彫りにされ
ている。
　前述の（51）は、教育の基盤となる研究面
に着目し、学術誌をサーベイしたものであっ
た。結論としては、掲載論文でみる国際関係
分野の「偏狭性」を（51）は主張する[（51）:
460]。
　最後に、（37）は、ラテンアメリカ7カ国
の大学における国際関係論の授業内容ならび
に学術誌5誌の掲載論文の調査・分析報告で
ある。ここでは教育における米国産の国際関
係理論の直輸入と、学術面におけるラテンア
メリカの独自な理論展開という対照的な解明
される。従属論のように、過去、ラテンアメ
リカにおける学術的な理論展開が、北米の議
論に貢献した例もあり、今後もその可能性を
持つことを示唆している[（37）:346-348]。

B-2 「内容検討・批判」型
　調査から一歩進み、教育内容や既存の学問
体系に検討を加えるタイプである。（31）な
ど教育内容の提言を含むもの、（62）のよう
にこの分野における「理論」そのものの意味
を根源的に問い直すものなど多様であるが、
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ここでは、いくつかを例示的に検討するにと
どめる。
 （7）は、女性性器切除（FGM : female
genital mutilation）を題材に、国際関係論
（IR）そのものの体系や内容に批判的検討を加
えている。世界保健機関（WHO）は、世界で
毎年1億3000万人の女性にFGMが行われ、
そのうち少なく見積もって200万人が生命
の危険にさらされていると報告する。この慣
習の擁護には、伝統、文化的価値に依拠した
議論が展開される。他方、非難する側は、女
性の健康への悪影響を指摘し、FGMは女性へ
の人権侵害であり女性に対する暴力の一形態
にほかならないと論難する。他方、この慣習
を擁する地域の女性からは、「西側先進国」の
女性による反対運動は、新たな「文化的帝国
主義」であるとの反批判もなされる。世界の
女性運動を二分する争点にもなっている[（7）:
234-235]。
　では、FGMはどのように国際関係論の内容
に関わってくるのであろうか。FGM問題は、
南北問題、国際法、NGOの国際問題への関
与、文化的相対主義と人権の普遍性といった
国際関係の様々な側面と深い関わりを持つ。
国際関係論にジェンダー的視点を導入するの
に格好のトピックであろう。しかし、著者は
別のアプローチを採用する。ジェンダーをい
かに体系に組み込んでいるかという観点から、
国際関係論の様々なアプローチを批判的に検
討する事例として、FGMを活用するのであ
る。国際関係論はこの観点から4つに分類さ
れる。
①　ジェンダー・ブラインドの「見ざる聞か

ざる言わざる」アプローチ
②　従来の体系は不変のまま取り入れ、隔離

して扱う「取り入れ、かき混ぜる」アプ
ローチ

③　異なった視座を複数同時に提示する「複
数パラダイム」アプローチ

④　ジェンダーの観点から国際関係論を完全
に書き直す「ジェンダー国際関係論」ア
プローチ

　この4つの観点から、教科書分析も行われ
る[（7）: 235-241]。①ではFGMは問題の
重要性が認識されることはあっても、学問の
対象外とされる。②では女性への人権侵害の

ひとつとして取り上げられるが、既存の知識
への「付録」「追加」としての扱いを受けるの
みである。さらに「女性」がひと括りされた
単一の存在として提示され、階級、経済、地
域、人種、民族に基づく相違は顧みられない。
政策決定に関与する女性エリートの階級的な
背景も、FGMをめぐる「南」の女性間の葛藤
も、あるいは「南」と「北」との女性の間の
緊張関係も②の議論の射程に入らない。③で
は、複数の視点から異なったFGMへのアプ
ローチが示される。リベラリズムの観点から
は、FGMは、人権の国際化における基準（ス
タンダード）の問題、さらには人権の普遍性
と相対性との緊張関係の問題において捉えら
れる。ポストコロニアルの観点からは、FGM
はイスラムの教義で許されるものではなく、
ムスリムでない女性に行われている慣習であ
るにもかかわらず、イスラムと結びつけたに
言説がなぜ多いのかについての問題が提起さ
れる。加えて、FGMの問題の議論や活動の過
程において、「北」の女性によって「南」の女
性が「他者」として対象化され、「物事がよく
わかっている私たち（＝北の女性）」による
「救済対象（＝南の女性）」という図式がいか
に形成されるかが解き明かされる。④はさら
に徹底する。外資系企業でブルージーンズの
裁縫に携わる女性、大農園でバナナの収穫労
働に従事する女性、家庭で子どもの世話をす
る女性、これら「普通の」女性の生活への理
解が、国際関係論において死活的に重要であ
ると主張され、FGMもこの文脈で議論の対象
とされる[（7）: 237-240]。既存のIR理論へ
の批判と問い直し、そしてジェンダー論をど
のように国際関係理論に組み入れるかという
問題提起がなされている。
　（34）は「歴史的アバアヴァンギャルド」な
る教育手法で、ネオリアリズム的なグローバ
ル化概念の批判を試みる授業紹介である。ネ
オリアリズム的なグローバル化像とは、われ
われの日常生活から切り離され関係のない次
元で進行する過程としてグローバル化を提示
し、世界経済の構造を、自己疎外を随伴した
形で定式化するものとされる。これを打破す
るには、ISPで先行的に紹介される様々な「工
夫（トリック）」を既存の授業方法に加えるだ
けでは不可能であり、著者が提唱する「歴史
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的アバンギャルド」による批判的教授法に
よって可能となることが示されている[（34）
231-233]。
　この試みは、ロバート・コックス（Robert
Cox）による「問題解決型理論」と「批判理
論」の2つとも対峙される。すなわち、既存
の政治・経済制度や社会的政治的な権力関係
の体制を所与のものとして、その枠内での行
動と技術的な「問題解決」を模索する「理論」
と、眼前の政治・経済制度や権力関係がいか
に形成されたのかを批判的に検討する「理論」
の区別である[（34）:235]。前者では、「地球
的問題群」の解決の必要がしばしば示される。
その「問題群」には、様々な「問題解決アク
ター」が群がる。国家、国際機関、専門家、
NGO、擬似NGO、政府お抱えNGOからな
る「群れ」である。「グローバル・ガバナンス」
の標題の下、予定調和的に問題の解決が図ら
れ、「地球市民社会」の誕生が高らかに告げら
れる。この「問題解決型」国際関係理論にお
いては、グローバルな政治と日常の生活との
分離が前提とされており、問題解決のために
目的を一つとする諸集団、諸アクターが「協
力」し「団結」する図式が描かれる。リアリ
ズムが国家による国益の合目的的追求以外に
「政治」を見いださなかったとすれば、「問題
解決型」国際関係理論は、政策志向、協調的、
予定調和的、同調的な非政治化された市民社
会だけを見いだす結果に終わったとされる。
　一方の批判理論においては、グローバル化
推進エリート、超国家企業等の「グローバル
な権力」が抽象的、絶対的に措定され、それ
に対抗するものとしては、「反ヘゲモニー人」
「反システム人」という「幽霊」が出現させら
れる。「問題解決型」理論にせよ、「批判」理
論にせよ、「認識共同体（epistemic com-
munities）」「脱国家的争点をめぐるネット
ワーク（transnational issue networks）」
「反ヘゲモニー」などの「幽霊」を「国際関係
学」に出現させているにすぎないと批判され
る[（34）:234-236]。
　では、提唱する「歴史的アバンギャルド」手
法とはどのような授業であり、教室内でのど
のような体験型授業によっていかにグローバ
ル化が日常生活と切り離されないものとして
「体感」されるのか。遠近法を発見したダ・ヴィ

ンチの手記、コロンブス、ジャック・カルティ
エ、ティチングなどの日誌、あるいは「望ま
なかった旅行」を強いられた奴隷貿易に関す
る研究書などからの「せりふ」を読み、「劇」
を仕立てる授業などが展開される[（34）:
238-245]。これらがどのような効果を持つ
のか、正直なところ、筆者の理解を超え、ま
た具体的な授業のイメージをつかむことがで
きなかった。しかし仮に著者の主張通りの効
果があるのであれば、授業実践を通じた教育
内容の批判的組み替えとなっており、興味深
い事例である。
　（15）は映画を駆使して、国際関係の諸理
論を批判的な検討の対象とした授業報告であ
る。『蠅の王』などにより、IRの理論を真偽の
判定ではなく、その理論がいかに「まことし
やかに見えるか」「もっともらしく見えるか」
について、その仕掛けを探る試みで、内容は
きわめて興味深い。「真実」はいかに真実とし
て語られるようになるのか。IR 理論も映画
も、「まことしやかに見せる」ためには、無視
されねばならぬ要素がある。それぞれそれは
何であるのか。「流行る仕掛の構造」を解き明
かしつつ、映画とIR理論を対置するのである
[（15）:282-286]。「ひどい映画」である『イ
ンディペンデンス・デイ』をあえて用いてIR
理論を脱構築する（50）とともに、国際関係
論において理論とは何かについて、これらの
論文は根源的な問いを提示している。

結語に代えて
　
　以上のサーベイで得た暫定的な知見を整理
し、気になったいくつかの点を雑感として記
して結語に代えたい。
　「教育方法の適用」の節で概観したように、
国際関係学に関わる教育現場には、「シミュ
レーション＆ロールプレイング」をはじめ多
彩かつ斬新な手法の導入が進められている。
同時に、それらの普及を促進する教材販売あ
るいは無料の教材提供の充実にはめざましい
ものがあった。
　これらの教育手法と教育内容との間には、
一定の親和性がみられた。「シミュレーショ
ン」で扱われるテーマは、国際機構や外交交
渉等が圧倒的に多かった。「事例（ケース）に
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基づく教育」で取り上げられるケースは、そ
のオンライン教材の構成比率や授業実践の事
例数から、自国が関わるケースに偏る可能性
が推測された。一方、「ディベート」では歴史
事象を扱うのは困難であり、論題の設定に時
事問題への傾斜が看取される。
　以上の教育手法が教育内容を制限したり規
定したりするリスクや、学生参加型の授業の
導入と学習範囲の限定化とのトレードオフに
ついては、サーベイした論文のいずれにおい
ても十分に認識されていた。「古典的著作」へ
の啓発的な導入など、従来の講義方式の長所
とされる面をあわせ持つ試みもいくつかみら
れる。さらに、これらの様々な手法と組み合
わされたIT技術の活用も際立った特徴であっ
た。
　それではこのような斬新な手法の展開は、
教育内容の「制度化」を示唆するのであろう
か。アクティブ・ラーニングの活発な導入は、
教育内容の「規格化」の進行と軌を一にする
のだろうか。ディシプリンが確立し、「完成さ
れた学問」においては、同じ内容のことをい
かに効率よく学習者に習得させるかが「教科
書」や授業の目的となる。このサーベイから
は、IR理論の教育において、その萌芽が看取
された。「同じ内容」をいかにわかりやすく学
生に理解させるかの工夫の開陳が多くの教育
事例紹介のポイントとなっているのである。
他方、教科書分析のいくつかは「標準化」と
はほど遠い現状を示している。ディシプリン
の統一や確立というよりも、その並列状態が
むしろ固定化しつつあるとも考えられる。
　アクティブ・ラーニングへのありうる批判
の一つは、コックスの「批判理論」からのも
のであろう。シミュレーション＆ロールプレ
イングにしてもPBLにしても、既存の国際秩
序や制度を前提にした上で「問題解決」を図
ろうとする「問題解決ごっこ」である。しか
もそれらの国際秩序や制度は、まさにアメリ
カ合衆国を中心とした「制度」「秩序」にほか
ならない。もちろんサーベイでも見たとおり、
ロールプレイングによりグローバル化の現実
を根源から問い直そうとする試みもある。し
かし、コンピュータ画面上でのシミュレー
ションや市販教材の多くが、既存の秩序や制
度を所与として作成されているのであれば、

国際システム形成の根源やシステム自体に内
包する問題に目を閉ざしたままの政策形成志
向や問題解決志向の教育に一層の拍車がかか
る危惧も否定できない。
　同じく、雑感の域を出ないが、サーベイを
通じて気になったのは、教育内容における
「文化」の不在である。これはアクティブ・
ラーニングの方法自体に根ざした問題なので
あろうか。
　ロールプレイングやシミュレーションは、
「役者」（アクター）になって「主体」（アク
ター）を演ずるゲームである。国際関係にお
いて、さまざまな主体を主体にまとめあげる
のは、つきつめれば「文化」にほかならない。
アクターをアクターたらしめるメカニズムの
大きな要因の一つは、文化なのである（24）。こ
の点に目を閉ざして「役者」になりきり紛争
解決「ごっこ」を繰り返しても、自文化中心
主義の螺旋に陥りかねないのではなかろうか。
　これは教育方法そのものに内在する制約で
はなく、その適用における問題であるとの見
方もありうる。仮に、異文化理解を伴う能動
的な「ごっこ」が行われれば、大きな強みに
もなる。なぜなら、シミュレーションにおい
ては、同一の争点が、異なったアクターにど
のように異なって映るのかを擬似体験できる
点にその教育効果が期待されているからであ
る。ディベートも同様である。明快な「論理」
によって是非の決着をつける論争の場に、「文
化」の入る余地は少ない。しかし、異なった
「論理」の存在を浮き彫りにする教育的ディ
ベートの考案も不可能とは言い切れない。「事
例（ケース）に基づく教育」のケースも、異
なった文化的文脈での「ケース」を適切に用
いれば、偏狭な視野からの解放につながると
思われる。但し、このような問題意識に裏打
ちされたアクティブ・ラーニングの手法紹介
は見当たらなかった。IT 技術を駆使したシ
ミュレーション教材の開発が文化的要因を捨
象してのみ可能であるとすれば、学習効率と
学習内容のトレードオフの問題は、この点に
おいてこそ十分に認識される必要があるだろ
う。
　検討した文献中、国際的な交渉や紛争解決
における「文化」の重要性を強調していたの
は、イスラエルでの教育経験をベースとした
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（11）など極めて少数であった。教育内容が、
ジェンダー・ブラインドならぬカルチャー・ブ
ラインドに陥り、アクティブ・ラーニングの
導入がその傾向に拍車をかけるとすれば、教
育の現場が米国であるだけに懸念は募る。政
治風刺コミックを教材とした（23）では、米
国・イラン関係をめぐるコミックを用いた際、
描かれていたホメイニーの顔が誰一人わから
ず、しかも名前を聞いたことがある学生は
30人中わずか3名であったとのことである。
「文化」は教育の規格化、制度化そしてディシ
プリンの確立や純化にとって夾雑物であるか
もしれない。しかし文化を捨象して構築され
る国際関係の理論も教育方法の導入も、その
代償は小さくないと危惧される。
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A2：内容伝授�
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C：調査研究�
B1：内容調査�
B1:内容分析�
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所属機関�
所在国�
米国�
米国�
米国�
米国�
　�
米国�
�

米国�
　�

カナダ�
米国�

イギリス�
米国�
　�

イスラエル�
　�
米国�
米国�
米国�

イギリス�
米国・英国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�

イギリス�
　�
米国�
　�
米国�
米国�
米国�
　�
米国�
�

米国�
　�
米国�
米国�
カナダ�

米国・トルコ�
米国�

コロンビア�
　�
米国�
　�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
米国�
�

米国�
�

米国�
米国�
米国�
米国�
�

イギリス�
�

レバノン�
米国�
米国�
�

米国�
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科目�
　�

国際学一般�
国際関係論�
国際学�

国際関係論�
　�

特別授業�
�

政治学�
　�

国際関係論�
国際学�

国際政治経済�
特設授業�

国際コミュニケ
ーション�

国際政治経済�
比較政治学�
国際関係論�
国際関係論�
国際学一般�
非特定�

国際関係論�
国際関係論�
国際学�

比較政策学�
米外交史�
国際関係論�
国際学�

国際政治経済学�
国際関係・�
個人研究�
比較政治学�

政治学・国際関係論�
国際関係論入門�

　�
ゼミナール�

　�
仮想空間戦略

と政治�
国際関係論�

比較政治・国際学�
国際政治経済�
米外交論・国際政治�

EU論�
国際関係論�

　�
国際関係論�

　�
国際関係論�
国際関係論�
非特定�

国際関係論�
国際学�

国際関係論�
特設授業�
国際機構論�
国際関係論�

国際学・国際問題�
国際関係論�
国際関係論�
国際関係論�

アメリカ外交論�
現代国際政治�

�
特設授業�

�
国際政治経済�
国際関係論�
国際法�

国際関係論�
�

戦争と倫理�
�
�
�
�

国際学�

　�
対象学年�

　�
学部～院�
学部�
学部�
院�
　�
学部�
�

学部（選抜）�
　�
学部�
学部�

学部1年�
1年＋3年�

　�
非明示�
　�

大学院�
非明示�
学部�
学部�
学部�
学部�
学部�

社会人学生�
学部�
3，4年�
学部�
学部�

学部1年�
非特定�
　�

大学院�
　�
学部�
学部�

学部1年�
　�

大学院�
　�

士官候補生�
（学部レベル）�

学部�
学部�

学部～院�
学部�
学部�
学部�
　�
学部�
　�

学部1年�
学部1年�
非特定�
学部1年�
学部�
学部�
学部�
不明�

学部上級�
学部�
学部�

学部入門�
�

学部上級～院�
学部�
�

学部�
�

学部�
学部�

学部上級�
学部入門�

�
学部2，3年�

�
�
�
�

学部�

　�
教育方法�

　�
ケース教材（事例に基づく教育）�
PBL（問題発見・解決型教育）�
シミュレーション＋ロールプレイ�

IT＋共同学習�
　�

シミュレーション（模擬EU)�
�

特殊教材（Born to Rebel)の使用�
　�

FGM（女性性器切除）事例�
IT＋PBL＋シミュレーション�

シミュレーション（教室内活動）�
映画�
　�
通常�
　�

ケーススタディ�
ケーススタディ�

シミュレーション（模擬国連）�
映画�

「アクティブ・ラーニング」等�
IT＋PBL�
クロッケー�

アクティブ・ラーニング一般�
ディスカッション�

特殊教材（UNDP『人間開発レポート』）活用�
特殊教材（回想録）の活用�
特殊教材（コミック）活用�

シミュレーション�
ケーススタディ�

　�
歴史的事例�

　�
シミュレーション�

学外体験学習（インターンシップ）�
ケース教材�

　�
IT＋共同学習＋ロールプレイング�

　�
ディスカッション・少人数教育・

ゲストスピーカー�
�

映画�
「歴史的アバンギャルド」手法�

�
シミュレーション（模擬EU)�

�
　�

アクティブ・ラーニング一般�
　�

ロール・プレイング�
�

シミュレーション(模擬EU)�
ディベート�

�
シミュレーション・ロールプレイング�

実地研修・体験学習�
シミュレーション�
シミュレーション�

IT(ウェブベース教材）�
シミュレーション＋ゲーミング�

映画�
�

IT(遠隔地教育）+ケーススタディ�
体験型学習�

�
ロールプレイング�

�
特殊教材活用例�
シミュレーション�
PBL（模擬裁判）�

ディベート�
�

講義＋ディスカッション＋ケース教材�
�
�
�
�

シミュレーション�

　�
教育内容�

　�
国際貿易交渉（サンプル）�

国際関係の諸側面�
グローバル化（麻薬取引）�

政策決定・国際交渉�
国際機構�

（組織・政策決定過程）�
　�

調査研究方法（方法論）�
　�

国際関係論へのジェンダー論導入�
対外政策・国際交渉�
グローバル化�
外交政策�

　�
国際関係における文化の役割�

　�
理論構築方法�

フロンティア研究�
国際機構（組織・政策決定過程）�

国際関係理論�
グローバルな格差問題�

国際紛争に関する数量分析方法�
国際関係理論（構造的リアリズム）�

国際関係論全般�
授業での一人称呼称使用の問題�
グローバルな格差問題�

外交政策�
外交政策ほか�
国際関係諸側面�

国際政治経済の理論的視座�
　�

研究方法�
　�

外国国内政治�
人権の国際化�

社会構成主義constructivism)�
　�

グローバル化�
�

仮想空間内の安全保障�
�
　�

国家論�
グローバル化�

�
国際機関�

�
　�

国際関係理論�
　�

PKO・外交政策決定過程�
�

EUにおける投票制度�
対外政策と倫理�

�
グローバル化（チャド・パイプライン）�

国際連合�
国連安保理での意志決定�

国際交渉・紛争解決�
リサーチ指導・国際学全般�

国際関係理論�
国際関係理論�

�
ブッシュ政権外交�
国際関係理論�

�
世界食糧問題�

�
国際政治経済の理論的視座�

2レベルゲーム（対外政策決定論）�
戦争犯罪・国際人道法�
国際問題・国際関係一般�

戦争における倫理的問題と
ディレンマ�

�
�
�

グローバル諸問題（環境、人
口、武器拡散、女性）�

　�
備考�
　�

指南書・マニュアル�
指南書・マニュアル�
指南書・マニュアル�
IT活用による共同学習�

　�
米国・ヨーロッパ15大学で共同実施�

　�
ワシントンDCでのフィールドワークの
ための導入授業�
教科書分析も含む�
ICONS　活用事例・学習効果の測定�
離れ小島・シアトルの戦い�
2つの大学での夏期特設実験的授業�
イスラエルでの教育体験の紹介とそれ
に基づく考察�
定性分析の理論構築�
世界システム論に基づくケーススタディ�
教室内・授業内で行う模擬国連�
国際関係理論を批判的に検討�
ISP編集者によるシンポジウム�
ICB Libraryの活用�
「芝生の上のビリヤード」用いた導入�
社会人学生への教育：課題等の留意点�
国際問題を全て「アメリカ化」する危険検討�
HDI, GEM, GDI概念も習得�
national war college での20年の授業体験�
政治風刺コミックの活用例　�
国際人権条約締結のシミュレーション�
教育事例としての世界経済フォーラム�
個人のリサーチにおいて、歴史的事例
を扱う場合の留意点�
模擬「ロシア連邦」�
アムネスティインターナショナル就業体験�
社会構成主義（constructivism)�
米国と南アフリカの院生　IT活用によ
る共同学習の実験�
米国陸軍士官学校での授業紹介：他の
教育機関での適用提言�
�
忠誠の対象としての国家の盛衰を映画で�
批判的教授法に基づく授業実践�
�
模擬EUの個別授業での実践報告�
�
抽象的なIR理論をわかりやすく教える
ための技術紹介�
ロールプレイングの授業実践紹介�
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ブラジルの中の日本、日本の中のブラジル
ー写真で見る100年、過去から未来へー

1　はじめに

　2008年10月3日（金）から13日（月）
にかけての11 日間、静岡文化芸術大学西
ギャラリーにて移民パネル写真展「ブラジル
の中の日本、日本の中のブラジル～写真で見
る100年、過去から未来へ～」（以下、写真
展と略）が開催された。静岡文化芸術大学が
主催し、JICA中部と静岡新聞社・静岡放送が
共催に加わったこのイベントは、日本とブラ
ジルとの100年の交流を記念する外務省の
日伯交流年事業（認定番号166番）としても
認定された1）。この写真展の特色は、単に既存
の写真を展示するだけでなく、学生たちの手
作りによる交流イベントの成果を写真や動画
で展示し、子どもたちに焦点をあてた未来志
向の展示を意図した点にある。マスメディア
でもその点は大きく注目され、学内・学外か
ら1,309人の来場者があった。
　本報告ではまず、写真展の背景と目的を明
らかにした上で、実施の主体となった組織に
ついて紹介する。続いて、写真展に先駆けて
実施された子どもたちとの交流イベントにつ

いて詳述したい。写真展については、展示内
容の紹介とならんで、期間中に開催された関
連イベントについても触れる。最後に本写真
展の成果について述べたい。写真展の開催に
向けたほぼ1年間の経緯をたどると同時に、
写真展自体について実施時の写真資料も合わ
せて紹介し、日伯交流100年目の2008年
にブラジル人市民が全国最多の浜松市にある
大学で写真展を開催する意義について考察す
ることが本報告の目的である。

2　写真展の開催に向けて

2-1　ブラジルへの移民の歴史2）

　日本における移民の歴史は、1868年のハ
ワイ移民に始まった。その後主に北米にて貴
重な労働力として活躍したが、日露戦争後、日
系移民の排斥が激化し北米への移民は制限せ
ざるを得ない状況に陥った。一方1888年に
奴隷制度が廃止されたブラジルでは、奴隷に
代わる労働力としてイタリアやドイツなど
ヨーロッパからの移民が活躍した。しかし、劣
悪な労働条件によりヨーロッパ各国からの移
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Japanese in Brazil, Brazilians in Japan: 100 years in Photos -
From the Past to the Future

　本稿では、2008年10月に本学西ギャラリーにて開催された移民パネル写真展「ブラジルの中の日本、
日本の中のブラジル～写真で見る100年、過去から未来へ～」について、その背景と目的、組織態勢、交
流イベント、写真展の詳細等を報告する。写真展は（1）かつてブラジルに渡った日本人、（2）現在ブラジ
ルで暮らす日系人、（3）現在日本で暮らすブラジル人の3つのセクションから構成された。これからの未来
を担う子どもたちや彼らの夢にも焦点を当て、学生実行委員会と子どもたちとの交流イベントを実施した。
その内容も展示の中で紹介された。

In this article we will report about a photo exhibition held in October 2008 at Shizuoka University of Art and
Culture under the title of “Japanese in Brazil, Brazilians in Japan: 100 years in Photos - From the Past to the
Future”. The exhibition displayed the past and present in three sections: "Japanese Immigrants to Brazil in the
Past," "Nikkei People Now Living in Brazil," and "Brazilian People Now Living in Japan." We focused on
children as the torchbearers of the future and their dreams. We hosted three events to facilitate interaction
and deepen mutual understanding between the Japanese people and Nikkei Brazilian children who live in
Hamamatsu.



Japanese in Brazil, Brazilians in Japan
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民は停止され、ブラジル政府は労働力不足に
頭を悩ませていた。そこに目を付けた皇国殖
民会社はブラジル政府へ日本人移民の売り込
みを行ってサンパウロ州政府と契約を結び、
ブラジルへの農業移民の募集を開始した。
　1908年、第1回移民船「笠戸丸」が日本
人移民781人を乗せてブラジルへと旅立っ
た。当時女性教師の月給が8円、巡査の月給
が10円の時代に、ブラジルでコーヒーを採
取すれば、一ヶ月で35円程度稼ぐことがで
きるというのが、皇国殖民会社のうたい文句
だった。しかし、1日で1人4俵は採れると
言われたコーヒーは、実際には3人がかりで
1俵にも満たない量しか採取することができ
なかった。日本人移民は、馬小屋同然の家、朝
から晩までの重労働、減らない借金など、理
想とは程遠い苦しい生活を余儀なくされた。
なかには耐えきれずに農場から逃げ出す者も
いたが、多くの移民は苦難を乗り越え、その
後ブラジル農業の発展に大きく貢献した。ま
た、都市に出て商業に従事する者も増え、こ
んにちでは日系人はブラジル社会の重要な構
成員となっている。

2-2　日本におけるブラジル人の増加と現状
　1980年代に入ると日本は急速な経済成長
を遂げ、労働力不足に陥った。一方ブラジル
では景気が悪化し、失業率の上昇が深刻化し
ていた。1990年に「出入国管理及び難民認
定法」が改正施行されると、数多くのブラジ
ル人が就労を目的として来日した［池上　
2001］。2007年12月末時点では日本全国
で約31万人のブラジル人が暮らし、製造業
が盛んな浜松市には全国最多である約2万人
のブラジル人が生活していた。彼らは地域経
済を支える労働力として不可欠な存在だった
が、2008年9月のリーマンショックを皮切
りとする世界同時不況の中で彼らを取り巻く
状況は激変した。製造業分野の非正規労働者
として働いていたブラジル人労働者の多くは
職を失い、家族滞在の増加、滞在の長期化な
ど、定住化が進展しつつあった彼らの生活基
盤の根底が崩れ去ることになった［池上　
2009］。
　本写真展が企画されたのは2007年秋であ
り、開催時の2008年10月時点ではブラジ

ル人の雇用環境の一部悪化がささやかれてい
たが、こんにちのような深刻な事態が生じる
ことを正確に予想していた者はごくわずか
だったと思われる。しかし、経済危機後でも
なお日本に留まることを選択したブラジル人
も多く、以下に述べる本写真展の目的は変わ
らぬ重要性を持っていると言えよう。

2-3　写真展開催の背景と目的
　写真展企画の発端は、2007年春にJICA
浜松デスクに着任した大石真理子氏との会話
だった。日伯交流100年の記念としてJICA
が移民の歴史をたどる写真パネルセットを作
成し貸与するという話（その時点では詳細は
未定だった）をうかがい、その後浜松市も含
め全国各地でパネルセットの展示が行われる
と聞き、そのパネルセットを活用しながらも
浜松にある本学ならではの企画ができないか
と考えた。研究メンバーでもあるイシカワ准
教授と相談する中で、ブラジルへ渡った移民
の歴史を単に紹介するだけでなく、日本人が
案外知らない現在のブラジルにおける日系人
社会の様子や、現在浜松で暮らすブラジル人
の様子も知ってもらう機会にしようという構
想が固まった。
　写真展の目的は、ブラジル移民100周年に
あたる2008年に、全国で最多のブラジル人
市民が暮らす浜松市において、本学の特性を
十分に活かし、かつ本学学生とブラジル人児
童生徒との交流の機会となるような写真展示
と関連イベントを通して、日本人市民とブラ
ジル人市民の相互理解と相互交流を図ること
であった。

2-4　写真展の組織態勢
　上記の目的を実現すべく本学の学長特別研
究として写真展を開催する上で留意した点が
ふたつある。ひとつは展示の質を高めるため
に専門の教員を含めたチームを構成すること、
もうひとつは学生実行委員会を組織して学生
たちの主体的企画を中心としたプロジェクト
を実現することであった。
第一の点については、学長特別研究の申請時

に4名の研究チームを構成できた。国際文化学
科のイシカワ准教授は移民研究の観点から展
示内容を監修し、ブラジル人コミュニティとの
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調整役を担当した。美術館での勤務経験を持つ
芸術文化学科の立入講師はアートマネージメ
ントの観点から展示企画を監修した。映像デザ
インの専門家であるメディア造形学科の古田
教授は、子どもたちとの交流イベントのVTR
撮影と編集、子どもたちの顔写真のマルチディ
スプレイでの展示を監修した。研究代表者であ
る国際文化学科の池上は研究及び展示企画・関
連イベント実施を統括し、学外機関との調整を
担当した。
　第二の点については、本学の6つの学科か
らさまざまな学年の学生たちが参加し実行委
員会を組織した。2007年11月に学生準備
委員会が結成され、12月には学生たちから
予備的な企画案が提出された。2008年3月
末の学長特別研究正式採択を受け、4月下旬
に川勝平太学長（当時）も出席して第1回学
生実行委員会が開催された。以後、5月には
新メンバーを補充して、80名規模の学生実
行委員会が動き始めた。
　学生実行委員会には全体を統括し教員メン
バーとの調整役となる委員長と副委員長がお
かれ、広報、コラボ、展示、説明パネル、イ
ベントの5つの部門が作業を分担した。教員
メンバーは大まかな方向を示した上で監修役
を果たすように機能し、なるべく学生たちの
自主性を尊重した。各部門はリーダーの指導
のもとに自分たちの希望する活動について企
画書を作成し、部門内・部門間で調整と合意
形成を図った上で、予算管理についても留意
しながら活動を展開した3）。
　教員側は第1回学生実行委員会で2つの重
要なコンセプトを提示した。「ユニバーサルデ
ザイン」と「リスペクト」である。写真展に
は日本人のみならず日本語を解さない外国人
が来場する可能性があるし、高齢者や子ども
の来場もありえるため、パンフレット、パネ
ル説明等での多言語表記、文字の大きさや見
やすさへの配慮等、ユニバーサルデザインを
意識した対応を求めた。また、移民の歴史や
ブラジルでの日系人の足跡、そして現在の日
本における地域産業への貢献に対するリスペ
クト（敬意を払うこと）の気持ちを忘れずに
取り組みよう求めた。
　学生実行委員会のうち、各部門は以下のよ
うな活動を担当した4）。

（1）広報部門はポスターやチラシの作成、フ
リーペーパーや各種情報サイトへの広告
依頼等、外部向けの広報活動を担当し、
さらに市内企業に協賛を呼びかけパンフ
レットへの広告を依頼した。

（2）コラボ部門は、子どもたちとの交流イベ
ントを企画・運営し、その際に展示用の
写真や動画を撮影した。また、浜松市内
の小学校や日本語補習教室、ブラジル人
学校等で学ぶブラジル人の子どもたちの
様子やブラジル人家族の暮らしについて
写真撮影を担当した。

（3）展示部門は、メイン会場となる本学西
ギャラリーおよびエントランスの展示
と、浜松市のプレスタワー1階でのプレ
展示を担当した。

（4）説明パネル部門は、展示に関わるキャプ
ションやパネルおよびパンフレットの説
明文を作成し、翻訳のアレンジを担当し
た。また、学生実行委員会メンバーの知
識を深め、写真展に向けての意識向上を
図るため、勉強会を企画し運営した5）。

（5）イベント部門は、関連イベントとして会
期中の10月4日、日本人小学生を対象
にブラジルや日系人について理解を深め
るためのワークショップを開催した。ま
た、会期中の土日には来場者にブラジル
コーヒーを提供し、ブラジルの味覚への
理解を深めてもらった。

3　子どもたちとの交流イベント

　本写真展では日本社会で生きるブラジル人
（とりわけ子どもたち）にも焦点を当て、未来
を担う子どもたちや彼らが持つ夢をテーマに、
浜松に住む日本人とブラジル人の子どもたち
との交流・相互理解を深める機会となる3つ
のイベントを開催した。ここでは、学生実行
委員会コラボ部門によるオリジナル企画のイ
ベントについて、学生たちが作成した企画書
の内容をなるべく活かしながら、その概要と
成果を紹介したい。

3-1　座談会
　「ブラジル人大学生と高校生との座談会」は
2008年7月19日（土）に静岡文化芸術大
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学にて開催された。本学に在籍するブラジル
人学生3名が自ら企画し、浜松市内の公立高
校（全日制普通科）に通うブラジル人高校生
8名と共に4時間ほど、進路や悩み、ブラジ
ル人としてのアイデンティティ等、この国で
の生活や将来について語り合った（写真1、
2）。座談会担当の3人のブラジル人大学生が
作成した企画書には、この座談会をどのよう
な場にしたいかが以下のように記されている。
　①　日本で育っているものの、今後の進路

に悩むブラジル人高校生を対象に、将
来の夢や進路について考えるきっかけ
となる場。

　②　自分と似たような境遇に立つ、近い年
齢のブラジル人高校生らと積極的に意
見を交わし、またブラジル人の現役大
学生と直接話をすることにより、より
現実的・多面的に自らの将来を考えて
いく場。

　③　進路の話だけではなく、日本社会に求
めることや家庭での問題、親との意見
の相違点など、意見や悩みを共有しあ
い、より良い未来を考えるための飛躍

の場。
　その上で、「ブラジル人学生が枠にとらわれ
ない独自の未来を、自らの手で切り開いてい
くことを最大の目的とする」と明記している。
ブラジル人の子どもたちの大学進学の先例が
まださほど多くない現状において、浜松で育
ち地元の大学に進学した「先輩」の姿は、大
学進学をリアルにイメージする上での貴重な
ロールモデルとなる。企画した本学のブラジ
ル人大学生たち自身、そのことを明確に意識
しており、後輩にあたる高校生たちとの座談
会実現に向けて並々ならぬエネルギーを注い
だ。
　また、座談会の最後に、参加した高校生に
インスタントカメラを渡した。これは日常生
活を写真におさめてもらう企画であり、彼ら
が普段どのような生活を送っているかを視覚
的に知ることで、写真展来場者にブラジル人
学生の日常生活や大事にしているものについ
て理解してもらうための素材となることが期
待された。
　高校への資料送付とアポ取り、訪問は、ブ
ラジル人大学生たちだけで行った。このよう

写真1　　座談会の全体討論

写真2　　座談会のグループ討論

写真3　　巨大絵の中心部に手形をつける

写真4　　巨大絵の周辺部に絵を描く
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な学生たちの行動力は、高校側にも強い印象
を与えた。メディアも関心を寄せ、座談会当
日は新聞各紙の取材があった。また、静岡新
聞は座談会の事前準備段階でも記事を掲載し
たし、NHK静岡放送局はほぼ半年間の丁寧な
長期取材に基づきニュース番組の中で11分
間を割いて紹介した6）。

3-2　巨大絵
　2008年8月3日（日）、本学の夏のオープ
ンキャンパスに合わせる形で、巨大絵「ド
リームキャンバス～ボアタージ！手をつなご
う～」が行われた。小学生を対象としたこの
イベントでは、日本人の小学生、公立小学校
に通うブラジル人の小学生、ブラジル人学校
に通うブラジル人の小学生がそれぞれ10名
ずつ、計30名が参加した。本学の出会いの
広場に、シーツを縫い合わせて作った巨大な
布を広げ、「手を取り合って共生していこう」
という意味を込めて、絵の具を塗った手で絵
を描いてもらうことを最大の主旨とした。当
初の企画では、絵の具は赤・青・黄の三原色
と白黒の5色のみを用意し、あとはそれぞれ
の色を手のひらに塗った子どもたちが友達と
手と手を合わせて新しい色（たとえば、赤と
白でピンク）を作り出すことにしていた。実
際にはパレット等を使って色を作る場面も多
かったが、「夢」をテーマに、モチーフの作成
から背景の色付けまで、子どもたちの発想を
学生たちがサポートして一枚の巨大絵を作成
した（写真3、4）。
　また、布に絵を描き始める前のアイス・ブ
レーキングとして、白いTシャツに手形をつ

けるゲームを行った。子どもたちどうしの交
流を深めるきっかけとして、また参加した仲
間との出会いを形にして残すために、白色T
シャツを用意し、Tシャツにジャンケンゲー
ムをしながら手形をつけていった（写真5）。
熱中症対策で用意した麦わら帽子に赤・青・
黄・緑のいずれかの色のリボンを巻いて色別
にチームを組み、手にチーム色の絵の具をつ
ける。別のチームの人とジャンケンをして、
勝ったら相手のTシャツに自分の手形をつけ
る。制限時間内に対戦相手を次々に変え、手
形の数の少ないチームが勝ちとなる。Tシャ
ツは巨大絵を描いている間に乾燥させ、お土
産として渡した。
　ブラジル人の子どもたちの保護者が見学に
来てくれたが、オープンキャンパス当日でも
あったため、イシカワ准教授が学内を案内し
た。本学には浜松で育ったブラジル人学生も
在籍しているため、日本の大学に関心を持つ
保護者もおり、ブラジル人保護者に本学を
知ってもらう機会にもなった。また、座談会
に参加した高校生の一人が通訳を買って出て
くれたし、別の高校生は一家四人で参加して
くれた。こうして交流イベントを通じて本学
の学生とブラジル人高校生とのつながりが強
化された点も大きな収穫であった。

3-3　料理会
　「ブラジル・日本　まぜまぜクッキングゥ～
♪」と題した料理会では、日本に住むブラジ
ル人の子どもたちと食文化を通して交流し、
彼らの生活の様子を知ると同時に、お互いの
食文化について興味、関心、知識を深めるこ
とを目的とした。
　2008年8月9日（土）に本学で行われた
交流会には、浜松市内のブラジル人学校に通
う中学生相当のブラジル人の子どもたち13
名が参加した。ブラジル料理、日本料理につ
いて紹介し、その料理の意味やどんなときに
食べるものなのか、よく食べるものか特別な
料理なのか、おいしいのか、好きか嫌いか、家
庭での食生活などについて意見を交わした。
こうして翌週の料理会につながる信頼関係を
築いた。
　2008年8月16日（土）にクリエート浜
松4Fクッキングルームで行われた料理会に

写真5　　Tシャツに絵の具で
　　　　　手形をつけるゲーム
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は、交流会に出席した子どもたちを中心に、ブ
ラジル人学校に通う10名の参加があった。
実行委員会の学生たちも加わって6グループ
に分かれ、それぞれのグループが日本料理と
ブラジル料理を1品ずつ作った。お互いの国
の食文化に直接触れることで、相手の文化の
理解だけでなく、自国の文化への理解にもつ
ながった（写真6）。
　交流会実施時には言葉の壁への配慮に欠け
る部分があり、参加した子どもたちと十分に
交流できない面もあった。そのため、その後
の1週間で実行委員会は対策を練り、料理会
当日は十分な交流を図ることができた。第1
回実行委員会で提示したユニバーサルデザイ
ンとリスペクトという2つの基本コンセプト
の重要性を改めて痛感する機会となった。

4　写真展の詳細

4-1　展示内容
　1908 年のブラジルへの移民開始から
2008年までの100年について、「かつてブ
ラジルに渡った日本人」、「現在ブラジルで暮
らす日系人」、「現在日本で暮らすブラジル人」
の三部構成でたどるよう展示物を配置した
（写真7）。その際、子どもたちにスポットを
当てることにした。未来に向かって生きよう
とする彼らの姿は、100年の時間の流れの中
でも変わらない。写真や動画に登場する多く
の子どもたちの姿を通して、日本人・ブラジ
ル人が「共に生きていく」ことについて考え
るきっかけになれば、との願いが込められて
いる。3つのセクションについて学生実行委
員会が説明パネル用に作成した文章を以下に

引用しよう。

　（1）第1章　かつてブラジルに渡った日本
人

　　　今から100年前、ブラジルへと旅立っ
ていった日本人たちは、誰もが大きな希
望を胸に抱いていました。洒落た西洋風
の生活や、一攫千金を夢見てブラジルの
土を踏んだのです。しかし、そこで待っ
ていたのは想像を絶する貧しい生活、朝
から晩までの重労働など、期待とは正反
対の厳しい現実。なかには農場から逃げ
出す者もいた程でした。大人だけでなく
子どもたちも労働に従事し、小さな体で
必死に働きました。しかし、多くの人々
は夢をあきらめず、自らの力で未来を切
り開いたのです。子どもたちも、希望を
捨てない大人たちの背中を追って、強く
生き抜きました。写真の1枚1枚から、ブ
ラジルに渡った日本人たちの覚悟や強い
思いが感じられるのではないでしょうか。

　（2）第2章　現在ブラジルで暮らす日系人
　　　移民開始から100年。現在でもブラジ

ルには約150万人の日系人が暮らして
います。かつて農業でブラジルに貢献し
た日本人の子孫たちは、今ではビジネス
マンや店主、料理人など様々な分野で活
躍しています。こうして世代が深まって
いく中、日本の場所すら知らない子供た
ちも増えつつあります。日本の伝統芸能
や季節行事などについて、子どもたちは
本来の意味を理解しているわけではない
でしょうが、それを「日本の文化」とし

写真6　　料理会での本学学生（左）と
　　 ブラジル人中学生（右）

写真7　　西ギャラリー内の展示内容



ブラジルの中の日本、日本の中のブラジル

静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.10　2009    51

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

て捉えています。1世が「祖国を忘れま
い」と伝えた日本の心は、子供たちのア
イデンティティの一部となり受け継がれ
ているのです。「ブラジルの中の日本」に
生きる彼らのいきいきとした表情に注目
してください。

　（3）第3章　現在日本で暮らすブラジル人
　　　現在、浜松市には2万人のブラジル人

が暮らしています。しかし、多くの場合、
日本人とブラジル人の接点はほとんどな
く、日本人のブラジル人に対するイメー
ジは「単純労働者」という程度に止まっ
ています。一口に「ブラジル人」といっ
ても、その境遇はさまざまです。特に子
どもたちのなかには、見た目がブラジル
人でも日本語しか話せない、学校では日
本語だけれど家ではポルトガル語で話
す、というような複雑なアイデンティ
ティを持つ子もいます。子どもにとって
は言葉や文化などの壁は厚く、いじめな
どの理由も加わって、学校に行っていな

い子どもが数多くいます。しかし一方
で、問題に直面しながらも明るく前向き
に生きている子どもたちもいます。そん
な子どもたちを集めて行った交流イベン
トでは、国籍に関係なく、皆が楽しんで
いました。言葉や文化は違っても、私た
ちは同じことで笑いあえるのです。本章
では子どもたちに焦点を当て、彼らの夢
や未来へのメッセージを発信します。日
本で懸命に生きる子どもたち。そのキラ
キラと輝く姿を目にやきつけてくださ
い。

　第1章では、JICA横浜、海外移住資料館、
ブラジル日本移民史料館、毎日新聞社から提
供を受けた写真と物品を展示し、100年前に
日本からブラジルに渡った日本人たちの様子
を紹介した。移民の歴史について知識を持た
ない日本人にとってはもちろんのこと、来場
したブラジル人学校の生徒たちにとっても
ルーツを知る重要な機会となった（写真8、
9）。

写真11　現在ブラジルで生きる日系人2

写真10　現在ブラジルで生きる日系人1

写真9　　かつての移民のパネルを
見る来場者

写真8　　かつての移民のパネルを見る
　　　 ブラジル人学校の生徒たち
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　第2章では、現在ブラジルで生活する日系
人たちの様子を紹介した（写真10、11）。ブ
ラジルのサンパウロ新聞社に所属する4人の
日本人記者が撮影した写真を主軸としながら
も、特別研究費の資金助成を得て2008年5
月に渡伯した池上が撮影した写真も展示に加
えた7）。
　第3章の「現在日本で暮らすブラジル人」で

は、浜松市内の公立学校やブラジル人学校等
で学ぶブラジル人の子どもたちの様子と、実
行委員会が企画運営した交流イベントの様子
を写真と動画で紹介した（写真12）。地域経
済を支える工場労働者としてのブラジル人の
姿も日本人来場者に知ってもらいたい点だっ
たが、未来に向けて学ぶ子どもたちの姿こそ
知ってもらいたいという学生実行委員会の気
持ちが反映された展示内容となっていた（写
真13）。「座談会」に参加したブラジル人高校

写真12　座談会の様子を伝える動画と写真

写真13　日本で学ぶブラジル人の
　　　　　子どもたち

写真14　座談会に参加したブラジル人高校
　　　　　生が撮影した日常の様子

写真15　ギャラリー外面に向けて展示した
　　　　　巨大絵

写真16　エントランス部分の様子

写真17　マルチディスプレイ（左）と　　
　　　　　JICAコーナー（右）
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生たちがインスタントカメラで撮影した日常
生活の写真も、「これが私達です」とのタイト
ルのもと、コルクボードに貼った形で展示さ
れた（写真14）。
　以上が展示の中核部分だが、写真展では
ギャラリー外面やエントランス部分も活用し
て展示内容のヴァリエーションを広げた。
ギャラリー外面は本学西側の道路から視認性
が高く、また循環まちバス「く・る・る」の
停留所にも面している。外面内側に巨大絵を
つり下げて展示し、イベントの開催をアピー
ルした（写真15）。エントランス部分では、
TVモニターを12台並べたマルチディスプ
レイが目玉展示となった（写真16）。パネル
として展示された写真に限らず、今回の写真
展に関連した入手した写真から子どもたちの
姿を切り出し、それが次々に映し出される展
示となった（写真17）。100年に及ぶ時間の
幅、日本とブラジルという地球の正反対に位
置する空間の違いを乗り越えて映し出される
子どもたちの顔が、「子どもたちの姿を通して
共生を考える」という本写真展の中心的なコ
ンセプトを象徴していた。

　マルチディスプレイの反対側には関連す
る新聞記事（写真18）と、巨大絵の際に学生
実行委員会が着用したT シャツを展示した
（写真19）。また、ギャラリー入口手前には、
日本からの最初の移民船をサントス港で迎え
た5人の日本人通訳の一人、平野運平氏（静
岡県出身）の等身大写真と彼にまつわる写真
を展示した。また、マルチディスプレイの隣
には、共催のJICAのコーナーを設け、JICA
の事業に関するパンフレットやチラシを配置
した。
　今回の展示では来場者が展示物の一部を作
成できる参加型の展示も導入された。ギャラ
リー内の最後の部分に色画用紙を丸めて麦わ
ら帽子をかぶせたポールを配置し、「未来に残
したいもの」を紙片に書いて貼り付けても
らった。日本語の紙片はもちろん、ブラジル
人来場者が記したポルトガル語の紙片も多数
あった（写真20）8）。

4-2　会期中の関連イベント
　会期中の10月 4日（土）、本学にて「わく
ワークショップ　ブラ知”る－ブラジルと日
本のことをもっとよく知ろう－」と題したイ
ベントが行われた。これは学生実行委員会の
イベント部門の企画運営によるもので、JICA
中部の共催を得て、浜松市内の小学5・6年
生の日本人児童25名を対象に開催された。
このイベントは、日本人児童にかつてブラジ
ルに渡った日本人移民や現在日本で暮らす日
系ブラジル人のことを知ってもらい、さらに
は同じ日本社会で暮らす外国人を理解する
きっかけをつくることをねらいとしていた。

写真18　関連する新聞記事

写真19　巨大絵で使ったTシャツの展示
写真20　参加型展示「未来に残したいもの」
　　　　　（手前）と紙片記入コーナー（奥）
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「グループワークによる回答選択式クイズ」、
「母国を離れ外国で暮らす“外国人”の立場を
考えるイメージ体験」等を通じて、自分の持
つ先入観に疑問を抱き、自らが相手のことを
知ろうとする努力の大切さに気づいてもらう
ことを意図した（写真21）。「座談会」に参加
したブラジル人高校生が自らの体験を日本人
小学生の前で話す場面もあり、日本人児童に
とって知見を広げる機会であったと同時に、
ブラジル人高校生にとっては、2つの文化に
またがる自分の存在をポジティブに捉え直す
機会にもなった（写真22）。
　また、実行委員会イベント部門は会期中の
10月4日（土）、5日（日）、11日（土）、12
日（日）の4日間、ブラジルコーヒーを来場者
にサービスし、食を通じてブラジル文化に触
れてもらう機会を提供した。
　10月11日（土）には、静岡文化芸術大学
（外国人調査ポルトガル語フォーラム実行委員
会）他が主催する「ポルトガル語でのディベー
ト－浜松市におけるブラジル人の生活」と題
したポルトガル語でのシンポジウムが本学の

中講義室にて開催された。2006年に浜松市
で実施されたブラジル人対象の実態調査の結
果を報告すると共に、ブラジル人の日本での
生活についてポルトガル語で討議する機会で
あり、80名ほどのブラジル人が参加した（写
真23）。事後、軽食を用意した懇親会を西
ギャラリー前エントランスで開催したため、
参加者のほとんどが写真展に足を運んだ（写
真24）。このようにポルトガル語シンポジウ
ムはブラジル人コミュニティと本学との接点
を強化する上でも貴重な機会となった9）。
　10月12日（日）には、本学講堂にて日伯
移民100周年記念事業実行委員会、浜松市、
静岡文化芸術大学が主催する「日本ブラジル
移民100周年記念シンポジウム」が開催さ
れ、池上がシンポジウムのコーディネーター
を務めた。このシンポジウムは実質的に浜松
市国際課が主催するイベントだったが、来場
者の多くが同時に写真展も見学した。

4-3　来場者アンケート
　来場者1,309人に対し会場出口で無記名

写真21　ワークショップの説明に
　　　　　聞き入る小学生たち

写真22　ワークショップで自分の体験を語
　　　　　るブラジル人高校生（中央でマイ
　　　　　クを持つ）

写真23　ポルトガル語でのシンポジウム

写真24　エントランスでの懇親会で意見交
　　　　　換するブラジル人参加者
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アンケートへの回答を依頼したところ、553
人（42.2％）が回答してくれた。学内開催
だったため、本学学生の来場が多数を占めた。
そのため女性では20歳代が大半を占めるが、
男性では40歳代や60歳代の回答も目立つ。
居住地では浜松市内が59％、県内が33％、
県外が5％、その他が3％で、浜松市内ない
し県内在住者が多かったが、県外からの来場
者もあった。職業については社会人が42％
でもっとも多く、次いで本学の学生が35％
となっている。高校生6％、他学生3％、小
学生1％、その他13％と続く。以下では、自
由記述の中から典型的なものを5つ紹介した
い。

☆ブラジルときくと、様々な固定観念が
浮かんでいたのですが、ブラジル人の
悩み、苦労を始めて知りました。日本
で暮らす勝手な考えでものごとを決め
つけず、もっと物事の本質をみていけ
たらと思いました。（10代女性、学生）

☆普段身近でブラジル人の子供たちの様
子などを知る機会がなかった為、こん
なことを考えているんだと、リアルな
気持ちを知れてよかった。

　（20代女性、社会人）
☆学生による座談会が非常に興味深く、
有意義な企画だった。特に、子弟の教
育、進路を巡る親子の意識の違いは、
いままで全く知らなかった。若い日系
ブラジル人たちの将来への思いや現
在、不安をもっと聞いてみたい。その
第一歩として今回の展示は素晴らし
い！（30代男性、社会人）

☆これからの社会は（特に浜松）は、外
国人と共存していかなくてはいけませ
ん。一番共存の国、ブラジルからは私
達日本人は学ぶべきことが沢山あるは
ずです。少しでも浜松の日本人がブラ
ジルに対して興味をもち、心を開いて
欲しいと心から思います。

　（40代男性、その他）
☆仕事を通じて日系ブラジル人の方々と
接点ができ、ポルトガル語を勉強する
ようになりました。明るくパワフルな
ところは日本人も見習うべきだし、

もっと理解を深め共生の道をさぐる必
要があると思います。まだまだ「外国
人」に対してバイアスがあるのが本当
に本当に残念です。今日見たVTRを見
せたい浜松の大人がいっぱいいます。
いつかはそんなこと考えなくてもよい
環境になるといいと思います。しなく
ちゃいけない！自分にもできることを
少しずつやっていきたいです。

　（40代女性、社会人）

5　むすび

　今回の写真展が本学の独自性を十分に活か
した内容になったことは、本稿の記述からも
明らかだろう。この写真展は単に写真を展示
する機会としてだけでなく、浜松という地理
的条件を反映し、日本人とブラジル人との接
点にもなった。学生実行委員会が企画運営し
た交流イベントや会期中のイベントはもちろ
んのこと、ポルトガル語でのシンポジウムや
浜松市が実質的に主催した記念シンポジウム
との相乗効果も大きかった。
　学生実行委員会が主体的に関わったため、
文化政策学部の学生にとっては多文化共生や
まちづくり、展示イベントの企画立案につい
て深く学ぶ機会となったし、デザイン学部の
学生にとっては写真や動画というメディアが
社会的意味を持つことについて理解を深める
機会となった。また、会期中の10月5日（日）
は秋のオープンキャンパスだったため、受験
生や保護者にも本学の研究・教育の成果を広
報することにつながった。
　展示パネルやパンフレットでは、日本語・
ポルトガル語・英語の多言語対応をしたこと
から、ブラジル人学校の生徒たちをはじめ、
ブラジル人の来場者も多数あった。
　とりわけ、交流イベントの一環として行わ
れた「座談会」は、直接的には本学に在籍す
る3名のブラジル人大学生と浜松市内の公立
高校に在籍する8名のブラジル人高校生が4
時間にわたって語り合う貴重な機会であった
が、NHKニュースや新聞各紙で取り上げられ
た上、そのエッセンスを編集したDVDが展
示の中で紹介され、大きな反響を呼び起こし
た。同じ背景ながら日本で大学進学を果たし
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た先輩たちの姿は、彼らに続く世代にとって
のロールモデルとなり、進学意欲を高めるた
めの大きな動機となるはずである。
　写真展終了後の2008年末にはブラジル人
の雇用環境は激変し、「座談会」参加者の中に
も保護者の失業により一時休学して家計を支
える者も出てきた。ブラジル人をめぐる雇用
情勢は依然として厳しいが、日本に留まるこ
とを決意した家族も少なくない。子どもたち
の未来を見据えて開催された今回の写真展は
好景気の時代のあだ花ではなく、厳しい時代
だからこそ求められる日本人とブラジル人の
相互理解に資するものであったと言えよう。

注

1） 本イベントについて、静岡県、静岡県教育委員会、浜
松市、浜松市教育委員会の後援と、財団法人はましん
地域振興財団の協賛を得た。さらに、浜松市による日
伯移民100周年記念事業「浜松記念事業」の一環と
しても位置づけられ、市のホームページや記念事業パ
ンフレットでも紹介された。

2） この部分は、藤崎［1997］、内山［2001］による。
3） 学生実行委員会は必要に応じて教員メンバーの指導を

仰いだ。教員メンバーも数回の情報交換ミーティング
を開催したし、実行委員会の全体会議はもちろん、実
行委員長、副委員長、各部門リーダーが出席する企画
会議にも参加した。

4） 学生実行委員会の活動については、実行委員長が作成
したブログを通じて情報提供が図られた。http://
suac.zero-city.com/を参照。

5） 2007年1月、2008年6月、同7月の3回、学内
で勉強会を実施した。また、2008年6月にはJICA

浜松デスクの大石真理子氏によるワークショップを開
催した。このワークショップは実行委員会の学生たち
にとって、異文化理解の視野を広げる上で重要な機会
となった。

6） 座談会についてはその全貌を文字化した報告書が作成
されている［鏡田・池上　2009］。また、そのハイ
ライト部分を編集した25分のDVDも視聴可能であ
る。希望者は池上（ikegami@suac.ac.jp）までご連
絡いただきたい。

7） 渡伯時に多大なご協力をいただいた在サンパウロの阿
部義光氏と中村進氏に、この場を借りて深く御礼申し
上げたい。

8） 展示物の詳細については、ポスターを作成した本学デ
ザイン学部4年（当時）の桑田亜由子氏が作成した図
録コンパクトディスクで閲覧できる。ただし、著作権
の問題があるため、一般には公開していない。閲覧希
望者は池上までご連絡いただきたい。

9） このシンポジウムの実質的主催者は池上とイシカワで
あった。シンポジウムの内容についてはイシカワ・池
上［2009］を参照。
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フィリピン大学との学術交流報告

第1章　フィリピン大学ディリマン校の
　　概要

1-1　フィリピン大学の概要
　フィリピン大学（University of the
Philippines）は、1908年（明治41年）に
設立されたフィリピン国内唯一の国立大学で
ある。2008年が創立百周年目にあたった。
　フィリピン大学は、学生53,389名、教員
（Faculty）3,649名を有するフィリピンに
おける最高ランクの大学である。授業は英語
で行われている。フィリピン各地に、7校（バ
ギオ校、ディリマン校、マニラ校、ヴィサヤ
校、ミンダナオ校、ロスバニョス校、オープ
ン・ユニバーシティ）がある。

1-2　UPディリマン校の概要
　UPディリマン校は、フィリピン各地にあ
る7つのキャンパスの中で最大の旗艦キャン
パスである。マニラ市の北東（車で40分～
60 分の距離）にある「ケソン・シティ」
（Quezon City）にある。ディリマン校の面積は、
493エーカーと、一つの町のような広さであ
る。ホームページは、http://www.upd.edu.ph

である。
　ディリマン校の学生数は27,165名で、教
員（Faculty）は1,490名である。ケソン・
シティに政府の省庁が多いのは、この町がか
つてフィリピンの首都であったからであり、
歴史的にいうと、1946年のフィリピン独立
後、最初の大統領ケソン（Quezon）が造った
町であるため、彼の名前が冠された。1976
年にはケソンを含め、周辺町村が統合されて、
「メトロ・マニラ」になり、首都の拡大と共に
成長してきている。戦後の建て直し計画に
沿って建造されたため、広々として、緑に溢
れ、整然とした都市になっている。UPディリ
マン校はその象徴的な門で知られ、構内は広
く、そこには宿泊施設やショッピングセン
ターまである。キャンパス内を移動するのに、
構内を循環するイコット（回るという意味）や
ジプニー（ジープ）を利用することができる。
　
1-3　UPディリマン校のアカデミック・プロ

グラム
　建築学部、人文学部（College of Arts and
Letters）、工学部、マス・コミュニケーショ
ン学部、音楽学部、自然科学部、社会科学・哲

鈴木　元子 Motoko SUZUKI
文化政策学部国際文化学科 Department of International Culture, Faculty of Cultural Policy and Management

梅若　猶彦 Naohiko UMEWAKA
文化政策学部芸術文化学科 Department of Art Management, Faculty of Cultural Policy and Management

米屋　武文 Takefumi YONEYA

文化政策学部文化政策学科 Department of Regional Cultural Policy and Management, Faculty of

Cultural Policy and Management

古田　祐司 Yuji FURUTA
デザイン学部メディア造形学科 Department of Art and Science, Faculty of Design

A Report on Academic Exchange with University of the Philip-
pines

　すでに3～4年間フィリピン大学と学術交流を行ってきた芸術文化学科教授梅猶彦の提案に基づき、大学
対大学の学術交流ができないかを探った研究報告である。2008年春にはUPのウマリ准教授が本学に来学
された。11月にはUPディリマン校のカオ学長はじめ計4名の代表団を本学にお迎えして、特別講義をし
ていただいた。2009年3月に、本学の国際交流委員を中心に計4名がフィリピン大学を視察訪問し、同
様に特別講義をして、UPの教員及び学生たちにSUACについて紹介することができた。

This is a report on the academic exchange lectures between University of the Philippines and SUAC in the
school year of 2008-09, at Prof. Umewaka’s suggestion who was a former visiting professor in UP.  In Spring
08 Dr. Umali visited SUAC and in Autumn Chancellor Cao with other three professors delivered the special
lectures on our campus.  In consideration of this, we, four professors of SUAC, visited UP Diliman to do
presentations and meet with UP academic staffs as well as many interested students.
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学部、経済学部、経営学部など、本学と共通
する教育内容も多い。（大学院も充実している
が、本報告書では省略することにする。）

1-4　UPディリマン校の施設及びセンター
　UPディリマン校の施設には、図書館、保健
室、テニスコート、体育館、沈床庭園、プー
ル、ビリヤード・ボーリング、ショッピング
センター、銀行、UP郵便局、コンピューター・
センター、大学劇場、映画館などがある。
　センターには、UP Creative Writing Institute
（CWI）, National Engineering Center（NEC）,
UP Film Institute, UP Vargas Museum, UP Law
Center, Local Government Center（LGC）, Na-
tional Institute for Science and Mathematics
Education Development（NISMED）, Third
World Studies Center（TWSC）, University Cen-
ter for Women’s Studies（UCWS）, UP Center
for International Studies（CIS）などがある。

1-5　運営形態
　フィリピン大学の最終決定機関は、“the
U.P. Board of Regents”（UP理事会）で
ある。フィリピン大学の現在の総長はロマン
総長（President Emerlinda R. Roman）
で、女性総長である。フィリピンでは女性の
活躍がめざましく、どこに行っても重要なポ
ストに男性同様、女性が就いているのを目の
当たりにして励まされた。
　ディリマン校の最高責任者“Chancellor”
（学長）は、Dr. Sergio S. Cao （セルヒョ・
S・カオ博士）で、2005年2月にUP理事
会により選出された。

1-6　日本におけるUPディリマン校の
　　　連携先
　UPディリマン校は日本の、（アルファベッ
ト順で記すと）、中央大学、同志社大学、広島
大学、鹿児島大学、金沢大学、神戸大学、熊
本大学、明治学院大学、長崎大学、名古屋大
学、名古屋学院大学、日本大学、沖縄大学、大
阪大学、立命館大学、東京外国語大学、静岡
県立大学、筑波大学など多数の大学と積極的
に交流をしている。

第2章　フィリピン大学ディリマン校と
　　　　本学との学術交流

2-1　フィリピン大学の教授たちの
　　　SUAC訪問
　2008年11月4日～6日に、フィリピン
大学ディリマン校の教員4 名――カオ学長
（チャンセラー）、ザヤス教授、ウマリ准教授、
ザフラ教授――が本学を訪問された。浜松市
内や富士山周辺を視察後、最大の交流は、11
月6日に本学の大講義室で行われた「特別講
義」＜英語によるレクチャー＞であった。要
旨については、次の第3章に掲載する。

2-2　SUACの教授たちの
　　　フィリピン大学訪問
　11月のSUACでの交流の返礼も兼ねて、
2009年3月6日～11日に本学教員4名（米
屋、古田、梅若、鈴木）で、フィリピン大学
ディリマン校を訪問した。キャンパス内の施
設・設備を視察すると共に、主な教授陣たち
と交流する恩恵に浴した。特に、3月9日に
はディリマン校の国際研究センター（CIS）に
て「特別講義」を行った。

（左から、ザヤス教授、カオ学長、＜鈴木＞、
ザフラ教授、ウマリ准教授。浜松にて。）



フィリピン大学との学術交流報告

静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.10　2009    59

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

第3章　両大学の教授たちによる
　　　　特別講義要旨

3-1　フィリピン大学ディリマン校の教授た
ちによる特別講義

3-1-1　Sergio S. Cao, Ph.D. （セルヒョ・
　　　   カオ学長）、演題：
            University of the Philippines
            Diliman’s Policy on Arts and
            Culture
          （「文化と芸術に関するフィリピン大
            学ディリマン校のポリシー」）
（要旨）
The University of the Philippines established
in 1908 with 7 constituent universities located
in 12 campuses spread out across the Philip-
pine Islands is celebrating its Centennial Year.
Our theme reflects our mission as the only
national University-“One hundred years of
Excellence, Leadership, and Service”!

One strategy to carry out our mission in UP
Diliman, the main campus, is for a coopera-
tive undertaking outside the country. We are
visiting SUAC to explore what each of our uni-
versities can do together to advance our aca-
demic agenda based on certain philosophies
that we share.

The flagship programs being pursued for cul-
ture and the arts are through: Linkages and
Internationalization which expand opportuni-
ties for research, creative work collaborations
and cultural exchange; Strengthening of Aca-
demic Programs which allow new concepts in
research and creative works set in the context
of the Philippine setting; Faculty Development
and Incentives which recognize and give sup-
port to artists and scholars in creative endeav-
ors based on merit; Student Affairs Support
and Services which support students and their
creative works through publications, exhibits,
and performances; Service to the Community
which detail major talents to other autonomous
units of the University, to the private sector and
to the communities to promote arts and cul-

ture.

3-1-2　Amparo Adelina C. Umali, III,
           Ph.D. （アンパロ・アデリナ・C. ウ
           マリ准教授）、演題：
　        The UP Diliman Noh Theatre
           Experience:
           Laying the Groundwork for
           Collaboration and Cultural
           Exchange
         （「フィリピン大学ディリマン校にお
           ける『能』の体験：文化交流および
           コラボレーションの礎を築く」）
（要旨）
The University of the Philippines, being the
nation’s leading institution which is devoted to
higher education, research and community
service requires a UP faculty member to have
a three-fold duty and responsibility: to teach,
to undertake research/creative work and to do
extension service.UP Faculty members enjoy
“academic freedom”, which gives us the right
to teach the subject of our specialization and
the freedom to choose the subject(s) for re-
search and creative pursuits.

By virtue of this academic freedom and with
the support, mainly, of the Office of the Chan-
cellor and UPCIS, we were able to conceptu-
alize cultural exchange and collaborative
projects with the Noh Master, Naohiko
Umewaka, Ph.D. This paper will narrate and
discuss how cultural exchange and collabora-
tion through the Noh Theatre experience en-
hanced our academic programs and creative
initiatives while responding to our three-fold
duty and responsibility as a UP Faculty.
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3-1-3　Galileo S. Zafra, Ph.D. （ガリレ
            オ・S・ザフラ 教授）、演題：
            Pushing for a National Language
            as Language of the Academe:
            The Philippine Experience
          （「自国語であるフィリピン語を教育
            現場や学界の言語として推進するこ
            と」）
（要旨）
The complexity of the language situation in the
Philippines is rooted in two contexts. First, is
the development of a multilingual situation
which arose from the archipelagic condition of
the country. Second, the different waves of co-
lonialism that brought influences from foreign
languages, particularly, Spanish and English.

Presently, the existing Constitution of 1987
contains the following language provisions,
namely: Filipino is the national language; Fili-
pino and English are the official languages; and
Filipino is the language of instruction, and oth-
erwise provided by law, English. This lecture
will focus on the current language policy in the
educational system.

Since 1974, the bilingual policy was imple-
mented in the educational system. As imple-
mented, English was used as the language in
the teaching of English, Math, and Science;
on the other hand, Filipino was designated as
the medium in the teaching of Filipino and
Social Studies. Recently, the government has
been pushing for the strengthening of English
as medium of instruction. This move was based
on the assumption the English is the sole lan-
guage of the information and communication
technology which at present, is one of the ma-
jor sources of employment in the country. Two
concrete steps have been carried out: an ex-
ecutive order which increases the time allot-
ment for the use of English as medium of in-
struction, and a proposed piece of legislation
which provides for the use of English as the
sole medium of instruction in the primary and
secondary education.

The University of the Philippines as a bastion
of nationalist education counters the direction
taken by the government with regards to the
medium of instruction and reinforces the valid-
ity of the language provision of the Constitu-
tion. In 1989, it adopted a language policy that
provides for the use of Filipino as the primary
language of the academe. This paper elabo-
rates on some of the projects and strategies in
pushing for the Filipino as the primary language
of the academe. Among these are the follow-
ing: publication of textbooks in different fields
written in Filipino; publication of refereed jour-
nals; development of a comprehensive Filipino
dictionary and other disciplinal glossaries; pro-
motion of translation as a way of intellectualiz-
ing the Filipino language; networking with indi-
viduals and institutions to promote the use of
Filipino in controlling domains of language use,
and others.

3-1-4　Cynthia Neri Zayas, Ph.D. （シ
            ンシア・ネリ・ザヤス教授）、演題：
            Kanin & Ulam ― the Taste of the
            Sea in the Philippine Cuisine
          （「カニンとウラム――フィリピン料
            理における海の幸」）
（要旨）
I have chosen to present this lecture in the hope
that Japanese students will realize that Japa-
nese home cooked meals have been taken
over by fast food meals. In a globalized world
food security will always be Japan’s waterloo un-
less there is an initiative to grow once own
foods, as in the kitchen garden of the past -
hatake（畑） and or have a consumer voice in
the production of their basic meals.

This brief presentation will introduce the idea
of a Filipino meal. It will focus on the two basic
items - kanin‘cooked rice,’ or in other islands root
crops, corn, banana, etc.; and ulam which may
be defined as a side dish, viand. Though ulam
may be coming from the sea or from the land,
but it usually has the element of lasa‘taste’of
the sea. Therefore, this presentation will argue
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that the ideal kanin and ulam would always be
rice, root crops, corn, banana + a taste of the
sea.

3-2　静岡文化芸術大学の教授たちによる特
         別講義
3-2-1　鈴木元子、演題：
            To Create and Strengthen the
            Linkage between UP Diliman
            and SUAC
          （「フィリピン大学ディリマン校と
            SUACとの連携」） （鈴木元子、右から3人目）

（『静岡新聞』2008年11月8日）
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（要旨）
Shizuoka University of Art and Culture situated
almost in the center of Japan, was established
by the local governments of Shizuoka Prefec-
ture and Hamamatsu City, and regional indus-
trial circles in 2000 with two faculties: Faculty
of Cultural Policy and Management, and Fac-
ulty of Design.

In this presentation, I would like to introduce
our University （SUAC）, and to share with you
a remarkable history of partnership between
Filipinos and Japanese, and lastly to suggest
some possibilities of our new link of academic
exchanges soon.

3-2-2　米屋武文、演題：
           Development of Various Foods
           Made from Rice Powder

（「様々な米粉食品の開発」）
（要旨）
While the area of cultivated land is limited, the
population of the world is rapidly increasing.
The stock of the grain is gradually decreased
so the supply-demand situation becomes quite
tight.

In Japan, the food self-sufficiency rate calcu-
lated in its calorie is only 40 %, which is the
lowest among the advanced countries. Rice is
the sole agricultural product that can be self-
supported in Japan. Therefore, in order to raise
the self-sufficiency ratio for food, the develop-

ment of new rice food such as bread, cake,
and noodle out of rice powder is definitely an
important policy in Japan.

As referring to the present food situation, I
would like to introduce my research on the
development of various foods made from rice-
powder.

3-2-3　古田祐司、演題：
            The Age of Media Implosion
           （「メディア・インプロージョンの時
            代」）
（要旨）
The surge of media innovation has been trans-
formed our inner entity into the unknown as-
pect. The way how we think and feel has never
been the same as it was in the previous cen-
tury. September 11, 2001 we all noticed this
inner change in front of TV monitors whisper-
ing, “This is almost like a motion picture”.
What is real? Through the incessant media
experience of a visual image like computer
graphics, we seem to lose the answer of this
question. More than 40 years ago a prominent
Canadian media researcher, Marshall
McLuhan defined media as extensions of a
human body. He also predicted that human
would have another brain and nerve system
outside our body through computer technol-
ogy. Now we need to recognize the drastic al-
teration in progress inside of us.

（米屋武文） （古田祐司）
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3-2-4　梅若猶彦、演題：
           The Intangible Art Form within
           the Intangible Cultural Network

（要旨）
This paper will explore the preservation and
transformation of the Noh Theatre as an in-
tangible heritage from the practitioner’s side.
It will try to explain how Noh Theatre practitio-
ners have dealt with the idea of the intangible
for the past 600 years.

The concept of“intangible art”was introduced
by Shoyo TSUBOUCHI （1859-1935）in his
book, Shosetsu Shinzui（The Essence of Novels）.
Then,this concept was“institutionalized” by the
Japanese government to preserve the endan-
gered Japanese traditional craftsmanship.
Through the establishment of the Protection
of Cultural Property Act （1950）, pure artistry be-
came the basis of recognition of the intangible
art. In 2001, when UNESCO announced its
pioneering list of the Masterpieces of the Oral
and Intangible Heritage of Humanity, the Japa-
nese Noh Theatre became one of the first to
be recognized together with the Hudhud of the
Ifugaos in the Philippines.

第4章　本学とフィリピン大学ディリマ
            ン校における学術交流に関する
            提言

4-1　フィリピンに交流協定大学を有する利
点と意義

　この点に関して、分かりやすいように、以
下箇条書きにしてみたい。

（1）英語圏である（フィリピンでは英語が公
用語なので英語が学べる）。

（2）日本から近い（中部国際空港から4時間
で行ける。航空運賃も欧米に比べて安
い）。

（3）物価が安い（物価は日本の約5分の1で
ある）。

（4）フィリピン人は明るくフレンドリーで、
おもてなしの心に溢れている。親日的、
かつ年長者を大切にする国民性を有する
（宗教は国民の90％以上がキリスト教
徒）。

（5）食べ物が日本と類似している（ごはんが
主食で、肉・魚・野菜のおかず）。

（6）治安が良く、安心して暮らせる。どこに
もガードマンがいる。犯罪発生率は低
い。

　　（日本の犯罪発生率は2.24％、フィリピ
ンの犯罪発生率は0.10％< 中日新聞
2006年>）。

（7）医療水準が高い（万が一病気やけがをし
ても高い水準の医療を受けることができ
る）。

（8）気候（1年中暖かい南国）、豊かな自然
（海・ビーチ）、豊富なフルーツ、人に恵
まれ、国として将来性が有望である。

（9）東南アジア（アセアン）に本学の交流大
学が未だない。

（10）フィリピン大学の教員の約3分の1が日
本の大学院に留学した経験を持つ。日本
語・日本文化に造詣が深いので、本学生
を安心して派遣することができる。UP
に留学することで国際感覚を身につける
ことができる。

（11）UPの学生たちも日本に関心が高く、
　　SUACに交換留学を希望している。

（梅若猶彦）
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ショップ、シンポジウム等の共同主催）。
（5）政府基金や財団基金に申請することを含

めた共同研究プロジェクト。
（6）音楽、演劇、食文化、メディア・アート。
　　その他の分野での交流促進。

4-3　交流協定締結に向けてのスケジュール
に関する提言

（1）今後、協定書の文案を検討し、2010年
～2011年に学術交流協定を締結する。

（2）学生の交換留学は、双方とも2011年秋
に第1期生を送ることを目指す。

4-2　交流の可能性
　交流の可能性については、下記のような具
体策が考えられる。
（1）交換留学（両大学でそれぞれ選抜された

学生2名対2名を基本に、5年間くらい
の期間でほぼ同数を目指す）。

（2）SUAC（学部・院）生の短期フィリピン
　　文化研修、NPO・NGO研修、グローバ

ル学研修。
（3）UPD（学部・院）生の短期日本語・日本
　　文化研修。
（4）教育と研究における教員の交流（ワーク

（フィリピン大学ディリマン校の国際研究センター）
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内　容�
①　留学先に支払う必要がないもの�
　　入学検定料、入学料、授業料、施設利用料及び実験

実習費�
②　個人負担を要するもの�
　　パスポート及びビザの取得、渡航費、教科書代、教

材費、住居費、食費、衣料費、個人的な費用、学生医
療保険費等�

交流協定上、交換留学は1年以内となっている。�
その中で、�
「①前期の半年間」（本学の後期の最初10日間と重複）�
「②前期から1年間」（OK）　�
「③後期の半年間」（OK）　�
「④後期から1年間」（本学の後期の最初10日間と重複

）のいずれの場合であっても留学は可能である。�
◎2009-2010年度のフィリピン大学の学年暦は以下
の通り。�

○前期（ファーストセメスター）：授業開始6月9日から
10月8日まで�

○後期（セカンドセメスター）：授業開始11月10日から
3月23日まで�

フィリピン大学に留学するために、資格・条件として
TOEFL（またはTOEIC）のスコアを提出する必要はな
い。本学が学生を募集し、選抜を行う。本学で選抜され
た学生2名をフィリピン大学はよほどの難点が無い限り
無条件に受け入れてくれる。�
ただし、英語で講義を聞き、英語でレポートを書くことの
できる英語力が必須となる。�
（本学における選抜の仕方については別途定める。）�
フィリピン大学における所属は、原則的にどの学部であ
っても可能。本学との交流に尽力されているウマリ准教
授は、UPディリマン校のCIS（国際研究センター）に所
属している。�
原則として、特定の科目や科目数等、履修に係る制限は
ないが、各自の英語能力と専門知識に基づき、履修する
科目について、留学生担当の職員に相談する。�
留学中の住居に関しては、キャンパス内の留学生寮（
International Center）<安いが古い>、少し離れたと
ころにある新しい学生寮、近隣のアパート、ケソンシティ
でのホームスティ等が考えられる。選択は学生自身に任
せたい。�
①寮費（留学生寮インターナショナル・センターの場合）�
　・キッチン・T&B付き　3人1部屋�
　　　　（1500ペソ＝約3000円／1カ月）�
②食費�
物価は日本の約5分の1と考えてよい。食堂で1食
100～300円くらいで食べることができる。�

③教材費・教科書代等�
　個人負担だが、金額の程度は学科により異なる。�

項　目�
費用負担区分�
�
�
�
�
�
�
留学期間及び時期�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
英語能力�
�
�
�
�
�
�
�
所属学部等�
�
�
�
履修制限�
�
�
留学中の住居�
�
�
�
�
諸経費の負担（概算）�
　　　　↓�
1ペソ＝2.1円で換算�

　この提言は、すでに国際交流委員会に報告書と共に提出済みである。

4-4　UPディリマン校へ交換留学する際の情報、条件等についての提言
　　　（2009年4月現在）
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〔この研究は、2008年度静岡文化芸術大学文化政策学部長特別研究費の助成により行われまし
た。ここに掲載されている写真の多くはフィリピン大学のザヤス教授が撮影されたものです。心
から謝意を表します。〕

（フィリピン大学の学生たちと。UPキャンパスにて。2009年3月）

（フィリピン大学のロマン総長を囲んで。UP Executive House にて。2009年3月）

終わりに

　最後に感想めいた言葉で締めくくることに
なるが、「国際交流」という言葉を最近良く耳
にするようになった。今回、数人の教員が集
まって、フィリピン大学を訪問した。まさに、
「百聞は一見に如かず」であった。日本から近
く、フィリピンと日本との交流史はもう500
年にも渡る。実際、フィリピン人がたくさん

日本に、静岡県に、浜松市に来て働いておら
れる。ところが、いかにフィリピンを知らな
かったことか……。本学キャンパスで開催さ
れたフィリピン大学の教授たちの特別講義を
聞いた本学生たちも、「フィリピン文化につい
て何も知らなかった」と率直な感想を述べて
いる。「学術交流」がひとりから数人へ、そし
て数人から大学全体の動きへと、大きく展開
していくことを切に願うものである。
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ウェールズの昔話研究と国立歴史博物館

1．はじめに

　このたび、ウェールズ大学との交流協定に
当たって、学部長特別研究費によりウェール
ズを訪れる機会を得た。イギリスの口承文芸
を研究していながら、ウェールズについては、
その言語の特殊性もあり、今までなかなか手
が出せないでいたが、これを機会にウェール
ズの口承文芸についても詳しく知りたいと思
うようになった。
　ウェールズは、イギリスのグレート・ブリ
テン島の西部に位置する地域で、16世紀に
イングランドに統合され、連合王国の一地域
になっているが、民族的にも言語的にも隣接
するイングランドとは全く違った特徴を持っ
ている。イングランドでは、5世紀ごろに大
陸から渡ってきたゲルマン系のアングロ・サ
クソン人の系統をひいて英語が話されている
が、ウェールズは紀元前3世紀ごろに渡って

きたケルト系のブリトン人の系統をひき、ケ
ルト語の一派であるウェールズ語が話されて
いる。
　18世紀ごろまでは、ウェールズのほぼ全
域でウェールズ語が話されていたというが、
その後、産業革命にともない、ウェールズに
鉱山や工場で働くために労働者がイギリスの
ほかの地域から押し寄せ、ウェールズ語は英
語に主要言語の座を明け渡した。その後、20
世紀になって、英語によるラジオ・テレビ放
送、映画などが広がり、英語の影響力はます
ます強いものになっていった。そして、20世
紀末までにはウェールズにおけるウェールズ
語を話す人たちの割合は20％以下にまで落
ち込んだと言われている。
　ウェールズでウェールズ語を話す人たちの
割合が20％以下であると言っても、それは
首都カーディフを中心に、イングランドに隣
接する東部の人口が集中する地域に英語を話

美濃部　京子 Kyoko MINOBE
文化政策学部国際文化学科 Department of International Culture, Faculty of Cultural Policy and Management

Folklore Studies in Wales and the National History Museum

　ウェールズはイギリスの一地域でありながら、隣接するイングランドとは異なる文化的特徴を持っている。
現在ではネイティブの話者は20%近くにまで落ち込んでいるが、ケルト系のウェールズ語が話され、アン
グロサクソン系のイングランドとは異なる文化を現在にまで伝えている。
　ウェールズの首都カーディフの郊外セント・ファガンズにある国立歴史博物館は、ウェールズの伝統的な
人々の暮らしを後世に伝えるために様々な取り組みを行っている。ひとつは歴史的な建物から、伝統的な暮
らしにかかわる道具や日用品、民芸品などの収集・整理・展示、そしてもうひとつはウェールズの失われつ
つある伝統文化をフィールドワークによって調査することである。そうして集められた民俗資料はアーカイ
ブに整理・保存されている。
　本稿では国立歴史博物館のコレクションおよびアーカイブの資料について触れながら、博物館がウェール
ズの民俗学、昔話研究に果たした役割について紹介する。

Wales is a peninsular part of the Great Britain, which sticks out westward into the Irish Sea, bordering
England on the east.  Welsh people have a Celtic origin and have a unique culture different from that of the
English.  Since its language is also quite different from English, the language itself may be an obstacle to
study Welsh culture.

St Fagans National History Museum has been playing an important role in Welsh folklore studies since its
foundation in 1948.  Its collection includes historical buildings and such materials as agricultural tools, domes-
tic utensils and costumes, musical instruments, folk crafts, various kinds of manuscripts, and books.  The
museum also has concentrated on field work around Wales and accumulated a huge amount of materials
such as audio-visual recordings, films, photographs, and manuscripts, most of which are invaluable records
of the old Welsh daily life that died out years ago.  The museum has four kinds of archives to store and
organize these collections from its field work: sound archives, manuscript archives, film archives and photo-
graphic archives.

The sound archives include material relating to Welsh oral tradition such as folk narratives, linguistics, folk
songs, and folk beliefs.  Robin Gwyndaf, a member of the museum staff, has recorded most of the folk tale
materials in the sound archives.  The Welsh folktales are divided mainly into three categories: magic and the
belief in the supernatural, history and tradition, and humour.

St Fagans National History Museum indeed has unique characteristics and plays an important role in pre-
serving traditional Welsh culture.



Folklore Studies in Wales and the National History Museum

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

68    静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.10　2009

す人が多くいるためで、北部、西部の方では
今でも半分以上の人がウェールズ語を話して
いると言われているし、ウェールズの言語や
文化を守ろうとする取り組みも広く行われて
いる。
　今回はその中でもウェールズの国立博物館
（the National Museum of Wales）のひ
とつである国立歴史博物館（St Fagans
National History Museum）を中心に、
ウェールズの文化を守る取り組みと昔話研究
への貢献について述べることにする。

2．ウェールズ国立歴史博物館

　ウェールズ国立歴史博物館は、カーディフ
郊外のセント・ファガンズに1948年にオー
プンした。開設当時はウェールズ民俗博物館
（Welsh Folk Museum）と呼ばれていたが、
その後、1998年（？）にウェールズ生活博
物館（Museum of Welsh Life）と名称が変
わり、2006年に歴史博物館に変わって、現
在に至っている。英語名称の方はこのように
2度変えられているが、ウェールズ語の名称
は開館以来ずっとウェールズ民俗博物館
（Amgueddfa Werin Cymru）で変わってい
ないという。一般的には所在地の名前をとっ
て「セント・ファガンズ（St Fagans）」と
呼ばれることが多い。
　博物館の最大の特色は屋外展示で、ウェー
ルズ各地から様々な建物が集められ、敷地内
に再建されている。その数は40以上にのぼ
り、先史時代のケルトの村や木の柱の輪
（timber circle）を再現したものから、中世、
近代の農家、商家の家屋や学校、郵便局まで、
当時のウェールズの人々の実際の生活が再現
されている。また、農場には生きた家畜が飼
育されており、農作業の実演なども毎日行わ
れている。室内展示の方は、衣服や農機具な
どの生活用品やラブ・スプーンなどの民芸品、
楽器などこちらも人々の日々の暮らしを伝え
るものが多く展示されている。また、博物館
の敷地内では聖デービッドの日や五月祭、ハ
ロウィーンなどの祝日やウェールズの伝統的
な結婚式などの催し、子ども向けの体験イベ
ントなど、実際に伝統的なウェールズの暮ら
しを体験できるような催しも定期的に行われ

ている。
　博物館では、こうした公に展示されたもの
以外にも多くのコレクションを集めている。
歴史博物館では特に中世から現代に至る
ウェールズの人々の毎日の暮らしを記録、保
存するため、主に7つの部門で資料を収集、整
理し、調査、研究を行っている。すなわち、
　1．歴史的建造物
　2．集団生活に関するコレクション
　3．家庭、および衣類のコレクション
　4．農業、工芸、交通に関するコレクション
　5．文化的生活に関するコレクション
　6．各種アーカイブ（資料保管所）
　7．図書館
である。
　1の歴史的建造物については、博物館の敷
地内に移された40余りの建物のほか、建て
られた場所にそのまま立っている二つの建物
がある。建物だけでなく、室内の装飾品など
の付属品も一緒に集められている。
　2の集団生活に含まれるものは、商売や取
引に関する品物で、金物屋や雑貨屋、その他
の店の品物、あるいは、医学、法律、教会な
どに関する品物である。
　3の家庭、衣類に関するコレクションは多
岐にわたるが、室内の内装品や家具、流行の
服から普段着、制服、職業にまつわる服装、ア
クセサリー、調理器具、酪農用品、家庭用品、
食器、装飾品、家庭用布地などを含む。なか
でも、時計や農家の家具、19世紀、20世紀
の女性の服のコレクションを豊富に持ってい
る。
　4では、18世紀末から20世紀半ばの農業
用の道具や乗り物、機械を広く集め、どれも
ウェールズの製造業に深くかかわるものであ
る。工芸のコレクションは工業化途上の
ウェールズの田舎の労働生活を表すものであ
るが、木工や皮細工、金属加工品のほか、籠
作りや製粉、焼き物、その他の田舎の仕事を
表している。繊維関係の工芸品では、キルト
や刺繍、レース作り、仕立て、織り機、毛織
物などがある。
　5の文化的生活に含まれるものは、音楽や
言い伝え、習慣、文化、教育、社会施設、民
衆文化、スポーツ、子どものおもちゃやゲー
ムなどである。
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　6の各種アーカイブは、フィルムアーカイ
ブ、手稿アーカイブ、写真アーカイブ、音声
アーカイブの4つの分野がある。なかでも、視
聴覚アーカイブにはおよそ11,000の録音資
料があり、そのうち9000は博物館のフィー
ルド調査による記録である。記録された口承
の資料は民間説話、言語学、民間医療、伝統
音楽、民間伝承と習慣、オーラル・ヒストリー
などがある。また470本のフィルムコレク
ションは博物館のスタッフによる歴史的な記
録である。手稿アーカイブは33,000以上の
文書からなり、ウェールズの民俗学に関する
ものである。それに加えて、250,000の写
真があり、過去、現在の暮らしを写真で記録
している。それぞれのアーカイブには専門の
スタッフがおり、ひとつの資料について、何
種類かのインデクスが作られ、カードの形で
ファイルされている（写真）。たとえば、昔話
や伝説の資料については、それぞれの内容に
したがって分類するほか、被調査者（イン
フォーマント）別のカードも作られ、名前、出
身地、住所、生年月日、職業、両親・祖父母
の出身地、調査時の状況などについて記入し、
ファイルされている。
　7の図書館では、40,000冊以上の書籍と
200タイトル以上の民俗学研究に関する雑誌
を揃えている。おもに博物館のコレクション
やウェールズの社会・文化史に関する学術的
出版物については、特に参照できるように
なっている。
　博物館では、このようにさまざまなコレク
ションを収集・保存するだけではなく、独自
の研究プロジェクトを立ち上げ、研究・調査
が進められている。

3．博物館のフィールド調査

　博物館による口頭伝承のフィールド調査が
始まったのは1957年のことである。当時失
われつつあったウェールズの民俗、特に
ウェールズ語の方言の保存が緊急の課題で
あったという。博物館は1960年にウェール
ズ南東部のグラモーガン州（Glamorgan）で
エヴァン・ビーバン（Evan Bevan）の調査
を行っているが、その記録が今では忘れられ
てしまったその地域の伝承の貴重な証言であ

ると同時に、エヴァンはその地域で生まれな
がらにウェールズ語を話す最後の話者のひと
りでもあった。
　博物館のフィールド調査の最初の主なス
タッフはヴィンセント・フィリップス
（Vincent Phillips）であるが、口頭伝承に関
して、伝承や人々の生活、昔の記憶などを聞
き集めた。当時は電気の通っていない村もあ
り、車に自家製発電機を乗せて、ウェールズ
各地を回ったという。やがて、彼の目的は
ウェールズの人々の生活のあらゆる要素を記
録することになり、フィールド調査のインタ
ビューだけでなく、公刊された音声資料や文
書、写真なども利用した。また、民謡（フォー
クソング）の収集を始めたのもヴィンセン
ト・フィリップスだった。おもに年配の人々
に子どもの頃の歌を聞いて回り、できるだけ
古い歌を完全な形で残そうとした。そうした
歌い手のほとんどは人前で歌ったことがな
かったような人たちだったが、そうして集め
られた資料がウェールズの民謡研究に大きく
貢献している。
　フィリップスの後を受けて、1963年から
民謡調査に加わったのがデイヴィッド・ロ
イ・セイアー（David Roy Saer）である。
ウェールズ各地で、歌だけでなく、歌い手が
その歌を最初どのように聞いたかも合わせて
記録し、民謡の歴史を研究するようになった。
現在はウェールズの民俗音楽の専門家として
多くの著作を出しており、2000 年には
ウェールズ民謡学会（Welsh Folk Song
Society）の会長に選出された。
　散文による民間説話のフィールド調査を担
当したのが、ロビン・グインダフ（Robin
Gwyndaf）である。1964年に博物館のス
タッフに加わって以来40年以上にわたって、
ウェールズの民間伝承の収集に携わった。
3000人以上を調査し、そのうちおよそ450
がテープに収められており、長さにするとお
よそ700時間になる。内容のほとんどは昔
話、民間伝承、民間信仰に関わるもので、お
よそ 20000 項目に亘る。グインダフは
2008 年に博物館を退官したが、現在は
ウェールズ語と英語で本を執筆中だそうで、
40年以上にわたる調査の成果をまとめると
ともに、ウェールズの昔話をあらゆる面から
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包括的に概観するものになるだろう。

4．博物館のアーカイブ

　上でも述べたように、博物館のアーカイブ
では4種類の資料を扱っている。
　中でもメインは音声アーカイブで、ほとん
どがウェールズ語によるものである。主に地
方の方言、伝統的な生活様式が姿を消しそう
な地域のインフォーマントから録音したもの
が多いからであるが、英語による記録もかな
り含まれている。古いものはオープン・リー
ルのオーディオテープに記録されているが、
新しいものはDVDが使われている。
　もうひとつ音声アーカイブで特筆すべきな
のはウェールズ民謡学会の主要メンバーで
あったレディー・ルース・ハーバート・ルイ
ス（Lady Ruth Herbert Lewis）が1910
年から 1913 年にかけてカーディガン州
（Cardigan）で記録した民謡など音楽に関す
る資料である。それらはエジソンが1877年
に発明した蓄音機の筒に録音されていた。
1969年、ルースの娘である　キティー・イ
ドウォル・ジョーンズ（Kitty Idwal Jones）
が博物館に寄贈したものである。当時それら
の蝋性の筒に記録された音声は再生不可能だ
と見られていたが、最新技術のおかげで、最
近になってそのかなりの部分が再生され、12
のトラックがCDに移されている。
　音声アーカイブではこの蓄音機の筒のほか、
9000以上のフィールドでの記録、BBCが記
録したテープやディスク、1000以上の市販
のディスクを保管している。
　フィルムアーカイブはおよそ50 時間の
16mmフィルムを所有しているが、その多く
は1970年代に急速に消えつつあった伝統的
な生活様式を収めたもので、伝統的な農業技
術や調理、工芸などが収められている。また
テレビ局との共同で作られたフィルムもある。
1960年代のクリスマスの行事であるマリ・
ルイド（Mari Lwyd）やウェールズのジプ
シーの木靴踊りフウェル・ウッド（Hywel
Wood）の映像、ウェールズ語による最初の
トーキー映画なども貴重な資料の一部である。
　手稿アーカイブに納められているのは、農
家の日記や職人の帳簿、年季奉公の契約書、家

畜の管理簿、入札の手紙、学校の練習帳、在
庫一覧表、ウェールズの音楽祭アイステズボ
ドの歌、調査報告、バラッドなどの歌などで
ある。その他1930年代に国立博物館が行っ
たウェールズの民俗文化に関するアンケート
への回答やウェールズ大学が行った農業語彙
に関するアンケートの回答も所蔵している。
　中でも最も重要な情報源になっているのが
1960年代に博物館の口頭伝承および方言部
門がウェールズのある分野の専門知識を持つ
人達に送った「回答集（Answer Books）」で
ある。ここには昔ながらの農業のやり方、市、
薬やその他の習慣、娯楽、伝統的食事、工芸、
方言やことわざ、19世紀末以降のウェール
ズの田舎の生活の記憶などが含まれている。
　写真アーカイブにはおよそ150000のネ
ガとプリント、15000のスライドが保管さ
れている。博物館が開設された1948年以降
に撮りためられたウェールズの人々の暮らし
の写真が当時のまま、あるいは複製された形
で残されている。こうした写真は研究者や出
版社、新聞、雑誌などに利用されている。

5．ウェールズの昔話

　ウェールズの民間説話として一番知られて
いるのは11世紀から13世紀にかけて作ら
れた『マビノギオン（Mabinogion）』である
が、それ以降華々しい魔法昔話や昔の神々の
話、英雄の話を数々語るような職業的な語り
手は現れなかった。しかし、ウェールズにお
いて語りの伝統は今でも生き続けており、現
在の生活を映すような笑い話や短い逸話など
に重きが置かれている。
　ウェールズの昔話は3 つのおもなカテゴ
リーに分類される。ひとつ目は魔法昔話およ
び超自然的なものに対する信仰である。魔法
昔話は現在では少なくなってしまったとはい
え、なお伝承自体は生き続けている。語られ
る類話はずいぶん短いものが多いが、そこに
は中世のマビノギオンの時代に特徴的だった
魅力的な魔法の雰囲気を今も伝えるものであ
ると言う。主人公に望みの物を与える魔法の
指輪や、浦島太郎のようにこの世とは時間の
流れの違う他界訪問について語るものなどは
その一例である。ウェールズでは長い国際話
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型の魔法昔話は今ではほとんどなくなってし
まったが、短い地方伝説の中に、超自然的な
ものに対する信仰が数多くみられる。
　二つ目は歴史的伝承である。中世の語り手
や詩人は歴史や伝承、民族の系譜などを伝え
る役割を担っていたが、ウェールズにおいて
もペンケルズ（pencerdd）と呼ばれる王侯
貴族に仕える詩人がいた。こうした詩人たち
が伝えていた物語（伝説）が今にも伝わって
いる。そのおもなものとしては、アーサー王
やマーリンなどの昔の（偽）歴史的人物につ
いての話、国民的英雄オウェン・グリンドゥ
ル（Owain Glynd r）や海賊バルティ・デュー
（Bart  Ddu）などの実在のウェールズの有名
人についての話、よく知られた地方の人物に
ついての話、地方の歴史的出来事についての
話、地名や洞窟、泉、湖、橋などにまつわる
話がある。
　三つ目がユーモアを交えた話である。これ
は大きく4つにわけることができる。ひとつ
目はほかの国にも似たような類話が見られる
もので、型にはまった登場人物が出てくる笑
い話である。これはウェールズ全域でよく知
られている。二つ目は南ウェールズの炭坑夫
や北ウェールズの石切り工などある特定の社
会的集団の関心などを反映した話。三つ目は
実在の地方の人物にまつわる話として語られ
るこっけいな話。4つ目は身近な人に起こっ
たこっけいな話で、体験実話や伝聞実話に近
い話である。橋の上で寝ていたら川に落ちて
しまったなどという他愛もない話も多いが、
聞いた人がそれをまた他の人に伝えることで
伝承として広がっていく話である。
　こうした話が、家庭内や村の中での伝承、
仕事仲間の中での伝承、農繁期などに集まっ
てきた季節労働者の間での伝承、地方の祭り
や集まりなどの場における伝承、旅人や家畜
の遊牧を行っていた人たちが伝える伝承、旅
館や酒場での伝承によって、その姿を変えな
がら現在に伝わって残っている。残念ながら、
現在では公の場で語る職業的な語り手はほと
んど姿を消してしまい、伝承を伝える人たち
も調査者が聞き出すことでようやく話す機会
を持ったという人たちが多いようである。
　博物館のウェブサイトには9人の語り手た
ちが語る30余りの話が音声ファイルととも

に収められているが、そこには国際的に類話
を持つ魔法昔話、地方伝説、超自然的な話（死
の予兆、妖精や悪魔との取引など）、形式譚、
子どものための話、笑い話、ウェールズの歴
史や社会の生活の変化などを反映した話や伝
承がみられる。これらの語り手も皆職業的な
語り手ではなく、調査で訪れるまで人前で
語った経験のなかった人も多かったと言う。
しかし、このフィールド調査によって、忘れ
去られようとしていた前世紀からの伝承を蘇
らせ、後世に残すことが可能になった。
　日本では『マビノギオン』については近年
いくつかの翻訳も出版され、知られるように
なってきているが、それ以外の現在に伝わる
伝承については『ジプシー民話集』（J・サン
プソン編）ぐらいしか紹介されていない。グ
インダフの『ウェールズの昔話』（Welsh
Folk Tales）も一部は日本語に訳されている
ようであるが、まだまとまった形での翻訳紹
介はないようである。今後、ウェールズの伝
承について研究を進めるとともに、少しずつ
でも日本にその伝承について紹介できるよう
に及ばずながら力を尽くせたらと考えている。

6．おわりに

　この報告をまとめるにあたっては、平成
20年・21年度の文化政策学部長特別研究費
をいただき、2008年8月に現地を訪れる機
会を得た。ウェールズ国立歴史博物館では、
音声アーカイブの副資料管理担当者
（assistant archivist）であるロウリ・ジェ
ンキンズ（Lowri Jenkins）さんに博物館の
アーカイブ内を案内していただき、実際の目
録も見せていただいた。また、ほんの短い時
間であったが、ロビン・グインダフ教授とも
会うことができた。部屋の昔話のインデクス
カードがファイルされたキャビネットの前で
「私のライフワークです（My life work）」と
うれしそうに話しておられた姿が今でも目に
浮かぶ。また、ウェールズ大学トリニティ・カ
レッジのルイーズ・サイモン（L o u i s e
Saimon）さんには、博物館を訪れるにあたっ
て、アポイントメントの電話連絡をしていた
だいた。あらためてお礼を申し上げたい。
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音声アーカイブ。昔話のインフォーマント索
引

テーマごとに分類してインデクスされたカー
ド

資料には個別の番号がつけられ、番号順に
ファイリングされている

Robin Gwyndaf教授とLowri Jenkinsさ
ん

民俗風習について絵と説明をつけてカードに
している

写真はカードに貼られ、説明をつけて並べら
れている
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身体文化とメディアの融合と創造
―グローバル化するスポーツ文化―

1．はじめに

　平成21年度静岡文化芸術大学学長特別研
究「身体文化とメディアの融合と創造―グ
ローバル化するスポーツ文化―」の成果とし
て、平成21年度8月1日（土）静岡文化芸
術大学開学10周年記念「メディア・スポー
ツシンポジウム」を開催し、さらに研究成果
を一般市民や関係者に発表する目的として
SUAC文化芸術セミナーを平成21年9月20
日、27日、10月4日に開催した。メディア・
スポーツシンポジウムでは、日仏のスポーツ
ジャーナリストを招き、「グローバル化するメ
ディア・スポーツ」をテーマに、日仏のスポー
ツメディアの特徴やメディア・スポーツの将
来について議論を交わした。これまで、フラ
ンスのメディア・スポーツに関する研究につ
いては、まったく行われておらず、本研究に
より新しい知見が得られると考えられる。加
えて来年度の本学新カリキュラムから学科専
門科目、多文化共生系の中で「スポーツ文化
論」が開講されることに関連し、さらに教育
基本法の改定により平成24年度より中学校

での武道必修化が始まることを受け、「グロー
バル化するスポーツ文化―武道を考えるー」
をテーマに取り上げることで地域にスポーツ
文化の理解を促していくことを目的として開
催した。
　本稿では、メディア・スポーツシンポジウ
ム、およびSUAC公開セミナー「グローバル
化するスポーツ文化―武道を考えるー」につ
いて報告する。

2．メディア・スポーツ研究の定義と課題

　わが国におけるメディア・スポーツの研究
では、橋本[橋本：2000]は、明治から昭和戦
前期までのスポーツとメディアの関係につい
て、既に戦前より、メディアによるスポーツ
の商業主義的利用、国家によるスポーツの手
段的利用などの問題が存在しており、メディ
アがスポーツの接取、定義、大衆化、高度化、
また、日本人の身体スポーツ観に及ぼした影
響は大きく、今後、スポーツとメディアの関
係史に関する研究が様々な側面から進展し、
スポーツとメディアの関係独自の時期区分が
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The Fusion and Creation of Physical Culture and Media -Global-
ization of sports culture-

　本稿では平成21年度静岡文化芸術大学学長特別研究「身体文化とメディアの融合と創造_グローバル化
するスポーツ文化_」の成果として静岡文化芸術大学開学10周年記念「メディア・スポーツシンポジウム」、
さらに研究成果を一般市民や関係者に発表する目的として「SUAC文化芸術セミナー」について報告する。
特に「メディア・スポーツシンポジウムでは、日仏のメディア・スポーツ関係者と意見交換をすることで、
日仏のメディアアイデンティティの相違点や共通点が明らかになった。また今後のわが国のメディア・ス
ポーツのあり方やスポーツ・ジャーナリズムに新しい知見を得ることができた。

This paper reports on the 2009 Sports Media Symposium at Shizuoka University of Art and Culture (SUAC),
and the Seminar of Cultures and Art which also took place at SUAC in 2009. This is a report on a special
research grant received from the President of Shizuoka University of Art and Culture. These events allowed
the researchers to clarify differences and learn of common features between the media identity of Japan and
France through an exchange of opinions with Japanese and French journalists and others related to the field.
The new findings from this project have been informative in illustrating ideal practices for sports media and
sports journalists in Japan.



The Fusion and Creation of Physical Culture and Media
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構築されるであろうと報告している。また橋
本[橋本:2004]は、メディア・スポーツを構
造主義的に理解する研究手法について、「メ
ディア・スポーツは、そのもとになっている
文化の内部構造に規定され、与えられたテク
ストがそれなりの好ましい読み方を提供して
いる」と述べている。さらに、メディア・ス
ポーツ論として、早川は、「マス・メディアに
よって搬送されるスポーツの国際的呼称」、あ
るいは、「テレビ、ラジオ、新聞、雑誌、Web」
などの多様なメディアからなるものととらえ
てその意味で「メディア・スポーツ」メディ
ア・ミックスという性格をもつと定義してい
る[早川：2006]。
　そこで本稿ではメディア化されたスポーツ、
すなわちメディアが主体になっているスポー
ツとして、メディア・スポーツを定義する。

3．文化・芸術研究センター 開学10周
年記念　メディア・スポーツシンポ
ジウム

グローバル化するスポーツ文化　－ジャーナ
リズム、メディア・スポーツの将来とは－
日　時　2009年8月1日（土）
　　　　14時から17時まで
会　場　静岡文化芸術大学
　　　　南176大講義室及び講堂
参加者　一般市民、スポーツメディア関係者
　　　　約300人
■第1部　基調講演時間
　　　　14時から14時40分まで
題目「フランスにおけるメディア・スポーツ」
溝口紀子（静岡文化芸術大学国際文化学科准
教授）
　平成20年度文部科学省科学研究費若手研
究B「フランスにおけるメディア・スポーツ
文化に関する研究」研究課題番号：
20700507の中間報告を行った。
◆休憩時間14時50分―15時10に、和田
和美講師（メディア造形学科）を中心に作成
したadobi「FLASH」による学生作品の映像
を公開した。
■第2部　パネルディスカッション
　　　　15時から17時まで
　コーディネーター：溝口紀子　パネリスト：

カリム・ベンイスマイル氏（L'EQUIPE 格闘
技編集長）、フロリアン・カロウアズ氏
（EUROSPORTS サッカーディレクター）、
西森大氏（NHKスポーツディレクター）、田
村修一氏（日仏スポーツジャーナリスト）
※フランス語逐次通訳兼パネリスト、河合純
一氏（シドニー、アテネパラリンピック競泳
金メダリスト、北京パラリンピック競泳銀メ
ダリスト、静岡県総合教育センター指導主事）

4．「グローバル化するスポーツ文化－
ジャーナリズム、メディア・スポー
ツの将来とは－」パネルディスカッ
ション

4-1　日本とフランスにおける
　　　メディアの特徴
溝口：まず日本メディアからみるフランスメ

ディアの特徴などお話ください。
河合：日本ではその時のイベントや大会に関

する質問というのが一般的ですが、海
外メディアでは思いもよらない質問が
くるんですね。例えば中国の記者から、
「今日は中国では月餅を食べる日です
が、月餅を食べましたか？」と聞かれ、
周りの選手と戸惑うことがありました。
しかし、場の空気が緩んだりして、親
近感を感じ新しい取材方法かとおもい
ました。

西森：日本選手は政治的な質問をされると避
け、「自分たちは自分たちのサッカーを
するだけです」とか、「自分は泳ぐだけ
です」としか答えてくれない。それに
対してフランス選手をはじめ、ヨー
ロッパの選手は自分の意見をメディア
に対して言うことができますね。

田村：選手自身の個性がはっきりしていて、
ジャーナリストがした質問に対して、
ジャーナリストにも意見を求めること
がある。明確な意見や言葉をもつこと
を大切にしてそれに応えられることで
対等な関係を築きあげているとおもい
ます。

溝口：フランスメディアからみる日本メディ
アの特徴、取材方法や選手の対応の違
い等お話しください。
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ベンイスマイル：まず驚いたのは、仕事の仕
方で日本メディアのひとは常にグルー
プでみんな一緒に仕事をしている。フ
ランスはそれとはまったく逆なわけで
す。たしかに仕事が終わった後は、み
んなで食事にいきますけど仕事の時は、
お互いの競争であり、ある意味戦いで
あり、誰が最初にスクープをとるか、
その為のポジション取りそういうのが
すごく大事ですね。ひとつ例をあげる
と、アテネオリンピックの100m決勝
のレースが終わった後、私と私の同僚
のジャーナリストの二人で金メダルを
とった選手のドーピングが終わるのを
2時間トイレに隠れて待っていました。
ようするに彼のインタビューを一番に
するために待っていたのです。こんな
風にぎりぎりのところで仕事をするわ
けですね。つまり誰にも得られない情
報を読者に提供する。それはたとえテ
レビでも得られないような情報を自分
たちの読者に提供するためにぎりぎり
のところまでやる努力を常にしていま
す。

溝口：フランスのメディアは、スクープに対
してのモチベーションがものすごく高
いですね。独占スクープをとりたいと
いう思いが本当に強いとおもいます。

西森：逆に日本は横並びに意識が強いですね。
いわゆる「特落ち」、自分のところだけ
コメントがうまく取れないことがそう
ですが、そういうことをすごく恐れま
すね。だから記者クラブに行って、取
れなかった人は周りの記者にお願いし
て教えてもらいます。そうすると新聞
とかにでてくるのが一緒になっちゃう
んですよね。そういうところから独自
性をだしていくか、ある程度みんな同
じ土壌でやってそこから少しずつ違い
を出していく感じがします。

カロウアウズ：4年前のキリンカップのフィ
ンランド戦の中継で日本に来たのです
が、その時日本のメディアに対してす
こしおかしいと感じたことがありまし
た。試合が終わってまずミックスゾー
ンというインタビューエリアがあって

そこに行くんですが、私も一番よいポ
ジションを確保しようと思い、試合が
終わってすぐ行ったわけです。実際一
番よいポジションを取り、私の後ろに
は日本人ジャーナリストがたくさんい
ました。そのインタビューは宮本選手
に対して行ったのですが、そのとき奇
妙だとおもったのは、ヨーロッパ、フ
ランスの場合、選手と対等な関係で敬
語は使わず話し、そこから深い話をど
んどん展開していくのですが、日本選
手は常に畏まっています。お互い本音
が言えず、話が深まっていかない妙な
感じがしました。

ベンイスマイル：西森さん、日本メディアが
特落ちを恐れたり、新聞なりテレビな
りが同じものを書いたり放送するのに、
どうして一般の人は、朝日新聞を選ん
だり、NHKを選んで観たりするんです
か。

西森：この質問は会場にいるみなさんに聞き
たいですが、それでも書き手やディレ
クターの微妙なニュアンスなどはでる
とおもうんですね、スポーツの好きな
人はそういった微妙な違いを好んで選
んでいるのではないかとおもいます。

河合：最近テレビを観ないのであまりいえま
せんが、スポーツは面白いものはみま
すね。今日も朝早く世界水泳をみてき
ました。また今日インターネットで
チェックしたら先に世界水泳の結果が

写真1　メディア・スポーツシンポジウム
　　　　8月1日静岡文化芸術大学　講堂
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出ていて、全米オープンや女子ゴルフ
に負けていると感じました。僕は朝の
2時に起きて放送を楽しみにしていた
のですが。平日は仕事をしていますの
で土日くらいはライブで観たいとお
もっていたのに。やはりライブで観た
かったです。

4-2　障害者スポーツの理解を促すための
　　　メディアの役割
河合：障害者の映像の放映が少ないですね。
西森：そうですね。それは視聴率という問題

がすごく影響しているとおもいます。
今回北京五輪ですが、オリンピック招
致の条件で、パラリンピックを同等に
取り扱うことを前提にして開催された
のです。そのことによってパラリン
ピックにもお金が回ってくるように
なったんです。これはすごくよかった
のですが、同じくらい問題もあって、オ
リンピックの1 分間の映像を流すの
と、パラリンピックの映像の1分間も
同じ値段になったのです。人気選手の
多くはオリンピックの方ですから、1
分間でどちらが視聴率がとれるかとな
ると・・・。だからオリンピックもパ
ラリンピックも放映権が同じというの
は問題があるとおもいます。まだあま
り目に触れていない人たちに見てほし
いために値段を安くするとか配慮しな
いとだめですね。日本のメディアだけ
が問題だとは思いませんが。

ベンイスマイル：南アフリカの陸上400mの
義足の選手の話がありましたが、普通
のオリンピックの参加が認められな
かったことはどう思いますか？

河合：要するに、人間の脚だと、走ると筋肉
疲労、筋肉痛がおきますが、義足だと
つかれないのではないか。だから公平
な競技にならないのではないかという
ことですね。

ベンイスマイル：例えばそれが水泳の場合だ
と、水着で筋肉の部分のハンディ
キャップというか弱い部分を克服して
勝てる可能性があるとは思いません
か？

河合：そうですね。今変わってきているので
すが、ただこれもFINA（国際水泳連盟）
の部分で、「水着の規定の中で改良して
はならない」と明記しています。つま
り水着を販売された状態からセルフで
加工してはならないというルールがあ
るんです。そうなると片足のない人は、
その部分をきることになりますがそれ
がルール違反ということになります。

　　　難しい規制があって、なかなか国際
ルールを厳格化するというのも、FINA
でやっていることを障害者スポーツで
やっていこうとすると当然、多少の誤
差があるというか、そこの部分を許さ
ないからうまくいかないともいえます。
国際レベルでうまくいってないから、
国内のレベルでももっとうまくいかな
いんです。例えば練習場所ひとつとっ
ても、ナショナルトレーニングセン
ターは文部科学省の管轄だから、厚生
労働省の支援をうけているパラリン
ピックの選手には貸すことはできない
と言われるんです。

溝口：オリンピックの選手が使用していない
時期もですか？

河合：そうです。オリンピック期間中にも貸
せないと言われました。それが残念で
すね。

溝口：今後は、メディアを利用してパラリン
ピックの選手の理解を促す必要性があ
りますね。

西森：北京パラリンピックの視聴率ですが、
日本は世界で第2位なんです。1位は
中国。あまり放送していないはずの日
本が2位という現状は、日本の人々は
興味があるのに日本のテレビ局は映像
を流していないということですね。

溝口：日本では長野パラリンピックをきっか
けに障害者スポーツに興味関心を持つ
ようになったとおもいます。

4-3成功する取材の秘訣
溝口：では最後にジャーナリストとして成功

する取材の秘訣を聞かせてください。
ベンイスマイル：特に秘訣ではありませんが、

いつも取材のたびに、祖父や父から受
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けうがれた言葉を心がけています。
ジャーナリストは口を使う仕事だけど
も、口だけでなく五感をすべて使って
取材するんだと。

カロウアウズ：私も秘訣があるわけではない
ですが、インタビューされる人とする
人のバランスで成り立っているわけで
そのバランスを崩さないことが大事な
一方で、いくら事前に下調べしてイン
タビューに臨んでも予想もつかない驚
きがあるときもあり、それ引き出せる
ことができるときもある。そういった
「サプライズ」を起こることも想定して
バランスをとってインタビューするこ
とを心がけています。例えばサッカー
のリベリーにしろ、ジダンにしろ、誰
でも彼らをしっているわけでそういう
人から新しいもの、今まで誰も知らな
かった部分を引き出せれるかが大事だ
と考えています。

西森：まずやはり取材の下調べを徹底してお
こないます。たとえば外国の方の場合、
ニュースの映像やその方がどう話をし
たらくいついてきてくれるか。という
ことまで詳細に積み上げたうえで取材
に臨んでいます。そのうえでなるべく
相手に気持ち良く話してもらえるよう
に心がけています。

溝口：みなさんは世界の第一線で世界一流の
選手を相手に取材をしていますが、例
えば、カリムさんの写真にあったよう
に、ジダンと一流ホテルの一室でシャ
ンパンを飲みながらインタビューをす
るというようなことは実は表面的なこ
とで、そこに至るまでたった1時間の
インタビューのために、もしくは1年
前から準備をして、周囲のプレッシャ
を受けながら当日を迎えるのですね。
華やかな舞台に見える一方で、そこに
至るまで入念な取材準備をしているこ
とがよくわかりました。本日は貴重な
お話をいただきましてありがとうござ
いました。

5．文化・芸術研究センター 開学10周
年記念、グローバル化するスポーツ
文化　特別公開セミナー報告　「武道
を考える～柔道はJUDOに変わった
のか？～」

日　時：2009年9月20日（日）、
　　　　9月27日（日）、10月4日（日）
　　　　14時から16時まで
会　場：静岡文化芸術大学 南280大講義室
参加者：約150人（3回の総動員数）、
以下講演内容の要約を報告する。

5-1、第1回　9月20日（日）「術から道へ」
～女性柔道家からみる柔道史～

　　 溝口紀子（静岡文化芸術大学国際文化学
       科准教授）
　嘉納治五郎は、明治15年（1882年）に
講道館柔道を創設した。それまであった古流
柔術と「講道館柔道」は違い、柔道の合理性
や科学性を説いて、旧来の柔術との相違、近
代社会への適合性を強調した。嘉納が講道館
柔道を創造した背景には、東京大学在学中に
主任教授であったフェノロサより西洋哲学を
学び、さらに英語が堪能で欧米スポーツや教
育思想に造詣が深かったことがあげられる。
特にスペンサーの『教育論』（1861）を用い
て、「知育 intellectual education、徳育
mora l  educa t i on、体育 phys i ca l
education」を柔道の基礎に置き、柔道の目
的は勝負（武術）だけでなく、体育と修心に
おいても見出した。また当時の西欧社会は、
工業化が進むなかで衛生問題が大きな社会問
題となり、身体の壮健さが重んじられ、ス
ポーツをすることで健全な身体、精神を育成
するという教育イデオロギーが涵養されてい
た時代でもあった[來田2004、33－41]。
このように男性ヘゲモニー思想中心であった
時代に、嘉納は女性の身体運動をいち早く取
り組み、講道館女子部を設けて女性の柔道の
振興を図る一方で、女性には試合を禁じ男性
とは異なる昇段規定を設定するなど、初期か
ら二重規範を存在させていた。そのため、欧
米諸国が第一回世界選手権大会開催
（1980）の気運を広げるまでの1970年代
まで日本国内では女性の試合が禁止され日本
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女子柔道の競技化が遅れることとなった。ち
なみに現在もなお女性の講道館昇段規定は男
性とは異なり、二重規範が継続されている。
　翻って井上は、「一般的に「柔道」は、嘉納
治五郎によって発明されたと思われていたが、
「柔道」は「講道館柔道」だけではなく、日本
古来、伝承されている柔術や海外の思想の複
合的なものであり、「和魂洋才」として生まれ
た武道と考えられる。また武道は「近代の発
明」であると同時に、エリック・ホブズボウ
ムらのいう「伝統の発明」の一形態でもある
といえる。古くから伝統とされているもので
も、実は特定の価値や規範を正当化するため
に比較的近年になってから作られたものが少
なくはない」と指摘している。[井上,2004]。
実際、これまでの武道論における「柔道」の
歴史は、『大日本柔道史』[丸山,1936]を代表
するように、「講道館柔道」の歴史が、柔道正
史と位置付けられており、言い換えれば、講
道館以外の柔道、柔術流派の歴史を含めた柔
道のパラダイムについては論じられてこな
かった。しかし最近になって、井上[2004]や
藤堂[2007]、 ブルッス[2002、2005]らに
よって、柔術から柔道への変容について再検
証されるようになった。特に「柔道」という
名称は嘉納が使用する以前に、直信流や起倒
流ですでに「柔道」を用いていたことや、戦
前、講道館柔道は柔術の一流派と明確に区別
されていなかったと報告されている。

　写真2は、ブルッスから発表されたもので、
大日本武徳会柔術形選定委員の構成員とその
名簿である。大日本武徳会（以下、武徳会）は、

明治28年（1895）、初代総裁に小松宮彰仁
親王、会長には渡辺千冬が就任し、軍人、内
務官僚のほか、武術の大家を役員に、日本の
武術の振興、教育、顕彰を目的とし財団法人
として設立された。明治39年（1906）7月、
武徳会会長の大浦子爵から嘉納に対して、こ
れから柔道や剣道を学ぼうと志す人に対し、
流派を拘泥しないで行える「形」作って欲し
いという要望があり、武徳会本部にて嘉納治
五郎が委員長となり、柔術10流派・師範20
名によって「大日本武徳会柔術形制定委員会」
が編成され1週間で「大日本武徳会柔術形」が
制定された［工藤、1975：118－119]。すな
わち講道館柔道は、武徳会の組織を構成する
柔術一流派であった。さらに大日本柔道史[丸
山、1936：196－197]、川石[吉田、2004：
34－35]、道上[真神、2003]によると、戦
前には、講道館だけでなく武徳会も段位を発
行しており、柔道界には2大組織が構成され
ていたようである。しかし、武徳会は昭和17
年（1942）から武道関係組織を統制する政
府の外郭団体となり、戦後、昭和 2 1 年
（1946）GHQ指令により解散し、それ以降、
柔道史において武徳会の存在感は影を潜めて
いる。そこで、本講義では、特に戦前までの
武徳会や海外の女子柔術、女子柔道を取り上
げて、歴史社会学の視点から女子柔道史を再
検証した。
　小崎甲子（写真3）は、明治41年（1908）、
美術商「清源堂」主人小崎天大の次女として、
名古屋市伊勢町（現・丸の内）に生まれる。金

写真3．1942（昭和18）小崎甲子　岐阜
陸軍病院慰問柔道大会で柔の形を演武　

出典：近代柔道1990　2月号

写真2　大日本武徳会柔術形制定委員
出典：Brousse, M. (2002), Le Judo,
son histoire, ses success. Minerva
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城学院高等女子部を卒業後、昭和 2 年
（1927）、19歳の時に武徳会愛知支部に入
門し柔道を始める。その後、本格的に柔道を
始めるため21歳（昭和4年）の時に、大阪
府柔道連盟会長だった戸張滝三郎八段の内弟
子となり、柔道に専念する。小崎は、当時の
講道館では女性は試合が禁止されていたため、
講道館ではなく武徳会に所属し、そして試合
で男性に勝つことによって、女性の可能性を
実証し、既存の価値観や段位制度を変えてい
くことになる。そして昭和7年（1932）に
武徳会大阪支部にて昇段試合を行い、男性3
人を破り武徳会初段に昇段し女性初の有段者
（黒帯）となった。また小崎は昭和 10 年
（1935）、女性で初めて大阪天王寺に「清源
館道場」開設し、1939（昭和14年）女性
初の「柔道錬士」となった。そして小崎の昇
段によって、講道館女子の昇段経緯や前述し
た乗富政子の飛び級二段の真相が明白になっ
てくる。つまり小崎が武徳会で昇段したこと
によって、講道館も女子部に対して、昇段の
道を開かざるを得ない状況になったのではな
いだろうか。実際、小崎が武徳会で昇段した
翌年の昭和8年に講道館は、小崎に初段を授
与し、昭和9年森川、芥川らには女子初段、乗
富にはいきなり二段に昇段させている。当時、
講道館女子部では試合が禁止されているため
昇段試合の機会がなかったのに対し、小崎は
武徳会の昇段試合で男性三人に勝って昇段。
そこで、講道館女子部は昇段に出遅れために、
創設期より斯道発展に功績があった女性たち
に配慮し、昇段試合ではなく師範の推薦（評
価）をもって昇段させたと考えられる。実際
に嘉納は、「閲歴・功労その他の事由により、
講道館師範が適当と認めたるものは、女子柔
道有段者として待遇することあるべし、その
待遇を受けくるものを女子柔道有段者待遇と
称す」として明文化し、昭和11（1936）2
月22日、嘉納の長女綿貫範子、嘉納の五女
鷹崎篤子、そして私立桜蔭女学校の校長の宮
川久子ら6人に女子柔道有段者待遇として昇
段させていた。嘉納治五郎によって女子柔道
の試合は禁止されていたと思われていたが、
昭和21年（1946）女性参政権を得られる
以前の昭和7年（1932）、武徳会にて小崎甲
子が男性を相手に試合が行われ、昇段してい

たことが明らかになった。また海外において、
柔術が「護身術」として普及され女性参政権
運動の暴行に対する「護身術」として受け入
れられた経緯があきらかになった。近代の女
性にとって柔術や柔道は「身体運動」として
の活動を促しただけでなく、「護身術」として
男性を打ち倒す「術」をみにつけることに
よって、男性ヘゲモノニーの社会制度を変え
ていく勇気と自信を与えたのではないかと考
える。

5-1、第2回　9月27日（日）「柔道と異種格
闘技」～武道としての柔道の拡がり～

　　  松原隆一郎（東京大学大学院総合文化
        研究科教授）
Ⅰ柔道とは何か：嘉納治五郎の視点
・「知育」「徳育」「体育」
・しかし、嘉納には、実戦武術（護身術）と
して役立つ武道という視点もあった。
Cf.、寝技を延々と続けると、仲間がやってき
て踏まれたりするので立ち技を主体とするこ
とが望ましい。→「武術」「修心」「競技」の
三面と読み替えてはどうか。三面あっての
「武道」としての柔道
・「競技」：スポーツとしての柔道。ルールに
よって合法か違法かが決まり、その中ではい
かなる技術も許容される（はず）。体育でもあ
る。勝ち負けはゲーム上のものである。
・「修心」：社会に「役立つ」人材の育成。コ
ミュニケーション・ツールとしての武道
・「武術」：護身に役立つ技術。競技のルール
の外（柔道競技にとっては「反則」）も考慮し、
それにも対処できる技術としての柔道。異種
格闘技戦をも辞さない。
・嘉納の言う柔道は、これら三面が均衡する
ものではないか。
Ⅱ．「競技」の考え方
・「暴力」とは、不定形であり不確実なもの。
それを感知するには、競技による接近が必要。
・競技でルールを設定するとその中で新技術
が開発され、技は進化する。
・技の全容を知るには、競技化を通じた進化
が必要。競技を欠いた流派は、進化によって
暴力の全容に接近することができない。
・しかし一方で、ルールは暴力の一部を切り
取ったものでしかないから、競技としての発
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展は、かえって暴力を見えなくするところが
ある。
ex．ボクシングは「パンチ」に限定すること
でパンチの多彩さを導いた。しかし現実の暴
力では、パンチvsパンチになるのは、（双方
がパンチ得意との）合意があった場合だけ。
　蹴りや組み技、寝技に終始してしまう可能
性も大いにある。
Ⅲ．様々な言葉：厳密な定義を
・競技における「スタイル」：「日本流」は国際
ルールが許容するひとつのスタイルにすぎな
い。組み方、技等、合法でありながら異なる
スタイルは無数にある。
ex．「ロシア流」：身体能力の違い、民族格闘
技との混交
・「正しい柔道」：右襟左袖もしくは左襟右袖
を持ち、ズボンをつかまないスタイル。講道
館関係者は、戦後日本の一時代のスタイルを
こう呼んでいるが、フランス等ではスタイル
のひとつとしかとらえられていない。
cf．武術的には、この組み方は大変危険であ
る。つまり「正しい柔道」は、武道的ではな
い。頭突き、パンチをもっとも食いやすい構
えである。とくに小柄な人には、護身的には
片襟片袖を勧める。
・「一本を取る柔道」：興業プロとして観客の
要望に応えるためにKOを狙うK－1同様、競
技での勝敗を超えた要請が持ち込まれる柔道。
アマチュア競技としては、ポイント勝利も一
本勝利も差はないはず。美意識もしくは興業
（オリンピック）上の価値観が介在
cf．賭の対象であるムエタイでは、安全に勝
つために、ポイント差がつくと5ラウンドに
は流すことが多い。対照的に地上波で放映さ
れるK－1では、主催者がKOするように強
く要請している（KOできない選手は次回か
ら使わない）
・「プロ」：興業の試合に出場する場合と、スポ
ンサーから所得が保障される場合とがあるが、
両者は別の概念である。柔道はアマチュアス
ポーツとされるが、五輪には視聴率や興業収
入を目的とする部分が多く、また所得保障（推
薦入学・就職）のある競技という意味では、た
んなるテレビ放映なしの興業プロよりも双方
の意味でよほど「プロ的」である。
・どのようなルールを設定するか：「修心」と

「武術」の観点から望ましいものを選ぶのが嘉
納の視点であろう。
cf．「タックル（朽ち木倒し、双手刈り）はレ
スリング的だから禁止する」というのは、武
術的な意味では退化。「レスリングには勝てな
い」と公言しているようなもの。
Ⅳ．柔道と異種格闘技
1．国際ルールは様々なスタイルを許容して

いる。
・各国で様々な組み方が開発されている。
2．七大戦について：「柔道」を名乗る別ルー

ル
・団体勝ち抜き戦、一本取り・引き込みあり、
専守防衛あり、ピストルグリップ、ズボンつ
かみ可、寝技時間無制限＊必然性
3．「柔道」に名乗らない着衣格闘技
・ブラジリアン柔術、サンボ、チタオバ
4．異種格闘技戦的な戦い方
・フラビオ・カント（ブラジリアン柔術黒帯）
vs加藤博剛戦
Ⅴ．問題
・日本柔道は、ひとつだけのスタイル（「正し
い柔道」）に固執してはならない
→「石井慧」を排除してはならない。
・国際ルールの変更は、「危険性」以外では、
「修心」「武術」の観点で適正なものとするに
止めるべきである
・動機付けの面からも、多様なルールの柔道
が共存してよい
・「社交としての武道」という考え方→礼法の
必要性

5-3、第3回　10月4日（日）「柔道の国際
化～フランスのJUDO文化とはなにか
～」～

　　　Michel BROUSSEミシェル・ブルッ
ス（フランス　ボルドー大学教授）

逐次通訳　宗  龍二（国際文化学科3年）
松原由樹（国際文化学科3年）
逐次通訳指導　トーマス パルス、
マーク D.シーハン、溝口紀子（国際文化学
科教員）
Cette conférence a pour objectif démontrer que
le développement du judo dans le monde est
étroitement lié à la perception que les
Occidentaux ont du Japon, de sa culture et de
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la force de ses armées. Alors qu’au Japon, le
judo de Kano se différencie immédiatement
du jujutsu, en Occident les deux activités sont
souvent confondues. Elles ne se séparent
qu’avec l’orientation sportive du judo. Grâce
au sport, le judo acquiert une dimension
internationale et devient accessible à toux,
sans distinction de classe sociale, d’âge ou
de sexe.
L’exemple du judo français montre que la
réussi te de l ’ implantat ion passe par
l’occidentalisation de l’enseignement, c’est-à-
dire par l’adaptation du judo à la société qui
l’accueille.
L’introduction rappelle les grandes époques qui
jalonnent l’histoire du judo. Aujourd’hui 8 à 9
millions de personnes pratiquent le judo dans
le monde. Il convient rapidement d’indiquer les
caractéristiques des arts martiaux japonais, de
la période de Meiji et du changement de
société qu’elle implique, puis de l’exportation
de l’art japonais du combat dans le monde
avant de présenter la transformation du judo
en sport olympique et de conclure sur
l’exemple du judo français.
Le contexte culturel, social et politique est un
facteur important de compréhension de
l’évolution du judo dans le monde. En
particulier, la découverte de la culture
japonaise a eu des répercussions très fortes
sur la conception artistique occidentale. A
l’issue de la guerre entre le Japon et la Russie,
en 1905, le monde entier s’est intéressé aux
techniques d’entraînement -le jujutsu- et à
l’esprit guerrier -bushido- du soldat japonais.
Le jujutsu est ainsi apparu comme l’arme qui
a permis la victoire du Japon sur la Russie.
De nombreux experts ont enseigné l’art de
combattre dans la police et dans l’armée de
nombreux pays. Ils ont ainsi diffusé le jujutsu
et le judo. De la même manière, les
communautés d’immigrés japonais, aux USA,
au Brésil mais aussi dans d’autres pays ont
utilisé le judo dans l’éducation des enfants et
la préservation des traditions.
Cependant, les actions des experts ne

suffisent pas à expliquer la construction de la
mémoire collective. Il est nécessaire d’analyser
plus précisément le rôle de la presse, de la
littérature, du cinname, de la bande dessinée,
des dessins animés pour mieux comprendre
la diffusion de l’image du judo dans le monde.
Cet te  ana lyse met  en év idence les
représentations sociales du judo comme une
technique de défense qui symbolise la sagesse
orientale et rend le titulaire de la ceinture noire
invincible.

Au Japon, Kano a établi une rupture entre le
jujutsu et le judo, en Occident, c’est d’une part,
la continuité entre jujutsu et judo, et d’autre
part la spiritualité orientale, qui ont assuré le
succès de la méthode de Kano. Jusqu’au
années 1960, le judo était considéré comme
une activité réservée à une certaine élite
intellectuelle et sociale.
Le judo sportif est apparu en Allemagne dès
les années 1920. Si les Jeux de Tokyo avait
eu lieu en 1940, le judo aurait été un sport
olympique mais il faudra attendre 1964 pour
que cette reconnaissance soit acquise. La
victo i re d ’Anton Geesink lors de ce
championnat a symbolisé la dimension
internationale du judo. En devenant sport,
olympique, la méthode de Kano s’est répandue
dans  le  monde  e t  s ’es t  éga lement
démocratisée.
En France, la progression du judo est
exceptionnelle. Il existe aujourd’hui près de

写真4　ボルドー大学ブルッス教授の
講演の様子
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600.000 licenciés. Cependant, 75 % d’entre
eux ont moins de 18 ans. Ceci a une influence
très nette sur les contenus qui sont enseignés
ainsi que sur la manière dont ils sont transmis.
Il en résulte de grandes différences entre le
judo des enfants et le judo de l’élite sportive.
En créant le judo, Kano a montré son désir
d’associer les traditions et la modernité. Il a
inscrit sa méthode dans la société de son
temps. Le Japon doit jouer un rôle central dans
l’évolution du judo et dans son adaptation
constante aux changements de la société.

＜ブルッス氏の講演内容＞
■海外における柔術から柔道へ
　柔術、柔道そして日本自体のイメージが世
界中で定着していった20世紀の始め、西洋
の国々で日本人移民の波によって、最終的に
柔道の定着になったと考えられます。移民の
波は、柔道の実施を増加させ、柔術から嘉納
の柔道への移行を決定的なものにさせたとお
もいます。特に日本人コミュニティが成長す
ると、柔道を守るために日系人協会が結成さ
れました。日本人は仏教とキリスト教会に加
入し、柔道は宗教の枠を超えて、移民生活の
大きな役割となっていきました。日系人たち
にとって、神社や教会は精神的なものではな
く、日本語学校、移民のための英語教室、女
性クラブ、バスケットボールや剣道、柔道な
どのスポーツ活動などたくさんの活動をして
いました。なぜなら当時、日系人は、現地で
人種差別をうけていたために、日系人は公的
な社会イベントに参加しづらかったという理
由が考えられます。そのため、日系二世自身
による社会と、スポーツプログラムを構成し
始め、海外の移民の間では、生け花や茶の湯、
能、俳句、なぎなた、日本料理、剣道、空手、
そして柔道の教室は寺や教会で行われていま
した。
　また、武道は日本社会の集団志向や集団意
識に通じているとおもいます。道場は日本人
の伝統的な価値観や心構えを表すことができ
る場であったといえます。相撲や剣道、そし
て柔道は日本人が日本人らしさを向上させた
り表したりする方法であったとも考えます。
それと同時に、道場ではそれらの価値観や心

構え、そして品格を学び、身につけられると
いったメカニズムを形成していきました。こ
れらのメカニズムは日本人の武道の指導者が、
日本で生み出された専門的知識や伝統の根源
を直接指導することで完成されていきました。
さらにこれら武道の目的は人生や価値観を教
えることであるので、多くの日本人コミュニ
ティでは一世が伝統を続け、二世がそれを学
ぶことによって、完璧な伝達手段になると考
えていたからです。すなわち相撲や剣道、柔
道は日本文化の象徴として理解できるでしょ
う。
　嘉納は日本の柔道大使もありました。当時、
旅行するのは経済的に厳しいものであったの
にもかかわらず、彼はたびたびヨーロッパや
アメリカ合衆国に足を運びました。彼は北米
の日本人コミュニティで柔道を促進するため
にハワイ、サンフランシスコ、シアトル、
ニューヨークを訪れました。彼はすべての会
議、展示会、インタビュー、そして、道場の
オープニングセレモニーになど様々な場所に
訪れました。なぜならば彼の柔道の信念や指
導方法を普及させるため意図的に訪れたと思
われます。彼は市民の関心を植え付けるため
に柔術の公演を引き受けました。彼はこの方
法でアメリカでの柔道を普及させていきまし
た。なぜこのようなことができたのかという
と第二次世界大戦以前では柔術と柔道が同じ
であると捉えられていたからです。嘉納は、逆
にそのような状況を有利に捉え、西洋諸国で
新しいシステムやネットワークを作るために
レスリングの技術を用いて柔道の理解を深め
ていくように試みました。柔術から柔道への
変容が日本で起こったのは19世紀末であっ
た。またヨーロッパや特にアメリカ合衆国で
は、嘉納は彼のすべてを注ぎ込んで普及活動
をした結果、1930年代には柔道が一般的に
なりました。
■柔道のスポーツ化
　スポーツとして柔道は1920年代にドイツ
で最初に行われました。初の国際サマーキャ
ンプはフランクフルトで開かれ、そこでは
1920年代終わりに国際会議が開かれるよう
になりました。その結果、初のヨーロッパ柔
道連盟は1932年8月11日にイギリス、ド
イツ、スイスによって設立されました。しか
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し、日本人指導者ではないドイツの指導者に
とっては、柔道はレスリングの試合モデルと
して見られていました。このことはドイツ人
が「体重別制」を最初に提案したことからも
理解できます。柔道とレスリングの類似性に
よって、「体重別制」の採択は政治的要素も関
係していきます。1945年の終わりに日本が
占領された結果、GHQすなわち連合国の最
高指揮官は武道の稽古を通した軍国主義や超
国家主義思想を排除するため命令しました。
後に、日本の文科省は剣道、柔道、空手、そ
して薙刀のカリキュラムをすべての学校、大
学で禁止にしました。大日本武徳会と軍に関
係する組織は右翼政権によってイデオロギー
の目的のため武道の技術の使用されたと考え
られて、解散させられました。1950年3月
4日、SCAPの教育課主任である作家ルーミ
スは武道スポーツの復活をテーマにしたメモ
を書き、その中で学校、大学での武道スポー
ツの指導の復活をもとめて陳情しました。そ
の中には、解散に追い込まれた政府機関に
よって作られた武徳会のような不当な扱いを
防ぐために、体重別制度やさらに身長別や年
齢別での柔道の試合の提案も含まれていまし
た。
　オリンピック競技種目に柔道が採用される
までの道は長いものでした。嘉納は彼の人生
のすべてを、世界的な柔道の普及のためにさ
さげました。しかし、彼は組織化されたオリ
ンピック種目への柔道の採用に関しては困惑
していました。1936年の小泉軍司へ宛てた
手紙で嘉納はためらいを弁明しています。
　「私はオリンピックの柔道の採用への考え方
には現在、消極的です。もしそれが他の国の
メンバーの要望であるならば、私は反対しま
せん。しかし、私は主導権をとって推し進め
たいと感じません。なぜなら、柔道の本質は
単なるスポーツやゲームではないからです。
私は柔道を芸術や科学のように生活の一部で
あり、それは個人的な文化の芸術であると考
えています。オリンピックはあまりにナショ
ナリズムの趣向が強いので、ナショナリズム
に利用されたり、講道館が設立する前の柔術
に逆行する形として競技柔道が発展したりす
る可能性があるとおもいます。政治、国家、民
族、商業主義、またはその他の組織による利

害という外部の影響から切り離し、柔道は芸
術や科学と同じように自由であるべきで
す。そして、柔道で繋がっている全てのもの
は柔道の根本原理である「世の補益」である
べきです。また柔道は他のスポーツのような
プロスポーツではないのです。個人的な利益
のために見世物として参加することは断じて
許していません。柔道の指導者たちは、確か
に指導報酬は受けていますが、それによって
地位や名誉が失われることはないのです。こ
の点では西洋の考え方と全くことなり理解す
るのは難しいとおもいます。これが成功する
か否かは、柔道をオリンピックに参加させた
いと考える国の同意や理解次第と考えます。」
　20年後、「スポーツと柔道」のディベート
が日本とドイツの間で盛んに行われました。
初代国際柔道連盟会長イタリアのアルド・ト
ルチAldo Torti、西ドイツからのエドルガ・
シャエフェEdgar Schaefer のように、戦
後、国際的な柔道の指導者はオリンピック競
技の採用に柔道の将来を託しました。アンド
レ・J・エルテルAndre J Ertelが1960年
にヨーロッパ柔道連盟の会長として選ばれた
とき、彼の提案は体重階級制度（68┉以下、
80 ┉以下、 80 ┉以上） を置くことでした。
エルテルErtelは、「ヨーロッパ柔道連盟の幹
部たちは体重別制度を採用しなくては、柔道
はオリンピックの公式競技として受け入れら
れないと気づいていました。しかし全日本柔
道連盟は体重制を拒みました。オリンピック
公式競技への採用について、最終決定は
1960年8月22日にローマで下されました。
第58回国際オリンピック委員会IOC会議は、
多数決32対2で、国際柔道連盟 IJFを国際
オリンピック連盟として認め、そして柔道は
東京オリンピックの競技種目に含まれた。
ポール・ボネモリPaul Bonet Maury とア
ンドレ・エルテルAndre Ertelが主な立案者
でした。また1964年オリンピックの優勝し
たオランダのアントン・ヘイシンクDutch-
man Anton Geesinkの勝利では少なくとも
2つの理由で柔道に新しいスタートを与えた
とおもいます。第一に、オリンピックスポー
ツとして柔道は現代スポーツの世界で新しい
考え方を与えることになったのです。第二に、
日本人以外の選手にもっとも貴重な無差別級
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のタイトルが渡ったことで、柔道は国際的な
規模であると立証されたのです。
■文化的なふれあい
　オリンピック種目のスポーツになった後の
20世紀後半に、嘉納の方式は採用され、ます
ます多くの国々で文化的伝承遺産の一つにな
るまで進化しました。しかし海外では柔術か
ら柔道の変容は、日本の影響をあまり受けず
に変化していったのです。つまり他の地域で
は日本の武道つまり柔術の定着の仕方が異
なっていて、このことが現代の日本の武道の
特性を示しているともいえます。柔道の国際
的な発展に貢献した川石酒之助（カワイシミ
キノスケ）は「柔道はトウモロコシや米に似
ていて、その土地の土壌適合し、その土地の
柔道に成長しなければならいい」とよく言っ
ていました。この言説でわかるように多くの
西洋諸国で柔術と柔道が嘉納の意味すること
とまったくに異なるというという見解の違い
がわかるのではないでしょうか。私が考える
に柔術と柔道は絡み合いながら再構築され、
大衆の願望と無敵の神話が20世紀のはじめ
からしっかりと定着されていたと考えていま
す。
　しかしながら、武道の競技化は危険もはら
んでいます。武道が競技スポーツになると
ルールによって戦闘の有効性を減少させる傾
向があるからです。柔道の「スポーツ化の過
程」は、社会学者ノルベルト・エリアスがい
う「文明化の過程」と読み取ることができま
す。様々なタイプの文化や社会に柔道の普及
から生じた変化は時には修正が考えられ、そ
して最も目に見えるのが技術の変化でした。
相手を殺傷するためにたくさんの柔道の技が
考案されましたが、嘉納や彼の弟子たちに
よって、危険な技は排除され教育的に変更さ
れました。最近では、審判規定は、柔道技術
の形成に大きな機能を果たしています。各国
固有の伝統的なレスリングスタイルからの技
術開発という背景から新しいルールの追加点
がみられ、そのルール変更にともない技術研
究をする人もいれば、その道義や方法自体を
否定する人もいます。その一方で“古い規範”
や目的、柔道の本質に帰ることを求める近代
の柔道の関係者もたくさん存在していたり、

たくさんの伝統的儀式によって、スポーツ化
を否定する思想的な側面考えを併せ持つ嘉納
思想を唱える崇拝的な柔道家が50年代に存
在していたりしていました。
■結論
　柔道の国際化は海外の柔術の伝播から始ま
りとても複雑な過程でした。東洋と西欧の融
合、文化違いは、嘉納治五郎の方法論によっ
て発展したといえます。また柔道は日本文化
を伝える重要なものであるとも思います。な
ぜなら現在199カ国もの国で柔道が普及さ
れ、フランスでは60万の登録数があり、登
録数の75％が18歳以下の子供たちによっ
て構成されているように、国際的な関心を示
すものともいえるでしょう。現在21世紀の
はじめですが、海外の国々にとって日本の柔
道は魅力的で、世界の柔道、憧れ、羨望であ
り、日本のスタイルを目標としています。そ
して、世界的な規模になった柔道界でリー
ダーシップを取っていくことも日本に期待し
ているのです。（日本語翻訳責任者　溝口紀
子）

6．まとめ

　本研究はジャーナリズムのグローバリゼー
ションをテーマに扱った「メディア・スポー
ツシンポジウム」、さらに日本固有の身体文化
である武道をテーマに行った「SUAC公開セ
ミナー」の2つのプロジェクトから、グロー
バル化するスポーツ文化の現状や問題点を明
らかにした。特に最近ではメディア・スポー
ツといわれるほど、メディアがスポーツに及
ぼす影響が大きくなっており、日本固有の身
体文化である武道においてもその影響を受け
ている。今後、スポーツ文化のグローバリゼー
ションは、ますますメディアによって拡がっ
ていく一方で、メディアによって凌駕されな
いようスポーツ本来の価値や理念を再構築し
ていく必要があると考える。
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　本研究は平成21年度静岡文化芸術大学学長特別研究費
の助成を受けた。
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教師間の連携によるテクノロジーを活用した英語授業の創造と実践

Creation and Collaboration: A team approach to English
language course design

Introduction
The first step to creating a sound curriculum is
collaboration among teachers to create
courses that serve the educational needs of
students. The next step is to link those courses
so that they build on each other and are con-
nected in a meaningful way that is conducive
to progress. The project described in this re-
port is an attempt to add to the curriculum at
Shizuoka University of Art and Culture at the
course level. After detailing the benefits of us-
ing an online course management system for
administrative functions, a description will be
made of the supplementary materials created
to aid in student learning. All supplementary
materials are available online and can be
viewed at the links provided in Appendix A.

To conclude this report, the authors will present
some data from a preliminary study of the

course and its materials. This preliminary study
measures student affective factors such as
anxiety and confidence and examines how they
can be attributed to challenges in speaking
English. The study also surveys student expe-
rience with pronunciation practice in courses
before the tertiary level. The data in this report
will be limited to student perceptions of their
English pronunciation and their experiences
practicing pronunciation on their own. This re-
port should reveal the necessity of using tech-
nology in all areas of course design; further-
more, it will show the importance of collabora-
tion among teachers to create courses and
develop a sound, relevant curriculum.

Course Management and Technology
In order to manage this Multi Media English
course, the instructors enlisted a number of
types of technology. The section below on

　本報告書では、静岡文化芸術大学の英語科目の1つである「マルチメディア英語」における、教材作成と
評価基準設定に関する英語教員間の共同取り組みについて述べる。具体的には、3年間をかけて開発した、
オンラインコースマネージメントシステムを利用して、自主学習を促進させる補助教材の提供、小テストの
実施、また、学生の授業出席や取り組み状況の管理、学期中に随時、成績フィードバックを行なった。また、
教師が共同で授業を改善していくために、学生に対して授業の実施方法、教材、学習効果等に関するオンラ
イン・アンケートを実施した。
　本稿では、まず、本授業において、マネージメントシステムを使用する理論的根拠を提示する。次に、授
業内容・教材の紹介、また、アンケート調査結果を統計データを用いて報告する。最後に、英語教員間で連
携をして、効果的に授業開発・運営をしていくことの重要性と、それを援助するテクノロジー技術の有用性
について述べる。

Abstract
This paper reports on a collaborative effort among three English language teachers to create materials and
standards for an English language course at Shizuoka University of Art and Culture. The project, spanning
three years, required the establishment of common syllabi, grading criteria, grading standards, a common set
of materials and evaluation tools. By enlisting the latest technology, including an online course management
system and supplemental websites, the team members were able to successfully implement the common
syllabi. The instructors were able to administer quizzes, keep class records, monitor student performance,
keep statistical data on course progress and measure student reaction to the implementation of the course
materials. After introducing the rationale behind this approach to course development, a description of the
course contents, statistics, and materials will be given. To conclude this report, results from action research
on one aspect of this course will be presented.
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supplemental material details the use of mind
mapping software and puzzle-making software
to create course materials. Furthermore, two
websites were created to provide students off-
campus access to important course materials.
However, the biggest tool in the technology tool
shed used to build this course is a course
management system (CMS). While there are
a number of commercial and open source
course management systems available on the
market, the absence of funding and technical
support have made those options unfeasible.
The course management system used for this
project is the result of a generous partnership
with professors in the Department of Science
and Engineering at Ritsumeikan University.
The CMS is web-based and can be accessed
anywhere there is an Internet connection. The
CMS provided the instructors of this course
with a number of excellent administrative func-
tions. Some of these features are listed below.

・ a grading database accessible to students
and teachers

・ an online quiz administration tool
・ course record keeping functions
・ course statistic keeping functions
・ online syllabus, course policies,

and schedule
・ course email system
・ online TOIEC exercises
・ administration of course surveys

The grading database allowed instructors to
input student grades on a weekly basis. Stu-
dents could view their grades at any time and
speak with the instructor about any concerns
about their standing in the class. Instructors
could view individual student grades, monitor
class statistics and monitor statistics among
courses taught by other instructors. Allowing
students to monitor their weekly scores keeps

them apprised of their status in the course; al-
lowing instructors to check statistics from other
courses provides a good check on grading fair-
ness and consistency. Figure 1 shows the av-
erage grades for both classes.
The CMS also gives a breakdown of grading
for the various class activities. Having this fea-
ture allows teachers to see student results on
quizzes in comparison with other classes. It
also allows them to see if they are grading their
students on in-class tasks using similar stan-
dards. Variables between classes will always
occur depending on the department of the stu-
dents, year of the students and level of moti-
vation; however, Figure 2 reveals a fairly con-
sistent grading pattern between two different
classes of students, taught by two different
teachers.
Not only does the course management sys-
tem allow teachers to monitor student progress
and class statistics, but also teachers can ad-
minister course surveys quite efficiently. By
administering online surveys, valuable re-
sources (paper, envelops, toner, electricity) and
staff time are saved. The surveys are con-
ducted online; results are calculated immedi-
ately and teachers can receive feedback on
their courses by the last day of classes. Fur-
thermore, teachers can, once again, view their
survey results in relation to other sections of
the same course. This is a valuable function
for course development and materials design.
Figure 3 and Figure 4 are screen shots of re-
sults of the surveys conducted at the end of
the spring 2009 semester. The data is encour-
aging because it shows similar student re-
sponses from both classes, despite having very
different students enrolled in each section.
Figure 4 illustrates the importance of collabo-
ration. By working together, teachers were able
to create materials that were at an appropriate
level for all students.
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Figure 1. Teachers can monitor class averages and compare them with other classes

Figure 2. Grading breakdown between two different classes

Figure 3. Results from both classes were almost identical
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Evidence that students in the course accepted
the use of this CMS can be seen in Figure 5.
Survey results revealed that students from both

classes liked being able to view their grades
and statistics online.

Figure 5. Students embraced the technology introduced in this course

Figure 6. This collaborative course garnered a high rate of student satisfaction

Figure 4. Both classes found the materials "just right"
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Not only did the use of this technology help
teachers manage the administrative side of this
course, but it also helped students monitor their
progress on a weekly basis. Figure 6 displays
the survey results from students asked to rate
their overall satisfaction with the course.
While the course management system was a
major feature of the course, a wide range of
supplemental materials were also created to
make the course a fulfilling educational expe-
rience for students enrolled in Multi Media En-
glish. The materials are described below.

Supplemental Materials
The core materials for this course consist of a
software program called Native World. The pro-
gram is installed on the university’s servers and
can be accessed in the university’s language
laboratory. Students are registered in a data-
base and enrolled in a particular class at the
start of the semester. The software program
tracks student progress and also keeps track
of the amount of time students spend perform-
ing exercises. Reports can be issued to stu-
dent or teacher by accessing the program. Stu-
dents can access the software outside of class
hours if the language lab is available. Recent
interest in computer assisted language learn-
ing has led to more teachers using the lan-
guage lab for their courses. As a result, stu-
dent access to the software is almost entirely
limited to class hours.

One of the goals for this course is to give stu-
dents speaking practice in the context of us-
ing daily English. The theme of this course is
preparation for a trip abroad. Students use
Native World software to practice skits and
learn vocabulary. Voice recognition software
is used to give students feedback on their
speaking tasks.

To give the students greater access to lan-
guage learning materials and to compensate
for limited language laboratory access, the in-
structors of this course created a number of

online supplementary materials for the stu-
dents to access outside of the language labo-
ratory on their own time. The materials included
previewing pronunciation activities to give stu-
dents instruction in the vocal anatomy and al-
low them practice with problematic English
sounds before performing tasks in class.

Other materials for the course included vo-
cabulary review puzzles that aided students
in retaining key words presented in the course
units; the puzzles were also instrumental in
helping students prepare for quizzes. Another
component created to aid students prepare for
the quizzes and the final speaking test in this
course includes a number of mind maps of the
content introduced in the units. The maps, cre-
ated with mind mapping software, sought to
help students make connections among ele-
ments in the different units and also to review
course content in a non-linear way. All supple-
mental materials are housed on websites cre-
ated and maintained by the authors of this
paper. See Figures 7 and 8 for screen shots
of two types of supplementary materials.
Course mater ia ls can be v iewed on
wwww.suacpals.com and www.suacletters.com.

Fostering Action research
Having built this repository of supplementary
materials over three years, it is important to
measure the efficacy of the materials and stu-
dents’ experience using them in the course.
Space limitations prevent more in-depth analy-
sis of the data gathered from our studies; how-
ever, some findings will be presented in the
context of this collaborative project. Instruc-
tors involved in action research projects real-
ize that the larger the survey sample, the more
valid their results. By working together on the
same materials and course standards, the cre-
ators of this course were able to elicit and com-
bine responses from both of their classes to
gather a larger pool of data for this study.

The study conducted for this spring 2009
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Figure 7. Crossword puzzles created for fun vocabulary review

Figure 8. Pronunciation activities foster autonomous learning
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semester Multi Media English course at SUAC
was designed to answer the following research
questions: 1) How do students feel about their
pronunciation?, 2) Do students know how to
make English sounds?, 3) What type of En-
glish pronunciation practice have they had?
Some of the data gathered lies beyond the
purview of this paper, so the discussion of the
survey results will be limited to research ques-
tions 1 and 3. In particular, the researchers
were interested in learning how students rated
their pronunciation before and after taking the
course. The authors of this study also sought
to understand what, if any, independent pro-
nunciation practice the students had done prior
to enrolling in Multi Media English 1; they also
measured this factor at the end of the course
to determine whether or not classroom prac-
tices and materials had a positive influence on
autonomous learning in the area of pronun-
ciation.

The project required the administration of two
surveys: a preliminary survey conducted at the
beginning of the semester before students
started participating in language learning ac-
tivities, and a follow-up survey taken after a
full semester of course work. The survey

sample consisted mainly of first-year students;
however, since this is an elective course, up-
perclassmen were also enrolled in the Multi
Media English course. Students from all facul-
ties at SUAC could sign up for the course. The
survey sample consists of students enrolled in
courses taught by two of the authors.

Surveys were conducted using an online sur-
vey program that allowed instant collation of
results. Seventy-nine students answered the
survey questions. For the purpose of this re-
port, results from two questions will be pre-
sented. Experience teaching previous sections
of this course helped the instructors learn that
one of the reasons students enroll in this par-
ticular English course is to improve English
pronunciation by performing exercises on the
language laboratory computers. To determine
whether or not students perceived an improve-
ment in their level of English pronunciation as
a result of taking the course, the survey asked
the students to rate their pronunciation at the
start of the course and at the end of the four-
teen-week semester. See Chart 1 for a pre-
sentation of the data.

The pre-survey results indicate that students

Chart 1. Students rated their pronunciation at the beginning and end of the course
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tended to rate their pronunciation poorly. Not
one respondent considered their pronunciation
‘excellent’ and a large number of students
checked poor. The post-course surveys were
given at the end of a semester of fourteen
weeks of activities including Native World
tasks, supplementary pronunciation activities,
assistance from the instructors and peer speak-
ing activities. Deeper analysis has not been
done to determine which of the above-men-
tioned variables contributed more to an im-
proved perception of English pronunciation;
however, the data reveals that the students felt
a perceived improvement by the end of the
course.

Another item of interest on the survey is the
question related to learner autonomy and pro-
nunciation. Since language pronunciation is
such an individual matter, the authors sought
to find out whether or not students had at-

tempted to practice pronunciation on their own;
furthermore, the study also hoped to illustrate
whether or not some of the teaching materials
and methodologies presented in the course
would lead students toward more autonomous
learning. The results from this question are
presented in Chart 2.

Post survey results indicate that some students
who had not initially performed pronunciation
practices on their own may have become more
favorably disposed toward this practice. These
are positive findings for teachers interested in
student motivation and autonomous learning.

Due to time and space constraints, analysis of
the other data gathered via these surveys will
be analyzed at a later date and will be used to
improve the course. Nonetheless, an initial
examination of the data confirmed several as-
sumptions held by the researchers and has

Chart 2. Changes in self-study pronunciation practices
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helped inform the creation of supplemental
materials and evaluation tools for this course.

Conclusion
In conclusion, this collaboration among English
teachers helped achieve ends. By working to-
gether to set common course goals and stan-
dards, creating common course materials, and
maintaining and monitoring fairness and con-
sistency in grading, course goals were made
more transparent and perhaps more achiev-
able to the students. On the instructors’ side,
collaborating helped share the workload, fos-
ter collegiality, and contributed to an exchange
of ideas that is a necessity to professional de-
velopment.

It was essential to enlist technology to help
achieve the goals of this project. Use of the
course management system allowed teachers

and students to view course grading statistics,
and monitor student progress; furthermore,
students were able to view their status at any
time of the semester. The supplemental websites
used to house the online activities enabled
students to continue their studies outside of the
language laboratory. The results of this project
should encourage more intradepartmental,
and one hopes, interdepartmental collabora-
tion on education projects and materials for
students at Shizuoka University of Art and
Culture.

Appendix A
Websites created to house the Multi Media 1
course materials
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英語で教える英文学概論　－EFLコンテンツ・コース－

Introduction
With more universities in Japan interested in
English for Specific Purposes (ESP) and En-
glish for Academic Purposes (EAP) courses, it
is more than reasonable to expect English lit-
erature courses to have the medium of instruc-
tion be in English. Nonetheless, a number of
obstacles must be overcome if an all English
British literature course is to be successful.
Most university instructors would concur that
the number of hours that university students
read each week has decreased since their own
university days; this number becomes even
greater when reading in a foreign language is
included. This trend may negatively impact
teacher and student goals for courses in which
reading is an essential component.

This paper describes the creation of a Survey
of British Literature course taught at Shizuoka
University of Art and Culture. Discovering ways
to engage EFL students with complex literary,
historical and cultural information in an era that
has seen a declining reading rate was one of
the first tasks presented to the creator of this
fifteen-week lecture course. Finding an appro-
priate method to deliver content, review lec-
ture material, and test comprehension were
critical to the success of the course. After briefly

introducing some current thinking on English
for Academic Purposes courses, the processes
used to create this course will be highlighted.
A presentation of data gathered from post-lec-
ture surveys will conclude this report on
SUAC’s first all English Survey of British Lit-
erature Course.

English for Academic Purposes
Defining the role of English language educa-
tion at Japanese universities can be difficult.
Many courses carry names that designate
them as skills courses; therefore, the instruc-
tion practices are often focused on raising stu-
dents’ language levels to the point where they
can function in a number of daily situations.
While English and other language courses are
often pushed to the periphery of the curricu-
lum, most teachers weave content into their
lessons; their coursework should certainly be
classified as academic. However, in some
cases, raising student levels beyond survival,
i.e., developing the ability to function in aca-
demic situations, is required. Most educators
would concur that all courses at university
should be academic (Gunning, 2009); none-
theless, finding ways to convey content in En-
glish, without compromising the material, is a
challenge. Teachers at the tertiary level in Ja-

　英文学概要を英語のみで教えるにあたり、本校で用いた手法について説明する。日本の大学においてEAP
(English for Academic Purposes: 学問上の目的のための英語)への感心が高まっているが、カリキュラ
ムにコンテントベースの講義を加えるには、相応の配慮と計画を要し、多くの要素を考慮する必要がある。
本稿では、まず、コンテントベースの大学レベルEFLコースに関する問題点について指摘する。次に、コー
ス設計とオリジナル教材開発についての詳説をし、最後に、英語で講義を受けた学生の理解度測定結果で締
めくくる。

The purpose of this report is to describe the methodology used to teach a Survey of British Literature course
at Shizuoka University of Art and Culture (SUAC). Before explaining the steps taken to design the course and
create original materials for it, issues related to content-based university-level EFL courses will be introduced.
There has been an increased interest in teaching English for Academic Purposes at Japanese universities;
however, adding content-based courses to the curriculum requires care and planning. This report addresses
a number of factors that need to be considered when delivering academic content to students in a foreign
language. To conclude the report, survey results measuring student comprehension of the English lectures
will be presented.

マーク D.シーハン Mark D. SHEEHAN
文化政策学部国際文化学科 Department of International Culture, Faculty of Cultural Policy and Management

A Survey of British Literature in English: Teaching EFL
content courses



A Survey of British Literature in English
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pan would acknowledge that despite a mini-
mum of six years of English language instruc-
tion prior to entering university, some Japanese
students still require remediation in English to
bring them up to the most basic levels of dis-
course.

Hammond reports on the issues related to sup-
porting linguistically and culturally diverse stu-
dents in the English literature classroom
(2006). While an experienced educator would
be trained in the methodology to deliver con-
tent, the next obstacle to be overcome is to
find the appropriate materials for what needs
to be done in class (Swales, 2009). It is against
this backdrop that the Survey of British Litera-
ture course at SUAC was created.

The Survey of British Literature Course
The goal of this course is to give students a
greater understanding of the historical, cultural,
and literary significance of British Literature.
Because it is a survey course, a number of
literary periods are introduced in order to give
students a greater appreciation of the trajec-
tory of language and literature. For a complete
list of the literary works studied in the course,
refer to Appendix A. The medium of instruc-
tion for this course is English. All materials for
the course, including onl ine content,
worksheets, and reading materials are in En-
glish. This course was taught in the Spring
2009 semester. Enrollment data for students
who responded to an online survey at the end
of the semester showed that 70% of the stu-
dents attending classes were sophomores; the

Figure 1. The website created for the course
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remaining 30% were juniors. The class also
had four auditors enrolled. Over 80% of the
students on the class roster reported that they
took the course because they wanted to study
English more. This response suggests a high
level of motivation among a significant major-
ity of the learners and a willingness to receive
content-based English instruction.

The materials for this course consisted of a
course website: www.suacletters.com (Figure
1), which housed all course content, instruc-
tions and guidelines, and the course syllabus.
Transmission of the course subject matter con-
sisted of three steps: preview, present, and
review.

Each lesson attempted to maintain a balance
between teacher-centered lectures and stu-
dent collaboration. The steps for each lesson
included:

・ Warm up: peer check and instructor check
of homework assignments

・ Slide show 1: instructor transmission of con-
tent and guided note taking

・ Peer check and instructor check of lecture
comprehension

・ Collaborative learning: peer work for read-
ing or discussion

・ Slide show 2: instructor transmission of con-
tent, free note taking

・ Peer check and instructor check of lecture
comprehension

Figure 2. Online previewing exercises
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Figure 3. Students learn note-taking skills during the lecture

Figure 4. Review of lecture slides available on YouTube
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・ Wrap up: distribution of homework materi-
als, Q&A

Each week, students were given a homework
assignment that required them to view a spe-
cific page on the course website (Figure 2) to
set a context for the following week’s lesson,
activate schemata, and learn biographical data
about the author to be presented in the lec-
ture. Students also read a short passage or
summary of the text that would be the focus of
the lesson. Students had to complete a
worksheet for homework each week. At the
start of each lesson, students peer-checked
their work while the instructor monitored them
to verify completion of the assignment.
In-class activities consisted of a slide show
lecture delivered using presentation software.
Cloze worksheets (Figure 3) of the text of the
lecture were distributed at the start of class.
During the lecture, students followed along and
filled in the blanks on the worksheet from in-
formation gleaned by listening to the instruc-
tor and viewing the slides. This activity allowed
students to learn note-taking skills in a more
structured way. After a peer-check and a ple-
nary question and answer session, students
worked in pairs, or in small groups discussing
a featured text or working on an important lit-
erary passage or summary of a text. Follow-
ing this hands-on textual work, students were
shown a second slide show to reinforce con-
tent and expand on the theme of the week.
The second slide show was not accompanied
by worksheets; students were free to note
down any pertinent details from the presenta-
tion. A number of key points were repeated in
the second slide show to ensure retention of
important content. By inserting a peer check
at various stages of the lecture, student anxi-
ety could be mitigated and student collabora-
tion encouraged (Adamson, 2006). Following
each lesson, lecture slide shows were up-
loaded to the popular video website YouTube
(www.youtube.com) and made available for
review (Figure 4) by accessing the course

website.

Lecture Comprehension Survey
Results
As discussed earlier, student comprehension
during the lectures was a main concern when
designing the course and accompanying ma-
terials. In order to measure the level of under-
standing in each lecture, a set of online sur-
veys were created. The surveys were given to
students as part of a homework assignment.
The survey questions were updated to reflect
the topic of the lectures; they were adminis-
tered on week 5, week 9, and week 13 of the
semester to measure post-lecture comprehen-
sion and retention of content. Students were
not allowed to consult their notes when re-
sponding to the surveys. There were a total of
13 questions on each survey including rating,
ranking, and free responses. For the purposes
of this report, a discussion of the data will be
limited to the question: “I was able to under-
stand the _________ lecture.” Results from
surveys of all twelve lectures are shown in
Charts 1, 2, and 3. There are a number of vari-
ables that could have influenced the level of
comprehension reported on the surveys,
among these factors are: student level of in-
terest in the content, prior exposure to and fa-
miliarity with the topics, and the motivation and
language ability of individual students. None-
theless, the survey results show a higher level
of comprehension and retention than was ex-
pected and, therefore, are encouraging to the
instructor of this course.

Because this was a survey course, the mate-
rial was presented in chronological order to
trace the trajectory of the English language and
British literature. Those familiar with the Brit-
ish Literature canon would agree that the early
works are not light reading. Nonetheless, the
data in Chart 1 represents a high level of com-
prehension of the early lectures. Furthermore,
in the free response sections, students were
able to retain and reproduce certain key de-
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tails that every student of literature should hold
in his or her head. Coping with thousand-year
old content is no mean task. Nonetheless, the
free response sections on the surveys elicited
excellent answers. Students described the
provenance of Beowulf, the historical and reli-
gious issues raised in the Canterbury Tales;
they also remembered the detai ls of
Shakespeare’s life, and wrote about the influ-
ences on and political significance of Robinson
Crusoe. As the course moved further into the
modern period, student comprehension
seemed to improve in some areas and with
some topics. However, students did have some
difficulty with the Romantic Poetry lecture and
the lesson on Modernism. Such trouble with
these dense topics was not unexpected; even
some native speakers struggle with texts from
these eras.

One of the factors that may have contributed
to greater comprehension of the lectures was
the assignment of graded readers in conjunc-
tion with lectures on particular works. In this
course, students were required to read and
report on three readers: Gulliver’s Travels;
Oliver Twist; and1984. By having students read
these special books created for English lan-

guage students, it was hoped that students
would 1) enjoy the story, 2) develop more pro-
ficiency in English, 3) model the same type of
activities as those of native English speakers
in English Literature courses, i.e., reading a
canonical text and discussing it.

Results from the post-lecture surveys will be
presented below. Chart 1 shows survey ques-
tions related to the lectures on Beowulf,
Chaucer, Shakespeare and Swift. Chart 2 re-
ports on the Defoe, Byron, Mary Shelley, and
Dickens lectures. Chart 3 displays student
comprehension of the Stoker, Woolf, Golding
and Orwell lectures. The question reported on
is: “I understood the ________ lecture.” Stu-
dents were asked to indicate their agreement
with this statement by checking a number along
a five-point scale; 1 signified “strongly agree”
and 5 signified “strongly disagree”.

Chart 1, displaying data from the week 5 sur-
vey, shows that over 30% of students strongly
agreed that they could understand the
Jonathan Swift lecture. Almost 70% of the class
agreed that they could understand the lecture
on Swift and Gulliver’s Travels. In general, stu-
dent responses seem to lean more toward

Chart 1. Comprehension of lectures 2-5
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comprehension of the lectures than not.

Chart 2, displaying data from the week 9 sur-
vey, shows that almost 80% of the students
agreed that they could understand the lecture
on Dickens and Oliver Twist. Overall, a major-
ity of the students reported favorably on their
level of understanding of all subjects in this
set of lectures.

Chart 3, displaying data from the week 13 sur-
vey, shows that almost 60% of the students
agreed that they could understand the lecture
on George Orwell and 1984. While compre-
hension reporting appears to be lower than that
of the other two surveys, these results are en-
couraging considering the heavy political and
historical content in1984. Once again, a sig-
nificant number of responses seem to be

Chart 2. Comprehension of lectures 6-9

Chart 3. Comprehension of lectures 10-13
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grouped to indicate understanding.

Conclusion
In conclusion, while space limitations prevent
a deeper analysis of the course survey data, a
preliminary examination of results appears to
be promising. The Survey of British Literature
Course incorporated the latest technology to
deliver course materials and lectures; further-
more, it enlisted EFL teaching practices to ad-
dress the needs of students. The ingredients
used to create this original course include re-
search from scholars in the fields of EAP and
ESP, the application of Web 2.0 technologies,
English language teaching methodology, and
an instructor with a background in, and a pas-
sion for English literature. Three different types
of surveys were conducted on students taking
this course. Two of the surveys were instruc-
tor-initiated and sought to gather information
from students about their learning experience;
the third survey was the official, university-
sponsored survey given to gather administra-
tive data related to the course. Across the
board, students reported that their understand-
ing of British literature increased and that they
had a fair level of comprehension during the
all-English lectures. Furthermore, students
commented that they enjoyed the learning ex-
perience. Improved understanding of the sub-
ject matter, a high level of comprehension dur-
ing delivery of the content, and enjoyment of
the learning process are, indeed, outcomes
sought by all teachers. A follow-up study and
more detailed data analysis is required to con-
tinue to improve upon ways to best deliver
materials related to teaching British literature
to English as a foreign language students in
the medium of English. Nonetheless, the pro-

cess of creating the course and implementing
the materials was a tremendous learning ex-
perience for the instructor; it is hoped that the
students had a positive educational experience
with this English lecture course on British lit-
erature.

Appendix A
List of works introduced in the course

Beowulf
The Canterbury Tales
Henry V
A Modest Proposal and Gulliver’s Travels
Selected Romantic Poems
Robinson Crusoe
Frankenstein
Dracula
Oliver Twist
Mrs. Dalloway
The Lord of the Flies
Animal Farm and 1984
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イタリアにおけるパゾリーニ現象
　－自身の研究をふりかえりつつ－

序

　筆者はこれまでイタリアの詩人・小説家・映
画監督ピエル・パオロ・パゾリーニ P i e r
Paolo Pasolini（1922-75）についてモノ
グラフ研究をしてきた。2005 年にボロー
ニャ大学に提出した博士論文L’esperienza
friulana di Pasolini e i suoi sviluppi
(1941-1954)「パゾリーニのフリウリでの
経験とその後の展開（1941-1954）」で一
区切り付いた感があるが、アウトプットせず
にいるトピックも少なくない。新たな大学で
仕事をはじめる節目に、またようやく博士論
文のイタリアでの出版の目途も立ったところ
で、自分のこれまでの研究をふりかえりつつ、
あらためて、今なぜパゾリーニが語られる必
要があるのか、いささかエッセイ風の文書に
て検討してみたい。「論文」とは異なる性質の
ため、註を構成すべき事項も本文に含めてい
ることを予めことわっておく。
　まずパゾリーニの芸術そのものよりも、イ
タリアでのパゾリーニ現象とでも呼べるもの
について考察することからはじめよう。パゾ
リーニ受容はイタリアの社会状況に左右され、
劇的な変化を重ねてきた。
　近年最も多様な動きがみられたのは没後
30周年にあたった2005年である（ひとき

わイタリアは記念行事を好む）。筆者の予想、
期待というよりも、をはるかにこえて盛り上
がった。シンポジウムや回顧上映会など多数
のイベント、テレビ放送（国営放送局RAIは、
パゾリーニの映像をアーカイブからふんだん
に流していた）、そしてなんといっても非常に
多くの出版がなされ、年間30点を優に越え
た。2005年に開催されたシンポジウムの報
告集や、博士論文の刊行などによって、翌年、
翌々年も高い出版点数が続いた。この何年か、
筆者の例を挙げずとも、博士課程でパゾリー
ニを扱う人は多い。フィレンツェのボンサン
ティ資料館（ガッダやモンターレ、ベトッキ、
カプローニなどの現代作家の手稿を所蔵し、
パヴィーア大学と並ぶ現代文学アーカイブと
なっている）にパゾリーニの手稿が収められ
ており、閲覧を希望する研究者はたえない。
　2005年の関心の高まりが筆者にとって驚
きであったのは、2002年（生誕80周年）の
低いトーンと比べてあまりにも桁違いだった
からでもあった（ちなみに没後20 周年の
1995年のイタリアも経験したが30周年ほ
どではなかった）。やはりパゾリーニは、圧倒
的にその死によって記憶される人物である、
というほかない。生というよりも、当時16歳
の少年が犯人とされる死に結びつく。

土肥　秀行 Hideyuki DOI
文化政策学部国際文化学科 Department of Intenational Culture, Faculty of Cultural Policy and Management

The Pasolini Phenomenon in Italy

　詩人・小説家・映画監督ピエル・パオロ・パゾリーニPier Paolo Pasolini（1922-75）をめぐるイタ
リアでの一連の社会的な現象について概括する。死後30余年を経ていまなお注目される存在であるものの、
その都度スキャンダラスな死ばかりが話題となってきた。一方、近年では全集の出版などによりニュートラ
ルな研究基盤が築かれつつある。著者のこれまでの研究もその地平に位置付けられる。またモラルの規範と
してのマエストロ（師）像が作り上げられ、左派・右派問わず広範な支持を得ている。とはいえ生前は時代
遅れの詩人とみなされ、1960年代の後半から「もと詩人」とでも呼べる姿勢で詩作に臨まなければならな
い試練にも直面している。ここではその一例、1970年の詩「瞑想の語り」を挙げる。

The Pasolini Phenomenon in Italy
    The article presents a reading of the whole of the "Pasolini Phenomenon" in Italy. First, the article discusses
the unstoppable, even meaningless, succession of images of the assassination scandal which has continued
for more than thirty years after the death of the poet.  Second, the article tries to find a neutral ground upon
which to base these studies about Pasolini; it also attempts to orient future studies on the poet. The article
concludes by outlining the shape of a "maestro" for our times, longed for by a vast population of even opposing
political orientations. The so-called Pasolini Phenomenon is recognized, but once the poet was regarded as a
poet "passed" it forced one to assume an attitude of "ex-poet”. Finally, a proposal for the reading of a poem
from 1970, Oral Meditation, written on commission for a collaboration with Ennio Morricone, will be given as
an ex-poet's example.
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パゾリーニの生と死

　とはいえ、あまり知られていないがパゾ
リーニの出生事情もなかなか興味深い。父カ
ルロ・アルベルトはラヴェンナの伯爵家の出
身であり、母はフリウリ地方カザルサの商家
の娘である。母の母はピエモンテ出身であり、
そのバラエティ富む血筋から、パゾリーニは
「イタリア統一の産物」とたびたび自己規定し
ていた（Pasolini su Pasolini. Conversazione
con Jon Halliday [1968-71], ora in Pier
Paolo Pasolini, Saggi sulla politica e
sulla societ , a cura di Walter Siti e Silvia
De Laude, Milano, Mondadori, 1999, p.
1285、邦訳はジョン・ハリデイ、『パゾリー
ニとの対話』、波多野哲郎・訳、晶文社、1972
年、33頁）。それに1922年、ファシストに
よるローマ行進の年に生まれている。父は、貴
族の慣例に倣って将校となり、中尉の位にま
で就いた。熱心なファシスト党員として、
1925年のマッテオッティ暗殺事件で隠密に
重要な役割を果たしたにも関わらず、報いと
しての厚遇は得られなかった。要するに「使
われ損」に終わった。一説に1926年10月
31日にボローニャで起きたムッソリーニ射
殺未遂事件において、犯人の15歳の少年ア
ンテオ・ザンボーニを取り押さえたのがパゾ
リーニの父とされるが、おそらくデマであろ
う。その場でリンチにあい死亡したザンボー
ニが犯人であった確証はなく、謎の多い事件
である。いずれにしてもパゾリーニの父は軍
隊内で挫折し、虚しさを内に抱えていた。
　長男ピエル・パオロも例に違わずファシス
トとして成長しており、青年大学ファシスト
GUFの活動に携わる。その一貫で1942年
にワイマールで開かれたナチスヨーロッパ作
家会議を取材し（イタリアからは夭逝の思想
家ジャイメ・ピントルも参加）、ファシズム時
代のいわゆる優等生であった。将校の息子と
して士官学校に入るためのキャンプにまで参
加し、1943年9月のイタリアの休戦直前に
徴兵されている。後年の反体制知識人のイ
メージからは想像がつかない、健全なファシ
スト青年の姿がみとめられよう。
　パゾリーニが、父のマッテオッティ事件へ
の関与を知っていたか定かではない。父は終

戦まで3年ほど英軍勢力下のケニアで捕虜生
活を送った。そのため精神に異常をきたし、復
員後、死をむかえる1959年まで隠居生活を
送った。
　こうした父と政治的に対照的だったのは、
パゾリーニではなく、弟グイド・アルベルト
である。行動党に加わりパルチザン活動に身
を投じた。そして終戦間際に起こった悲劇、か
のポルツスの虐殺事件においてティトー派と
の内部抗争の犠牲となった。こうして父、弟
とも20世紀前半のイタリア史の直中にいた。
　先ほど指摘したとおり、パゾリーニは死に
よって記憶される。スキャンダラスな死もし
くは謎の死が、常につきまとう一種のアウラ
を形成している。これはパゾリーニを語る際
の障壁と筆者は感じている。彼の死はどのよ
うにこれまで扱われてきたかというと、たと
えばミステリー作家カルロ・ルカレッリに
よって再三テレビで怪事件として取り上げら
れる。また最近のイタリアの本ではハリウッ
ド・スキャンダルと並べられたりもする。日
本でも有名なマルコ・トゥッリオ・ジョルダー
ナ監督の映画『パゾリーニ、あるイタリアの
犯罪』（1995）とその原作本からはじまった
流れだ。ジョルダーナの映画と本は没後20
周年の際に作られたが、2005年には本の仏
訳出版までが行われた。彼はパゾリーニに影
響を受けているというが、その死をめぐる映
画のミステリー仕込みといい、『ペッピーノの
百歩』（2000）や『輝ける青春』（2003）で
のパゾリーニの詩の恣意的な引用方といい常
に見過ごせない歪曲がある。
　パゾリーニ現象を死からの周期で検討して
みると、1985年の10周忌は、まだ死の謎
についてばかりでトラウマは相当強く、全般
的にパゾリーニについて語りにくい状況だっ
た。親しい友人であった小説家アルベルト・モ
ラヴィアは「あれは下層の人々のやっかみが
ひきおこした事件だ。一番の悲劇は、連中が
パゾリーニとは何者か知らずにいることだ」
と死の直後から叫び続けていた（一理あり）。
その他、作家ダーチャ・マライーニ、女優ラ
ウラ・ベッティといったパゾリーニの友人の
言説が支配的であった。
　次いで没後20周年にあたる1995年は、
回顧の動きにおけるローマ一極集中が崩れは
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じめる契機となった。つまりローマの文人
サークルの存在感が薄まり（モラヴィアはす
でに1990年に亡くなっていた）、「パゾリー
ニのフリウリ地方（母の故郷、処女詩集に使
用された方言の土地）」、「パゾリーニのボロー
ニャ（生地、大学に通った街）」、という視点
をとることが可能となってきた（AA.VV., Il
maestro delle primule: dalla meglio
giovent  alla nuova preistoria, Provincia
di Pordenone, 1997やAA.VV., Pasolini
e Bologna, Bologna, Pendragon, 1998
に記録が残る）。フィレンツェでも、手稿が留
まる関係上、展覧会が開かれた。こうして相
対的に、パゾリーニの元友人の発言が全体に
占める割合は減っていく。
　それでは没後30周年の2005年はどう
だったかというと、高齢となった友人たちに
とっては最後の登場機会となった。在ローマ
のアーカイブを兼ねたパゾリーニ財団は、資
金難ゆえ閉鎖されていた。そこで、ローマで
労働組合の雄であったセルジョ・コッフェ
ラーティがボローニャ市長に選ばれてまも
なく、その財団の資料を市に買い取らせる措
置をとらせた。そうしてボローニャの市営シ
ネマテーク付属図書館内に資料館が入居する。
その移設後まもない2004年夏、財団をひと
りで牽引してきたラウラ・ベッティは息をひ
きとった。7月の暑い日にこの世を去った彼
女を墓地で見送ったのはたったの5人だけで
あったという。その後、ボローニャのシネマ
テークは彼女に捧げる特集をいくつか組んだ。
ちなみに彼女の祖父はボローニャ大学の学長
も務めた言語学者である。ラウラ・ベッティ
は、キャバレーやレヴューの歌手として舞台
で活躍し、『甘い生活』（1960）、『アロンサ
ンファン』（1974）、『1900年』（1976）
といったイタリア映画を代表する作品に出演
し、パゾリーニのもとでは、『テオレマ
Teorema』（1968）、『カンタベリー物語 I
racconti di Canterbury』（1972）で個性
的な演技をみせる。皮肉なのが、『エクソシス
ト』（1973）の迫力ある吹替で一般に知られ
るところになってしまったことだ。彼女の吹
き替えといえば、パゾリーニ作品にもいくつ
か例があり、『ソドムの市Sal  o le cento
venti giornate di Sodoma』（1975）の

ヴァッカリ夫人は忘れずにおきたい（フラン
スでは、亡くなる数日前にパゾリーニが監修
した仏語版こそが「オフィシャル」と主張さ
れるが）。いちはやく1978年にパゾリーニ
の伝記『パゾリーニの一生Vita di Pasolini』
を発表した、弟子のエンツォ・シチリアーノ
Enzo Sicilianoはもはやパゾリーニ研究の第
一人者ではなかった。彼は、パゾリーニ回顧
年の最中、2005年7月に亡くなる。2003
年に完結した全集の編纂は、こうしたローマ
の人脈とは遠いところでニュートラルに行わ
れていた。
　パゾリーニをめぐる言説の担い手の変化の
契機は、まさしくメリディアーニ叢書におけ
るパゾリーニ全集の刊行にあるだろう。
1998年にはじまり、5年の間に最終的には
全11巻という前例のない大規模プロジェク
トとなった。ちなみにイタリア文学を代表す
る詩人ジャコモ・レオパルディですら10巻
である。このとてつもない作品量に、評論家
フィリッポ・ラ・ポルタFilippo La Portaは
「アンソロジーが必要」と即座に悲鳴を上げて
いた（L’Unit 紙 2003年5月17日付）。た
しかに未発表の原稿を大幅に取り入れること
に当初から大きな反発があった（アントニ
オ・トリーコミAntonio TricomiのL’Indice
誌1999年4月号の書評など）。実際全集で
は、生前に刊行されたもの、未発表であった
ものが入り乱れ、どれが正当なパゾリーニ作
品corpusなのか見極めるのは困難である。
客観的な検討の土台ができたとはいえ、同時
に、どうにも扱いようのない巨像＝虚像が提
示されてしまったのだ。ゆえにそれまで決ま
りきった定義に頼ってきた、パゾリーニに
「近かった」人々の発言は控えめにならざろう
えなくなった。
　しかし2005年11月2日の命日が近づく
につれ、パゾリーニをめぐる言説は反動的か
つ保守的になる。このような展開に、筆者は
残念に思うと同時に「やはり」という気がし
た。パゾリーニによって町のごろつきから映
画監督となった弟子のセルジョ・チッティは、
30回目の命日を目前にした自らの死の間際
まで「パゾリーニの死の真相を知っている」
と主張した。またもやパゾリーニの「死の謎」
に関心が集められてしまうのだった。ちなみ
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に彼の説に新しい発見はなく、パゾリーニ殺
害の前にチネチッタのスタジオで起こったネ
ガ盗難事件のゆすりがうまくいかなかった腹
いせ、というものだった。以前から唱えられ
ていた説だが、確かに『ソドムの市』のネガ
は盗まれているけれども、同時にフェッリー
二の『カサノバ』（1976）も被害に遭ってい
たので、パゾリーニだけがねらわれるのは辻
褄が合わない。唯一、公式にパゾリーニ殺害
犯と認定されているピーノ・ペロージ“カエ
ルのピーノ”は国営放送に登場し（これで何
度目か）、やっと複数犯であったことを認め
た。とはいえかつて裁判所の判決にも記され
た公然の事実であった（「未特定者との共犯」
と1979 年にペロージは裁かれた）。チッ
ティの告発を受けてお決まりの再捜査請求が
出され（その後却下）、さらにはどちらかとい
うとパゾリーニ後の若い世代に属する評論家
ジャンニ・デリーアGianni D’Eliaまでもが、
未完の小説『石油Petrolio』に死の真相があ
るなどと言い出した。物語の途中、「覚書その
21、エニへのスポット」（ENI「炭化水素公社」
はイタリアの石油戦略をうけもつ電力供給公
社）はなぜ本文が抜けているのか、重大な秘
密を含んでいた原稿が盗まれ、さらにパゾ
リーニは消されてしまったのではとの推論で
ある（L’eresia di Pasolini. L’avanguardia
della tradizione dopo Leopardi, Milano,
Effigie, 2005などにおいて）。すぐさま反論
が上がり、パゾリーニの姪で版権継承者グラ
ツィエッラ・キアルコッシGraziella Chia-
rcossi（文献学の大家アウレリオ・ロンカッ
リアの弟子）は、そのような盗難はなかった
と証言している（La Repubblica紙12月31
日付）。2006年に生誕100年を迎えたエニ
の元総裁エンリコ・マッテイの1962年の飛
行機事故死は、未だタブーで陰謀が解き明か
されることはない。パゾリーニの死とマッテ
イの死が、共にミステリアスに扱われて、い
かがわしく重ねあわされるというレベルにま
で後退してしまった。
　エンリコ・マッテイといえば、公社に身をお
きながらも、アメリカやイギリスの石油メ
ジャーを“セブン・シスターズ”と呼んで果敢に
挑戦を挑み、また原油国にOPEC結成をはたら
きかけたイタリアの雄である（もちろんクリー

ンでない面も多々あるが）。1950年代から
1960年代にかけて、同じようなエネルギー問
題を抱えていた日本でも注目され、今なお出光
佐三とも比される存在である。マッテイは生誕
100周年を2006年にむかえ、イタリアで再
び話題となった。その動きにあわせたのか、
2005年末にはパゾリーニの件の小説『石油』
が、1998年に出た全集版とは異なる新たなエ
ディションでオスカル・モンダドーリ叢書に入
れられた。改めて校訂を行ったのは、全集も担
当したシルヴィア・デ・ラウデであるが、マッテ
イ事件につながる「陰謀説」をにおわせるよう
な新注釈といい、真っ黒の表紙といい、どこか
話題作り先行型の出版であった（彼女は文献学
の基礎もあやしい）。パゾリーニといえばス
キャンダルという一般のイメージをあおる動
きに加担しては研究者としておしまいである。
パゾリーニ自身は、スキャンダルすなわち「動
転し憤ってさわぎたてること」をブルジョワ的
態度として忌み嫌ったのを思い出してほしい
（1963年のドキュメンタリー映画『愛の集会
Comizi d’amore』の電車内でのシーン、「あな
たは憤ってさわいだりscandalizzarsiします
か」とパゾリーニは一等車の乗客である紳士に
たずねる）。
　『石油』とは1970年代のイタリアのアレ
ゴリーであるが、作者パゾリーニがかぎとっ
ていたのは、いわゆる「鉛の時代」の空気で
あった（もちろん「鉛の時代」とは1980年
代になってから作られた用語である）。これま
で「鉛の時代」は、1969年12月12日の
ミラノのフォンターナ広場にはじまるとされ
ていたが、パゾリーニはそれよりはるか以前
のマッテイ事件を起点とする時代観をもって
いたに違いない。しかしパゾリーニの『石油』
とは関係なく、こうした1960 年代から
1970年代を一続きでみなす傾向は、いまや
一般に浸透しつつある（さらにはイタリアの
フリーメーソンP2の発覚する1980年代ま
でも続く）。つまり1968年や1977年の「革
命」による断絶はない、とする見方である。少
なくともイタリアの国家statoの在り方につ
いてはそう言えるかもしれない。
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没後30周年オマージュとマエストロ待望論

　さて筆者自身はなにをしたか。やはり
2005年は特別な年であったかもしれない。
先に、ボローニャ大学でパゾリーニについて
の博士論文を提出した、と書いた。他にも
2005年3月にフィレンツェのヴェッキオ宮
殿の二百人広間を会場とし、「象徴と時代」文
化協会Associazione Segni e Tempi に
よって催されたパゾリーニについてのシンポ
ジウムで報告を行った。同年2月に90歳で
亡くなった詩人マリオ・ルーツィが代表を務
めていた協会である。このシンポジウムへの
参加を、フィレンツェが生んだ20世紀を代
表する詩人へのオマージュとしてもとらえて
いた。さらにボローニャのパゾリーニ財団と
の共催とあっては、ボローニャとフィレン
ツェで活動する筆者が出ていかないわけには
いかない。そこでデビュー時のパゾリーニに
おけるルーツィの影響について語った。うっ
たえるべきは、フリウリ方言で書かれた有名
なパゾリーニの処女詩集『カザルサ詩集
Poesie a Casarsa』（1942）とルーツィ
の散文集『エーベ日記Biografia a Ebe』
（1942）の同時代性であり、両タイトルに認
められるaという前置詞の破格的な用法がい
かにも錬金術派（エルメティズモ）的である
ことだ。そうパゾリーニ自身も評しており、
ルーツィの影響を認めるが、下って1950年
代末に2人は論争を行う。パゾリーニはルー
ツィに代表されるエルメティズモを批判し、
過去のものとして清算しようとする。それは
自らの作家生命への危機感ゆえであり、案の
定、1960年代に入るやいなや、今度は「最
新詩人たち」によってパゾリーニの文学が否
定される。
　2005年12月のフィレンツェ大学イタリ
ア文学科でのパゾリーニ・シンポジウムには
著者は不参加におわる。せめてパゾリーニの
専門家が中心となって全体をオーガナイズし
てほしかったのだが、結局、散漫なプログラ
ムとなった。フィレンツェ大学のマルコ・マ
ルキはパゾリーニについてこれまで折に触れ
書いているが、3月の会には参加したものの
12月の会には関わらなかった。
　これまで30回忌の報告をしつつ、最近の

パゾリーニを巡る動きを描いてきた。あらた
めてパゾリーニ現象について考えてみると、
いま彼が持ち上げられるのは、主に1970年
代前半に書かれた社会評論ゆえであるといえ
よう。保守派を代表する新聞「コッリエーレ・
デッラ・セーラ」などでの連載をまとめた『海
賊論集Scritti corsari』（1975）や死後出
版となった『ルター派書簡Lettere luterane』
（1976）における文明批判、義務教育撤廃、
反テレビ、アルカイックな過去へのノスタル
ジー、反進歩、反グローバル化、反ヨーロッ
パといった主張が、最近になって共感を得て
いるのである。21世紀になってはじまった
混迷期における予言者＝預言者期待論がパゾ
リーニに向けられた。いわばイタリアでよく
言われる「マエストロ」（師）の不在に対し、
パゾリーニはなんらかのかたちで応えてくれ
る。カリスマ待望論ならぬマエストロ待望論
である。マエストロとしてのパゾリーニ像
は、たとえば現在もイタリアの良心として注
目を集める前民主党党首ヴァルテル・ヴェル
トローニについての記事において、学生時代
の彼がパゾリーニと共に映っている写真が
しばしば用いられることからも確認できる

（ l Venerd 誌 2009年8月21号など）。パ
ゾリーニは現在のリーダーの洗礼者であった、
ということなのだろう。
　盟友ラウラ・ベッティが監督した2001年
のドキュメンタリー映画『パゾリーニ　夢の
論理Pasolini: la ragione del sogno』（翌
年の東京のイタリア映画祭で上映）の最後の
シークエンスでは、合成によって現在の
ニュースの現場にパゾリーニが立ち会い、「現
代の英雄」として描かれる。主に左派の知識
人や若者に支持されるが、それだけでなく右
派の人々にもうけがよく、これは生前の状況
からは考えられないことである。彼はイタリ
アの左翼や若者からもそっぽを向かれていた
のだから。1990年代末からパゾリーニは、
「良識」としての保守を吸収してきたが、離婚
反対や中絶反対を唱えるのはむしろ、欺瞞を
斥け、離婚や中絶が可能であれば即リベラル
というわけではない、という逆説による批判
的態度の表明であることに気付くべきであろ
う。
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時代遅れの詩人

　実際、彼の社会評論がアクチュアリティを
もつか疑問である。たしかに「均一化Omo-
logazione」、「非文化acculturazione」、「文
化の抹殺genocidio culturale」、あるいは
「人類学的変質mutazione antropologica」な
どと今では頻繁に用いられるキャッチフレー
ズを流布させたのはパゾリーニである。しか
しこれらの用語のもとにはグラムシがいたこ
とを見逃してはならない（アントニオ・グラ
ムシの用語法について、筆者は2009年2月
にボローニャ大学イタリア文学科でレク
チャーを行った）。それに、パゾリーニの友人
かつライバルであった詩人フランコ・フォル
ティーニが喝破していたように、1960年代
に社会学の分野ですでに言われていたことを
パゾリーニは繰り返したにすぎない。とはい
えパゾリーニにおいてはマスメディアの使い
方が新しく、必ずしも大衆の支持は得られた
わけではないが、1970年代の時流に乗るこ
とは果たされたとはいえよう。テレビに代表
されるメディアの批判をさかんに行っていた
パゾリーニだが、実はそれとうまくたわむれ
利用する術を知っていた。パゾリーニを偶像
視する向きには不快かもしれないが、この点
は指摘されるべきである（たとえば、1970
年の『デカメロンDecameron』がポルノと
うけとめられてヒット作となったのは、予想
外というよりねらいのうちだったのではない
か）。メディアをうまく使ったが、やはりパゾ
リーニに新しい主張はなかった。1960年代
においてすでにイデオロギーの消える時代、
テロの時代の到来は予想されており、実際
1970年代はそのとおりとなった。
　予言者のように扱われるパゾリーニだが、
実は1950年代の終わりに時代を読み誤って
いた。それは新資本主義の到来が見抜けな
かったことを意味する。新資本主義とは高度
成長時代、マスの創出（プチブルの出現）、規
範の見直し、ヒエラルキーの崩壊などといっ
た一連の現象を伴って生起したものである。
戦後に流行ったネオレアリズモでもなく、
1950年代半ばに興った実験主義でもないと
いわれるなか、先に書いたように、パゾリー

ニは「時代遅れ」とみなされるようになった。
もはや文学は、ブルジョアあるいは知的エ
リートの戯れではありえず、新前衛派へと向
かう。文学は終わり、パゾリーニは文学的に
終わった。まさしくこの時期に彼は映画を撮
りはじめた。と同時に、文学的に終わった詩
人、時代遅れの詩人、「もと詩人」として書き
続けていく。
　「もと詩人」としての姿勢は、機会に応じて
詩を書くことにあらわれる。1962 年から
は、映画台本への付録（映画撮影の合間に書
いたという体裁で）、あるいは散文の合間に挿
入されるものとして詩が発表される。詩の不
可能性、または不可能性における詩は、
1960年代における言語一般の変化によって
ひきおこされたとも考えられよう。フリウリ
方言詩でデビューし、イタリアにおける純粋
詩を標榜していたパゾリーニには常に詩語の
問題は切実であった。もともとイタリア語で
はなく方言こそ詩に適していると考えていた
パゾリーニにとって、イタリア語の変質に伴
い、詩語そのものの概念を変えなければなら
ない事態となっている。それが「もと詩人」と
しての再出発につながったのだろう。1960
年代半ばにいたっては、『実験室より（マルク
ス主義的言語学のための詩的覚書）D a l
laboratorio (Appunti en po te per una
linguistica marxista)』（1965）に代表さ
れるように、言語学的、さらには文化人類学
的、記号論的なアプローチによる評論活動に
精を出している（新たなアカデミズムへの接
近は多分にジェスチャーでしかないようにも
映る）。そうして書き貯められたものは
1972年の論集『異端的経験論Empirismo
eretico』にまとめられることになる。
　「もと詩人」の詩とは、「～のような詩」で
ある。たとえば「抒情詩のような詩」の例と
なりうるのが、1974年の詩集『新しい青春
La nuova giovent 』であり、今日パゾリー
ニの最も美しい作品集とされる1954年の
『最良の青春』のリメイクとなっている。しか
も1954年にフリウリ方言で記されていた詩
は、1974年の新しい方言である折衷語（テ
クニカルな標準イタリア語と方言の混声言語）
によって書き直される。そこには、1970年
代におけるアルカイックな文明の喪失にあわ
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せた内容の改変も伴われる。こうした根本的
な社会考察と言語的な作業を経た詩は、あく
までも偽抒情詩的としか呼べなくなってしま
う。だから詩人本人によって、『新しい青春』
は評論集『海賊論集』とあわせて読むべし、と
指定される。かつてパゾリーニが志向した純
粋詩は不可能となっているのだ。

1970年代の詩

　ここで具体的に、「もと詩人」の「抒情詩の
ような詩」となる例をひとつ挙げてみる。
1970 年の「瞑想の語りMeditaz ione
orale」である。映画音楽の大家であるエンニ
オ・モッリコーネの旋律のためにあえて用意
された、まさしく「共作」と呼べる詩である。
よって1960年代に頻出した、機会に応じて
作られる、頼まれ仕事としての詩である。詩
はもはやこのようなものでしかありえないと
いうひとつの例となろう。
　ちなみに注文主はローマ市当局であり、遷
都100年を記念したレコード向けであった。
ローマの下町すなわちボルガータの詩人とい
う1950年代のかつてのイメージをみずから
再生産しつつ、ラジカルな社会構造の変革
（例の「人類学的変質」）を抒情詩的感性で
もってとらえている。自己のパロディという
手段を用いた新たな社会批評のかたちといっ
てもいい。
　詩人本人の朗読と、モッリコーネの現代音
楽（実は彼の持ち味はこれにあり、パゾリー
ニ監督『テオレマ』での仕事が思い出される）
が重なりあった作品であり、良質の録音が
残っている。今ではインターネット上で比較
的簡単に見つけられるだろう。

瞑想の語り

　ローマは植民市であった
　バカンスに訪れるところ
　多くの人が住んでいた、社会的立場を明確
にしない詩人たちが、

　役人からは自由でも、警察にはいくらか畏
れを抱いている。

　20世紀には晴れ間が足らなかった。
　消えゆくものは刹那の苦しみをもたらす。

　唯一真なる苦しみは夢のなかにあった。夢
のなかでは

　この街を永遠に去らねばならないようだっ
た。

　植民市を惜しみ泣くことはない、それでも
　この軒の下で大半の歴史が流れていった
　（日没の色でもって）
　非情な歴史だった。
　ファシストとリベラルのあいだの賭けだっ
た。

　意外にもリベラルが、臆病でどこか間抜け
だったが、

　（度胸のない南部人たち）
　賭けに勝った。強き者がうち負かされたの
だった。

　国家機関が知らぬところで大半の歴史が流
れていった

　しかし涙がこの街の夢に降り注いだ、
　奇跡のように、まったく理解不能だ、
　激しい涙が、宇宙に降り注いだようだ、
　帰還なき出発のための別れの涙
　それからバカンスがまたはじまり、
　孤独のあくなき願望もはじまる。
　このアスファルトの上を大半の歴史が流れ
ていった

　8 月の太陽にもびくともしない岩の壁に
沿って、

　大半の歴史が流れた。年老いた議員たちが、
　かくれず
　厳かにたたずんで
　自らの場所を取り戻す、笑みと厳めしさで
　支持者に向けて、世界と調和しつつ。
　レアリズモは人それぞれ！
　輝かしい北部と秘された南部において
　賭けに勝った、
　民衆の笑みかプチブルの真面目さか
　とにかく再確認された自負が
　階級から解放された詩人の巡礼を再開させ
　義務も予定もない詩人
　ひとしきり泣いたあとに、ありえないこと
に

　あの孤独の欲求。
　自分にそのままとっておいた、完全なる幸
せを与えてくれる孤独。

　夢のなかで泣いていた目は
　いまや見つめている
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　制限時間も終わりもなく。
　この先ずっと昼や夜を使って。
　歴史が忘れていたことしか起こらない時間。
　もちろんだとも、本気じゃないさ。
　バカンスだったんだ
　まったく非難のもとでしかなかった
　ローマは新たな戦いの中心地だった。
　この野蛮人はどこからやってきたんだ？
　なに、ここで生まれたのさ、メルラーナ街、
エウクリデ広場、

　チェントチェッレなんかで。だいたいいく
らか元気がないのがいい。

　そうすれば彼らの父親の顔そのものだ、敗
北の父や勝利の父、

　とはいえ一様に過去にうもれている、涙が
なんの意味もなく、

　孤独の欲求は本気でない。
　歴史はふたたび流れはじめた、
　しかし午後4時の駐車場には静寂と太陽が
あり、

　コンコルディア宮のうらの空き地には誰も
いなかった

　P.P.P., Meditazione orale [1970], da
Poesie per musica, in Id., Tutte le poesie,
vol. II, a cura di Walter Siti, Milano,
Mondadori, pp. 1325-1326

　意味がとれたとしても不可解な詩である。
ただ「永遠の都」の記念事業であることを鑑
みれば、パゾリーニにとってのローマが、処
女長編小説『生命ある若者Ragazzi di vita』
（1 9 5 5 ）や初監督映画『アッカトーネ
Accattone』（1961）の舞台となった前近
代的なスラムの集合体であるユートピア（理
想郷かつ非存在との意味における）ではなく、
1970年代的な陰謀うずめく官庁Palazzo
（すなわち権力Potere）の街とのメタファー
を帯びる転換期をむかえていることはわかる。
しかしPalazzoは、ここではまだ「国家機関
Ministeri」と直接的に呼ばれる。1975年の
死の直前に纏められた『海賊論集』で繰り広
げられるPalazzo論から、その後、ジャーナ
リストであるエンツォ・ゴリーノが取り上げ
ることで、この語は政治用語として一般にも
浸透した（Enzo Golino, Pasolini: il sogno

di una cosa. Pedagogia, eros, letteratura
dal mito del popolo alla societ  di massa,
Bologna, Il Mulino, 1985）。同じくパゾ
リーニの指摘した「ホタルの消滅」が、いま
では1970年代のトポスとしてアルカイック
な文明の消失をあらわすようになっている。
　注意すべきは、この時期の詩を、作者自ら
「まずい詩」と呼んでしまっている点である。
この定義が実際に用いられたのは、パゾリー
ニが学生運動に異をとなえた、1968年の詩
「イタリア共産党を若者にIl PCI ai giovani!!」
に付した「弁明」の文中である（Apologia, in
«Nuovi Argomenti», n.s., n. 10, aprile-
giugno 1968, ora in P.P. Pasolini,
Bestemmia: tutte le poesie, Milano,
Garzanti, 1993, v. IV, p. 695、詩の邦訳
は四方田犬彦、「藝術学研究」、第4号、明治
学院論叢544、1994.3、pp. 60-63）。対
極として念頭にあるのは1940 年代から
1950 年代の自己愛の詩、それも方言詩で
あったろう。「まずい」と言ってしまうのは、
もちろん方便であるが、1960年代末の扇動
的な態度さらには美的判断の回避のためで
あったろう。
　一方で1971年から1973年にかけて失
恋の悲しみ（監督作品の多くに出演したニ
ネット・ダヴォリが結婚したことによる）を
こめた連作『趣味のソネットL’hobby del
sonetto』をひそかに書きためていた。もち
ろんシェイクスピアの模倣であって、純然た
る美しい詩だが、当時発表されることはな
かった。いわゆる抒情詩を依然として書けた
わけだが、それはきわめて個人的、自らにとっ
ておくべきものであって、「まずい詩」や散文
のような詩とはまったく異なる扱いであった。
　上に例として挙げた詩と同種のものが、『テ
オレマ』（1968年当時としてはめずらしく
メディアミックスとして映画と同時に小説が
発表されている、邦訳1970年講談社刊）の
巻末、あるいは『王女メディア』（邦訳1973
年講談社刊）の付録に、米川良夫氏の訳で確
認することができる。すなわちそれらは異な
る構造のものなかに紛れ込むもの、パゾリー
ニが生涯通して好んだ「パスティーシュ」を
生みだすものとして副次的に存在している。
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結

当時まったく見向きもされなかったパゾ
リーニの「まずい詩」だが、皮肉にも、近年
編まれるアンソロジーにおいて1970年代以
降のイタリア詩を代表するものとしてあらた
めて評価されている（たとえば Il pensiero
dominante. Poesia italiana 1970-2000,
a cura di Franco Loi e Davide Rondoni,
Milano, Garzanti, 2001）。
　一般的にもいま1970年代の詩に関心がい
く。というのも時代自体があまりに重すぎて、
そのときしか通用しない詩が残されてしまっ
たからだろう。もちろん詩に限った現象では
なく、1970年代の芸術はあまりに時代性が
強く、その時にしか共感・共有できない性格
をもつ。当時、そのような事態を自覚してい
た人は少なかったろうが、パゾリーニは極め
て意識的であり、時代性のなかにあえて自分
を投企したのではないだろうか。時代性とは、
それに居合わせた者にとってはまったくアク
シデンタルなものである。もともと普遍を目
指すべきものである詩を、恣意性に委ねてし

まう確信犯パゾリーニであった。
　スキャンダラスな存在としてパゾリーニを
みなし、死の瞬間ばかり取り沙汰する傾向に
抗って、無作為に作品を取り上げてパゾリー
ニを照射してみたい、それが当論考の隠れた
ねらいのひとつであった。それは死を特権化
しないためである。パゾリーニの最初期の詩
について討論していたとき、全集の監修者
ヴァルテル・シーティは「パゾリーニにとっ
て死はさほど意味はない」と言った。死はそ
れくらい当たり前であり、死は遍在するとい
うことでもある。
　本稿では昨今の「パゾリーニ熱」について
述べてきたが、最後に2007年より毎年発刊
されている国際的な学術専門誌「パゾリーニ
研究Studi pasoliniani」を紹介しておきた
い。パドヴァ大学のグイード・サンタート教
授を中心に編集がなされ、パゾリーニ学の確
立と今後の新たな展開を主眼としている。著
者の論文「日本におけるパゾリーニPasolini
in Giappone」が2010年秋発行の第4号に
掲載決定との過日の知らせと共にこの小論を
終えたい。
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リバプール、海商都市の歴史観光

奴隷貿易、負の遺産を見すえて

　リバプールは近世以降、世界有数の港湾都
市として発展したところである。また、
1960 年代に一世を風靡した音楽グループ
“ビートルズ”の出身地であり、サッカーでは
イングランド・プレミアリーグ（プロ1部）で
ビッグ4（*）の一角をなす人気チームを擁す
る大都市でもある。
　＜＊リバプール、マンチェスターUnited、

とロンドンのチェルシー、アーセナル＞
　しかしながら世界的海港都市リバプールの
発展の、そのかなりの部分を担ったのは18
世紀を最盛期とする“奴隷貿易”であった。
ヨーロッパ中世から近世にかけての海上商業
貿易の繁栄は、15世紀までの「地中海⇔北ア
フリカ」諸都市を結ぶものから、16世紀以降
大西洋側の「カナダ、アンティル諸島（西イ
ンド諸島）、西アフリカ ⇔ イギリス・フラン
ス・オランダほか大西洋につながる諸国」の
間の、いわゆる三角貿易へと移行していった。
この間、約400年間、16～19世紀にわた
りアフリカと北アメリカ‐ヨーロッパ間、大
西洋を横断する奴隷貿易において、取引され
た奴隷の約10分の1、約150万人のアフリ
カ人が船でリバプールに、またリバプールを

経由してブリストルやロンドンその他へ輸送
されたのである。
　リバプールから最初に出港した奴隷船はリ
バプール商人の船で、1699年10月3日
220人のアフリカ人をバルバドスへ運んだ
という。それから20年、奴隷貿易はゆっ
くり発展した後、急激に成長する。1750
年頃までリバプールからは、アフリカへよ
りも他の主要奴隷貿易港ブリストルやロン
ドンへ、より多くの船が出航していった。リ
バプール商船こそ、奴隷取引が禁止される
1807年まで、奴隷貿易の中心に位置して
いたのである。奴隷貿易が合法だった最後
の15年間、リバプールは英国の奴隷取引
の80％、ヨーロッパの取引の40％以上を
扱っていたのである。 （1）

　奴隷貿易は、リバプールの形成と今日の大
都市への発展に大きく寄与した。しかるに、
「全体としての奴隷貿易がイギリス経済にどう
いう意味をもったかという問題は、これとは
別に論じられるべき」（川北稔） （2） である。ま
た一方に、奴隷貿易と砂糖プランテーション
（西インド諸島）こそがイギリス産業革命を生
んだとするグループがおり、他方には奴隷貿
易やカリブ海の砂糖プランテーションは
「誤った投資」だ、とするアダム・スミス以来

種田　　明 Akira OITA
文化政策学部文化政策学科 Department of Regional Cultural Policy and Management, Faculty of Cultural

Policy and Management

Liverpool-Maritime Mercantile City, a historic city tour

　本研究は2008年欧州文化首都リバプールを分析の対象にしている。中世の小さな漁村は、18世紀第一
四半期から19世紀初頭まで「（いわゆる奴隷）三角貿易」の中心の港として繁栄した。奴隷貿易廃止（1807
年）以後は、南北アメリカ・オーストラリアおよびその近隣やその他への海外移民の送出港として、ある研
究者によると900万人（かそれ以上）のヨーロッパの人びとを見送ってきた。
　こうした「負の遺産」にもかかわらず、2004年にはユネスコ世界遺産リストに登録され、2008年には
欧州文化首都に選定されている。　　　　　　　（文化政策研究科長研究費08調査研究報告/種田担当分）

    This paper analyzes Liverpool. Its waterfront area of the city, Liverpool-Maritime Mercantile City, was granted
UNESCO World Heritage and was registered with the WHC-List in 2004.
    Liverpool, but we know was mainly in the 18th and in the beginning of the 19th century the apex of the
‘slaving triangle’ in which manufacturing merchandise of Britain was traded for African slaves, who were then
shipped to the West Indies (now Caribbean) and America where they were in turn exchanged for raw cotton,
sugar and tobacco.
    Liverpool, after the abolition of the trade (1807), was the port that continued to grow and to cope with
wholesale British and European emigration, which a researcher counted up to 9 million people leave for the
Americas, Australasia and so on between 1830 and 1930.
    Although Liverpool has its ‘negative’ inheritance, the city is selected as European Capital of Culture for
2008.
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の説を支持するグループがいた。計量経済学
的な手法によっても、奴隷貿易は100％以上
の利益をもたらしたという見解がある一方、
収益率は意外に低く、末期にはリバプールの
商会の多くは破産状態にあったとする説もあ
る。
　さまざまな学説・数量計算があり、奴隷貿
易に関しては推計で論じられることがほとん
どである。諸説の中で一致している事実は、リ
バプールがイギリスの、さらにはヨーロッパ
の奴隷貿易の“首都”であったことである。人
権侵害・人種差別を言うまでもなく、奴隷貿
易はリバプールの「汚点、負の遺産」である。
しかしながら奴隷貿易による発展こそ、リバ
プールに都市としての固有の歴史的文化的性
格を付与し、都市インフラの背骨となったも
ので、これを抜きにしてリバプールを語るこ
とはできないのである。
　リバプールの港湾や市内にある産業遺産を
含めた歴史遺産と博物館（後述）の展示・内
容は、ほとんどが“18世紀リバプールの「奴
隷貿易」「港湾設備」「都市」「商業」に関係す
るもの”である。以下にリバプールの成長・発
展・展開をたどってみることにする。

都市リバプールの発展

　現在、イギリスの十大都市の1つであるリ

バプールの人口は、約47万人である。（表（1）
参照） 日英比較をすると、日本の政令指定都
市（人口要件70万人程度以上）19と中核市 （3）

の39を加えた58市が、イギリスでは人口要
件のみのベスト10で3位～10位に入って
しまう。また日本の海港都市でリバプールと
ほぼ同規模なのは、中核市の長崎市（45．7
万人：2005年）、横須賀市（43．3万人：同）、
人口要件だけでなら倉敷市（46．8万人：同）
である。
　都市については、地域・民族・宗教などの
違いから歴史研究の4つの領域〔日本・中国・
ヨーロッパ・イスラム圏〕で、それぞれに「都
市論」「都市史」「都市政策」があり一般論と
しては論ずることができない。したがってこ
こで、ヨーロッパの都市の発展はいったいど
のようなものであったか、を人口の増加の変
遷だけから英・仏比較し300年を概観したの
が次の表（1）である。　　
　周知のように、第2次大戦まで輸送の主役
は海洋・河川・運河の利用、すなわち船舶で
あった。表（1）の都市を地図で位置確認して
みると、内陸都市で河川・運河に沿う少数を
ふくみ、すべての都市が物流の拠点である「港
湾」設備をもち、水運で他とつながっている。
　リバプールは、1207 年にジョン王から
「チャーター（自治都市勅許状）」を獲得した
が、その後のほぼ500年間はちっぽけな“漁

表（1） ： 英・仏十大都市の人口比較（4）

イギリス   フランス�

1700年 2001年 （万人）/ 1700年 1800年 2004年 （万人）�

1）ロンドン 575000�

2）エディンバラ 36000�

3）ノリッジ 30000�

4）ブリストル 20000�

5）エクセタ 14000�

　 ニューカスル 14000�

7）グラスゴウ 13000�

8）アバディーン 12000�

　 ヨーク 12000�

10）コルチェスタ 10000�

 　ダンディー 10000�

グレート・ヤーマス 10000

 1） ロンドン 717.2�

 2） バーミンガム 97.1�

 3） グラスゴー 63.0�

 4） リバプール 46.9�

 5） リーズ 44.3�

 6） シェフィールド 44.0�

 7） エディンバラ 43.0�

 8） ブリストル 42.1�

 9） マンチェスター 39.4�

10） レスター 33.1

 1）パリ 500000�

 2）リヨン 97000�

 3）マルセイユ 90000�

 4）リール 60000�

 5）ルアン 50000�

 6）ボルドー 45000�

 7）トゥルーズ 43000�

 8）ナント 40000�

 9）アミアン 35000�

10） オルレアン 32000

 1）パリ 550000�

 2）リヨン 109000�

 3）マルセイユ 101000�

 4）ボルドー 96000�

 5）ルアン 80000�

 6）ナント 77000�

 7）リール 56000�

 8）トゥールーズ 50000�

 9）ストラスブール 49000�

10） オルレアン 48000

 1） パリ＊ 964.5�

 2） マルセイユ 79.6�

 3） リヨン 46.8�

 4） トゥールーズ 42.7�

 5） ニース 33.9�

 6） ナント 27.6�

 7） ストラスブール 27.3�

 8） モンペリエ 24.5�

 9） ボルドー 23.0�

10） リール 22.2�

パリの（＊）印：都市的地

域を含む、の意。�
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村”にすぎなかった。1700年（表（1））で
はまだまだ十大都市には入っていない。とい
うことは、人口が1万人にも達していなかっ
たということである。ところが1715年、リ
バプールに最初の奴隷貿易のための商船建造
ドックができると、リバプールは「三角貿易」
（図（1））の一角として重要性を増し、1807
年の奴隷貿易廃止までに一気に大都市の仲間
入りを果たしていったのである。

ターとして、寛永期（＊）には町方人口だ
けで15万人、元禄期には35万人、享保
期には50万人、武家人口をあわせ100万
都市となった。

　　石山本願寺の寺内町、秀吉による政治都
市としての歴史をもつ大坂は江戸時代に入
り、全国各地の商品や年貢米の集まる中央
市場の地位を確立した。大坂三郷の人口は
町人が大多数を占めるが、寛永期に28万
人、明和期（＊）には42万人を数えた。

　　宮都として長い歴史をもつ京都は、寛永
期には全国一の41万人の人口があったが、
享保期には34万人に減少して、江戸・大
坂に次ぐ第三の都市になってしまった。

　　江戸時代中期以後、人口10万人以上の
都市は三都に金沢・名古屋を加えて5都市、
人口1万人以上の都市は50以上存在した。
このほか各藩の大名城下町や港町・宿場
町・鉱山町・寺社門前町に加え、地方の比
較的小規模な人口数千人程度の在郷町の発
展もみられた。

　（参考（＊）寛永（1624‐43）；
　　　　　 元禄（1688‐1703）；
　　　　　 享保（1716‐35）；
　　　　　 明和（1764‐71））

海港としてのリバプール、そして現在

　リバプール大聖堂は港からほど近く、
アングリカン・チャー チ

イギリス国教会建築として第1級のものとい
われる。かつては修道僧が、小舟でマージー
川をわたっていたと記録にあるが、どこの修
道僧なのか不明である。この小舟が現在の
「マージー・フェリー」になったのである。
マージー川河口にドック（前記：1715年）が
できた時期はまた、“産業革命”が始動しはじ
める時期でもあった。近代の工場制機械工業
の先駆けとなるR・アークライト（1732-
92）がクロムフォードに水力紡績機を稼働
（～1991年まで操業）させたのは1783年。
拠点の産業都市マンチェスターは、リバプー
ルからわずか40kmほど東に位置する。リバ
プールはマンチェスターと川と運河・道路そ
してのちに鉄道で結ばれ、産業革命の拠点と
貿易の拠点（海港）として、楕円の2つの重
心のようにして発展していったのである。

　ロンドンやブリストル、あるいは産業革命
期に勃興した諸都市と比較しても、また当時
イギリスのライバル・フランスの諸都市と比
較しても、リバプールの固有の歴史的文化的
性格（＝奴隷貿易）はきわだっていた。フラ
ンス奴隷貿易には、三角貿易の「投資（＝奴
隷船の艤装に出資）者は多数・多層〔商人以
外からも〕」だったこと、一港でなく「多数の
港（ナントほか小港町ラ・ロシェル、サン・マ
ロ、さらに大都市ボルドー、ルアンまで）」が
奴隷船の母港であったという特徴があった。
川田順三は：
　　三世紀にわたる奴隷貿易の結果、数千万
人という規模（…略…）の黒人がアフリカ
から連れ去られ、北・中・南アメリカ諸国
の多くは、その後遺症として今日でも、黒
人問題をかかえている。しかし奴隷貿易で
多くの利益を得たフランスの港町を今歩い
ても、博物館や古文書館で調べないかぎり、
これらの港町がそういう暗い過去をもって
いることはわからない。…略… （5）

という。リバプールの国際奴隷博物館や市内
の建造物の標識に、奴隷貿易関連事項が明示
解説されているのとは対照的である。
　さらなる同時代の比較対照のために、鬼
頭宏の日本の都市人口のデータをみてみよ
う： （6）

　　江戸は幕府所在の政治的中枢都市であり、
巨大消費都市として、大坂に次ぐ経済セン

リバプール�

火器・アルコール・繊維製品� タバコ・原綿・砂糖／奴隷�

西アフリカ沿岸� カリブ海域（西インド諸島）・北アメリカ�

奴隷（アフリカ人）�

図（1） ： 三角貿易（slaving triangle）
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　エイザ・ブリッグズは「のちにブリストル
に代わって発展をとげる北部の港湾都市リ
ヴァプール（ママ：以下同）は、1800年に
は王国で二番目に大きな都市となり、「優雅な
邸宅」と堂々たる公共建築を誇りにしてい
た」。そしてさらに「社会史にとって画期的な
出来事である1801年の最初の社会調査で
は、2万人以上の人口をもつ都市の数は15に
すぎなかったのが、1851年に28、1891
年には63を数えるまでになった。」「…マン

キャピタリスト

チェスターには多数の大「資本家」が存在し、
…一方のバーミンガムには小規模の雇用主が
多かった。商業の町リヴァプールはまたべつ
の特徴をもっており、膨大な数の季節労働者
をかかえていた。」（7） と記している。
　　（下線、和数字を算用数字に変換：種田）
　すなわち、奴隷貿易の廃止後もリバプール
は発展を続けたのである。リバプールのドッ

マイル

クの規模は、港湾をとりまいて全長約7哩（約
10km）にもおよび、リバプール港が扱った
のは普通貨物の輸送だけではなく、ヨーロッ
パからアメリカ・オーストラリアとその近辺
の南洋諸島への大量の“移民” （1830年～
1930年に推計約900万人：海事博物館資
料より）であった。現在、観光の中心となっ
ているアルバート・ドックが開設したのは
1846年。そして歴史上に著名な船舶「タイ
タニック」「ルシタニア」「エンプレス・オブ・
アイルランド」号等は、リバプールで建造さ
れたか、リバプールから出港したものであっ
た。奴隷から移民へ、三角貿易から貨客輸送・
商業貿易へと遅滞なく移行・発展・展開でき
たことが、リバプールの現在につながったの
である。
　18世紀の中ごろ、マージーサイドはすで
に発展の中心になっており、「リヴァプールの
港湾計画も構想されていた。すでに1759年
には、リヴァプールのある技師が人工運河「サ
ンキー運河」を建設していたのである。」「ペ
ンニン山脈を横断するもっとも重要な水路、
リーズ＝リヴァプール間運河は、1770年に
着工され、1816年にようやく完成した。」（8）

運河時代の初期は馬車時代の全盛期でもあり、
運河建設の最盛期（1790年代）はすぐに鉄
道の時代にとって代わられるのであった。
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　現代、かつての奴隷の子孫がイングランド
に逆流してくる事態へ眼を転じてみよう。リ
バプールも移民・（経済）難民を数多く抱えて
いるのである。A・ブリッグズ（同上書）は次
のように記している：（9）

　…1948年以前においては、イングランド
への非白人系移民の数はごくわずかにとど
まっていた。非白人系移民たちが「よく見
かける」存在になったのは、1950年代の
ことである。初期には、旅行会社が派手な
宣伝をうって、おもに西インド諸島からの
出稼ぎを積極的にうながした。現地の低賃
金と高い失業率とあいまって、イギリスの
豊かさと当時の労働力不足が出稼ぎブーム
に拍車をかけた。1948年に、ジャマイカ
だけで547人が入国した。…1955年に
なると、入国者の数は1万8561人にもの
ぼり、その3年後には1万9920人になっ
た。1957年以前は入国者の大多数が成人
男性だったが、その年からようやく女性と
子供の姿がちらほら見かけられるようにな
り、その後の2年間に、女性と子供の数は
男性をしのぐまでになった。これは、入国
者たちが定住する徴候のひとつであった。
新たな移民たちは、そのほとんどがイギリ
スに「母国」としての期待を寄せており、か
つ、イギリスに入国して定住する権利
（1948年の連合王国国籍法で定められて
いた）をもっていた。…略…

レイシャル・ディスクリミネイション

　　偏見と衝突が渦巻く中で、人種差別（ま
レ イ シ ズ ム

だ「人種的偏見」とは呼ばれていなかった）
や移民制限、治安活動などの諸問題がよう
やく議論されはじめた。…ドイツやスイス
に労働者として移ってくるトルコ人やスペ
イン人やポルトガル人とはまったくちがっ
て、イギリスに働きにくる移民はイングラ
ンドとなんらかの文化的つながりをもつ旧
植民地の出身者であった。にもかかわらず、
彼らがやって来る背景や彼らの生活様式に
ついて、イングランド人が知っていたこと
はごくわずかであった。忘れ去られていた
歴史がいまやつぎつぎとよみがえってきた。
カリブ海周辺からの移民ラッシュのあとに
は、インド亜大陸周辺からの移民が押し寄
せてきた。…71年には移民人口が120万
人になった。…略…
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　緊張が高まる中で1981年の（改正）連合
王国国籍法は、「本国と植民地の住人に同一の
市民権を与えていた「700年の伝統」に終止
符をうち、市民権を3種類、すなわち本国人
にたいする市民権、英領植民地住民にたいす
る市民権、英連邦加盟諸国の住民にたいする
市民権」に区分することとなった。この間に、
EC[ヨーロッパ共同体：現在のEU]への加盟
（1973年）やメディアを通じてのアメリカ
文化の影響、そしてその後のサッチャー時代
（1979～1990年）を経た時点で、社会史
家A・ブリッグズは言う「私たちは、（コン
ピューターを手にもって）イングランド社会
の歴史がはじまった地点に舞い戻っている」
のである、と。
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　リバプールは2004年に世界遺産に登録、
そして2008年の欧州文化首都（10）に指定さ
れた。世界遺産、文化首都への登録・選定に
あわせ、“マージーサイド”一帯はおよそ1億
ポンド（約160億円）をかけた再開発と整備
が進んだ。すでに7つの博物館施設（11）が開
設され更新されている。なかでも「海事博物
館」と、2007年《奴隷貿易廃止200年記
念の年》に一部開館した「国際奴隷博物館」
は、リバプールの「固有の歴史的文化的性格」
を来館者に真正面から呈示している。市内各
所には、文化首都の“イメージキャラクター”
の犬が、象徴的な意味をあらわすように彩色
され、たたずんでいた。
　この彩色はいったいなにを象徴しているの
だろう。そしてこれから先、これまでの歴史
の汚点、負の遺産に正面から向き合ってきた
リバプールはいったいどこへ向かっていくの
だろうか。同市には「Mersey Waterfront
Regional Park」建設計画があり、さらなる
再開発が進捗し始めたという。それゆえ、リ
バプールの将来のキーワードは「海」「国際／
世界」「人」ではないか、と私はいま考えている。

【注記・備考】

（1）“International Slavery Museum”（National
Museums Liverpool, Liverpool 2007：博物館の
解説パンフレット）から引用・略訳。また最近の研究
では、当時のリバプールの富の少なくとも40％は奴
隷関連事業からもたらされたものであると示唆されて
いる。（同パンフより）

（2） 川北稔（責任編集）『歴史学事典 1 交換と消費』弘文
堂、1994年、p.643～645。

（3） 地方自治法改正（1994年）で制度化された、人口30
万人以上・面積100平方km以上の都市（39市）を
いう。政令指定都市に準じた国の事務が移譲される
が、行政区の設置はできない。

（4） イギリス「1700年」、フランス「1700年」「1800
年」の出所：深沢克己『海港と文明　近世フランスの
港町』山川出版社、2002年、p.57（表3、表2、表
4）より。イギリスの人口「2001年」、フランスの
人口「2004年」は：『2006データブック オブ・ザ・
ワールド―世界各国要覧と最新統計―』二宮書店、
2006年より。

（5） 川田順三「「善き野蛮人」から「野生の思考」へ」（二
宮宏之編『深層のヨーロッパ』（民族の世界史9）山
川出版社、1990年所収：p.193～224、引用は
p.205～206）

（6） 鬼頭宏『文明としての江戸システム』（日本の歴史19）
講談社、2002年、p.147‐8。

（7） エイザ・ブリッグズ（今井宏/中野春夫/中野香織訳）
『イングランド社会史』筑摩書房、2004年（原著は
1994年：本訳書中には明記されていない）、p.279
； 302‐303。

（8） 同上書 p.328，330：「ジョージ・スティヴンソン
の「ロケット号」は1830年にリヴァプール＝マン
チェスター間の機関車競走で勝利をおさめた。」
（p.330）ここから鉄道ブームとなる。そして「鉄道
熱」は「運河熱」をはるかに超えていたのである。

（9） 同上書 p.482, p.484 ; p．507
（10）「真のヨーロッパ統合には、お互いのアイデンティ

ティーとも言うべき、文化の相互理解が不可欠であ
る。」というギリシアの文化大臣メリナ・メルクーリ
（当時）の提唱により、1985年より「欧州文化首都」
制度が発足。…一年間を通して様々な芸術文化に関す
る行事を開催し、相互理解を深める事となりました。
…後略…（ http://www.eu-japanfest.org/
ousyuu/index.html ：2008年4月検索） 　　　　
「開催地一覧」抜粋：

1985年 ギリシア/アテネ�

�

1986年 イタリア/フィレンツェ�

�

1987年 オランダ/アムステルダム�

�

1988年 ドイツ/ベルリン�

�

�

1989年 フランス/パリ�

�

・・・中略・・・2000年はミレニアムを�

記念して9都市が指定された。�

2005年 アイルランド/コーク�

2006年 ギリシア/ パトラス�

2007年 ルクセンブルグ/ ルクセンブルク�

 ルーマニア/ シビウ�

2008年 イギリス/  リバプール�

 ノルウェー/ スタバンガー�

2009年 オーストリア/ リンツ�

 リトアニア/ ヴィリニュス�

2010年 ハンガリー/ ペーチ�

 ドイツ/ ルール[地域]�

 トルコ/ イスタンブール�

2011年 フィンランド/ トゥルク�

 エストニア/ タリン�

2012年 ポルトガル/ ギマランイス�

 スロヴェニア/ マリボル�

・・・・・以下略・・・・・�



Liverpool-Maritime Mercantile City, a historic city tour

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

122    静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.10　2009

（11）「リバプールの博物館」
　　（http ://www. l iverpoo lmuseums.org .uk

2009.06.18. 検索）参照：7つとは1）ワールド
ミュージアム・リバプール、2）ウォーカー・アート
ギャラリー、3）ナショナル・コンサベーション・セ
ンター、4）国際奴隷博物館、5）マージーサイド海
事博物館、6）レディ・リーヴァー・アートギャラリー、
7）サドリー・ハウスである。また冊子“Liverpool
City Region Heritage Open Days　11－21

September 2008”（Liverpool Culture Com-
pany/Liverpool City Council,2008）には、文化
施設・ツアー・イベントなど113件が紹介されてい
る。

　　　なお、リバプールの観光公式サイトは http://
www.visitliverpool.com/ （英語版）;　（末尾が jp
の） http://www.visitliverpool.jp/ （日本語）であ
る。

【写真】（種田撮影2008.08.16.；以下同）　

建築物や倉庫は補修され、さまざまな用途に
再利活用され多くの人びとで賑わっている。
ピア・ヘッドの三美神（Three　Graces）と
呼ばれる建物（3つのビルディング）が造る
スカイラインは、世界有数の眺望と称えられ
ている。

Photo（1）：　リバプール、港湾の点景



リバプール、海商都市の歴史観光
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Photo（2）：マージーサイド海事博物館

写真の右下の「犬」形デザインのオブジェ（ビートルズのジョン・レノンを模した）は、
文化首都“イメージキャラクター”である。

Photo（4）：国際奴隷博物館入口：海事博物館に隣接

Photo（3）ビートルズ・ストーリー展示（マージーサイドの倉庫の地下）、入口



Liverpool-Maritime Mercantile City, a historic city tour
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Photo（5）：国際奴隷博物館内の展示の1つ／著名黒人のポートレート集成
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浜松市東区における地域福祉デザインのための現状調査（1）

1．はじめに

　2000年に介護保険法が施行され、今日の
高齢者福祉の制度的基盤が整えられた。そし
て、2006年の同法改正により、被介護者で
ある高齢者の尊厳の保持が掲げられるととも
に、地域包括支援センターの設置、小規模多
機能型介護の創設がなされるなど、地域に密
着した福祉サービスの充実が図られている。
また、2005年の障害者自立支援法の制定に
伴い、障害者の施設・病院から地域への移行
が進められるなど、総合的な地域福祉が方向
付けられるに至っている。
　しかしながら、地域福祉の現場では、公的
な福祉サービスだけでは高齢者や障害者への
対応が困難な例も指摘されるところであり、
インフォーマルサービスとの補完、地域住民
やNPO団体などとの連携やネットワーク化
も模索されているところである。また、地域
によって福祉ニーズは多様であり、一方で地
域資源にも制約があり、地域福祉の充実には
地域に即した具体的な問題抽出、解決方策検
討が必要である。
　しかも、2005年から2030年にかけて、
日本の65歳以上の高齢者人口は1,000万人
以上増加し、高齢者の一人暮らし世帯は387
万世帯から717万世帯へと2倍近い増加が
見込まれるなど、生活基盤の脆弱な世帯の急
速な増加が危惧され、総合的な地域福祉シス
テムの構築が急がれる状況である。
　そのような地域福祉の置かれた状況も鑑み

て、浜松市東区内に焦点をあて、当該地域に
おいて福祉サービスに携わる職員・市民から
なる研究会を編成し、望ましい地域福祉デザ
インに向けての調査研究を行った。今回の調
査研究の内容は、地域特性の把握を目的とし
た地域の健康診断の試行と既存の公的福祉
サービスの枠内では十分かつ円滑な支援に難
しさを有する在宅高齢者事例（困難事例）の
調査・検討である。ここでは、それらの調査
研究の実施状況について報告する。
　なお、本調査研究を実施した研究会のメン
バー構成、開催経過は次の通りである。
●さぎの宮地域福祉研究会
黒田宏治（静岡文化芸術大学　教授）：座長
脊古光子（NPO法人ねっとわあくアミダス
　理事長）
戸田昌代（浜松市　民生委員・児童委員）
協力機関：地域包括支援センターさぎの宮

●研究会開催経過（2009年）
　第1回（6/16）調査計画の検討
　第2回（6/22）調査計画の検討
　第3回（7/11）地域診断の実施方法
　第4回（8/27）地域診断の実施報告、困
　難事例の調査方法

　第5回（9/3） 地域診断の集計分析、困難
　事例の抽出整理

　第6回（9/25）困難事例の検討・評価
また、困難事例調査の抽出・評価にあたって
は、関口進（介護支援専門員）、薗田和夫（社
会福祉士）の協力も得て実施した。

黒田　宏治 Kohji KURODA
デザイン学部生産造形学科 Department of Industrial Design , Faculty of Design

A Report on Fundamental Research for Community-based
Welfare Design in Higashi-ku, Hamamatsu City (1)

　本稿は、浜松市東区内において、福祉サービスに携わる職員・市民からなる研究会を編成し、望ましい地
域福祉デザインに向けての調査研究を行った活動の記録である。今回の調査研究の内容は、地域特性の把握
を目的とした地域の健康診断の試行と在宅高齢者ケアの困難事例の調査・検討である。前者では、今回調査
のレビューを経て方法的改善が課題である。後者については、継続的な情報収集・分析を経て、より包括的
な地域福祉デザインの検討にも取り組んでいく予定である。

This report is a record of the activity that performed research for the desirable community-based welfare
design with citizens engaged in community-based welfare in Higashi-ku, Hamamatsu city. The contents of
this research are investigation for living environment evaluation and investigation of the difficult example of
the at-home senior citizen care. About the former, the improvement of the investigation method is necessary.
About the latter, I perform continuous research , to design a comprehensive community-based welfare
system.



Fundamental Research for Community-based Welfare Design in Hamamatsu City (1)
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2．地域健康診断調査の試み

2-1.調査の目的
　地域福祉の充実には、対象とする地域の実
態や特性の把握が重要であるが、地域包括支
援センターの立場からは経験的に漠然と見え
始めているものの、まだ体系的に把握されて
いるとは言えず、またそのための方法も全国
的に確立されているとは言えない状況にある。
そこで、地域包括支援センターさぎの宮の所
管地域である長上地区・笠井地区を対象に、地
域の実態・特性把握の契機とするために「地
域の健康診断」調査を試みることとした。

2-2.調査の方法
　長上・笠井両地区の民生委員・児童委員（以
下、民生委員と記述）を対象にアンケート方
式で調査を行うこととした。各地区で開催さ
れる民生委員児童委員協議会の中で、調査担
当（地域包括支援センターさぎの宮）による
調査趣旨説明の後に、回答記入の時間をとり、
調査票を回収した。アンケート調査の実施概
要は次の通りである。
・長上地区：8月20日（さぎの宮寮別館）回
答数35名（全委員出席）

・笠井地区：8月24日（笠井公民館）回答数
23名（全委員27名のうち出席23名）

2-3.各地区の概要
①長上地区：面積8.90km2、人口25,329
人、9,780世帯、高齢化率20.0%。単身高
齢者324人（人口関係は平成21年4月）　
大型ショッピングセンターやスーパーが点在
しており、日常の生活には便利そうな環境で
ある。しかし、地区内の交通手段が限られる
ため、高齢者にとっては通院や外出が容易と
は言い難い状況にある。地区社会福祉協議会
の活動は比較的活発であり、高齢者対象のサ
ロン活動にも参加者は多めである。
②笠井地区：面積10.49km2、人口15,042
人、5,097世帯、高齢化率22.8%、単身高
齢者193人（人口関係は平成21年4月）　
以前は街道筋に商店街が栄えていたが、最近
は大型のスーパーもでき、昔からの商店は減
少気味である。公共交通も不自由であり、徒
歩や自転車の利用が多い高齢者にとっては買

い物等で誰かの援助を必要とする場合も少な
くない。地域コミュニティの結びつきは強い
印象で、困りごとがあっても地区内で解決し
ようとする気風が強くある。

2-4.集計結果
　今回実施したアンケート調査の集計結果は、
（表1）長上・笠井地区「地域の健康診断」調
査集計表、（表2）長上・笠井地区「地域の健
康診断」調査自由記述整理の通りである。

2-5.結果の考察
①生活の利便性について
　民生委員の普段の交通手段は、長上・笠井
両地区とも自動車の比率が高い。ただ、笠井
地区は自動車が8割超であり自動車生活圏と
いえるが、長上地区では自動車が6割のほか、
バス・自転車・徒歩が3割を占めており、地
区全体が自動車生活圏というわけではないよ
うである。民生委員本人にとっては、長上・笠
井両地区とも医療・福祉施設、日常の買い物、
銀行利用等生活面での不便は感じていないが、
地域の人（主に高齢者が想定される）にとっ
ては両地区とも便利とばかり言えないようで
あり、特に笠井地区については買い物、銀行
利用等で不便な環境との回答も少なくない。
②相談の内容について
　長上・笠井両地区とも、民生委員それぞれ
の担当エリア内の子供のいる家庭は10軒程
度と思われる。高齢者世帯については笠井地
区では10軒程度であるが（8割が1～10軒
と回答）、長上地区では平均的には10軒を上
回ると察せられる。そのような世帯構成も
あってか、両地区とも子供のことでの相談は
「ない」が7割を占め、高齢者のことでは本人
から、家族・近所からともに「時々ある」が
5割を超えており、民生委員に寄せられる相
談の大半は高齢者関連であると考えられる。
③民生委員の相談相手・機関について
　民生委員が困ったときの相談相手・機関に
ついては、長上・笠井両地区とも8割が「あ
る」との回答であった。自由記述を見ると、長
上地区では地域包括支援センター17名、民
生委員17名、区役所9名などがあげられて
おり、関係先との日常的なコミュニケーショ
ンは確保されていると考えられる。一方笠井
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　質問項目�
◎回答数�
●男女別（回答者）�
�
●年齢（回答者）�
�
�
�
�
�
（1）普段利用の交通手段（回答者）�
�
�
�
�
（2）病院や医療・福祉施設は身近に利

用できるか？�
�
�
�
�
（3）日用品や食料品の買い物は便利

か？　�
�
�
�
�
（4）郵便局、銀行、区役所などは身近

に利用できるか？�
�
�
�
�
（5）近くに中学生以下の子供を持つ

家庭があるか？�
�
�
�
�
�
（6）子供のことで1月に何件ぐらい相

談があるか？�
�
�
�
�
�
（7）地域の人口は増えているか？�
�
�
（8）近所に単身高齢者または高齢者

のみの世帯はあるか？�
�
�
�
�
�
（9）高齢者自らの相談を受けることが

あるか？�
�
（10）高齢者の家族や近所の人から相

談を受けることがあるか？�
�
（11）困ったときの相談相手・機関はあ

るか？（→自由記述）　　�
（12）地域の活動は活発だと思うか？�
　　（→自由記述）�
�
（13）住民の地域活動への参加率はよ

いと思うか？�
�
（14）地域に足りない感じることはある

か？（→自由記述）　　　　�
（15）地域に問題が多いと思うか？�
　　（→自由記述）�

�
�
男�
女�
20代�
30代�
40代�
50代�
60代�
70以上�
バス�
自動車�
自転車�
徒歩�
バイク�
A.自分／できる�
A.自分／どちらでもない�
A.自分／できない�
B.地域／できる�
B.地域／どちらでもない�
B.地域／できない�
A.自分／便利�
A.自分／どちらでもない�
A.自分／不便�
B.地域／便利�
B.地域／どちらでもない�
B.地域／不便�
A.自分／便利�
A.自分／どちらでもない�
A.自分／不便�
B.地域／便利�
B.地域／どちらでもない�
B.地域／不便�
ない�
1～10軒�
10～20軒�
20～30軒�
30～40軒�
40～50軒�
50軒以上�
ない�
1～10件�
10～20件�
20～30件�
30～40件�
40～50件�
50件以上�
以前より増加�
どちらでもない�
減っている�
ない�
1～10軒�
10～20軒�
20～30軒�
30～40軒�
40～50軒�
50軒以上�
よくある�
時々ある�
ない�
よくある�
時々ある�
ない�
ある�
ない�
思う�
どちらともいえない�
思わない�
思う�
どちらともいえない�
思わない�
ある�
ない�
思う�
どちらともいえない�
思わない�

 長上地区 ％�
 35 100.0 �
 13 37.1 �
 22 62.9 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 2 5.7 �
 10 28.6 �
 19 54.3 �
 4 11.4 �
 3 8.6 �
 22 62.9 �
 5 14.3 �
 3 8.6 �
 2 5.7 �
 34 97.1 �
 1 2.9 �
 0 0.0 �
 20 57.1 �
 14 40.0 �
 0 0.0 �
 27 77.1 �
 5 14.3 �
 3 8.6 �
 17 48.6 �
 10 28.6 �
 7 20.0 �
 31 88.6 �
 4 11.4 �
 0 0.0 �
 14 40.0 �
 19 54.3 �
 2 5.7 �
 0 0.0 �
 24 68.6 �
 6 17.1 �
 3 8.6 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 25 71.4 �
 10 28.6 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 20 57.1 �
 11 31.4 �
 4 11.4 �
 1 2.9 �
 19 54.3 �
 10 28.6 �
 4 11.4 �
 0 0.0 �
 1 2.9 �
 0 0.0 �
 3 8.6 �
 19 54.3 �
 13 37.1 �
 1 2.9 �
 18 51.4 �
 16 45.7 �
 29 82.9 �
 4 11.4 �
 9 25.7 �
 24 68.6 �
 2 5.7 �
 6 17.1 �
 23 65.7 �
 6 17.1 �
 21 60.0 �
 11 31.4 �
 10 28.6 �
 18 51.4 �
 7 20.0 

 笠井地区 ％�
 23 100.0 �
 13 56.5 �
 10 43.5 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 2 8.7 �
 4 17.4 �
 12 52.2 �
 5 21.7 �
 1 4.3 �
 19 82.6 �
 1 4.3 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 20 87.0 �
 3 13.0 �
 0 0.0 �
 12 52.2 �
 6 26.1 �
 4 17.4 �
 15 65.2 �
 4 17.4 �
 4 17.4 �
 6 26.1 �
 6 26.1 �
 10 43.5 �
 19 82.6 �
 3 13.0 �
 1 4.3 �
 8 34.8 �
 7 30.4 �
 7 30.4 �
 4 17.4 �
 18 78.3 �
 1 4.3 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 17 73.9 �
 6 26.1 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 10 43.5 �
 10 43.5 �
 3 13.0 �
 2 8.7 �
 19 82.6 �
 2 8.7 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 2 8.7 �
 13 56.5 �
 8  34.8 �
 0 0.0 �
 14 60.9 �
 9 39.1 �
 18 78.3 �
 5 21.7 �
 6 26.1 �
 15 65.2 �
 2 8.7 �
 5 21.7 �
 14 60.9 �
 4 17.4 �
 9 39.1 �
 12 52.2 �
 3 13.0 �
 11 47.8 �
 9 39.1 

 計 ％�
 58 100.0 �
 26 44.8 �
 32 55.2 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 4 6.9 �
 14 24.1 �
 31 53.4 �
 9 15.5 �
 4 6.9 �
 41 70.7 �
 6 10.3 �
 3 5.2 �
 2 3.4 �
 54 93.1 �
 4 6.9 �
 0 0.0 �
 32 55.2 �
 20 34.5 �
 4 6.9 �
 42 72.4 �
 9 15.5 �
 7 12.1 �
 23 39.7 �
 16 27.6 �
 17 29.3 �
 50 86.2 �
 7 12.1 �
 1 1.7 �
 22 37.9 �
 26 44.8 �
 9 15.5 �
 4 6.9 �
 42 72.4 �
 7 12.1 �
 3 5.2 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 42 72.4 �
 16 27.6 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 0 0.0 �
 30 51.7 �
 21 36.2 �
 7 12.1 �
 3 5.2 �
 38 65.5 �
 12 20.7 �
 4 6.9 �
 0 0.0 �
 1 1.7 �
 0 0.0 �
 5 8.6 �
 32 55.2 �
 21 36.2 �
 1 1.7 �
 32 55.2 �
 25 43.1 �
 47 81.0 �
 9 15.5 �
 15 25.9 �
 39 67.2 �
 4 6.9 �
 11 19.0 �
 37 63.8 �
 10 17.2 �
 30 51.7 �
 23 39.7 �
 13 22.4 �
 29 50.0 �
 16 27.6 

（表1）長上・笠井地区「地域の健康診断」集計表

※　一部に未回答があったため合計が100％とならない項目がある。



Fundamental Research for Community-based Welfare Design in Hamamatsu City (1)
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（表2）長上・笠井地区「地域の健康診断」調査・自由記述整理

（11）困った時の相談相手・
機関

（12）地域の活動

（14）地域に足りないと感じ
ているもの

（15）地域の問題

（16）その他

長上地区
・地域包括支援センター（17）
・民生委員（13）
・区役所（9）
・さぎの宮寮（3）
・自治会（2）
・民児協（2）
・主任児童委員
・地区社協（行政）
・会長さん（民生委員）
・保幼小　行政　児相　警察
・老人クラブ（3）
・福祉サロン（2）
・地区防災
・防災訓練
・若草会（老人会）＋カラオケ
・自治会まつり
・お祭り
・納涼祭
・青壮年会
・スポーツ全般（与進北小体育館等使用）
・公民館活動
・趣味
・民生委員を知らない人が多い
・高齢者サロン活動のサポーター
・老人は参加していない活動はあるか
・子供達が屋外で遊べる公園がほしい。不足している。
・子供達が安心して遊べる公園
・公園等があれば老若の交流ができるのでは？
・子供達の遊び場
・ボランティアの絶対数は多くない。
・ボランティア（若者）
・ボランティア
・ボランティアをする人が決まっていて、一定の人に
だけ負担がかかりすぎる。

・高齢者福祉のボランティアの後継者
・地域活動のボランティア
・ボランティア等
・日常生活用店舗
・施設
・交通安全対策
・奉仕精神に欠ける
・遊歩道の整備（河川）
・図書館等文化的施設
・図書館があれば
・自分自身の居場所
・特養
・いろいろな公報が足りないように思う。
・交通の便
・近隣の人達の声かけが不足している。
・他人への思いやりが少々たりないのではと感じるこ
とがある。

・隣近所のコミュニケーション不足（マンション等新
しく入居した人が多いからか）

・人と人とのコミュニティ等ソフトの面
・全体的に老齢になった。
・夜遅くまで小さな子供がイオンで親と一緒にいる
（ゲームセンター等）。
・小中学生の非行等
・歩いていける病院
・商店が少ない
・騒音、交通マナー
・防災組織
・ゴミの出し方、犬の糞、猫の糞
・道路、公園等ハードの部分
・田舎で近所づきあいは有り。少し離れていると上石
田町でも知らない人多い。民生委員の仕事のおかげ
で人つきあいも広がり、地域のことがわかりだした。
困った時は包括センターへつなげるようにしている。

・80才近くの人が多くなり、これからがこわくなって
くる。

笠井地区
・民生委員（7）
・民生委員の会長（2）
・東区役所（4）
・地域包括支援センター（4）
・主任児童委員
・自治会長
・民児協会長
・市社協

・地域歴史クラブ（昔を語る会）
・お祭り
・運動クラブ
・地区社協の活動
・子供会活動
・地区防災

・施設（2）
・公園
・高齢者の交通手段（じゅんかんバス）
・若い世代がボランティアに参加していない
・ボランティアが少ない
・気安く人が集まれる店がほしい
・老人クラブ、婦人会などがない
・図書館

・交通手段（リブロスへ買い物へ行くのが大変）
・困っていても相談や身近な人に言わない。
・老人（家庭内の孤立）

・20代～30代の人の地域参加が少ない。
・不安、問題が起きた時は行政、地域包括支援センター
の応援を受ける。

・老人の問題で地域包括センターに相談してましたが、
早急に対応していただきよかったです。

・比較的問題の無い地区だと思います。



浜松市東区における地域福祉デザインのための現状調査（1）
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・せっかく立派な公会堂があるからもう少し利用する
といい。さぎの宮寮が気軽に開放して下さるといい
と思います。

・ひとり暮らしの男性は衣類の汚れが気になります
（特に夏はうすぎなので）。
・民生委員活動はボランティア活動である。にもかか
わらず強制的な言葉が会長から発せられることは、
この組織の活動の主旨に反していると思う。

・地域包括支援活動を活発にやって欲しい。
・色々と相談に来ていただきありがとうございます。
・足りないと思いません。逆に私が知らない事だらけ
で、ボランティアのグループなど乳幼児対象から高
齢者対象まで知らない活動が多い事に、民生委員を
やり始めて知りました。知らなすぎるぐらいに思い
ます。もっとアピールできたらと思います。

・新人民生委員になってようやく2年目を迎え、少し
ずつ理解が出来てきたように思われます。

地区では「ない」との回答も2割を占め、自
由記述でも民生委員11名、地域包括支援セ
ンター4名、区役所4名などで回答が少なめ
であり、関係先とのコミュニケーションには
多少危惧されるところがある。
④地域活動について
　地域活動の多寡や住民の参加率については、
長上・笠井両地区とも「どちらともいえない」
が6割以上を占め、民生委員の考える地域福
祉の観点からは十分とは言えないようである。
なお、自由記述を見ると、長上地区では老人
クラブ、福祉サロンなど延15件があげられ
ているが、笠井地区では記述が6件に過ぎな
い。そこから長上地区の方が地域活動がやや
活発であると察せられる。
⑤地域の問題について
　地域に足りないと感じることについての回
答では、長上地区では「ある」：「ない」が6：
4、笠井地区では4：5と対称的である。また
自由記述を見ても、長上地区では「ボラン
ティア」「子供の遊び場」「図書館」など具体
的な指摘も少なくないが、笠井地区では一部
委員より「ボランティア」などが指摘される
にとどまっている。また、地域の問題をめ
ぐっては「思いやり」「安心」「コミュニケー
ション」の不足はじめ数々の意見が長上地区
では指摘されているが、一方笠井地区では
「困っていても相談や身近な人に言わない」と
の記述が特徴的であるが他の記述は少ない。
そこから両地区の比較のなかでは、長上地区
は相対的に問題が多い、ないし問題意識が高
い、一方笠井地区は相対的に問題が少ない、
ないし問題が顕在化していないと考えること
ができる。

3．困難事例の抽出・評価

3-1.調査の目的・方法
　地域福祉の現場では、既存の公的福祉サー
ビスの枠内では十分かつ円滑な支援には難し
さを有する在宅高齢者事例も少なくない。し
かも、ケースによって困難な事情も単一とは
言えず、数々の事例収集の中から困難類型を
抽出するとともに、類型毎の対応方策検討の
必要性が想定されるところである。とはいえ、
現在研究会においては基礎的情報蓄積が十分
と言えず、体系的な情報収集・分析には相応
の準備・実施体制を要すところである。そこ
で、今回の調査分析では、まずは研究会メン
バーの経験のなかから数件の困難と思われる
事例を抽出・整理するとともに、事例毎に困
難要因分析、対応可能性などについて検討す
ることとした。

3-2.困難事例の抽出・評価
困難事例①　Aさん（83歳、女性、要支援2）
　Aさんは、住宅地の一軒家で一人暮らしで
す。ご主人を8年前に亡くされており、息子
さん夫婦が市内の別のところに住んでいます。
息子さんが週に一度は食料品等の買い物をし
て届けており、ほかにも時々総菜の届けられ
るサービスを受けているようで、それでAさ
んの食生活は支えられています。性格的には
穏やかな方ですが、右目にやや不具合があり、
83歳と高齢なこともあって年齢的、体力的
に毎日の家事や庭の草取りなどを自身で行う
のは難しい状況です。それで自宅敷地内の草
木が伸び放題になっており、近所の方に申し
訳ないとよくこぼしています。以前にシル
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バー人材センターに庭木の剪定と草取りを依
頼したことがあるようですが、そのときに予
想以上の額（4万円以上）を請求されたよう
で、以来庭の手入れも滞りがちになっている
ような経緯です。また、Aさんには物取られ
症候群みたいなところもあり、そのため自宅
内に他人を入れるかたちとなるヘルパーも利
用していません。お金に困っているかという
と、そういうわけでもなさそうで、担当のケ
アマネージャーを通して息子さんに支払いを
頼めば、息子さんは必要と思えば了承するの
ですが、Aさん本人が自分のためにお金を使
おうとはせず、それで介護保険サービスもヘ
ルパーもシルバー人材センターなどの利用も、
ことごとく拒否してきているわけです。ただ
猜疑心が強い一方で、一度信頼すれば心を開
くようなところがあり、現在は市役所が紹介
した福祉NPOの家事支援サービスだけは受
け入れています。時々庭の手入れなども、そ
の福祉NPOに依頼するようになっています。
とはいえ家事支援等を依頼する場合でも、二
言目には「明日死ぬかもしれない」からとサー
ビスチケットのまとめ買いはせず、サービス
利用時にその都度支払うかたちをとっていま
す。Aさんは、お上の世話になりたくないよ
うなところもあり、担当のケアマネージャー
が定期的に諸々の相談に応じてはいるようで
すが、現在までのところ介護保険サービスを
利用してはおりません。なお現在、Aさんに
は軽い認知症があり、前回の介護認定の際に
は「要支援2」でしたが、当時よりも身体状
況等は悪化しており、今度調査することがあ
れば介護度の上がることが予想されます。
■評価コメント
a. 現在の80代、90代の高齢者は習慣的に
自分のためにお金を使えないところがあり
（必ずしも生活費に困窮しているわけではな
いが）、それが介護保険サービスの利用上の
ネックになっている。

b. 一人暮らし高齢者の場合には、家事支援
サービスを利用の場合でも、訪問スタッフ
との会話や心の通い合いを求めていること
も少なくない。その辺りの対応が現状の介
護保険の枠内のサービスで対応できている
かは疑問がある。

困難事例②　Bさん（78歳、女性）
　Bさんは、集合住宅で娘さんと二人暮らし
です。Bさんは、日常の家事も行えるので、い
まのところ介護保険の申請はしていません。
ただ、食事が思うように食べられず、体重も
30kg台で決して健康的とはいえない状態で
す。それで毎日点滴に病院へ通っており、医
療的に相談したり治療を受けてはおりますが、
なかなか改善の兆しが見られません。そして、
同居の娘さんも、年齢的には30代ですが、病
気があって継続的な就労ができない状況です。
病気のせいか娘さんも思うように食事ができ
ず、やはり体重が30kg台ぐらいです。Bさ
んともども液状の健康食品で栄養を補ってい
るような状態です。Bさんは体力的にも衰え
てきており力仕事はできず、同じ市内ですが
少し離れた所に住んでいる弟さんがときどき
訪ねて来て、いろいろ家事や買い物などを手
伝ってはくれてはいるようです。ただ、いつ
でもB さんを支援できるような状況にはな
く、何かのときには対応が懸念されるところ
です。最近のBさんは気力が低下してきて、外
に出て人と交流したり何かしようという意欲
が無くなってきており、自宅に引きこもりが
ちになっています。それで、病気で家にいる
娘さんと二人で顔をつきあわせていると、「死
にたいね」といった感じになることもあるよ
うです。とはいえ、Bさんの場合には要介護
認定では「自立」なので、介護保険のサービ
スを使うというわけにもいかず、でも明らか
に食事には困っている状況であるので、地域
包括支援センターとしてはBさんから生活や
健康の悩みを聞きながら、配食サービスを利
用するような相談を始めているところです。
■評価コメント
a. Bさんのように介護保険の枠外の人は、現
状では福祉有償運送の対象外である。今後
団塊の世代が高齢化を迎えるなか、介護保
険のグレーゾーンの人たちの急増が見込ま
れ、そのような人たちの利用についても介
護予防の観点から考慮していく必要がある。

b. この事例ではBさんが介護保険の枠外であ
るため、現状では地域包括支援センターと
しては訪問して相談に応じてはいるが、生
活改善への具体的なサービス提供は制度上
行えない。広義の地域包括ケアの観点から
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生活改善支援のあり方の検討が望まれる。

困難事例③　Cさん（84歳、女性、要支援2）、
Dさん（88歳、男性、要支援1）夫婦
　Cさん、Dさん夫婦は、昔からの住宅地の
一軒家に二人でお住まいです。息子さん夫婦
が近くに住んでおり、また日常的な近所づき
あいもないわけではありません。Cさんは平
成17年以降に何度か転倒して骨折の既往症
があり、胸や腰に痛みがあったりして外出の
際には杖を使い、家事も十分にこなせない状
況です。Dさんは心疾患、呼吸器疾患があり、
大腸半分切除手術をされていたりで、最近で
は少し歩いても息切れして、家の中でも移動
が困難となる日もあります。それで、二人と
もたいへん生活に苦労されている状況です。
いまCさんが「要支援2」で、Dさんが「要
支援1」で、それぞれ介護保険のサービスを
利用しています。Dさんはデイサービスを週
1回利用しており、Cさんの方で週2回、食
事の支度などでホームヘルパーを利用してい
ます。ただそれだけでは足りずに自費
（3,000円／時間）で週3回ホームヘルパー
を頼んでいます。近くにスーパーも無いわけ
ではありませんが、二人の身体的状況からそ
こまで出掛けるのもかなり困難で、買い物に
ついては近所の方が野菜を届けてくださった
り、ときどき息子さんが手伝ってくれたりし
てくれています。それでも二人だけでは調理
や片付けなど含めて毎回の食事にもかなり
困っているようです。もう一つ問題があり、C
さんは身体の痛みの関係で靴下が自分で穿け
ないとか、湿布の貼り替えも誰かに頼まなけ
ればいけない状況なのですが、Dさんの方で
は息切れが酷くそのような作業ですらたいへ
んな日もあるようで、難しいところです。と
はいえ収入が年金だけで、1時間3,000円の
自費ヘルパーは負担なようで、もう少し安い
ところ探せたらと言っていますが、土日の利
用とか、いまのヘルパーが親切で変えたくな
いという気持ちもあって、その辺りが課題で
す。なお、Dさんは以前は「要介護1」だっ
たのですが、制度の改定で「要支援1」に変
更され、明らかに以前より状態は悪くなって
いるにもかかわらず、介護保険サービスを十
分に使えなくなってしまったという問題もあ

ります。
■評価コメント
a. 高齢者も施設入所より在宅を希望するケー
スが多いが、インフォーマルな家事支援
サービス制度が充実すれば、「要支援1」で
も自宅での生活は十分に可能である。

b. 都会ではチラシを見て午前中にインター
ネットで注文すれば午後には届けられる買
い物サービスがあるが、高齢者向けのその
ようなサービスがあれば便利である。ある
いは昔のご用聞きのシステムの現代版があ
れば高齢者世帯にはありがたい。

c. 夫婦二人で施設入所を検討するなら、ケア
ハウスが候補にあげられる。1階ホールに
行けば朝昼晩の食事には困らないし、自室
にキッチンがあり調理・食事も可能である。
これからは高齢者住宅と大学生下宿の組み
合わせも考えられる。

困難事例④　Eさん（54歳、女性、要介護5）
　Eさんは3年前に歯科医師のご主人を癌で
なくし、自宅で一人暮らしでした。平成21年
1月に自宅で脳内出血で倒れて、一命は取り
留めましたが後遺症で右半身麻痺、高次脳機
能障害など残り、特に運動性の失語症でコ
ミュニケーションが非常に取りにくい状況で
す。その後リハビリをしてだいぶ収まってき
ましたが、それでも話がうまく通じないと騒
ぐことがあり、その時の対応が一番の難しい
ところです。歩行は手すりがあれば何とかで
きますが、普段は車椅子で自走、手すりがあ
れば自分でトイレには行ける状態です。
　初めは老人保健施設への入所も考えたよう
ですが、まだ年齢が54歳と若いので、いく
ら介護保険で該当するとはいえ不憫ではない
かと、現在Eさんの金銭管理も手伝う親しい
知人（近所の同年配の女性）の尽力があり、ケ
アマネージャーに相談して在宅介護で進める
こととなりました。Eさんは経済的にはかな
り裕福で、家政婦やヘルパーを組み合わせれ
ば在宅でも可能な状況です。ただ一人暮らし
は無理だろうと、8月末にそれまで別居して
いた父親との同居を条件に自宅に戻ったとこ
ろです。現在、介護保険のサービス利用は、デ
イサービスを週6回、訪問介護を週6回（毎
朝の通所の送り出し、通院等乗降介助）、福祉
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用具貸与（ベッド、車椅子）、ショートステイ
（利用予定）です。介護保険以外にも自費で配
食サービス（夕食）、家政婦（緊急時）を利用
しています。ただ、同居の父親も84歳とか
なりの高齢で体力、判断力ともに不安があり、
娘であるEさんと少し疎遠だったこともあっ
てコミュニケーションにも難があり、生活支
援にも多くは期待できず、実際には一人暮ら
しに近い状況です。知人との関係なども勘案
しながら、金銭管理等での成年後見人や生活
支援の家政婦など管理面での体制づくりも課
題と考えられます。
　なお、Eさんには言語の障害が残っており、
言語聴覚士（ST）のリハビリをやって普通に
喋れるようになりたいという希望が強くあり
ましたが、介護保険の関係でSTが配置されて
いる施設が少なく、適切なリハビリ施設が見
つからず、普通のデイサービスを利用してコ
ミュニケーション訓練もできればと試みてい
ます。ただ、通所を始めると周囲がみな70～
80歳の人たちで、それで感情失禁が出て大
声を出したりで対応に苦慮しているところで
す。高次脳機能障害は回復にかなり時間を要
しますが、それが介護保険制度には無い分野
で、一方医療保険の方でもリハビリには様々
な制約があるようで両立が難しく、現状では
どうしたものかといったところです。
■評価コメント
a. この事例では、知人（近所の同年配の女性）
のかかわりが難しく思える。金銭管理もし
ているようだが法律的な裏付けがあるわけ
でもないので、Eさんの判断能力の回復も
見ながら、成年後見人制度の活用も視野に
入れる必要がある。

b. 円滑な地域包括ケアの展開を考えると、介
護保険サービスの枠を越えて、医療やリハ
ビリ、法律、助け合いなど様々な専門分野
の連携による総合的なサービス提供システ
ムの構築が課題である。

困難事例⑤　Fさん（88歳、女性、要介護3）
　Fさんは、次女と同居で、3階建ての住宅の
2階にお住まいです。3階に暮らす次女が自
営の仕事（衣料品販売）をしながらFさんの
介護をしています。夫に先立たれて、お子さ
んが3人いて、以前は隣の長男夫妻と同居で

介護保険サービスも利用していましたが、お
子さんたちの間で介護方針を巡り議論があっ
て、施設入所の話題を契機に調停となり、在
宅を主張する次女との同居に至った経緯があ
ります。なお、長女は横浜在住ですが、月に
1泊浜松を訪ね母の介護を続けています。Fさ
んは重度の認知症ですが、お住まいが2階な
ので突然どこかに出て行ってしまうことはあ
りません。最近左足に痛みが発症して、現在
は車椅子の生活で、ショートステイを延長し
ているところです。
　Fさんの収入は月8万円の年金ですが、次
女とは生計は別にしております。ただ月8万
円では種々のサービスを使うと足が出てしま
うので、後見人を立て介護費用負担は兄妹で
話し合いで決めましょうとのことでしたが、
兄妹は絶縁状態のまま今日に至ります。もと
もとFさんは平成14年頃に認知症が発症し
て、初めは他の施設のケアマネージャーの担
当でしたが、施設入所の話から次女との折り
合いが悪くなり、ケアマネを変えたいという
ことで、市役所職員の紹介で現在のケアマネ
の担当となりました。いままでにもデイサー
ビスやショートステイなど様々な介護サービ
スを使ってきたわけですが、同居の次女の仕
事が不規則であることもあり、仕事の都合に
あう事業者への変更も繰り返しています。ま
た、次女は常にFさんへの最高のケアを望む
感じで、施設でのケアに落ち度があったりす
ると、職員とトラブルになったことも少なく
なく、主治医と投薬の関係で口論になったこ
ともあります。次女と後見人との間の信頼関
係に欠けるといった問題もあります。
　Fさんは、いままで毎月デイサービスに加
えショートステイ3泊4日を4回くらい利用
するなど、介護保健を限度額一杯使っていま
す。ただショートステイは介護保険のルール
では有効期間の半分までしか利用できず、次
女の仕事の関係で利用を増やしたくとも、増
やせずに困っています。またデイサービスも
帰りの時間が5時とかですが、無理を頼んで
7時頃まで利用している状況です。日程変更
もしばしばで事業者との調整もケアマネの苦
労の種となっています。現在、次女の仕事の
事情や介護保険サービス利用の制約からFさ
んの在宅介護も限界に近づき、いま次女も含
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め施設入所の検討を始めているところです。
■評価コメント
a. 働く女性が介護することを考えると、決め
られたショートステイの日数制限やデイ
サービスの利用時間が必ずしも実状にそぐ
わず、システムとして改善の必要がある。

b. 現在の介護保険制度では、一人暮らし高齢
者は緊急で特養などに施設入所できるが、
家族が同居・介護の場合は入所に相当待機
させられる状況にある。「やさしい」ところ
に負担の皺寄せが来るのは問題である。

c. Fさん本人への介護サービスよりも、同居
家族によるトラブル対応にケアマネ等の多
くの時間・労力が割かれており、円滑な介
護サービスの提供を困難にしている。

困難事例⑥　Gさん（90歳、女性、要介護4）
　Gさんは住宅地の借家にお住まいです。現
在は、病気がちの長女と二人暮らしで、長女
が肉体労働をしながら介護をしています。G
さんは、平成12年頃に右大腿骨を骨折し、重
度の認知症でもあり、ほぼ寝たきり状態です。
以前は長男夫婦と一緒に生活していましたが、
長男病死の後に、お嫁さんと長女の間で、た
ぶん金銭問題と思われますが、確執が生じ、
長女が引き取り介護することとなりました。
長女は離婚しており、子供もなく、同居の背
景には、母親の年金をあてにしているような
ところもあったみたいです。いまも長男のお
嫁さんとは絶縁関係になっています。
　平成17年頃からGさんに認知症が出始め、
自宅での入浴が難しくなり、訪問入浴を利用
するようになりました。ただ、訪問入浴の利
用中に圧迫骨折をしたことがあり、それ以来
長女はサービス事業者に対して不信感を抱い
ています。現在、介護保険サービスの利用は、
長女の仕事の都合で週4日、9時、13時、16
時の3回、トイレ介助や清拭を依頼、月に1
回訪問入浴も利用しています。訪問入浴につ
いては、以前の経験もあって、また医師の往
診を得るまでに時間を要した事情もあり、実
現までに1年半ほど要しました。ただ、長女
がG さんの施設入所は頑なに拒否していま
す。長女にとって母親であるGさんの介護が
生き甲斐というところもあります。
　なお、長女は電話魔みたいなところがあり、

朝早くとか、夜遅く、休日にまでケアマネに
電話をよこし言い合いになったこともあり、
関係の修復までちょっと時間がかかりました
が、いまのところ何とか長女とケアマネとの
信頼関係はできています。ただ、ヘルパーと
はたびたびトラブルになって交替させたり、
気に入らないとすぐに管理者に電話したり、
県や市の担当課に苦情を言ったりと、ともか
く苦情の多い方です。長女は介護保険制度に
もずいぶん不満を持っているようです。例え
ばヘルパーは雨戸を閉めてはいけないとか細
かいルールがあって、最近は減ってきました
が「制度がおかしい」「役に立たない」とよく
言っています。あと長女は親族や知人に借金
があるようですが返済してない様子です。そ
れで人間関係がどんどん途切れてしまってい
るようです。最近は不景気で長女の仕事も
減って光熱費等の支払いも滞りはじめていま
す。Gさんは毎月約15万円の年金収入で、い
ままでは生活保護は拒否してきましたが、長
女の医療費や介護保険負担も考えて、申請し
たいと言い始めています。
■評価コメント
a. Gさん本人への介護サービスよりも、同居
家族によるトラブル対応にケアマネ等の多
くの時間・労力が割かれており、円滑な介
護サービスの提供を困難にしている。

b. この事例では、Gさんへの介護サービスを
進めるに伴い、生活保護など家庭の経済基
盤の確立や親族や知人との関係修復（借金
返済など）含め、総合的な生活再構築への
支援も必要と考えられる。

c. 介護保険ではヘルパーのサービス範囲に細
かいルールが定められ、利用者からの不満
があるとともに不合理な面もあるようで、
もう少し実状に即した柔軟な対応ができる
よう検討も必要かもしれない。

3-3.総括的な考察
　今回は6件の困難事例を抽出したが、困難
事例①・②・③は介護認定のグレーソーンと
も言いうる事例であり、困難事例④・⑤・⑥
は要介護状態が重度の事例である。ここでは
便宜的に前者を困難タイプA，後者を困難タ
イプBと呼ぶこととし、若干の考察を加える
こととする。
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　困難タイプAは、要介護状態が軽度である、
あるいは既存の介護認定の枠外であることか
ら、生活機能の低下が見られるにもかかわら
ず、十分な介護サービスを受けることができ
ない、あるいは公的福祉サービスの担い手で
は対応が制約されるようなタイプである。こ
のタイプの問題解決に向けては、介護保険制
度の裾野の拡大が求められるとともに、イン
フォーマルな生活支援サービスの充実、ない
し福祉型社会に即した新・生活サービスの構
築などが、課題として考えられる。
　困難タイプBは、要介護状態が重度である
が、被介護者へのケアでなく周辺とのトラブ
ル解決が問題となる、あるいは介護面に加え
医療面、経済面など総合的な対応が必要とさ
れるようなタイプである。このタイプの問題
解決には、介護保険制度においてより柔軟か
つきめ細かいサービス提供が行えるような運
用改善や、地域における様々な専門分野の連
携による総合的なケア体制の構築などが、課
題と考えられる。

4．おわりに

　今回の研究活動報告は、とある出会いの中
から浜松市東区で地域福祉に携わる様々な
方々の勉強会に参加させていただくこととな
り、そこでの1年余の議論の中から沸々と湧
き出だした実践的な課題をとりあげて、地域
福祉の現場の方々に手を引かれて調査・検討
に取り組んできたものである。最近の大学関
連の用語法に倣うならば市民協働研究になる
のだろうか。ともあれ、そこでは実践的であ
り、地域社会に溶け込めるような解決方策が、
求められることとなる。冒頭にも述べたが、い

ま、そして近未来に向けて、地域福祉の分野
は課題山積である。かといって、現場では歩
みを緩めることもできず、一つひとつの課題
を解決しながら全体を組み上げていくことと
なる。今回の調査研究は、そのための一里塚
に位置づけられるものである。地域の健康診
断調査に関しては、地域の実態・特性把握に
向けての試行であり、今回調査のレビューを
経て方法的習熟・開発が図られるとともに、他
地域に展開されることにより情報蓄積が期待
されるところである。また、地域特性に応じ
た地域福祉デザインのあり方の検討も課題と
なるだろう。そして、今回は6件の困難事例
の収集・分析であったが、今回調査を一つの
ステップにした継続的な情報収集・分析など
を経て、困難事例の体系的かつ広範な観点か
らの検討も進めながら、より包括的な地域福
祉デザインの検討にも取り組んでいく予定で
ある。なお、本調査研究は、平成20・21年
度デザイン研究科長特別研究費も得て実施し
たものであることを付記しておく。
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三遠南信景観色調査研究　－第2次報告書－

1　はじめに

　「地域らしさ」とは，はたしてどこで誰が何
時どのように感じるのか。直感力で感じられ
る「全体の印象」と，構成する要素のディテー
ルの「集合体」・「共通性」とも考えられる。そ
もそも地域自体は，様々な構成要素の総体で
あり，長年にわたって徐々に培われた印象（イ
メージ）の産物である。2008年に引き続い
て、この地域らしさの「印象」を構成する重
要な要素として「色」を取り上げ，その成立
条件をいくつかの手法を組み合わせて推測し
ている。
　この研究では、色から滲み出て来た「地域
らしさ」を視覚的な「カラーイメージ」とし
て言い換えている。そこで，このカラーイメー
ジを地域共通の「デザインコンセプト」構築
における重要な要素として置き換え，地域に
おける特徴のある景観形成や商品開発などに，
この成果が具体的な展開につながることを想
定している。
　この「地域らしさ」をふまえて、開発テー
マや、地域の特徴をいかしたアイテムの選定
などに展開されることをねらっている。

　本研究では，この地域における「景観色」と
は何かを具体的に考えている。地域の環境全
体から何となくその「イメージ」に相応しい，
「らしさ」として印象づけられた視覚的な「記
憶残像」を，色とイメージから抽出される集
合体＝「カラーイメージ」として置き換えて、
何とか実態に近いイメージとして導き出せな

いか。さらに色の具体的な使い方や「ガイド
ラインの策定」などに向けての基礎研究とし
て計画している。
　ここでの「景観色」とは，環境構成物が相
互に関係しながらも，かなり「簡略化」や「抽
象化」された状態を配色で示すこととしてい
る。そして見る側の記憶に残る感性的な印象
や雰囲気が「全体配色」として統合された状
況としている。

2　地域イメージ調査
2-1　調査手法
　前回のプレリサーチと同様に、三遠南信地
域における景観色をイメージで捉えるための
基礎的なアンケート調査を実施している。そ
れぞれの地域における一般住民，行政団体，民
間協力団体などを披験者対象に実施。
　実施方法は，それぞれの行政団体，地域，市
町村ごとに集計分析するために，出来るだけ
広範囲に男女均等，年齢もばらつくように，ア
ンケート用紙を配布している。    市町村毎に，
およそ披験者は30名から40名を選定して
いる。披験者の条件は，3年以上そこに住み，
年齢が20才から70才までの範囲としてい
る。

　設定された地域と市町村の都市イメージに
ついて，45言語アンケートから直感的に相
応しい言葉をそれぞれ5つ選択するオリジナ
ル調査ソフト”WAT9”を使用し、簡単な言
語選択で直感的なイメージ評価を分析抽出し
ている。

A Report of Landscape Color and Image
in SAN-EN-NANSHIN (Part2)

　この研究は，昨年に引き続いて三遠南信と呼ばれる広域連携地域における景観のあり方を色彩の観点から
探ることを目的としている。かなり広域における「景観色」調査から「地域らしさ」を具体的なカラーイメー
ジとして抽出する事である。プレリサーチと同じイメージ調査手法を活用して，イメージ言語から地域の特
徴を抽出し，代表的な都市の景観写真の色分析結果と比較検討している。地域のイメージキーワードの抽出
と地域固有色の収集結果を踏まえて、三遠南信「らしさ」の抽出につなげている。

This contents is continue study from last year. Reserch and inquire into  SAN-EN-NANSHIN  area with
appearance   landscape color.
I wish succeed in what an abstraction from  landscape color and image in SAN-EN-NANSHIN. Its suitable and
strong point by  image word from this wide area. I investigate  with original analysis from photograph image
collarge in the main city.In the  last stage on sampling from  landscape color is typical of  THE SAN-EN-
NANSHIN. I  wish to select  of suitable image  inSAN-EN-NANSHIN from this result by analysis.

宮内　博実 Hiromi MIYAUCHI
デザイン学部メディア造形学科 Department of Art and Science,Faculty of Design
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2-2　調査概要
　全地域の三遠南信プロジェクト参加行政団
体全てに配信し、回答が得られた市町村は、3
地域22市町村で詳しくは、下記の通りであ
る。
東三河地域/豊橋市　豊川市　新城市　設楽
町　東栄町豊根村　小坂井町　田原市（8市
町村）　
遠州地域/浜松市　袋井市　湖西市　森町　
新居町
（5市町村）
南信州地域/飯田市　阿南町　阿智村　平谷
村　下條村
売木村　天龍村　泰阜村　豊丘村　（9市町
村）

2-3調査結果
　図は、地域毎に集計した結果を出力してい
る。グレーのサークルで示した範囲が中心的
なイメージであるが、簡単に見た目でこの3
地域を比較すると、かなり似たような分布に
なっている。地域連携エリアとしては広いが、
隣接している状況を考えると大幅に違った結
果となる事も想像しがたい。
　地域別のイメージ分析の結果から、そのイ
メージ言語の出現頻度を基本として、それぞ
れの関係性をこれまでの経験則を踏まえて、
構造図に仕上げている。最も基本となる3つ
のキーワードは、多少数値は違うが全く同じ
言語が選ばれている。全体としてはプレリ
サーチの結果とほぼ同じ傾向を示している。

東三河/全体イメージ

特徴イメージ/素朴な、自然な、伝統的な 図 -01

遠州/全体イメージ

特徴イメージ/自然な、素朴な、伝統的な 図 -02

南信州/全体イメージ

特徴イメージ/素朴な、自然な、伝統的な 図 -03
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図-04
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図-05

素朴な /14.6

風流な /3.4

気楽な /3.9味わい深い /5.2
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図-06
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2-4市町村別調査結果/東三河

東栄町

特徴イメージ/自然な、伝統的な、素朴な 図 -11

小坂井町

特徴イメージ/自然な、素朴な、伝統的な 図 -13

田原市

特徴イメージ/素朴な、自然な、居心地のよい 図 -14

豊根村

特徴イメージ/自然な、素朴な、伝統的な 図 -12

豊橋市

特徴イメージ/居心地のよい、素朴な、控えめな 図 -07

新城市

特徴イメージ/自然な、素朴な、伝統的な 図 -09

設楽町

特徴イメージ/素朴な、自然な、伝統的な 図 -10

豊川市

特徴イメージ/素朴な、自然な、居心地のよい 図 -08
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

2-6市町村別調査結果/南信州

2-5市町村別調査結果/遠州

新居町

特徴イメージ/伝統的な、素朴な、居心地のよい 図 -19

飯田市

特徴イメージ/素朴な、伝統的な、自然な 図 -20

浜松市

特徴イメージ/活動的な、自然な、居心地のよい 図 -15

湖西市

特徴イメージ/素朴な、自然な、居心地のよい 図 -17

森町

特徴イメージ/伝統的な、素朴な、自然な 図 -18

袋井市

特徴イメージ/居心地のよい、自然な、素朴な 図 -16
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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売木村

特徴イメージ/素朴な、伝統的な、自然な 図 -25

泰阜村

特徴イメージ/自然な、素朴な、伝統的な 図 -27

豊丘村

特徴イメージ/素朴な、伝統的な、自然な 図 -28

天龍村

特徴イメージ/素朴な、伝統的な、自然な 図 -26

阿南町

特徴イメージ/素朴な、自然な、伝統的な 図 -21

平谷村

特徴イメージ/自然な、伝統的な、居心地のよい 図 -23

下條村

特徴イメージ/素朴な、自然な、伝統的な 図 -24

阿智村

特徴イメージ/素朴な、自然な、和やかな 図 -22



三遠南信景観色調査研究　－第2次報告書－

静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.10　2009    141

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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2-7イメージ調査のまとめ
　それぞれの地域毎のイメージ調査の結果を
相対的に位置関係が比較出来るように中心
ゾーンの位置をプロットしている。そして地
域全体の中心部分と思われる地点をその地域
のイメージ的な原点と設定して抽出している。
3つの地域は多少の違いが判明したが、かな
り微妙な違いと受け取られている。
　今回の本調査では、それぞれの地域毎に現
在居住している地域のみを調査対象としてい
るので、3地域全体を同じ座標で示す事は出
来ないが、相対的なイメージの位置関係を崩

さずにプロットし、その広がりを下記の図の
ようにまとめている。ページ137のイメージ
構造図の結果も同時に傾向を知るために、参
考として記載している。
　イメージ調査は、あくまでも地域毎の特徴
を把握するために行っている。三遠南信全体
を一つの地域として捉えると「自然な」「素朴
な」「伝統的な」がキーワードとして抽出され
ている。そしてそれぞれの地域だけで特徴と
してあげられるキーワードが、東三河は「控
えめな」、遠州は「活動的な」、南信州は「味
わい深い」となった。

　中心イメージからそれぞれの地域の特徴を
関連させて分析を進めると、控えめで質素で
奥ゆかしい東三河、活動的で気楽で陽気な遠
州、自然が豊かで味わい深く風流な南信州と
読み取る事が出来た。
　この結果から、実際の地形や自然環境の状
態、地理的な条件などと関連させて詳しく見
直す事も可能である。イメージとして都会化
された都市イメージは、開放感や賑わいなど
から「楽」が多く出現する。反対に「素」や
「趣」が強く出てくる地域ほど、ゆったりとし
た田舎的なイメージと受け取られていると思
われる。

　プレリサーチの結果と比較しても、イメー
ジとしての大きな違いはなかったと言える。
しかも、愛知県や静岡県、そして長野県など
の県イメージだけを除くと、今回のイメージ
の位置関係とほぼ変わらない結果となった。
今後の景観色抽出における地域毎のイメージ
の方向性の検討と、三遠南信らしい景観色の
絞り込みには、十分な結果が得られた。
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3浜松市-7区別調査結果
北区

特徴イメージ/活動的な、伝統的な、自然な 図 -37

天竜区

特徴イメージ/素朴な、伝統的な、自然な 図 -39

浜松市/7区全体

特徴イメージ/活動的な、自然な、居心地のよい 図 -40

浜北区

特徴イメージ/活動的な、自然な、伝統的な 図 -38

中区

特徴イメージ/活動的な、居心地のよい、気楽な 図 -33

東区

特徴イメージ/活動的な、居心地のよい、伝統的な 図 -35

南区

特徴イメージ/自然な、素朴な、気楽な 図 -36

西区

特徴イメージ/居心地のよい、伝統的な、自然な 図 -34
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3-1浜松市 -7区詳細調査結果まとめ
　今回の本調査では、特に浜松市の協力で7
区それぞれに調査を実施している。政令指定
都市となって一つに合併したことで、どの程
度区毎のイメージが集約出来るか。プレリ
サーチの結果では、披験者数も少なく、都会
的なイメージに集中が見られた。しかし今回
は「遠州」地域イメージにほとんど近い結果
が得られた。
　それぞれの区ごとに集計結果から9イメー
ジ分布を取り出したのが下図で有り、さらに
中心ポイントだけを標記したのが7区イメー
ジ比較である。7区全体と比較すると、中区
と西区を融合させ、さらに東区を重ね合わせ
るとほぼイメージが形成される。大きく違う
のは、天竜区と南区であるが、一番大きなイ
メージは「楽」で有り、浜松らしい都市の特
徴を表している。

7区9イメージ分布の比較

大きな構造物や施設なども、その区の構成要
素として影響されていると思われる。
　三遠南信の分析と同様にイメージ言語の構
造図を作成している。浜松市7区総合集計の
結果からその出現率に上位10個使って作成
している。
　浜松は自然環境に恵まれ、居心地も良く、
活動的な都市であり、気楽で陽気、しかも素
朴で質素なイメージが和やかさにつながって
いる。取り立てての先進性は、イメージ構造
からはあまり強くは感じられない。過ごしや
すく積極性も少ないために、その点の反動と
して「やらまいか」精神が必要なのかもしれ
ない。
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　選択されたイメージ言語の分布から、僅か
な差を見つけ出し、9分類上にゾーニングす
るとなるとかなり難しいが、何とか見た目で
出来るだけ比較しやすい位置にプロットする
事で、具体的な区毎の特徴をイメージで比較
出来る。自然環境や地理的な条件はイメージ
を形成する大きな要因であるが、それ以上に

3-2　浜松市イメージ分析のまとめ
  これらの浜松市におけるイメージ分析の結
果から言えそうな事は、7区の特徴はそれほ
ど明確に認識されていないが、概ね3つか4
つに集約が可能である。
　浜松らしさは、旧市街を構成していた中区
と西区であるが、都市としての中心的な機能
だけでなく、イメージとしても「住みやすさ」
や「楽しさ」を感じさせている。郊外に広が
る北区、浜北区も、全体とはそれほどかけ離
れてはいない。目立って違うのは天竜区のみ
である事から、今後は中心部に東区と南区の
組み込み方と、市の外周郊外地域の特徴つけ
が重要な課題と思われる。
　そこでこのイメージ調査の結果を踏まえて、
景観色調査の結果と関連させた分析によって、
今後予想される「都市景観色ガイドライン」
等の策定の際には参考にして欲しい。
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4　代表都市のイメージコラージュ

4-1　作成趣旨
　三遠南信を代表する都市における「イメー
ジコラージュ」作成の趣旨は、ばくぜんとし
たイメージを出来るだけ解りやすい画像の集
合体として提示する事である。
　それぞれの都市の印象を，出来るだけ解り
やすく，しかも簡単な方法で表現してみる。そ
のために次のような手順で行っている。宮内
博実研究室のゼミ生が2人でペアーを組み，
それぞれ都市を数日に渡って撮影取材として
調査を行っている。当初から明確に目的を示
され、何とか自分たちの感じた「都市イメー
ジ」をビジュアルな表現に置き換える事を目
指している。
　まずは若い学生の新鮮な目を通して，既成
の情報にとらわれないように，それほど詳し
くは与えずに短時間で都市を見て回れる範囲
としている。市内の中心部からはじまり，そ
こで目についたスポットを取材と撮影を行っ
ている。そこから得られたビジュアル情報を
使い，ラフな「イメージコラージュ」を編集，
さらに7都市のイメージを比較しながら微調
整したのち，画像のサイズや重なりを考慮し
て最終的なコラージュとして完成させている。
　作成されたコラージュを画像として取り込
み、色彩分布自動生成ソフトにかけてそれぞ
れ解析を行った。そこで、基調となるイメー
ジとアクセントとして出現する色を見きわめ
ることにつながるデータが得られた。

　ここで作成されたコラージュは、街全体の
印象を捉えることを狙いとしているが、基調
となるイメージだけでなく、アクセント的に
インパクトのあるモチーフも同時に見つけ出
し、イメージとしての広がりを視覚的に表現
する事も目的としている。当然、出現頻度の

高い色は、その都市のイメージカラーとなる
が、それ以上にアクセントとして効果的な色
も重要である。景観を構成する要素として色
を考えるならば、ここで得られたアクセント
カラーを調和させたアソートで、具体的な地
域の特色作りにつながると思われる。

4-2　浜松市 -イメージコラージュ

色彩分布自動生成ソフト -Image2 Assort

図 -44

図 -46

写真 -01

図 -45
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5　地域代表画像色彩分析

　プレリサーチで収集されたそれぞれの地域
を代表する画像データから、イメージ分析の

結果と対応させて代表的な8配色をそれぞれ
抽出している。
　控えめな東三河、活動的な遠州、味わい深
い南信州に相応しくイメージ連想がしやすい

図 -59

図 -60

図 -61

配色に絞り込む事で、地域の特色を明解にし
ている。
　東三河は全体にオーソドックスな配色であ
り、一つ一つの印象性も弱く、地域全体とし
ての基調色が見つけにくい。それと比べると
遠州は、空や海の色が大きな面積を占めて、配
色としてメリハリが利いたスッキリした印象
を与える。特に南信州は、ほかの地域とは違っ
て、かなりこってりとした深みのある配色で
ある。全体に四方が山に囲まれているために、
建物や街全体に陰影がつき方がかなり影響し
ていると予想される。
　今回の本調査として行ったイメージ調査そ
のものは、あくまでも「言語」で答えている
が、その地域らしさをイメージングする際に
は、風景や建物等全体の景観を色に置き換え
ながら想像した結果を、反映した状態でビ
ジュアルから選定していると思われる。
　ここに登場した色をそのまま使うとその地
域の環境に自然と馴染むが、反対に出現して

南信州地域／味わい深い東三河地域／控えめな

遠州地域／活動的な
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いない色を大胆に使うほど目立つ事になる。
あくまでも景観色を考えるには、全体での相
対なバランスが重要であり、遠景でバランス
が取れていて、しかも近寄っては一つ一つ個
性があるような状態が理想と思われる。

6まとめと今後の展開

　これまで2年間の研究成果をふまえ、最終
的な段階では、地域の景観色として相応しい
「ガイドライン」として提案する事を当初から
の目的としている。現地でのイメージ調査の
結果と画像データ収集、写真撮影等からコ
ラージュ作成後の分析結果などを総合すると、
おおむね地域らしさは、今の段階でも十分に
集約出来たと思われる。そこで次の段階へ進
むには、最終的な色の絞り込みにあたって、
あらかじめ景観における配色基準や色彩計画
の考え方をいくつかにまとめて整理しておく
必要がある。

　配色を考える際の基準となる色の捉え方と
視点から対象物までの距離の関係を示した図
である。景観全体を通じて、基準色は肌色、木
の色、土の色、葉の色、空の色などの自然環
境色とのバランスで考える。

1：消去の関係
　図と地がほとんど同じ色のため、全体とし
て消える効果。存在を主張する必要がない構
造物や、背景となる壁面、橋桁などが考えら
れる。
2：融和の関係
　図と地が曖昧で、類似した印象が調和につ
ながる効果。ほとんどの構造物はこの調和に
置き換わると、自然環境とのバランスが計画
しやすくなる。
3：強調の関係
　地に対して図が目立ってコントラストを強
く見せる効果。現状では多くの看板から建造
物、店舗に始まり、橋や公共建造物までが、主
張し合って混在している。

今後の展開として

　三遠南信地域としての「らしさ」はある程
度イメージとして抽出されたが、しかし、今
の段階では実際の色の選定は具体的に進めら
れていない。そのためには、それぞれの地域
を特徴づけるような「強調色」（アクセントカ
ラー）の選定が必要である。それぞれの特産
品や、花や樹木、祭りや行事などに一時的に
出現し、多くの人にしっかりとした記憶に残
るような色である。

　引き続き画像データによる色彩分析の結果
から、全体景観色として、近景から中景、遠
景までの距離感と配色方法などを具体的に想
定しながら「基調色」（ベースカラー）の範囲
を絞り込む研究段階へ進めたい。

　最終的に出来上がった三遠南信地域の景観
色の抽出結果は、これからの景観に対する地
元住民一人一人の考え方や行政団体などで策
定が予想される具体的な景観色「ガイドライ
ン」のあり方にも参考にして欲しい。
　そのためには、研究結果の解りやすく活用
しやすいまとめ方や、啓蒙するためのビジュ
アル提案手法の検討が必要である。是非、次
の3年目の研究段階では、このレベルまで進
めたいと考えている。

1m 10m 50m 100m 1000m
肌色 木の色 土色 葉の色 空の色

近景 中景 遠景

配色の基準と視点からの距離感

図 -62

色彩計画の基本的な考え方

図 -63

消去 融和 強調
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発信するSUAC印　
―ユニバーシティ・グッズの開発と大学ネットショップの展望 第2章―

1．H19より継続する成果として

　本研究は、本学における研究成果のアピー
ル手段の一つとして、ネットショップが果た
す役割を考察し、試作検証等を通じて商品像
を検討・提案し、大学の「ネットショップ開
業にいたる準備検討のプロセス」「ネット
ショップ実現のための諸開発」「ネットショッ
プ運営」の各フェイズを実践的に学ぶことで、
本では学べない各種ノウハウや、運用上の留
意点を体得することのできる、教育システム
の構築可能について、調査及び検証実験を行
い、本学で備えるべき実践的な基盤の形態を
提案することを最終目的として、平成19年
度にスタートしたものである。
　また、ネットショップに関する潜在的需要
を持つ、浜松、静岡の地元企業に対して、実
践的なアドバイス、コンサルテーションを行
うための、ノウハウの蓄積、システム基盤の
構築を行うことで、地元の貢献にも役立てる
ねらいも持っている。

　これらを踏まえて、今年度は大きく「ネッ
トショップの構築」と「ショップで扱う商品
開発」に的を絞り、研究開発を進めた。
　商品開発面では、既存の学生・教授の制作
物やアイデアを元に、具体的に商品化できる
物と、商品化する取引業者を選定し、効率良
く製品化するプロセスを考察するのと併行し
て、本学内で商品アイデアを募る方法も検討
した。

2． 商品候補の試作

　前年度はデザイン学部を擁する特徴を活か
して、現行の大学が持つネットショップや美
術館のミュージアム・ショップの商品ライン
ナップを参考にしつつ、本学ならではのユ
ニークな分野を選択、商品企画開発をしてい
くために、以下のような5つの方向を設定し
て進めた。
1　ユニバーサル・デザイン関係
2　教員の研究・教育活動から生まれるアイ
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The brand SUAC which sends as an unique existence
- The development of university goods and the view of univer-
sity online-shop (stage 2)-

　本稿は、H19年度から引きつづき学長特別研究により遂行された「ネット販売の教育的可能性に関する
研究」の研究成果報告である。メディア造形学科、空間造形学科、生産造形学科の、デザイン学部3学科で
取り組む課題として、大学公式のネットショップのあるべき姿の展望を図り、実施に向けたユニバーシティ・
グッズの研究・開発を行っている。

This paper reports the result of "The research about educational possibility of online-shop" which was
accomplished and continued on president special research in 2007. We, three department of faculty of design
attempted the view of the way it should be of the official online-shop of an university, and researched the
unique university.



The brand SUAC which sends as an unique existence (stage 2)

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

152    静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.10　2009

デアグッズ
3　地場産業・地元企業との共同開発
4　学生による企画に基づく商品
5　学生制作絵本

　これらはいずれも、量販店のような品物数
は必要なく、ユニークな商品を選び、集める
形態が最適である美術館のミュージアム・
ショップのような、セレクトショップ的な形
態を目指す方向性の中で開発が進められた訳
だが、前年度終了時に、一般的なお土産とし
ても買いやすいモノを、という声が文政学部
から上がったことから、商品開発のカテゴ
リーを再考する必要性を感じた。そこで本年
度は、まずニーズに応えるべく、教職員を対
象にしたアンケートを実施した。その結果を
得て、文房具／生活雑貨／食品／おもちゃ／
ユニバーサル・デザイン／記念品という6つ
のカテゴリーを設定し、ロゴ入りマグカップ
からエコバッグまでラインナップを再検討し、
最終的に約93種の商品候補をリストアップ
した。
　試作を始める前に、ショップのロゴ・タイ
プは、生産造形学科卒業で浜松のグラフィッ
ク・デザイン事務所で働く稲垣澄世さんに制
作依頼した。インターネット業界ではよく＠
(アットマーク)を使用するが、このアット
マークを、本学の略字[SUAC]のAに当ては
めて、SUACの文字にネットショップが含有
されているようなイメージで、以下のような
ロゴマークが誕生した(図01)。さらにショッ
プのカラー・アイデンティティーとして、第
一カラーにオレンジ色(DIC164)、第二カ
ラーにシルバー(DIC621／使用できない場
合は灰色DIC652)、そして第三カラーに大学
カラーの青色(DIC222)（図02）を設定し、制
作したショップ・ロゴもその3色で展開した。

　商品試作の方法としては、学生や教員から
出てきたアイデアを元に、地元企業に依頼す
るオリジナル型あるいはコラボレーション型、
すでに売っているユニークな商品を卸しても
らうセレクト型、大学のイメージに則したノ
ベルティグッズをセレクトして名入れするノ
ベルティ型の3 つの方法をとった。カテゴ
リーと試作の方法は、部分的に偏りすぎない
よう、あるいは特化しないよう、うまくバラ
ンスをとりながら発注していき、結果的に約
80種ほどのラインアップを揃えることがで
きた。以下はカテゴリー毎、試作方法毎に主
な試作物を紹介していく。

商品カテゴリー
A：文房具
B：生活雑貨
C：食品
D：本／DVD／おもちゃ
E：ECO
F：記念品

試作方法
1.コラボレーション型
2.セレクト型
3.ノベルティ型

●A：文房具
A-1：A5ノート3種
　これは印刷物なので、コラボレーション型
でもないが、文房具マニアの和田としては
真っ先にオリジナルを制作したいと考えてい
たA5仕様のノートなので、デザインは和田
が担当した。ショップ・カラーで設定したオ
レンジ色、シルバー(試作は灰色)、青色の3種

図02：ショップカラー

図01：ショップロゴ
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で、色違いで仕様が判別できるように、ドッ
トパターン／グリッドパターン／C罫を制作
した。展示会では、併せて無地仕様のも作っ
てほしいという要望が相次ぎ、意外に無地
ノートが市場にないことに気づかされた。試
作ではシルバーで印刷できなかったので、灰
色でC罫を作ったが、C罫は試作同様灰色展
開にして、無地を新たに制作する際は、シル
バーで印刷して4種をまかなうよう今後検討
を考えている。

A-2：フレキシブルUSBキーボード
　ユニークな輸入雑貨を取り揃えるショップ
をインターネットで発見し、いくつかを卸し
てもらったうちの一つ。海外のミュージア
ム・ショップ等でも絶えず面白グッズを探し
ている身としては、日本でも購入できる利便
性に着目し、試しに卸して、リストに加えて
みたが、展示会での反響は大きく、改めて面
白グッズを紹介していくセレクトショップと

しての機能の必要性を実感した。実用性はど
ちらかというと棚上げモノであるが、比較的
安価なことから人気が集中し、欲しいと思っ
たものに丸いシールを貼るという学生アイデ
アの人気投票では、みごと1位を獲得した。

A-3：ネームカードケース・ミラー付
　文房具や生活雑貨など、機能性を伴う製品
は、一から制作すると非常にお金と時間がか
かることから、すでにあるものでまかなう方
法も有効だと考え、名入れ印刷してオープン
キャンパス等で配ったりする、いわゆるノベ
ルティ方面も視野に入れた。その代わりセレ
クト型同様、ショップ・カラーに即してデザ
イン的にも統一感あるラインナップを心がけ
た。このネームカードケースは特に、本体の
色はシルバー系、材質は、ステンレスやシル
バー色の樹脂といったセレクトしたシルバー
シリーズの一つである。

●B：生活雑貨
B-1-1：カレンダー卓上型「祝日暦」
　偶然であるが、オリジナルのカレンダーも
試作したいと考えていた所、H20年当時3年
生だったメディア造形学科の小田真弓さんが、
メディア造形総合演習1における制作物とし
て、CDケースに収まる卓上型のカレンダー
を提案、試作したので、そのデータを元に印
刷所にて試作印刷した。日本の少ない祝日の

A-1：A5ノート3種

A-2：フレキシブルUSBキーボード

A-3：ネームカードケース・ミラー付
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マグカップの名入れも併せて試作してもらっ
た。

B-2：「お茶のせっけん・Duthe」
　結果的にセレクト型に属するが、商品を扱
わせてもらう大学の存在意義としてパッケー
ジデザインを制作させてもらうという条件で
扱わせてもらうことになった商品もいくつか
ある。これは近年クローズアップされている
お茶のせっけんが、浜松の緑茶メーカーでも
制作・販売されていることを発見し、直接交
渉して卸してもらうようにした商品である。
展示会では、すでに売られているパッケージ・
デザインの仕様のまま展示したが、今後
SUAC仕様のパッケージ・デザインを制作さ
せてもらうことで話が進行している。

意味を知り、より楽しめるように、特に祝日
の情報を特化させたデザイン展開で、展示会
でもとても評判が良かった。今後も制作・販
売していく場合、データを更新して印刷して
いく必要性と、安価に抑えるためのその部数
が課題である。

B-1-2：テーブルウェア「cedemo」
　この作品は、共同研究者の生産造形学科の
山本先生より紹介されたもので、生産造形学
科の卒業生である山浦陽介さんが制作し、第
17回テーブルウェア大賞にて佳作入選して
いる。土器のような3種の形は、上の曲線や
突起が微妙に異なり、塩・こしょう・砂糖と
いうように形で使い分けることができるユニ
バーサル仕様でもある。

B-1-3：オリジナルデザインTシャツ
　オリジナルデザインを反映させるメディア
としては、Tシャツは最適であるが、今回はア
パレル・メーカーのように、いっそのこと、と
んがったデザインを冒険してみようと試みる
ことにし、緻密なデザインを描き込むH20年
当時メディア造形学科3年の伴多絵子さんの
デザインに集中することにした。プリントす
る地のTシャツ自身もデザインに大きく影響
するので、非常にこだわって業者を検索した
結果、香川県のプリント業者に委託した。こ
こは、Tシャツの種類が多いだけでなく、つな
ぎやマグカップのプリントも請け負っていた
ので、3色、3種類のデザインTシャツの他、
デザイン学部では欠かせないつなぎの名入れ、

B-1-1：カレンダー卓上型「祝日暦」

B-1-2：テーブルウェア「cedemo」

B-1-3：オリジナルデザインTシャツ
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B-3：「緊急避難セット」
　地震地帯として必須であるグッズでまず考
えたのが、この緊急避難セットである。多く
のセットや内容構成をリサーチしたところ、
実際に企画・販売されている規格は非常に多
様であるが、いずれも中身に対して高価であ
ることが、緊急避難グッズ普及のネックにも
なっていることが伺えた。まずはデザイン性
を損なわない程度に基本のセットをノベル
ティ関係からセレクトし、さらにカンパンや
ハザードマップ等を追加することに検討して
いる。結果、価格設定が難しいことになるが、
商売を目的としているのではないので、上代
が例え下代の九掛けになっても学生が持ちや
すい価格設定で商品規格を引きつづき進める
予定である。

●C：食品
C-1：浜松酒造「すももな梅酒」「空の雫」
　やらまいかブランドの伝統工芸等を持つ企
業を当たっていく中では、「浜松酒造」は学生
に機会を与えてくれる非常に好印象の相手で
ある。すでに蔵のビール釜で学生に仕込ませ
て、SUACビールを提供してくれているが、
今回はお土産に最適なラインナップとして、
企業としてすでに販売しているお酒のパッ
ケージデザインを別途企画・制作させてもら
うことになった。一種はスモモと梅の勾配種
でできる、学生が好みそうな赤い梅酒「李
梅」、もう一種は蔵出しの純米酒「天滴」で、
瓶の青が鮮やかな一品。聞けば青の瓶の色は、
この品種の特性や味わいに合わせて決められ
るそうで、一方「李梅」の方は中身が鮮やか
なロゼワインのような色がそのまま見える透
明の瓶が使用されていた。それらをそのまま
生かしたパッケージ・デザインを考案するこ
とが検討された。また、ネーミングも新規に
提案して欲しいという企業側の要望もあり、
学生の視点でのネーミング会議が連日進めら
れた。特許庁にすでに登録されていない名前
をやっと割り出し、併行してメディア造形学
科のH20年当時3年の依田芙侑さんがデザ
インを担当し、瓶の青と梅酒の赤を活かした
美しいデザインが仕上がった。今後「すもも
な梅酒」「空の雫」の2種の商標を登録する必
要がある。

C-1：浜松酒造「すももな梅酒」

「空の雫」

C-2：「みんなのお店[わ]
クッキー／クッキーセット」



The brand SUAC which sends as an unique existence (stage 2)
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中でプラネタリウムが楽しめる「BA T H
PLANETARIUM BLACK」とともに、パッ
ケージ・デザインも含めてトータルでハイレ
ベルなデザインは、癒し系でもあり、展示会
でも非常に人気が高かった。「DROP BATH
LIGHT」は、風呂に沈めて初めて発揮するの
で、展示会で体験に近づけるよう、ボールに
水を張って中に入れ、色の変化を再現した。電
池仕様とはいえ、水の中で扱える照明器具の
企画制作は、商品開発の参考にもなった。

●E：ECO
E-1：「遠州綿紬」ぬくもり工房「My袋セッ

ト」
　やらまいかブランド「遠州綿紬」を扱う企
業「ぬくもり工房」には、いくつかの商品企
画を提案し、2種ほど試作してもらい、2種
ほどすでに販売されている商品を扱わせても
らうこととしたが、この「My袋セット」はさ
らに、メディア造形学科H20年当時3年の
前田侑穂さんのデザインを、静岡県作業所連
盟の作業所が制作したという、まさに3者の
コラボレーションが成立した一品。

E-2：「もったいない携帯カトラリーセット」
　MOTTAINAIシリーズは、「もったいない」
という言葉のすばらしさに喚起したアフリカ
人女性が決起した運動で、このカトラリー
セットの売り上げの一部が、アフリカの植林
運動の基金に還元されるというシステムが確
立している。昨年このアフリカ人女性が国民
栄誉賞を受賞したのはまだ記憶に新しい。前

C-2：「みんなのお店[わ]クッキー／クッキー
セット」
　安全基準がきびしい昨今、なかなか食品の
開発には手が出せないが、ぜひラインナップ
に加えたいカテゴリーであるので悩んでいた
所、このクッキーシリーズは、生産造形学科
の高山靖子先生が紹介してくれたもので、非
常においしかったので、セレクト型として扱
わせてもらうことにした。河原林先生が長と
して、高山先生も関わっている「静岡県作業
所連盟」いわゆる授産所関係の「わ」という
作業所で長年商品化を進めていたもので、す
でに人気があるようで、また展示会にて試食
コーナーを設けた所、非常に評判が良かった。
扱わせてもらうことにした時点では知らな
かったが、生産造形学科の卒業生がパッケー
ジ・デザインを制作したとのことで、結果的
にコラボレーション型であるともいえよう。

●D：本／DVD／おもちゃ
D-1：学生手作り飛び出す絵本
　「どうぶつさん、だぁーれ？」「いたずらね
このかくれんぼ」
　学生の手作り絵本は、前年度に計14冊×
10冊ずつ、製本試作したが、この中で2種類
は開くと飛び出したり扉を開くといった仕掛
けがあるもので、前年度にその作業までまか
なうことができなかったため、今年度の中で
仕掛けの部分を印刷してもらい、学生に貼る
作業をしてもらった。

D-2：「DROP BATH LIGHT」
　USBキーボードを卸してもらったショップ
で同様に発見した面白グッズの一つ。風呂の

D-2：「DROP BATH LIGHT」

D-1：学生手作り飛び出す絵本
「どうぶつさん、だぁーれ？」
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から商品の存在を知っていたため、卸業者を
探していたところ、これを扱うノベルティ業
者を発見した。ノベルティ扱いとして名入れ
をしたが、意味的にはセレクト型といえよう。

E-3：「コンパクトトートバッグ」
　現在、エコバッグは実に多様に展開してい
て、使い勝手がよさそうで、かつデザインや
色もショップに即しているものを探す中で、
このエコバッグの制作業者選定が実は一番難
航した。当初から外国で買って重宝していた、
コンパクトに折り畳めてバッグの中に入れて
携帯できる「Bag in Bag」仕様を探してい
たのだが、これはリサーチしていくうちに、
いわゆる「エコバッグ」と言われるものの解
釈とは微妙に違うことがわかってきた。つま
りエコバッグではあまり、折り畳んでコンパ
クトになるような仕様がない。それで結局、
コンパクトに折り畳める仕様を中心に探し始
めたが、すでに規格であるものは「帯に短し、
たすきに長し」で、あまりコンパクトでな
かったり、色が中途半端できれいでなかった
り、どれもこれも今ひとつ選びきれなかった。
そこで最終的につなぎやTシャツ、マグカッ
プの印刷をお願いした香川県の業者で、この
バッグの名入れサービスも行っていたので、
ついでに少ない枚数で試作してもらった。到
着したら、やはり、というか、インターネッ
トの写真で見ていたのとは大分違うので驚い
た。色も違うしサイズもイメージより大きす
ぎるし、折り畳んでもあまりコンパクト、と
いう状態ではない。これは和田的には「失敗
作」の一つとなった。リベンジで作成しなお
すことを検討している。

●F：記念品
F-1：ポストカード「イラスト編」「写真編」
　せっかくイラストを描く学生が大勢いるの
だから、ということで、デザイン学部がある
大学ならではのラインナップとして、学生イ
ラストのポストカードを試作するために、メ
ディア造形学科のめぼしい学生にイラストの
データ提供を要請した。写真編はSUAC校舎
の特徴的な建築を活かした写真を取り急ぎ撮
影したが、冬の時期だったため、緑があまり
きれいでなかった。これはデータを更新する
というよりも、イラストも写真もバリエー
ションとして追加していって、ミュージア
ム・ショップのポストカードコーナーのよう
に、多くのポストカードを追加で随時作成し、
ラインナップを増やしていくよう検討していE-3：「コンパクトトートバッグ」

E-2：「もったいない携帯カトラリーセット」

E-1：「遠州綿紬」ぬくもり工房「My袋セット」
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きたい。

F-2：「遠州綿紬」ぬくもり工房「ネクタイ」
　文政学部の教員側からの要望として、ぜひ
ネクタイを、というものがあったため、「遠州
綿紬」のぬくもり工房にて扱わせてもらう商
品を選定している際に、ネクタイがあったの
でとりあえず卸購入させてもらったが、作家
が制作した一点物だったため、卸の時点で下
代が5,000円とされた。商品ラインナップに
おけるリサーチの際に、ネクタイを使用する
シーンやネクタイのターゲット層も検討して
いたが、単純なイメージとして学生が就職活
動前に買うという設定で行くと、下代で
5,000円という価格では非現実な感じがした
ので、お土産に買うもしくは中年層がちょっ
といいものを買うという設定で、カテゴリー
を「記念品」扱いとしてみた。しかし同工房
の商品の扱いがショップのラインナップの中
でも割と多かったため、バランスを考えて最
終的にこのネクタイは展示するものからはは
ずした。後に中年男性と話をしていく中で、ネ
クタイで5,000円は高くない、と言われたの
で、価格設定はこの辺で、再検討してみたい
リストとなった。

F-3：「太軸ウッドペンセット(ローズ入)」
　木工製品のラインナップは、やらまいかブ
ランドでもある「天竜杉」でぜひ試作してみ
たいものがいくつかあったが、当たった業者
が建材専門で、小さい商品試作には到底たど

り着けないと判断し、一時途方に暮れてし
まった。後に静岡県では島田方面に、小振り
の木工製品を扱う業者がいくつかあることを
口コミで知ったが、業者探しで時間が取られ
てしまい、結局間に合わなくなったので、ノ
ベルティ関係の中で木工製品を探した。名入
れがレーザー刻印で工業製品的だが、手作り
とはまた違う印象のバリエーションとしての
ラインナップとなった。

●番外編1
山本一樹先生作　カレッジリングのための参
考作品「シルバー・ジュエリー」
　海外の有名大学のカレッジリングをまねて、
試作してみようと試みたが、日本国内でリ
サーチした所、カレッジリングを大学として
制作しているところは皆無に等しく、カレッ
ジリング制作企業がメインで、しかも価格も
1－2万以上とかなり高価であった。いずれ
も個々の名前と卒業年度を入れるため高価に
なるのだが、そういった規格とは別のタイプ
で、比較的安価で企画する術を探った。大学
の工房や機材、専門家の力を借りて、元の型
等、内部でまかなえるモノはまかない、量産
する分は浜松のジュエリー制作業者に委託す
る方法が考えられた。H20年度中は試作まで
こぎつけなかったため、年度をまたいでH21
年度に催した、商品試作候補の展示会では、生
産造形学科で銀作品を扱う山本一樹先生のプ
ライベート作品を展示させてもらったところ、
やはり何かモノがあることで、商品候補とし
てのカレッジリングが具体的にイメージして
もらえたようであった。

F-3：「太軸ウッドペンセット(ローズ入)」

F-1：ポストカード「イラスト編」
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●番外編2
佐藤聖徳先生作「おざぶコースター」など木
工製品数種
　木工作品を専門とする佐藤先生には、以前
よりぜひショップのための商品企画の提供を
要請していたのだが、木工であるがゆえに、
どうしても量産しにくいというネックがあっ
た。しかしこれも参考作品ということで、作
品を展示させてもらうことになったが、量産
あるいは卸入荷が確保されている他の商品と
はすみ分けて、参考作品はポイントによる人
気投票からははずしていた。しかし展示会が
始まって4－5日経ったところで、気がつけ
ばシールを貼るブロックメモが参考作品にも
設置されていて、すでに大量のポイントが投
票されてしまっていた。図らずも参考作品も
人気投票に取り込まれてしまったが、前年度
から試作していた「音球」は、量産業者が未
定にも関わらず人気投票で2位に入ってしま
い、この佐藤先生の「おざぶコースター」も
4位に入ってしまった。いずれも今後は、こ
れらの量産体制確保が最重要課題である。

3. おわりに

　商品試作と併せて、和田の座学「エンタテ
インメントシステム論」におけるプロジェク
ト編成時に募った、メディア造形学科の3年
生有志がネットショップ本体のウエブページ
制作を進めた。「エンタテインメントシステム
論」ではまた、ショップのグッズ企画制作
チームも編成し、展示会までの色々なプロセ
スは、このショップサイト制作チームとグッ
ズ企画制作チームが中心となって作業してく
れた。こうして実質、学生が積極的に関わっ
てくれたことで、内容的にはまだまだ問題が
あるかもしれないが、実践としての作業が学
生を大きく成長させたようなので、特別研究
の意味が実現しつつあるように思われる。
　ショップの構築は今後、決済システム等セ
キュリティ面を強化して構築するために業者
に制作委託する必要があり、グッズも再試作
するものや、新たに別の教員のCADの演習に
て学生がデザインしたものの試作等があるが、
今まで関わったスタッフの努力が報われるよ
う、ショップ開設、グッズ販売までこぎつけ
ようと追い込みをかけている。

サイトイメージ例
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ユニバーサルデザインの地域での実践に向けて（その3）

Practicing Universal Design in the Community (Part 3)

はじめに

　今年度は静岡県がユニバーサルデザイン室
を設置してから10年目ということから、こ
の間にどれだけユニバーサルデザインが普及
したかを見直すことを意図して、「しずおかユ
ニバーサルデザイン国際シンポジウム」が静
岡県と静岡文化芸術大学との共催で、11月
13日と14日に行われた。本特別研究ではそ
の実施を研究活動の一環として位置づけるこ
とになった。
　シンポジウムでは、県が行政として行って
きたことを振り返るというよりは、民間がど
のくらいまでユニバーサルデザインの理念を
踏まえて動きつつあるかを見つめようという
ことで、シンポジウムの企画としては地元企
業の取り組みを紹介しながらさらに推進する
きっかけづくりを目指した。もちろん、県が
行ってきたこと、そして静岡文化芸術大学が
地域に関与していることについてはパネル展
示などで情報を提供した。
　初日は基調講演として大宅映子氏に「誰の
ためのデザインか」と題して辛口のお話を依
頼、また米国から記念講演者としてユニバー
サルデザインの父と言っていい故ロナルド・
メイス教授とともに研究所でずっと仕事をし
てきたレスリー・ヤング女史を招へいして、
「ユニバーサルデザインの到達点と今後」につ
いての講演を実施した。

　これらの講演と組み合わせて、地元そして
日本での成果を事例として紹介する発表をパ
ネルトークも含めて設定して議論を行った。
また2日目にはワークショップを設定し、地
元企業であるヤマハ株式会社とヤマハリビン
グテック株式会社での製品開発をテーマに議
論を行った。さらに希望者には、午後の時間
を用いてユニバーサルデザイン関連施設の見
学が設定された。これまで本学で実施したユ
ニバーサルデザインのシンポジウムでは、
ワークショップは人手の関係などもあって行
えなかったので、参加者はどちらかといえば
受け身という感じだったが、今回は積極的な
参加の場を提供できたと考えている。
　本研究の一連の流れの中で、これまで何度
か米国と英国から専門家を招き、ユニバーサ
ルデザインの理念と実践を県民に紹介してき
たが、今回はとくに多様な内容が含まれてお
り、全体を通して見ると、フォントデザイン
から住宅関連製品、自動車、住宅、そして公
共交通機関まで、さまざまな局面でユニバー
サルデザインがどのように考えられ、どのよ
うに実現されているかを参加者に伝えること
ができたと考えている。

ユニバーサルデザインの原点から見直す

　今回招いたレスリー・ヤング女史は、現在
はノースカロライナ州立大学付属のユニバー

　ユニバーサルデザインの理念を地域に根付かせてそれが具体的な実践につながるようにするにはどうすれ
ばいいだろうか。これまで何年かにわたって米国などでユニバーサルデザインを推進してきた専門家を招へ
いして講演会などを企画してきたが、平成20年度にはセンターフォアユニバーサルデザインでユニバーサ
ルデザインの父と呼ばれたロナルド・メイス教授を支えてきたレスリー・ヤング女史にお話をお願いし、関
係組織からの情報提供と合わせて有用な情報を得た。なお、本報告は平成20年度の文化・芸術研究センター
長特別研究報告として位置づけられる。

What can be done to implement the concept of universal design in the community, not just in words but in
action? The authors have tried for the past several years to organize lecture sessions with invited speakers
from the States and UK, and in 2008 the invited speaker was Ms Leslie Young, who has worked with late
Professor Ronald Mace at the Center for Universal Design from its establishment. Her lecture gave new
insights into the realization of universal design.

古瀬　　敏 Satoshi KOSE
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サルデザインセンターを離れてしまっている
が、同センター設立以前からメイス教授のも
とでユニバーサルデザインの仕事にずっと携
わってきた。同教授が亡くなったあとも、セ
ンターの活動を支えてきたが、センターの運
営が次第に本来の方向からずれてきたという
事情から、センターを離れたということであ
る。今回の講演では、在籍中にメイス教授と
いっしょにユニバーサルデザインの事例を分
析した連邦政府からの委託研究報告書からい
くつか選んで重要なポイントを説明してくれ
た。これまでの公刊されたさまざまな書籍や
報告書などで、実例分析を行いながら全体を
通してユニバーサルデザインのあるべき姿の
議論をしているものはじつはあまりなく、ま
たこうした報告書の内容を説明するのはなか
なか作成当事者以外はやりにくいということ
もあって、米国から今まで紹介されることも
なかったので、いい機会だったといえよう。
　なお、ユニバーサルデザインセンターの成
果物として、下記の2つが参考になる。いず
れもWebアドレス
http://www.design.ncsu.edu/cud/
pubs_p/pud.htm からダウンロードできる。
A）Case Studies on Universal Design,
1998

B）The Universal Design File: Design-
ing for People of All Ages and Abili-
ties, 1998

　上記の報告書では、製品から建築、公共交
通機関などがカバーされ、それぞれの事例に
ついて議論がなされている。ユニバーサルデ
ザインとして成功に至った比較的共通な要点
を挙げると、以下のとおりであるとまとめら
れている。
1）関係者の個人的コミットメントは大き

い：それをやらなければならないという
固い決意を持つと、通常では突破できな
い周りの逡巡を吹き飛ばせる可能性が大
きいということである。

2）ADAのインパクトは大きい：これは米国
の事例ということから出てくるわけだ
が、法律が規制していると最低限やらね
ばならぬことが見える。それ以上を目指
す場合も目標が設定しやすいといえる。

3）外部コンサルタントの利用：内部だけで

は突破しにくい場合、第三者の立場から
の報告があると、組織内での説得がやり
やすい。

4）必ずしもUDを事前に知っていたわけでは
ない：「ユニバーサルデザイン」という
ことばや概念の知識がなくとも、その理
念を理解していれば成果が達成される。
ときには成果を見て外の人がそれはユニ
バーサルデザインだ、と指摘されること
もありうる。

5）コスト感覚は消費者製品では重要：値段
が高くても売れる、ということはあり得
ないのが消費者製品の宿命であろう。1
セントでも安い物を、という消費者の一
般的購買動向は侮りがたい。

6）「障害者・高齢者向け」という概念は
じゃま：ユニバーサルデザインは対象を
特定しないわけであり、自ら利用者層を
絞り込むような発想は逆効果になりやす
い。実際にそのようにして失敗した例も
少なくない。

7）市場一番乗りは広報面で有利：一番乗り
であれば、対外的に広報発表がなされた
際に、広告を申し込まずとも経済面、あ
るいは社会面で記事として取り上げられ
る可能性が高い。これは信憑性が高い情
報として社会的に評価してもらえるの
で、よりいっそう効果がある。

　　　以上の各項目は、日本の事例を思い浮
かべるとほぼ該当するものが見つけられ
る。もちろん、国情の違いがもたらす差
異もあるので、一概にはいえないが、ユ
ニバーサルデザインを意識して何かを打
ち出そうとする際には有用な物差しにな
るであろう。

トイレのあり方について

　昨年度の本報告で言及したトイレのユニ
バーサルデザインに関する議論は、2009年
4月初頭にロンドンの王立芸術大学で開催さ
れた Include2009で論文として発表した。
また、関連報告として、2009年5月にハワ
イのホノルルで行われたPacific Rim Con-
ference on Disabilitiesでポスター発表を
行った。トイレ事情は国によって大幅に異
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講演後、対談時のレスリー・ヤング女史

レスリーヤング女史の講演。手話通訳がついている。
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なっているものの、あってほしい姿はさほど
違わないこともあって、それなりに参考にな
るコメントなどが得られた。なお、コンビニ
エンスストアの現在について記述した書籍が
最近出版されたが、そのなかには興味深い事
情が書かれている。

おわりに

　2010年10月には、浜松市において第3
回国際ユニバーサルデザイン会議が開催され
る。2002年から4年ごとにわが国で開催さ
れてきた会議は、その間にどのくらいユニ
バーサルデザインが進んだかを検証する場で

ある。各所での取り組みを見つつ、自らが何
をなすべきなのかを振り返る場とすることが
求められよう。
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地域におけるサスティナブルデザインの展開の可能性
－持続可能な地域公共交通ネットワークをめざして－

1．産官学民協働による地域公共交通
ネットワーク研究

　平成19年度研究では、地域公共交通ネッ
トワーク研究のための準備会を立上げ、官学
民の協働による研究体制づくりと具体的な研
究テーマの抽出を行った。準備会には、学内
のサスティナブルデザイン研究会を母体とし
て、浜松市交通政策課、NPO法人日本都市計

画家協会、遠州鉄道が参加した。また、平成
20年3月には、浜松まちづくりセンターと
ともに本学を会場として「自転車のまちづく
り」フォーラムを開催した。
　平成20年4月には、地域公共交通ネット
ワーク共同研究会を正式に発足し、同年4月
から平成21年3月までに10回の共同研究
会を開催した。共同研究会の活動は平成21
年度も継続して行われている。研究会は公開
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Possibility of designs for sustainable communities in the west-
ern area of Shizuoka Prefecture

　本稿は、平成20年度本学学長特別研究「地域におけるサスティナブルデザインの展開の可能性」研究の
概要を示したものである。本研究は、平成18年度及び19年度に行った「持続的な社会を支えるサスティ
ナブルデザインの基礎的研究」の成果をふまえて、県西部地域の持続可能な地域づくりにおけるサスティナ
ブルデザインの展開の可能性を探ることを目的として行われた。
　平成20年度研究では、サスティナブルデザインにおける課題領域である交通領域に焦点をあて、これま
での研究成果と日常交通調査（パーソントリップ調査）等による現状認識をふまえ、浜松市とその周辺地域
における日常的な移動手段として、これまでの自動車依存からマルチモーダルな移動体系づくりを目指して、
バス・鉄道、自転車や徒歩などを活用する体系への移行を推進するための具体的な啓発・普及活動の内容や
手法、実施体制を探った。研究成果は、平成21年度「ノーカーデーはままつ2009」キャンペーンとして
実現された。
　また、本学における環境負荷の少ないライフスタイルの啓発と教育の一環として、学生が主体となったサ
スティナブルデザインの実践活動「eco-SUAC2008」を実施した。

This paper will show the outline of study for "Possibility of designs for sustainable communities in the
western area of Shizuoka prefecture" in 2008.

This study was based on the result of fundamental research of the designs for sustainable communities
“Fundamental study of the Sustainable Design supporting continuous society." done in 2006 and 2007.

The purpose of this study was to explore a possibility that a “Designs for sustainable societies” can be
developed in the western area of Shizuoka prefecture.

Depend on the prompt report of the “person trip survey in 2009.” in this area, this study tried to clear the
means to change ways of daily transportation, from own cars to public transportations, like as bus, railroad,
bicycle, and on foot. The result of this study was realized as “No car days in Hamamatsu 2009” campaign in
Hamamatsu city.

Moreover, as a educational event for students for “Design for sustainable societies”, an ecological event
named "eco-SUAC2008" was hold in Shizuoka University of Art and Culture.
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で行い、準備会からのメンバーに加えて、
NPO法人スローライフ掛川、静岡大学教員な
どが参加した。
　
1－1．現状認識
1）西遠都市圏パーソントリップ調査結果の
検討
　平成19年度に実施した西遠都市圏（浜松
市、磐田市、袋井市、湖西市、森町、新居町）
の第4回日常交通調査（パーソントリップ調
査）結果速報をもとに、浜松市と周辺地域住
民が日常的に利用する交通手段について検討
した。調査では、調査対象数約145,000人
のうち67.7%にあたる約98,000人から回
答を得た。標本率は、都市圏全体の9.2%で
あった。
●自動車の利用状況
　通勤や買い物などの日常的に使う交通手段
として「自動車」利用の比率をみると、西遠
都市圏全体では68.3％、平成7年の前回調
査の61％から1割以上の増加。昭和50年と
比較すると32年間で37％から約1.9倍に拡
大した。浜松市でも66.8％に達しており、都
市域全体と同様の傾向が見られた。現状では、
静岡県西部地において約7割の人が車を日常
的な交通手段として利用していることが明ら
かになった。自動車の利用目的では、業務目
的の移動の88％、通勤目的の78％で自動車
が使われた。
●鉄道・バスの利用状況
　公共交通の基盤ともいえる鉄道・バスの利
用状況では、平成7年の前回調査と比較して
12年間で鉄道の利用率は2.9％から2.7％
にわずかに減少、バスの利用率は2.5％から
1.7％に大きく減少した。昭和50年の第1回
調査との比較では、鉄道の利用率が2.6％か
ら2.7％と変動が少なかったのに対して、バ
スの利用率は7％から1.7％に急減した。バ
スの利用者では通学目的の利用が最も高かっ
たが、他の日常的な移動でのバス離れの現象
が明確に現れている。
●高齢者の移動状況
　65才以上の高齢者を対象とした日常交通
実態調査では、外出頻度について、46％がほ
ぼ毎日外出しており、週2～3回外出する人
29％を加えると75％が日常的に外出してい

た。目的地は、スーパー等商業施設、郵便局・
銀行、病院が多かった。一方、ほとんど外出
しない、または週に1回程度と言う回答が23
％あった。高齢者の2割以上がほとんど外出
しないと言う状況について、交通システム面
での問題と解決方法について検討を要する。
　外出時の交通手段としては、36％が自ら自
動車を運転しており、送迎の20％と併せて
56％が自動車を利用していた。高齢化によっ
て自動車の運転をやめた人への質問では、運
転をやめた後に外出頻度が減ったと言う回答
が67％を占めた。高齢者のための交通を考
える上での課題のひとつである。

図 -1：浜松市の代表交通手段の推移／
浜松市交通政策課

図 -3：高齢者の主な外出先／〃

図 -2：高齢者の外出頻度／〃
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　高齢者が外出時に不便に思うこととしては、
「自宅から駅やバス停まで遠い」、「電車やバス
の本数が少ない」、「目的地に直行するバスが
ない」、「歩道や自転車道がなくて危険」など
があげられた。これらは鉄道・バスなどの公
共交通に対する一般的な不満点と一致してお
り、高齢者に対してだけでなく公共交通全体
の問題点としてあげられる。

2）自転車走行ルート調査
　浜松まちづくりセンターとの協働による
「自転車のまちづくり」推進活動のひとつとし
て、浜松市駅南地区を対象とした自転車走行
ルート調査を行った。平成20年5月から7
月にかけて計3回の自転車走行調査を行い、
調査結果を「はままつポタリングマップ／駅
南地区」にまとめ、ホームページ上で公開し
た。
　第1回調査では、浜松駅周辺から天竜川に
近い飯田緑地までの東西ルートと安間川沿い
の南北の水辺ルートを調査した。第2回調査
では、馬込川と芳川の南北の水辺ルートの調
査を行い、第3回調査で、水辺ルートをつな
ぐ東西方向の安全な走行ルートを探した。調
査の結果、駅南地区では、南北方向は馬込川、
方川、安間川の川沿いに自転車走行に適した
ルートがあるが、これらを結ぶ安全な東西
ルートが少ないことが明らかになった。東西
方向の交通路としては旧街道筋があるが、こ

れらの多くは道幅が狭いうえに通過車両が多
く、自転車や歩行者の安全・快適な通行が確
保されておらず、自転車走行ルートから除外
された。住宅地区の裏道や田園部の農道は車
が少なく自転車が走りやすかったが、幹線道
路で分断されて大きく迂回しなければならな
いなど、利便性、快適性に欠ける箇所が多く
見られた。また、歩道走行が可能な道路にお
いても、段差や歩道上の障害物が多くあり、
安全性に問題が残った。

3）カーフリーデー活動の状況
　環境負荷の少ない公共交通システムの普及
啓発の先駆的手法として、カーフリーデーの
実施状況等を調査した。日本での窓口になる
カーフリーデージャパンによれば、カーフ
リーデーは、街の一部で車を規制して歩行者
天国にすることにより都市と車、人と車との
関係を見直そうとする活動で、1997 年に
ラ・ロッシェル（フランス）で始められた。毎
年9月22日に行われており、世界の1400
以上の都市が参加している。欧州では規模が
拡大され、欧州委員会のプロジェクトとして
カーフリーデーの前の1週間を含むエコモビ
リティーウィークが各地で実施されている。
カーフリーデーでは、自動車を使わずにすむ
ように、バスや電車の増発、料金割引や無料
化、シャトルバスの運行などの代替交通が用
意される。カーフリーデーの実施には、ヨー
ロッパモビリティウィークへの登録や、原則
として9月22日に行うことが求められる。日
本では、国立市、横浜市、松本市、名古屋市
など6都市で開催されている。

1－2．啓発・普及活動
1）まちづくりフォーラム「自転車のまちづく
り」（第2回）
　平成20年8月23日（土）に本学を会場
として、浜松まちづくりセンターとの協働に
よるまちづくりフォーラム「自転車のまちづ
くり」（第2回）を開催した。フォーラム前半
では、駅南地区の自転車走行ルート調査、地
元企業のエコ通勤等の情報提供の後、自転車
ジャーナリストの白鳥和也氏が「自転車で変
わる世界観」として、自転車で各地を巡るサ
イクルツアーの魅力などについて講演した。図 -4：ポタリングマップ試行版／駅南地区
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後半は自転車のまちづくりをテーマに参加者
全員でフリートークを行った。
　フリートークでの意見では、自転車のまち
づくりの目標・理念について、「スポーツサイ
クリストのような特定の人だけでなく家族で
走れるような道づくりをめざす」、「自転車文
化、道中を楽しむスローな旅の文化を育成す
る」、「歩きやすいまちづくりを進め、その結
果として自転車も利用しやすい環境をつくる
こと」などの意見が出された。
　現状での自転車利用に関わる問題点として
は、「道路構造／車道左側（路側帯）が狭く車
との距離が近いため、車道を走行する自転車
が危険を感じる」、「車の交通量が多い道路で
一般的な自転車が車道を走ることはほぼ不可
能に近い」、「子供が自転車で走ったり、親子
で一緒に走る空間がない」、「駐輪施設／駅な
どの乗り換えの場で、自転車を置くスペース
がない」、「社会的ソフト／自転車通勤時の事
故が労災の対象外になるなど、自治体や企業
の対応が遅れている」などの具体的な問題点
が指摘された。
　これらの問題点に対して、「自転車が安全に
走行できるよう、道路構造を見直す」、「走り
やすい道、目的別ルートなどの情報を提供す
る」、「自動車の運転免許更新時に自転車走行
のルールを教える」、「高速車、低速車、子供
用など、自転車のそれぞれの格に応じた対応
を行う」、「環境負荷が少なく季節感が感じら
れるエコ通勤の手段として自転車の利用を進
める」などが提案された。
2）eco-SUAC 2008
　平成20年6日～平成21年3月実施。今
後のエコキャンパスへづくりへの布石として、
学内での環境負荷の少ない生活スタイルへの
意識を高めるることを目的として、学生と教
職員の協働活動eco-SUAC2008を試行し
た。約30名の学生と教職員が参加して6つ
のエコプロジェクトを実施した。活動の様子
は、新聞記事やTVニュースで大学生によるエ
コ活動として報道され、また、静岡県STOP
温暖化アクションキャンペーンのエコしクー
ル部門で入賞するなど、学外への広報効果も
認められた。結果として、このような活動の
効果の予測とともに普及への問題点が明らか
になった。

①eco-market
　　学生の不要品や保管期間が過ぎて廃棄さ
れる遺失物のリユース・リサイクル活動。不
要品の物々交換に代わるエコマネー「e-co
（イーコ）」の利用を試みた。会場では「1e-
co＝1円」で取引が可能。不要品の再利用
を進めるために、持ち込み品の評価は自己
申告制にして、販売価格を買い取り額の半
値に設定することにより、エコマネーを使
えば使うほど学内の不要品が消えて行く仕
組みにした。その結果、物々交換に不慣れ
な人でも参加しやすいシステムとしてエコ
マネーの仕組みが有効であることがが明ら
かになった。

　　また、今回の学内イベントでは、衣類な
ど元の所有者が特定されそうなものを敬遠
する傾向が見られた。

②ecoSUACバッグ
　　レジ袋をできるだけ使わないためのエコ
バッグや風呂敷の普及活動。不要な布や地
元織物（遠州縞）の端布などを利用した「吾
妻（あづま）袋」づくりと、風呂敷の様々
な利用のしかたを広報するためのワーク
ショップをで開催した。吾妻袋は、風呂敷
や手ぬぐいを縫い合わせてつくる簡易な手
提げ袋で、江戸時代後期に関東で始められ
たと言われている。学生ラウンジで行われ
たワークショップの様子は、地元TV局の
ニュース番組で大学生によるエコ活動への
取り組みとして紹介された。

③グリーンカーテン
　　校舎の南窓の一部を緑のカーテンで覆っ
て室内温度を下げる試み。デザイン学部空
間造形学科3・4年教室のベランダにプラ

写真 -1：eco-market会場
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ンターを置き、ゴーヤ10数株を育てた記
録を「ゴーヤ日記」にまとめた。

　　結果として、活動に参加した学生は植物
を育てることを通して身近な環境を守る活
動を続ける重要性を理解できた。しかし、
活動の主な期間が夏期休暇と重なるため、
緑のカーテンの効果を体感するという啓
発・広報効果と、屋外給水栓が無いために
水やりがしにくいなどの課題が明らかに
なった。

④エコリンコ（放置自転車再利用）
　　毎年、卒業生などにより学内に放置され
る30～40台の自転車を修理して再利用
する試みを行った。放置自転車の修理につ
いては、浜松市内の自転車店（ミソノイサ
イクル）と自転車ジャーナリストの白鳥和
也氏の協力を得て、解体と再組み立ての行
程を体験した。

　　結果として、修理技術については専用工
具があれば比較的容易に解体再組み立ては
可能であるが、見えない部分の錆による強

度不足などについては各部品の素材や形状、
経年変化などに対する経験的知識＝職人技
が重要であることが理解できた。放置自転
車の再利用については、遺失物法と自治体
の条例による保管期間（現状では3ヶ月）の
経過、及び警察での盗難自転車リストとの
照会などの手続きが求められた。

⑤Dustars（ゴミ箱調査とデザイン）
　　ゴミの分別・再利用を進めるためのデザ
イン活動。学内のゴミ分別の状況を調査し
たゴミ箱マップの制作、オープンキャンパ
ス等のイベントでゴミ分別が容易にできる
ゴミ箱のデザイン提案、生ゴミコンポスト
「バクちゃん」づくりの活動を行った。結果
としては、学内のゴミ箱については、大学
及び清掃委託業者が設置したものや自動販
売機の回収箱など11種類が確認された。
分別の種類や表示が統一されておらず、特
にペットボトルの区分がわからなどの問題
が明らかになった。

⑥エコファッションショー参加
　　静岡新聞社・静岡放送が主催した「エコ
ファッションショー」への参加依頼を受け
て、デザイン学部学生など8名が、学内に
放置された傘の布や菓子袋などを再利用し
た子供服を制作し、エコファッション
ショーで発表した。

1－3．「ノーカーデーはままつ2009」への
展開　／H21年度実施

　本研究の成果のひとつとして、浜松地域で
の持続可能な地域公共交通に向けた具体的活
動の展開があげられる。平成20年度の地域
公共交通ネットワーク共同研究では、自動車
への依存率が高い浜松市において、市民自ら
が自動車に過度に依存した生活を見直して、
鉄道・バスなどの公共交通機関や、徒歩、自
転車を利用する生活スタイルに移行するきっ
かけを提供する「ノーカーデーはままつ
2009」の準備を進めた。実際の活動は平成
21年度に行われているが、本研究が目的と
した研究成果の地域への展開の具体化として
重要であることから、主な実施イベントの概
要をここに示す。
①「5km圏走行実験」
　国土交通省の自転車利用推進関連資料によ写真 -3：自転車の解体・再組み立て作業

写真 -2：エコバッグ・ワークショップ
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れば、一般的な都市圏で5km以内の移動では
自動車よりも自転車を利用した方が所要時間
が少ないという。NPO法人日本都市計画家協
会内の自転車まちづくり研究会が平成18年
に東京都内で約8kmの距離を実際に走った
実験でも、自転車（車道走行）が最も早く目
的地に着いたことが報告されている。浜松市
では、これまでの自動車を主とした市街地の
道路構造の見直しを進めているが、現状では、
幹線道路の横断が地下道に限られて自転車の
横断が困難な箇所も多い。このような状況で
自転車の優位性が保たれているか検証するこ
とを目的として、2回の走行実験を行なった。
・第1回走行実験　5／11（日）
　　市中心部から郊外のショッピングセン
ターまでの約5kmの距離を、自動車、バス、
鉄道＋バス、鉄道＋折りたたみ自転車、自
転車で走行して所要時間を計測した。結果
は、バスを除く全てが20分前後で到着で
きた。所要時間の比較では、自転車が車道
走行（スポーツ車）で17分、歩道走行（普
通車）で21分に対して、自動車は21分、
鉄道 + バスと鉄道＋折りたたみ自転車は
22分であった。路線バスは待ち時間8分
が大きく影響して33分で他の交通手段に
比べて約1.5倍の時間を要した。

・第2回走行実験　6月7日（日）
　　郊外住宅地から中心市街地の商業施設に
向けて約3kmを、自動車、バス、自転車で
走行して所要時間を計測した。険しい坂が
あって自転車には厳しい条件だったが、結
果は、自転車が車道走行7分・歩道走行10
分に対して、自動車が10分、路線バスは
16分であった。自動車は目的地近くまで

は最も早いが、駐車に時間を要した。
　実験結果から、浜松市街地では、3～5km、
一般的な自転車で15～20分程度の距離で
あれば、自動車よりも自転車の方が手軽で便
利だと言える。今後の市街地の公共交通の主
な手段のひとつとして、自転車利用の有効性
が確かめられた。
②「自転車に乗らない1週間」
　自動車に依存しすぎた生活を見直すきっか
けとして、できるだけ自動車を使わずに1週
間を過ごすチャレンジイベントを平成21年
8月～9月に実施した。通勤や買い物など日
常的に車に乗っている方たちに1週間以上、
できるだけ車を使わずに歩いたり、バスや電
車、自転車で移動してもらい、その結果をエ
コマイレージなどで評価する試み。浜松市内
に居住し、通勤などで日常的に自動車を利用
している約30名がチャレンジモニターとし
て、鉄道・バス、自転車に乗換えて1週間を
過ごした。自動車が無ければ暮らせないとい
われる浜松で、本当に自動車に乗らずに生活
できるのか?と心配されたが、モニターの中
間コメントでは、健康面や精神面でのメリッ
トが大きいことや、自動車に乗ることへの疑
問を感じていてもなかなか離れられなかった
が今回のチャレンジイベントが良い機会に
なった、という声が多く寄せられた。特に、自
転車利用者にその傾向が強く現れた。自転車
利用者10名に自転車を貸し出したが、中間
時点で既に3名が自転車を購入して自転車中
心の生活に移行した。片道20km以上の距離
を自転車通勤に切り替えた事例もあった。
　問題点として、バスの停留所が自宅や目的
地から遠いことや、道路構造が自転車の安全
な走行に適していないことなどが改めて指摘
された。
　また、今回のイベントではモニターの経済
的負担を低減するため、バス・鉄道事業者、自
転車販売店、電動アシスト自転車メーカーの
協力を得てバス・鉄道パスと自転車の貸出を
行なったことが評価された。自動車から公共
交通への乗り換えを進めるきっかけづくりと
して、このようなインセンティブが有効であ
ることが改めて認識された。
③「ノーカーデーはままつ in秋穫祭」
「まちなかモビリティ・ショーケース」図 -5：第1回5km圏走行実験の結果
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　平成21年10月3・4日に浜松市中心部で
開催された中区「秋穫祭」の歩行者天国に展
示ブースを設け、人と環境にやさしく、また
中心市街地のまちづくりにとって重要なエ
コ・モビリティについて楽しみながら知って
もらうための啓発活動を行った。浜松市内の
NPOと本学教員が共同開発した小型電気自
動車の展示、公共交通に関わるアンケート、
クイズなどを通して、環境負荷の交通手段の
利用を呼びかけた。
④「道でお絵描き」
　平成21年10月4日の中区「秋穫祭」の
歩行者天国で、かつてクリチバ市（ブラジル）
で子供たちの絵描きイベントによって歩行者
モールを反対派から守ったという事例にな
らった「道でお絵描き」イベントを行った。歩
行者天国の路上に、子供たちが自由に絵を描
けるアートスペースをつくり、道を子供たち
の絵で飾った。いつもは車のための道路も、

この日は子供たちが主役となった。
⑤「ノーカーデーはままつ　市民フォーラム」
　「ノーカーデーはままつ」2009 年アク
ションのまとめとして、チャレンジアクショ
ンやイベント等の活動報告を行なった。その
後、フォーラム参加者が、市民自らがこれま
での車の利用のしかたを見直して環境負荷の
少ない公共交通や自転車を利用できる、歩き
やすいまちづくりについて意見を交換した。
その結果を、これからの社会に求められる持
続可能な交通のありかたについのメッセージ
として浜松から発信することとした。

まとめと今後の展開

　平成18年度の基礎的研究では、本学にお
けるサスティナブルデザインの概念を、地球
や地域環境への負荷の少ないライフスタイル
に関わる「エコロジカルデザイン」と、そう
した価値観を実現するための社会的な仕組み
に踏み込んだ「ソーシャルデザイン」の二つ
の要素を複合的に持つものと定義した。また、
共同研究の重点的課題を抽出した。
　平成19年度研究では、産官学民の共同研
究体制を設けて、「持続可能な地域公共交通
ネットワーク」について、地域におけるニー
ズの抽出と地域での展開手法の検討等を行
なった。その成果として、「自転車のまちづく
り」を切り口とした地域公共交通ネットワー
クの再構成と、地域への展開を進めるための
啓発・普及に関わる実践的活動を提示した。
　平成20年度の本研究では、これまでの産
官学民の共同研究、及び平成21年度の「ノー
カーデーはままつ2009」キャンペーン活動
を通して、静岡県西部の浜松市周辺地域にお
ける持続可能な地域公共交通ネットワークの
重要性が改めて認識された。また、地球温暖
化の原因となる温暖化ガスの排出が少ない交
通手段への移行について、理解から実行への
段階にあることへの認識が高まっていること
が明らかになった。
　一方で、浜松地域では路線バスの利用者が
30年間で約30％に減少しているという現状
がある。利用者の減少による路線廃止や料金
アップが更に利用者減少を生むというマイナ
スのスパイラルに落ち込んでおり、基幹的な写真 -4：道でお絵描きを楽しむ子供たち
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Possibility of designs for sustainable communities

公共交通としての路線バスの存続が危機的な
状況にある。これは、中心市街地の衰退や中
山間地におけるライフラインの確保にも結び
ついた大きな社会的課題と言える。自動車へ
の過度の依存を見直すための手段として、「車
に乗らない1週間」などの誘引イベントが有
効であることが明らかになったが、その中で
も自転車の利便性に比べてバス利用の不便さ
が指摘された。
　今後の展開としては、比較的に自動車から
の乗り換えが容易な自転車の利用を進めると
ともに、自転車とバス・鉄道をシームレスに
つなぐ交通システムの構築が不可欠と考えら
れる。そのため、自転車が安全に走行できる
自転車レーンなど道路構造の再構成、バス停
や商店街などへの利便性の高い駐輪施設の設

置などのハード面の整備、及び、自転車走行
ルールやモラルの徹底、自動車利用者への教
育、などのソフト面の充実が求められる。ま
た、こうした分野の産業（ハイブリッドを含
む自転車関連産業やシニアカー、軽便な電気
自動車産業など）を育成し特長ある地消地産
による地域活性化も検討課題となろう。
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SUACの学習環境についての考察

1．はじめに

　現在、執務空間としてのオフィスの空間が
注目され、そのあり方に注目が集まっている。
先端的なオフィス空間の試みはデザインに関
係する業界のみならず、オフィスの知的な生
産の場としての効率がその成果に直接結びつ
くコンサルティング業界や広告業界において
もさまざまな事例が実現されている。また、大
学における取り組みでは、IT関連の機器を使
用した教室や会議室の設備について多くの実
例が報告されており、更に大学の特色であり
一般企業に対してのアドバンテージが考えら
れる図書館およびその蔵書も含めた学習環境
の構築という点においても、ラーニング・コ
モンズなどの流れを受けて、これから更に研
究と提案の可能性が残されていると考えられ
る。
　そこで本研究では、静岡文化芸術大学（以
下SUAC）における新しい学習環境の構築の
可能性について、次の3つの観点からの研究
報告を行う。

1）現在の技術を利用したハードウエアの検
討に基づく、SUACにおける新しい書籍
配置に関する提案。

2）大学内外における学習や研究成果の相互
理解を促進するための展示システムの提
案。

3）授業や学習時における図書館の有効利用
を促進する方法についての考察。

2．新しい書籍配置の可能性の検討

2-1．最近の技術の可能性
　ここでRFIDを含む最近の技術の学習環境
への応用について考えると次のような可能性
がある事がわかる。

　a.固体の識別を含めた物品管理の自動化
　b.特定の動作に対する反応の自動化

　そこで、つぎにこの2つの可能性を念頭に
おきながら、SUACにおける新しい書籍配置
の可能性について検討する。
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Considerations on the Possibility of Improvement of Study
Environment in SUAC

　大学における学習環境はそのあり方に注目が集まり、ラーニングコモンズの事例に見られるように新しい
取り組みが試されている。本研究では静岡文化芸術大学（SUAC）における学習環境の改善の可能性に着目
し、今日の技術を応用した蔵書の配置、学習成果の展示、図書館の有効利用といった側面から考察を行う。

The aim of this report is to seek for the possibility of improvement of study environment in SUAC. Its main
points of view are as follows:
1) The possibility of new allocation of books by using current infomation technology.
2) The way of displaying works and research results to encourage mutual understanding between people in

SUAC and the community.
3) How to make more effective use of the SUAC Library.
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2-2．書籍管理の自動化とその展開
　写真1はRFIDによる図書管理のためのガ
ラス製アンテナと、アンテナのモジュールに
合わせた試作の木製ボックスを使用した、書
籍の読み取りテストの様子である。このテス
トからガラス製アンテナを使用したシステム
では書棚の中にある書籍の自動読み取りが可
能な事が確認された。更に、このシステムに
遠隔式の電磁ロックを組み合わせる事により、
専門的な雑誌など、使用者が限定される事が
予想される書籍に関しては、ある程度までの
範囲で図書館以外の場所に集中的に書籍を配
置して、自動管理をする事が可能になると考
えられる。

なっている。
　そこで、現状における大学内の敷地を検討
した場合に、建物増築の可能性のある場所と
してあげられるのが大学北東側の教職員駐車
場および駐輪場の部分である。この部分に新
たな図書館を増築することで、書籍の収蔵に
関しての新たなスペースを確保する事が可能
になると考えられる。またその際に、SUAC
における書籍の収蔵のあり方を再編成する事
も可能になると考えられる。
　例えば、現在の図書館を文化政策学部およ
び文化政策研究科に関連する資料のための図
書館として、新しく大学東側に計画する図書
館をデザイン学部およびデザイン研究科に関
連する資料のための図書館とし、その中間の
北棟の各階に各学科および研究科に関連する
書籍を配置する方法が考えられる。この方式
のメリットとして次の点があげられる。

1） 書籍配置の分散化による横溢化への対
応。

2） 大学の東西の端に図書館を配置し、その
中間部にも書籍資料を収蔵する事による、
書籍と学習環境の融和。

3）デザイン環境を考慮した図書館とするこ
とによる、デザイン制作時における図書
館利用の促進。

3．学習・研究成果を展示するシステム

3-1．作品や研究成果の展示に関する現状
　次に、SUACの学習環境の向上についての
もう一つの可能性である、学習内容や研究成
果を展示する方法について考えて見たい。
SUAC の現状を考えた場合に、文化政策学
部・デザイン学部およびその両研究科からな
る構成は、非常に様々な分野を包含するもの
であり、両分野が、それぞれの研究内容や制
作物を通じてお互いに触発される事で、更な
る成果が期待されるが、現状では両分野にお
ける相互理解は必ずしも十分であるとは考え
られない。
　そこで、お互いの研究成果や学生の制作物
を展示して相互理解を促す事は、本学におけ
る新しい発想を導き、有益な結果をもたらす
可能性があるものと考えられるが、その様な

写真1
ガラス製アンテナを用いた読み取りテスト

　このシステムを利用する事で、学内におけ
る書籍資料の分散配置と偏在化が可能になる
と考えられるが、つぎにその事を前提として
SUACにおける書籍配置の可能性について考
えてみたい。

2-3. SUACにおける書籍配置の提案
　昨年度の本学紀要にて報告した『SUAC図
書館の将来の可能性に向けての提言』でも触
れた様に、このままの毎年の増加を前提とし
た場合、本学における書籍の収蔵スペースは
あと数年で飽和状態になる事が予想されてい
る。この問題に対して体育館のスペースを書
庫とする案もあるものの、体育館の床につい
ては設計で見込まれた床荷重に対して書庫に
要求される床荷重が大きい事もあり、この部
分における大幅な書籍収蔵の増加が難しい状
況では、他の方法による対応の検討が必要と
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3-2．新しい展示システムの提案
　そこで、本研究ではSUACの実情に応じた
応用可能な展示システムについて検討するこ
ととした。写真3はこのシステムのベースと
なるアルミフレームである。

展示への検討項目としてあげられるのが作品
や研究成果を置く展示台のあり方である。
　写真2は現状におけるSUACの展示台の様
子である。現状においてこれらの展示台は学
内の常設展示や企画点において有効に利用さ
れているが、将来的なニーズを考えると次の
様な点に検討の余地が残されている。

1）周囲及び展示物を置く部分がクロス貼り
となっているため、経年変化による劣化
が生じ始めている点。

2）台の下部にキャスターが付いているが、
実際上はキャスターを使用して移動する
場面が少なく、外観上も好ましくない点。

3）台が分解できないために、写真でも見ら
れるように展示していない時点では、台
自体を収納するためのスペースが必要な
点。

4）メディア系の作品など配線やコンピュー
タが必要な展示や、文科系の論文や書籍
の展示への対応が考慮されていない点。

　ここで、この様な問題点を解決するための
展示台について、既製品を使用する場合の事
を考えると、一般的な美術館で使用する展示
台については、1台あたり定価で数百万円と
いう価格の問題もあり、複数の台数を大学で
導入する事は現実的に難しいと考えられる。
一方で、店舗に使用する様な什器およびケー
スについては、価格の面で現実性があるもの
の、形状やデザイン面においてニーズを満た
すものが見当たらないのが現状である。

写真2
現状におけるSUACの展示台

　このフレームは既製品であり、基本となる
アルミのフレームとそれらを接合する黒色の
ジョイント部分が分解可能であることから、
さまざまな大きさに組み替える事が可能であ
り、使用しない時にはコンパクトに収納でき
るという利点がある。また、上部に天板を設
置すればそれ自体が展示システムとして使用
可能なものであるが、本研究で想定する展示
については、さまざまな展示方法が考えられ
るため、コンピュータや配線の収納が可能な
方が望ましい。また、場合によっては展示物
を保護する必要が出ることも考えられる。
　そこで、フレームで形成された立体の周囲
をアルミパネルで包んだものが写真4の展示
台のベース部分であり、上部には展示物を保
護する必要のある場合の展示イメージを確認
するために、既製品のアクリルボックスを載
せてある。
　この様にフレームをアルミパネルで外装す
るシステムの利点として、次の点が挙げられ
る。

写真3
展示台のベースとなるアルミフレーム
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1 ）展示台の内部を隠蔽する事ができるので、
コンピュータを内部に設置する事や、下
部に転倒防止のための錘を入れる事が出
来る。

2）配線や器具も隠蔽可能になるのでLED
を使用した照明を、美観を損なうことな
く取り付ける事が可能になる。

3）展示台の大きさに関しては、ベースとな
るアルミフレームが 1 0 0 m m から
1200mmの範囲でモジュール化されて
いるために、それらを組み合わせること
で様々な大きさの台を制作することが可
能となる。

4）パネル自体はアルミで出来ているために
クロスに比べて経年変化による劣化が生
じにくい。

5）部材相互はアルミフレームにビスで止め
ているために、使用しない時にはフレー
ムとパネルに分解してコンパクトに収納
できる。

　また写真4では、イメージ検討のため、上
部にアクリルボックスを置いているが、更に
アクリルボックスとアルミ部分の組み合わせ
を簡単に取り外せない構造にすれば、比較的
小さい作品の場合にも、持出しなどを防止し
ながら展示する事が可能になると考えられる。
この展示システムについては、上部のアクリ
ルケースの固定やセキュリティなど細部の検
討が必要な部分が残されているものの、市販

の美術品展示ケースに比べて1台あたり1/
10か、それ以下の価格で製作可能になると
考えられる。
　以上、本システムは将来的にSUACにおけ
る制作や研究成果の展示、あるいは広報の分
野において有効に利用できる可能性があると
考えられる。具体的には映像作品や大学案内
のビデオ放映や、（写真6）学生の優秀作品の
展示を行うことで、学内外に対して情報を発
信したり、学外の関係者との相互理解を促す
効果や、課題制作時におけるモチベーション
の向上を促す事が期待できると考えられる。

写真4
アルミパネルで外装された展示台

4．授業や学習時における図書館の有効
利用を促進する方法についての考察

4-1　図書館を活用させる授業の試み
　大学図書館の有効利用を考えるにあたって、
まず学生の利用状況や図書館利用の問題点な
どを把握する必要がある。このため、2008
年度「地域情報サービス論」の授業で図書館
を活用させる課題を3回与え、それについて
のアンケートから、学生の利用状況や問題点
を把握することにした。
　この授業は、文化政策学部共通科目で学部

写真6
試作台を利用したビデオ上映イメージ
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2年生を対象としている。今年度の登録者は
150名、アンケートの有効回答は89件で
あった。
　課題1では調べる図書を指定、ただし指定
図書として一箇所集めることはせず、請求記
号を手がかりに探させる方法をとった。課題
2は調べる図書は指定せず、各自で参考図書
を探させるものであった。課題3では、地域
に関する調査、テーマに関する図書、雑誌論
文の探索も行わせた。その上で、それぞれの
探索で難しかったことなどをたずねた結果が
表1と2である。
　「資料を探すのが大変であった」に対して課
題1が17%であるのに対して、課題2は
27%になっている。指定された図書を書架
上で探すことは容易であるが、テーマに適し
た参考図書を探すことは難しいと感じている

　学生は普段どのように図書館を使っている
のだろうか。普段どのように図書館を使って
いるかをたずねた結果が表3である（3点ま
で選ぶ）。全体に対してと、図書館をゼミ・卒
論のために利用すると回答した3年生の回答

表1

設問

1．資料をすぐ見つけて調

べることができた。

2．資料の配架場所はすぐ

わかったが、所定の場所

にないことが多かった。

3．資料を探すのが大変だ

    った。

4．その他

課題1

54（61%）

18（20%）

15（17%）

1（ 1%）

課題2

42（49%）

13（15%）

27（31%）

3（ 3%）

表2

設問

1．自治体についての調査

2．図書、雑誌記事の探索

3．図書、雑誌記事の入手

4．関連する機関、団体の調査

5．調べている図書館のサイトから

     必要な情報を見つけること

6．その他

回答数

17（20%）

54（60%）

53（60%）

32（35%）

32（35%）

1（ 1%）

表3

利用方法

回答数

1．図書を読む

2．図書を借りる

3．図書のコピー

4．新聞・雑誌を読む

5．新聞・雑誌記事の検索

6．百科事典などで調べる

7．インターネットにアク

     セス

8．メディアステーション

    で課題作成

9．自習場所

全体

89

23（25%）

54（51%）

9（10%）

5 （5%）

5 （5%）

27（30%）

37（41%）

66（74%）

23（25%）

ゼミ・卒論のため

20

10（50%）

17（85%）

2（10%）

2（10%）

2（10%）

3（15%）

9（45%）

15（75%）

3（15%）

ことがわかる。
　課題3で特に難しいと感じたことに選ばせ
た表2においても、図書、雑誌記事の探索と
入手が60%と最も多い。
　この結果から、本学の学生の場合、テーマ
に適した参考図書や図書、雑誌論文の探索に
まず困難を感じていることがわかる。

結果を並べてみた。
　全体では、「メディアステーションでの課題
作成」が4分の3を占めており、「図書を借り
る」がそれに続いている。それに対して、「図
書のコピー」や「雑誌・新聞を読む」「雑誌・
新聞記事の検索」は非常に少ない。この傾向
は「ゼミ・卒論の為に利用する」を選んだ学
生にも共通している。
　学生は図書館を、「図書を借りる場所」「課
題を作成する場所」として利用しており、調
べるための利用が少ないようである。
　学生はこの授業履修以前に、情報検索に
ついて学んだ経験はあるのだろうか。
WebcatPlusとCiNiiあるいは雑誌記事索引
での検索経験があるかどうかをたずねた結果
が表4である。
　これによればほとんどの学生が、これまで
に探した経験をもっている。

4-2 学生に図書館を活用させるための提案
4-2-1 図書館を活用させる授業
　以上の結果から、学生は図書館を調べる場
所として使っておらず、テーマに即した参考
図書、図書、雑誌記事の検索も難しいと感じ
ていることが明らかになった。
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　これに対しては、情報リテラシーを高める
科目の充実も必要ではある。しかし表4に見
られるように、授業で図書、雑誌論文を探す
経験をしていても、日常の利用には結びつい
ていないようである。このため、学生の自主
的な学習に期待するだけではなく、授業で教
員が図書館を使わなければならない課題を出
すことが重要となってくるのではないか。

4-2-2　図書館の整備
　参考図書や図書、雑誌を探すことが難しい
と感じている学生へのサポートも必要である。
調べ方を身につけていくためには、実際あれ
これと資料を手にとって見ることになる。こ
こでサポートを期待したいのが、図書館のレ
ファレンスサービスである。教員の場合、常
時図書館で待機していることはできない。教
員に教えてもらうのではなく、自発的な学び
の姿勢を育てるためにも、教員以外のサポー
トが好ましい。さらに、情報の探索は、大学
卒業後も必要となってくるが、その場合、常
に教員のアドバイスが受けられるわけではな
い。しかし図書館員のサポートが受けられる
ことがわかっていれば、探索の第一歩として
地元の公共図書館などを使うことができる。

5．まとめと展望

　以上の平成20年度における研究成果から、
本学の学習環境の向上に関して次の可能性が
見出された。

　まず、現在の技術を応用した学習環境向上
の可能性としては、次の2点が挙げられる。
1点目は学内において新しい図書の配置をと
ることによって、学習環境における図書のあ
り方に新しい意味づけを持たせて、従来の図
書館とその他のスペースという関係性から、
偏在化した図書の中での学習という関係性の
構築の可能性が見出されたことである。この
ような配置の考え方は、将来的に学習時にお
ける図書の利用のあり方について新しい関係
性を持たせる可能性にもつながると考えられ
る。
　2点目として挙げられるのは、システム化
した展示方法を採用することによって、学内
における制作や研究の成果を学内外に向けて
展示する可能性が確認された事である。学習
と研究成果の展示については、学内における
相互理解の促進や優秀作品を展示することに
よるモチベーションと成果のレベルの向上、
また学外に向けてのPR効果など様々な波及
効果が考えられる。
　次に授業における図書館利用の可能性の検
討から、教員と図書館員が一体となった仕組
みをつくることで、学生に図書館を活用した
学びの習慣を身につけさせる可能性が考えら
れる。
　今後は、本学における与条件を勘案しつつ、
SUACならではの図書館と新しい学習環境の
あり方について検討を行う予定である。

※　本研究活動は、平成20年度学長特別研
究「新しい学習環境の研究」よりの研究費を
得て実施されたものである。また、書籍自動
管理システムの検討に関してはお茶の水女子
大学の塚田特任助教のご協力を頂き、展示台
のシステムに関しては、生産造形学科の山本
教授のご協力ならびに、空間造形学科の鳥居
教授と原田実習指導員に試作品制作について
のご協力を頂きました。ありがとうございま
す。
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WebcatPlusで
特定分野の図書
を探した経験�

CiNiiもしくは国立国会
図書館雑誌記事索引で
雑誌記事を探した経験�

表4
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マンメド・アミン・ラスルザーデ著　改訳 『あるトルコ民族主義
者のスターリンと革命の回想』（その1）

はじめに

　以下に紹介するのは、ロシア革命後にカフ
カース（コーカサス）東部に成立したアゼル
バイジャン民主共和国（1918～1920）に
おいて国家元首として重責を担ったマンメ
ド・アミン・ラスルザーデの回顧録『あるト
ルコ民族主義者のスターリンと革命の回想』
を訳出したものである。この回顧録は1954
年5月22日よりトルコの新聞《デュンヤ（世
界）》紙に連載されたものであり、著者の広範
囲にわたる活動の軌跡を反映して興味深い情
報を含むものとなっている。(1)

　以下の訳文は、かつて「M. . ラスルザーデ
「スターリンと革命の回想?」」として同人誌
『トルコ文化研究』第8号（平成4年）に掲載
した小訳を全面的に改訳したものである。旧
訳は、当時オリジナルのテキストが入手でき
ていなかったために、アゼルバイジャン共和
国の首都バクーで刊行されたアゼルバイジャ
ン語訳を底本とした重訳であった。(2)その後、
《デュンヤ》紙に掲載されたオリジナルのテキ
ストが入手できたため、このたび全面的な改
訳を施し、旧訳では未完のままであった訳文
の完成へ向けて、ひとまず冒頭部を公表する
次第である。
　なお、《デュンヤ》紙には連載開始に先立っ

て原著者ラスルザーデに関する紹介記事が掲
載されているので、回想録本体の訳文の前に、
この記事も訳出しておいた。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
《デュンヤ》紙、1954年5月21日金曜日(第
3年、802号)

人物像
あるトルコ民族主義者のスターリンと革命の
回想の著者M. アミン・ラスルザーデとは何
者か。

　明日以降、本紙第4面にて［読者諸賢が］そ
の興味深い回想録を読まれることになるマン
メド・アミン・ラスルザーデは、1917年と
1919年にバクーで招集された党大会におい
て、カフカース（コーカサス）におけるアゼ
ルバイジャン共和国の形成と民族解放運動に
おいて歴史的な役割を担った民族アゼルバイ
ジャン《ミュサヴァト（平等）》人民党の党首
に、全会一致で選出された。
　［ラスルザーデは］1918年5月28日に共
和国の独立を宣言したアゼルバイジャン国民
評議会の議長であった。国外にあってはアゼ
ルバイジャン民族運動を何年にもわたって代
表してきたアゼルバイジャン国民センターの
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A New Translation of M mm d min R sulzad 's
A Turk Nationalist's Memoirs on Stalin and the Revolution, Part 1

　以下に紹介するのは、20世紀前半のアゼルバイジャンを代表する民族運動の指導者マンメド・アミン・ラ
スルザーデ(1884-1955)の晩年の著作『あるトルコ民族主義者のスターリンと革命の回想』の冒頭部分の
翻訳である。この回顧録は、もともと1954年にトルコの新聞《デュンヤ》紙に連載された。著者ラスル
ザーデは、20世紀の初めからロシア帝国内の産業都市バクーで政治活動に入り、その中で労働運動の組織
化に携わっていたボリシェヴィキの活動家スターリンとも接触をもつようになった。彼はアゼルバイジャン
のみならず、イランやオスマン帝国（とトルコ共和国）、さらにはヨーロッパでも幅広い活動に従事したが、
今回はまず、スターリンとの出会いにいたるまでを扱った、回顧録の冒頭部分を訳出した。

The following article is the first part of a translation of A Turk Nationalist's Memoirs on Stalin and the Revo-
lution, written by a famous leading  Azerbaijani nationalist M mm d min R sulzad  (1884-1955). The origi-
nal text of the memoirs was once serialized in a Turkish newspaper Dünya in 1954. The author R sulzad
began to engage in political activities at the beginning of the 20th century in his hometown Baku, which was a
booming industrial city under the Tsarist regime at the time. Meanwhile he came into contact with a Bolshevik
political activist Stalin, then known as Koba, who had tried to get the support of oil workers in Baku. In fact
R sulzad 's political career is not confined to activities in Baku and Caucasian Azerbaijan. Rather afterwards
he also engaged in broad activities in Iran, the Ottoman Empire (and Turkish Republic) and Europe. Though
these activities may be very interesting, for the present I translate the outset of the memoirs, which refers to
his first contact with Stalin.



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

180    静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.10　2009

M. . R sulzad 's Memoirs on Stalin and the Revolution, Part 1

所長職を務めた。
　ムスリム世界の著名な著述家であるラスル
ザーデは、1905～1908年にバクーで発行
されていた［アゼルバイジャン・］トルコ語
新聞諸紙上で活躍し、1915～1917年には
再びバクーで有名な《アチュグ・ソズ（率直
な言葉）》紙(3)を創刊・発行した。1908～
1911 年にはテヘランで、イラン初のヨー
ロッパ方式の日刊紙《イーラーネ・ノウ（新
イラン）》紙(4)の主筆と編集長を務めた。（この
点に関しては、E. G. Browne, Literary His-
tory of Persia, London を参照のこと。）イ
スタンブルで出されたさまざまなトルコ語の
新聞や雑誌（特に《テュルク・ユルドゥ（母
国トルコ）》誌）で活動し、1923 年から
1929年まではイスタンブルで発行されたア
ゼルバイジャンの諸雑誌の運営にあたった。(5)

　カフカースの人々によく知られた政治家
［ラスルザーデ］は、ザカフカース・セイム
（1918年）においてはムスリム党派を率い
た。ザカフカース政府が、1918年にトラブ
ゾンに、後にはバトゥーム［バトゥーミ］に、
当時のトルコ代表らとの協議のために派遣し
た代表団に加わった。

＊＊＊

　1884年にバクーで生まれたマンメド・ア
ミン・ラスルザーデはまだ若かった時分に政
治活動に身を投じ、1903～1904年以降
ツァーリ体制に抗するさまざまな秘密の活動
に加わった。自らによって代表されるアゼル
バイジャン人の青年革命家サークル(6)を率い
た。このころ、地下活動の最中でスターリン
と接触を持ち、両人の間には良好な関係が築
かれた。
　1908～10年にはイランにおける立憲運
動に奔走し、その地でイラン・デモクラート
党の中央委員会に加わり、この党のイデオロ
ギーを同党の指導者セイエド・ハサン・タギー
ザーデ（イラン上院議長）とともに練り上げ
た。
　1910 年には影響力を強めつつあった
ツァーリ政府の公使館の要求と圧力のために、
イランを去ってイスタンブルヘやって来た。
この地でトルコの政治結杜、とりわけ《トル

コ人の炉辺》のメンバーとともに活動した。同
時に、この地からバクーで組織されつつあっ
たアゼルバイジャンの地下活動との連絡を続
け、1911年にはミュサヴァト党の結成を促
した。
　1913年にはロマノフ朝治世300周年記
念に関連して布告された恩赦を存分に利用し
てバクーに戻り、そこで出版活動を開始する
とともに、《ミュサヴァト》党の非合法活動や
半ば非合法の極めて多数の組織や結社の活動
にも影響を及ぼした。
　1915年には、第1次世界大戦のさなかに
バクーの軍政長官により収監されたが、
1917年には軍法会議にかけられようとして
いた矢先にロシアで勃発した革命のおかげで
放免された。
　1917 年には、民族アゼルバイジャン
《ミュサヴァト》人民党統一大会と同年バクー
で開催されたカフカース・ムスリム大会の場
で、カフカースとアゼルバイジャンがロシア
から分離して自治的で独立的になるという
テーゼを擁護した。同年5月10日にモスク
ワで開催された［全］ロシア・ムスリム大会
の場で、ロシアが複数の民族国家に分かれる
ことを求める決議案を採択させた。(7)

　その後ティフリス［トビリシ］で開催され
たザカフカース・セイムにおいてはカフカー
スのロシアからの分離を要求し、この要求は
1918年2月に採択された。
　1918年5月26日にはザカフカース［連
邦］が解体したため、アゼルバイジャン民族
評議会は1918年5月28日にアゼルバイ
ジャン共和国の独立を宣言し、この評議会の
議長の任にあったM. ラスルザーデはオスマ
ン政府との条約に調印した。この条約にした
がってトルコ軍はボリシェヴィキの占領下に
あったバクーの解放のため、アゼルバイジャ
ンの武装勢力を支援した。

＊＊＊

　［アゼルバイジャン民主］共和国のロシア・
ボリシェヴィキによる占領に際して（1920
年4月27日）、M. . ラスルザーデは収監さ
れる。収監中にスターリンが彼のもとを訪れ
る。結局、［ラスルザーデは］モスクワヘ連れ
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ラスルザーデ『スターリンと革命の回想』訳註1

ていかれ、そこで2年間軟禁状態におかれる。
1922年にフィンランド湾方面から脱出して
ヨーロッパヘ出ると、そこからイスタンブル
ヘ来て、出版と政治活動を続ける。
　［彼は］定期刊行物および不定期の刊行物を
通じて、ボリシェヴィキの政策、とくに共産
主義者たちの東方政策を暴露する。ソヴェト
の策謀と外交過程の結果、イスタンブル退去
を余儀なくされると、彼は自らの活動をヨー
ロッパに移した。この地では、《プロメテウ
ス》協会（ロシアの被抑圧諸民族の統一戦線）
と（1934年にカフカース連合協約に調印し
た）カフカース諸民族同盟の場で活動する。
ロシアの被抑圧諸民族の共同機関誌としてパ
リでフランス語により発行されていた《プロ
メテウス》誌に定期的に論文を掲載する
（1928～1939年）。(8)

　彼は4年間暮らしたワルシャワで第2次世
界大戦に遭遇する。ポーランド人の友人たち
とともにブカレストヘ赴く。ドイツがソヴェ
ト・ロシアと始めた戦争に際し、ドイツ外務
省の代表フォン・シューレンベルク（のちに
ヒトラーに対する暗殺計画事件への関与のた
めに殺害される）の招聘により1942年には
カフカース人の他の諸民族の代表らとともに
ベルリンヘ赴く。カフカースの、とりわけア
ゼルバイジャン共和国の運命に関して交渉に
取りかかったが、ナチが諸民族が望むことを
理解する能力を欠くこと、ドイツ政府がアゼ
ルバイジャン人民の諸権利を認める気がなく
民族解放運動の必要性に敬意を表していない
ことを確信すると、自らのドイツの政策に関
する否定的な見解を1943年8月5日付の覚
書で表明して、ベルリンを去りブカレストヘ
戻る。
　1944年にボリシェヴィキがブカレストに
接近すると、諸般の事情により彼自身は西欧
に引き返すことを強いられる。スイスに行く
ためのビザ取得の見込みが得られなかったの
で、スイス国境に近いフライブルク－イム－
ブライスガウ市に赴く。1944年10月には
この都市になされた恐ろしい空襲のおかげで、
彼自身は中部ドイツヘ避難せざるを得なくな
る。1945年4月24日には、アメリカ占領
地域にいる。結局、1947年9月にはトルコ
に来ることができ、その時以来アンカラで暮

らしている。トルコ百科事典［の編集の場］で
働いている。1951年にはトルコ共和国国民
教育出版局から『アゼルバイジャンの詩人ニ
ザーミー』という表題で代表的な著作が出版
された。ソヴェト・ロシアおよびアゼルバイ
ジャンの問題に関する彼の手による様々な論
文や小冊子が出版されている。［ラスルザーデ
は］共産主義に抗してカフカースの大義のた
めに不断の闘争を続けている。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
《デュンヤ》紙、1954年5月22日土曜日
(第3年、803号)

あるトルコ民族主義者のスターリンと革命の
回想

［連載］第1回

　スターリンの訃報記事を書いた人物のひと
りは、その記事を「途方もない人物の途方も
ないキャリアが終わった。73年前、［グルジ
アの都市］ゴリの貧しい靴職人の家庭に生ま
れた男の子は、クレムリンにて世界最大の帝
国の最大の独裁者として死んだ。」と書き出し
ている。
　実際、人類が経験してきた全世界の歴史に
おいてヨシフ・ヴィサリオノヴィチ・ジュガ
シヴィリすなわちスターリン以上の絶対的な
支配者はいなかった。相当程度まで彼個人の
働きによって確立されたソヴェト体制よりも
全体主義的な体制は世界に存在したことがな
かった。
　我々の時代の歴史を書く人びとは、この史
上最大の圧制者について様々な宣告を下し、
彼の神格化された人格を様々な角度から分析
するであろう。しかし、我々は彼を総体とし
て研究するつもりはない。ロシアの最も恐る
べきツァーリたちにも恵まれなかった権力を
以て、30年近くもの間、ソヴェト帝国内の2
億人の運命を支配し、地球の3分の1を統制
下におき、あらゆる宗教を否定する共産主義
という宗教の預言者と目されている、全体主
義のなかの全体主義体制の最大の代表者ス
ターリンを、また、彼がいかなるデマゴーグ
で外交官で独裁者であり、いかなるテロリス
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トで革命家で元帥で大元帥であり、ファラオ
やネロやチンギス［・カン］たちを後悔せし
める暴君で赤いツァーリであったかを、自由
諸国民の社会で知らない者はいない。我々は
知られている事柄を繰り返すつもりはない。
　1905年と1917年にロシアの諸条件の
内に出現した社会主義の諸潮流に属する革命
家たちの間では冴えない人物であって、さほ
ど重くみられてはいなかったスターリンのミ
イラ化した遺骸は、今、マルクス以降共産主
義の第2の預言者レーニンのミイラ化した遺
骸のそばに横たわっている。
　レーニン主義はマルクス主義の一解釈とし
て現れたものであった。スターリン主義はこ
の両者を完成した体系である。ヒトラーの国
民社会主義の定式をひっくり返して社会国民
主義の形態に置いたスターリン主義をよく理
解できるためには、スターリンの途方もない
個性を正しく理解することが必要である。こ
れを行ないうるには、歴史家たちがスターリ
ンについて書かれた回想録、語られた印象や
説明された観察を資料として吟味することが
必要となろう。
　スターリン主義という怪物の特徴的な輪郭
をその真相に近い形で描きうるためには、各
人が自分で見て理解した「スターリン」像が
比較されることが大いに有益であることは、
疑いをいれない。
　同じ時代に同じ条件のなかで同じ世代に属
して生き、様々な時に様々な条件下でスター
リンとあれやこれやの形で接触する経験を
持ったひとりの人間という立場から、我が回
想録の彼にまつわる部分を公刊することを決
意した。ツァーリ体制に対する闘争、ソヴェ
トによる侵略と捕縛、モスクワヘの道中、モ
スクワでの2年間およびモスクワからの逃走
といった一節を含むこの回想録が同時代の歴
史家たちの仕事に役立つとすれば、費やされ
た労力が無駄になることはあるまいと確信し
ている。
　いろいろな提案をいただいてはいたが、こ
の回想録はスターリンの存命中には公刊した
くなかった。というのも客観的に語られるこ
とになる諸々の事件の一部が、ある観点から
は、誤った解釈に余地を与え得たからである。
今ではこうした可能性も消えてしまい、ス

ターリンはもはや歴史に溶けこんでしまった。

－1－

半世紀前のロシア帝政に対する闘争

　カフカースの一部を成している私の国アゼ
ルバイジャンがロシア帝国に征服されてから
100年近い時間が経過していた。この間に
我々のあらゆる民族的な基盤を解体する政策
を推進してきたロシア帝政は、その目的を十
分に達成してはいなかった。民族的特性を片
時も忘れなかった我が人民にあっては、自由
と民族独立の思想を身につけた新しい開明的
な世代が育っていた。この世代は自らが属し
ている民衆に対して、自らが利用できる様々
な手段を以て貢献することを望んでいた。
　1903 年に極東で歴史的な事件が発生し
た。(9)ヨーロッパ文明に適応した日本が、対馬
付近の公海上ではるばるバルト海を発って
やってきた大ロシア帝国の艦隊を一撃で海底
に沈めた。それから、ポート・アーサー［旅
順］の攻略と相次ぐ日本の勝利が到来した。
　全世界、とりわけ近東と親しくロシアを震
憾させたこの出来事は帝政の数世紀を経た屋
台骨を揺るがせた。ロシア国内の自由主義分
子や革命分子が動きだした。これらの人びと
はツァーリ体制に満足していない人民大衆を
革命化するために自分にできることは惜しま
なかった。こうした目的で、至るところで自
由と民主主義の思想の普及をはかる組織が設
立された。
　帝政に抗して闘っている政治集団や諸階級
は、帝国を構成している諸民族、諸集団や諸
階級のようにあらゆる種類の色彩や調子を帯
びた幾多の党派に分かれていた。しかし、全
ての反対党や革命政党および同様の集団は、
共通する分割線により2つの戦線に分けるこ
とができた。このうちの一方の部分は、ロシ
アにおける議会政治の確立で満足し、専制的
なツァリーズム体制の代わりに立憲君主制の
樹立を望んでいた。これらが自由主義ブル
ジョア諸政党であった。急進的民主主義者と
社会主義者が第2の部分を構成していた。こ
れらの人びとは帝政の打倒と、それに替わる
民主的な共和制の樹立を追求していた。同時
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ラスルザーデ『スターリンと革命の回想』訳註1

に、政治革命では満足しない、このグループ
に含まれる社会主義諸政党は、ヨーロッパの
資本主義とは異なった社会改革の綱領の適用
を必須とみていた。
　［さらに］社会主義諸政党は、観念論的ナ
ロードニキ・イデオロギーの社会革命党員
（略称エスエル）らと、史的唯物論イデオロ
ギーを奉ずる社会民主［労働］党（略称エス
デー）の諸集団とに分かれていた。

ボリシェヴィキとメンシェヴィキの抗争

　社会民主党員たちは有名なロンドン大会
(1903年)で2つに分裂した。(10)その一派が
レーニンの指導するボリシェヴィキ派を、他
の一派がマルトフの指導するメンシェヴィキ
派を代表していた。（続く）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
《デュンヤ》紙、1954年5月23日日曜日
(第3年、804号)

ある日バクーでスターリンが我々に会いた
がっていると知らされた

［連載］第2回

　その当時、カフカースは帝政の行政機構の
枠内において総督領の形態で統治されていた。
たいていは帝室に属している皇族により統治
されていたカフカースの行政と知的活動の中
心を成していたティフリスではメンシェヴィ
キが、油田によりかなり繁栄していた工業の
中心であるバクーでは鉱業労働者や港湾労働
者の間でボリシェヴィキが巣をつくっていた。
社会民主党はティフリスとバクーにいつもの
ように司令部を開設したが、同党のこれら2
つの敵対する分派は革命運動に対して影響力
を及ぼすべくカフカースの人民大衆を掌握し
ようと尽力していた。
　周知のように、この2つの分派を互いに衝
突させた主要な主題とは、有名な戦術問題で
あった。メンシェヴィキは、体制に抗して政
治的な手段で闘って帝政を倒し替わりに共和
政を樹立することを支持しており、社会主義
の諸原理が社会の構成に影響を及ぼすことを

求めてはいたが、現存する資本主義の諸条件
の下で社会構造が暴力や革命によらずに漸進
的発展の諸原則により発展させられることを
推奨していた。このため、彼らは、ブルジョ
ア階級の［うちの］帝政体制に反対している
自由主義的かつ急進的な諸集団との政治な連
携を組むことが必要だとみていた。革命政党
として策謀や地下活動に従事してはいたもの
の、この分派のメンバーたちは状況が好転し
た際には法的な規定を活用することが必要だ
と考えていた。このため、彼らは労働組合に
浸透して、これらをして労働者階級の真の利
益を擁護することに第1の重要性を付与する
よう励ましていた。革命政党として渦中に
あった地下活動下においてさえ、メンシェ
ヴィキは、民主主義の諸原則の尊重を必要だ
とみており、組織内の諸委員会の下部から上
部へと進む民主的な選出のヒエラルキーに決
定的な重要性を与えていた。
　しかしながら、ボリシェヴィキはこれとは
正反対の戦術を用いた。まず第1に、これら
の人びとはブルジョア諸政党とのいかなる種
類の連携にも反対した。政治体制としての帝
政体制とともに、彼らは、経済体制としての
資本主義をも打倒する決意であった。労働組
合を労働者の経済的利益を擁護する以上に、
これらを体制に抗して常に反対し闘争する革
命組織として使った。党それ自体の内なる組
織機構については、下部から上部へ進む民主
的な機構ではなく、上部から下部へ向かう革
命的な機構を推進していた。《革命的少数派》
支配と集中制がボリシェヴィキ党の不変のス
ローガンであった。

当時の状況におけるバクー

　アゼルバイジャン共和国の首都を成すバ
クーは、当時の状況にあっては、単にロシア
国内の社会主義の諸潮流やツァーリに反対す
る様々な運動の煮えたぎる温床であったばか
りではなく、同時にカフカースに居住してい
るムスリムたち特にアゼルバイジャン・トル
コ人たちの民族運動にとっても中心的役割を
果たした都市であった。
　アゼルバイジャンの民族的活動のあらゆる
種類の政治的・社会的・経済的ならびに文化
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的な諸運動に影響を及ぼしていた中心的な諸
機関は、たいていこの地にあった。バクーの
産業のうち油田で働いている労働者の大きな
部分と中等教育機関で学んでいる青年層の重
要な部分を、アゼルバイジャン・トルコ人が
構成していた。こうしたわけで、この地で活
動していた広汎な革命的かつ反体制的な諸潮
流の傍らには［これらの潮流から］距離を置
いて運動に従事していた地元の民族的なグ
ループや組織もあった。その中には、私が組
織したものであって、そのメンバーたちがロ
シアの様々なリセその他の中等教育機関で学
んでいるアゼルバイジャン・トルコ人の学生
たちから構成される、秘密のサークルがあっ
た。このサークルは、メンバーの民族的な感
情を鼓舞すること、ロシア語学校では教えら
れていない［アゼルバイジャン・］トルコ語
［の能力］を互いに向上させること、地元の文
学者の作品を読むこと、帝政を批判して書か
れた革命詩を暗誦したり時には印刷されたマ
ニフェストを頒布すること、労働者たちの間
に入って自由と革命の思想をこうした人びと
の間で体系的に広めること、といった活動を
していた。サークルには、謄写版で発行され
る《ヒュンメト（精励）》という名を冠した雑
誌があった。(11)

　社会ととりわけ青年層の内にみられるあら
ゆる種類の人づきあいや集団形成を自らの勢
力下に収めようと張り合っていたボリシェ
ヴィキやメンシェヴィキの抜け目のない教宣
活動家たちは、当然ながら、我々のサークル
にも浸透しており、どうにかして我々を自分
の側に引き入れることを望んでいた。ボリ
シェヴィキ派はティフリスに比べてバクーで
いっそう勢力があった。
　上述のこの我々のサークルに浸透しつつ
あった教宣活動家たちからか、わたしが別の
状況で出会った帝政反対派の数人の人からか、
バクーのボリシェヴィキ派を統轄しているコ
バという名の精力的な人がいることを耳にし
たことがあった。

スターリンとの最初の接触

　バクー石油産業労働者組合という名を持つ
組織があった。専ら労働者の経済的利益にの

み関心を示していたこの公的な組織のヴェー
ルの下では、秘密裏に政治的な活動も行なわ
れていた。帝政に反対して非合法の活動をし
ていた民族組織のメンバーのうち、私の従兄
弟［父方のおじの息子］メヘンメド・アリは、
上述の組合で書記の仕事をしていた。ある日、
彼が、コバが我々に会いたがっていると知ら
せてきた。＊

　バクー近郊のバラハヌ油田地区にある工場
労働者向け専用住宅のひとつのごく簡素な部
屋で、我々の前にやせて弱々しく並みより少
しばかり背の高い男が現れた。(12)わたしが質
素な身なりをしたこの人物のあばたで凸凹に
なった顔(13)に注意を向けると、彼はまじめそ
うに微笑んだ。［その男は］我々を自然で率直
な態度で出迎えた。グルジア訛りが強く感じ
られるロシア語で話していた。ありきたりの
挨拶がすむと、話は政治や社会の問題にう
つった。
　疑いなく、会談は当時の最も差し迫った問
題に関するものになろうとした。当時の社会
主義者たち、一般にマルクス主義者たち、特
にボリシェヴィキたちの間では、とりわけ労
働者階級と殊にプロレタリアを理想化するこ
とが流行であった。コバは、プロレタリア階
級が他の諸階級と比べて歴史的に卓越した階
級であることを滔々と述べ、「世界における不
公正の根本的な原因は［私的］所有制度とい
う土台に依拠した資本主義体制にあるのであ
る」といった。「世界を真に幸福にしようと望
む真の自由と正義の支持者たちは」彼によれ
ば、「この体制を根底から打倒せねばならな
い。諸民族と勤労人民をその暴虐と専制の下
に置く帝政はこの体制に基盤を置いている。
帝政の根をすっかり断つには、この所有制度
が打倒されねばならない。このような深甚な
革命に対しては、所有関係のないプロレタリ
ア階級のみに備えがある。なぜならば、プロ
レタリア階級はいかなるものも所有しておら
ず、その所有物は自分の両手と頭だけである
からだ。革命の問題においてはプロレタリア
の誠意のみが信頼できる。」マルクス主義者た
ちの有名な選ばれた階級の理論に適合させら
れたこの定式を、スターリンは、さらに実際
に遭遇した明白な例を以て描写した。「私は」
と彼はいった、「あるグループの労働者たちと
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ラスルザーデ『スターリンと革命の回想』訳註1

地下活動下で時おり出会い、組織化と宣伝の
活動に取り組んでいた。」（続く）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
《デュンヤ》紙、1954年5月24日月曜日
(第3年、805号)

バクー近郊における革命家たちが参加した協
議会

［連載］第3回

　「このグループに出入りしていた連中のひと
りについて、ある日、同志たちに対し、私が
疑念を抱いていることを告げ、『この男は全く
気にいらない』といった。『わたしは信頼でき
ないのだ。』その後、このグループと幾度か顔
を合わせる機会があったが、件の男を我々の
間で見かけることはなかった。ある日、私は
興味にかられて、『例の同志はどうしたのか』
といい、『なぜ来ないのかね』と尋ねた。労働
者たちは『コバ同志、あなたはこの男は信用
できない、といわれましたよね！我々は奴を
早速粛清してしまいました！』といった。」
　初めて知りあった我々に対して《プロレタ
リアの誠意》について説明したこの小話から
引き出される教訓は、明白である。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

［原註］

　＊よく知られたように、コバは、ヨシフ・
ヴィッサリオノヴィチ・ジュガシヴィリが最
初に用いた変名である。［彼は］カフカースに
いた頃はこの名前を使っていた。スターリン
という名は後に、ロシア内地で活動し始めた
際に用いたものである。これもよく知られた
ように、コバとはグルジアの長篇小説から採
られたロシア帝政と闘うパルチザン英雄の名
である。［なお、アイザック・ドイッチャーに
よると、のちのスターリンが偽名コバを使い
始めたのは1901年11月のロシア社会民主
労働党ティフリス委員会の委員就任直後にオ
スマン帝国国境に近いバトゥームに赴いた時
からであり、その由来については①「不屈」を

意味するトルコ語の方言とする説と②グルジ
アの詩人カズベギの作品に登場する民衆のた
めに当局と闘った英雄の名に帰する説とがあ
るという。Isaac Deutscher, Stalin: A Po-
litical Biography (revised ed.), London:
Penguin Books, 1966 (Original ed.,
1949), pp.63-64.（アイザック・ドイッ
チャー『スターリン－政治的伝記［第2版］』
上原和夫訳、みすず書房、1984年、［第1巻］
47～48頁。）］

［訳註］

（1）原題は、Mehmet Emin Resulzade,
“Bir T rk Milliet isinin Stalin’le htilal
Hat ralar ”, D nya Gazetesi, Say : 803
(22 May s 1954) -830 (21 Haziran
1954). また、連載本体に先行するラスル
ザーデの紹介記事は、その前日に《デュンヤ》
紙に掲載された “Portreler :  Bir  T rk
Milliet isinin Stalin’le htil l Hat ralar
yazar  M. Emin Resulzade kimdir?”,
D nya Gazetesi, Say : 802 (21 May s
1954) を訳出したもの。なお、この回顧録
は、のちにトルコ人の研究者シムシルにより
まとめられ、小冊子の形で出版されている。
Mehmet Emin Resulz de (Sebahattin
im ir Haz.), Bir T rk Milliet isinin

Stalin’le htilal Hat ralar , stanbul:
Turan Yany nc l k, 1997. ただし、この小
冊子には、ごく一部ではあるが細部に欠落が
みられる。また、連載に先立って《デュンヤ》
紙が掲載したラスルザーデの紹介記事は採録
されていない。
（2）旧訳の際に底本としたアゼルバイジャン
語訳は、М мм д мин Р сулзад 　,
Сталинл 　ихтилал　хатирлри, Бакы:
Елм, 1991 である。
（3）《アチュグ・ソズ》紙はラスルザーデの編
集により1915年10月20日～1918年3
月の時期に発行されたアゼルバイジャン語の
日刊紙。ミュサヴァト党の機関紙としてア
リ・ベイ・ヒュセインザーデ［ヒュセインザー
デ・アリ・トゥラン］が唱えた「トルコ化、イ
スラーム化、近代化」の影響を受けたスロー
ガンを広めた。また、民族学校の開設などの
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文化的要求の実現を求めつつも、第1次世界
大戦においては「ムスリム市民」にロシア政
府への支持を呼びかけた。A l e x a n d r e
Bennigsen et Chantal Lemercier-
Quelquejay, La presse et le mouvement
national chez les musulmans de Russie
avant 1920, Paris: Mouton & Co., 1964,
p. 119; Tadeusz Swietochowski, Rus-
sian Azerbaijan, 1905-1920: The Shap-
ing of National Identity in a Muslim Com-
munity, Cambridge: Cambridge Univer-
sity Press, 1985, p. 82; Audrey L.
Altstadt, The Azerbaijani Turks: Power
and Identity under Russian Rule,
Stanford: Hoover Institution Press,
1992, p. 77.
（4）《イーラーネ・ノウ》紙は1909年8月
24日に創刊された、イランにおける立憲革
命（1905～1911年）の「小専制（1908
年6月～1909年7月）」後の時期を代表す
るペルシア語の日刊紙。同紙は、タギーザー
デらが指導する当時の有力党派のひとつデモ
クラート党寄りの論調でかねてより知られて
いたが、1910年10月以降は名実ともにデ
モクラート党の機関紙となった。ラスルザー
デは、創刊当初から1911年5月にロシア公
使館の圧力でイランから追放されるまで同紙
の実質的な編集者と主筆をつとめ、《ニー
シュ》等の筆名で健筆をふるった。同紙は自
由主義を擁護し、社会改革に関する論陣を張
るとともに、イランに初めてマルクス主義の
要諦を紹介したと評されている。Edward G.
Browne, The Press and Poetry of Mod-
ern Persia, Los Angeles: Kalimat Press,
1983 (Original ed., Cambridge: Cam-
bridge University Press, 1914), pp. 52-
53; Ervand Abrahamian, Iran Between
Two Revolutions, Princeton: Princeton
University Press, 1982, pp. 103-104;
Janet Afary, The Iranian Constitutional
Revolution, 1906-1911: Grassroots
Democracy, Social Democracy, and the
Origins of Feminism, New York: Colum-
bia University Press, 1996, p. 273 ff.
（5）《イェニ・カフカスヤ（新カフカース）》誌、
《アゼリー・テュルキュ（アゼルバイジャン・

トルコ人）》誌、《オドル・ユルドゥ（火の国）》
誌などの存在が知られている。V i l a y e t
Muhtaro lu, “Azerbaycan XX. yy T rk
Edebiyat  (1920’ye kadar),” T rkiye
D ndaki T rk Edebiyatlar  Antolojisi 4:
Azerbaycan T rk Edebiyat  IV, Ankara:
K lt r Bakanl , 1993, s. 302.
（6）ヒュンメト党もしくはその前身を指すも
のと思われる。
（7）この大会（1917年5月1日～11日）
におけるロシア領内のムスリム諸民族の自治
と国家の形態をめぐる論争において、アゼル
バイジャンの代表ラスルザーデは民族ごとの
領土的自治をともなった連邦制を主張し、オ
セット人メンシェヴィキのアフメド・ツァリ
コフらと対立した。ツァリコフはヴォルガ・タ
タール人ブルジョアジー（サドリ・マクスド
フ［サドリ・マクスディ・アルサル］など）や
社会主義者、汎イスラーム主義者らの立場を
代弁してロシア帝国の行政機構を維持した上
での文化的自治を支持する論を張った。一方、
バシュコルト人のアフメド・ゼキ・ヴァリド
フ［アフメト・ゼキ・ヴェリディ・トガン］や
クリミア・タタール人らは連邦制導入に同調
する姿勢を見せた。大会では、446票対271
票で連邦主義者の提案が採択された。この大
会の模様とその意義については、Serge A.
Zenkovsky, Pan-Turkism and Islam in
Russia, Cambridge: Harvard University
Press, 1967, pp. 142-153; Richard
Pipes, The Formation of the Soviet
Union: Communism and Nationalism
1917-1923 (revised ed.), Cambridge:
Harvard University Press,1964(1954),
pp. 76-78; Swietochowski, Russian
Azerbaijan, pp. 90-92; 山内昌之『スルタ
ンガリエフの夢－イスラム世界とロシア革命』
東京大学出版会、1986年、118～128頁
を参照のこと。
（8）《プロメテウス》協会は、1926年5月
のクーデタで実権を握ったユゼフ・ピウスツ
キの下で将来のソ連との戦争を視野に入れた
ポーランド政府（特に参謀本部と外務省）の
肝いり（活動資金の援助など）により発足し
た団体で、ソ連地域出身の少数民族の亡命者
から構成されていた。その中にはグルジアや
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ラスルザーデ『スターリンと革命の回想』訳註1

ウクライナの代表も含まれてはいたが、ラス
ルザーデをはじめカザン・タタール人のアヤ
ズ・イスハキやトルキスタン出身のムスタ
ファ・チョカイオウルらトルコ系諸民族の代
表が多数含まれていた。同協会はパリ・ベル
リン・ワルシャワなどヨーロッパ各地で各々
の民族語でソ連地域の民族解放を訴える雑誌
などを発行していた。月刊誌《プロメテウス》
は一連の雑誌の代表的なもので1926年11
月～1938年4月にパリで発行され、カフ
カースとウクライナ（のちにはトルキスタン
も）の諸民族の利害を代弁する役割を果たし
た。戦間期および第2次世界大戦中のラスル
ザーデのヨーロッパ各地での活動は、主とし
てこれらの人脈を足がかりにしたものと思わ
れる。Charles Warren Hostler, Turkism
and the Soviets: The Turks of the World
and their Political Objectives, New York:
Frederick A. Praeger Inc., 1957, pp.
157-160; Jacob M. Landau, Pan-
Turkism: From Irredentism to Coopera-
tion, Bloomington: Indiana University
Press, 1995, p. 81.
（9）日露戦争はロシア旧暦（ユリウス暦）で
も1904～05年の出来事であること、日本
海海戦やポーツマス条約調印がいずれも
1905年のことであること等から、本文中の
「1903年」は「1905年」の誤植であると
思われる。なお、本文の日本海海戦と旅順陥
落は順序が逆である。
（10）ロシア社会民主労働党はブリュッセル
（途中からロンドン）で行なわれた第2回大会
（1903年7～8月）で、党規約第1条の党
員資格に関する規定をめぐる対立がきっかけ
で分裂した。レーニンは党を職業革命家のみ
から構成される中央集権的な地下組織として
の前衛党とすることを提案した。他方、マル
トフらは「組織」のメンバーの他にそのシン
パをも含むより大きな党を提唱した。なお、
スターリンは1902年4月から1903年11
月までの間カフカースの獄中にあり、さらに
シベリアに流刑となったが、のちに脱走して
カフカースに戻り、1904年末までにはレー
ニンを支持する姿勢をとった。第2回大会の
経緯と意義については、Edward Hallett
Carr, The Bolshevik Revolution 1917-

1923, vol. 1, New York: W. W.  Norton
& Company, 1985 (Original ed. 1950),
pp.26-44（E・H・カー『ボリシェヴィキ革
命 1917-1923 第1巻』原田三郎・田中菊
次・服部文男訳、みすず書房、1967年、28
～43頁）; Deutscher, Stalin, pp.67-76.
（ドイッチャー『スターリン』［第1巻］50～
57頁。）を参照。
（11）《ヒュンメト》の結成については、ロシア
社会民主労働党の影響下に結成されたものか
否かについて論争があるが、西側諸国の研究で
は、従来、以下のようにいわれてきた。1903年
に、アゼルバイジャン人の青年知識人のグルー
プがディベートのサークルを結成し、翌年から
ムスリムの民衆への働きかけを開始した。この
グループは、1904年10月に創刊された機関
誌の名称に倣って《ヒュンメト》と称した。最初
期のメンバーはラスルザーデら他の組織には
加わっていない知識人と、スルタン・マジド・エ
フェンディエフらロシア社会民主労働党員と
から構成されていたという。初期の機関紙の論
調は、帝政の官僚機構やそれに協力的なムスリ
ムの宗教界を批判し、アゼルバイジャン文化を
軽んじる西洋的な知識人やブルジョワジーを
非難するなど、非マルクス主義の立場からのも
のであった、1905年初めにはマシュハディ・
アズィズベイオグル・アズィズベコフやナリマ
ン・ナジャフオグル・ナリマノフといった社会
民主労働党員が更に加わった。以上より、《ヒュ
ンメト》は最初期においてはロシア社会民主労
働党員でもあるメンバーを介して、ロシア社会
民主労働党と提携関係にあった程度ではな
かったかとみなされてきた。Swietochowski,
Russian Azerbaijan, pp. 51-52; Mangol
Bayat, Iran’s First Revolution: Shi‘ism and
the Constitutional Revolution 1905-
1909, Oxford:Oxford University
Press,1991, pp. 86-87.
（12）スターリンは、ティフリスおよびグル
ジアでのメンシェヴィキに対するボリシェ
ヴィキの劣勢を挽回すべく、同志のアルメニ
ア人ボリシェヴィキ、ステパン・シャウミャ
ン（1878-1918）とともに1907年6月
にバクーに活動の拠点を移した。シャウミャ
ンは最も古い油田地帯であり石油労働者組合
の本部があったバラハヌ地区に定住し、ス
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ターリン自身はノーベル油田のあるビビ－エ
イバト地区に落ちついた。当時のバクーの労
働者の間では主にロシア人の熟練工から構成
されるメンシェヴィキ系の機械工組合とムス
リムの未熟練工らを対象として立ち上げられ
たボリシェヴィキ系の石油労働者組合が対抗
関係にあり、社会民主党バクー委員会はメン
シェヴィキが掌握していた。バクーの労働者
のおよそ4分の1ずつがロシア人とアルメニ
ア人から成り、およそ半分がムスリムであっ
た。以後、ボリシェヴィキは、まず、バラハ
ヌ地区やビビ－エイバト地区の社会民主党地
区委員会を勢力下におさめ、同時にムスリム
を含む労働者層の組織化と一層の浸透をはか
るなどして、メンシェヴィキを圧倒すべく活
動を展開していく。スターリンがバクーに拠

点を据えて活動していた時期は1907 ～
1910年であるが、失敗に終わりはしたもの
の、既に1906年の時点で彼自身が社会民主
党に合流するようヒュンメトに働きかけてい
たとも伝えられる。Ronald Grigor Suny,
“A Journeyman for the Revolution: Stalin
and the Labour Movement in Baku, June
1907-May 1908,” Soviet Studies, Vol.
23, no. 3, 1971, pp. 373-376, 381-
385 ;  Sw ie tochowsk i ,  Russ ian
Azerbaijan, p. 54.
（13）スターリンは6つか7つの頃に天然痘
を患ったため、顔にあばたが残っていたとい
う。Deutscher, Stalin, p. 22.（ドイッ
チャー『スターリン』 ［第1巻］12頁。）
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並列処理プロセッサ"Propeller" によるスケッチング・プラット
フォーム

1．はじめに

　筆者は本学において、メディア・デザイン
系の学生に対して、インスタレーションなど
のインタラクティブ作品の創作に関連する教
育を行っている。本稿では、マイコンシステ
ムの高性能化とオープンソース・ソフトウェ
アの潮流から最近注目されている「フィジカ
ル・コンピューティング」に関して、工学的
な専門知識をブラックボックス化した、デザ
イン教育やメディアアートのためのプラット
フォームの実現を目指した研究について報告
する。まず、この分野の世界的な傾向の解説
とともに、SUAC研究科長/デザイン学部長
特別研究として進めてきた実験について報告
する。合わせて、2009年6月から9月にか
けて発表参加した3つの国際会議(NIME09、
Sketching09、ICEC2009)の参加報告を
行う。なお、筆者のこれまでの関連研究/活動
等の報告については、文献[1]に70件の参考
文献リンクを置いて本稿では省略したので、
そちらを参照されたい。

2．「作ってみよう」文化の発展と問題点

　工業化社会の産物として、あらゆるものが
メーカに製造され販売されている。ネット
ショッピングと宅配業の普及により、誰でも
居ながらにしてクリック一つで欲しいものが
手に入れられる時代である。その一方、健康
な文化的反動としてか、「作ってみよう」がビ
ジネスとなってきた。高度経済成長時代以前
であれば「自分で作る」というのは「高くて
買えない」からであったのが、現代では「自

分でわざわざ作りたい」というモチベーショ
ンに変化したのである。メーカが製造販売す
る完成製品を購入するだけで満足しない人々
に対して、あらかじめ設計済みの「完成され
たパーツ」に分割された部品を組み立てる
「(工作)キット」の文化は、「ミニ四駆」「電子
工作」「ディアゴスティーニ」「大人の科学」な
どのビジネスとして成立してきた。
　この状況は一般的には決して悪いことでは
ないが、SUACデザイン学部の学生など、新
しいものをデザインする若者には、必ずしも
良い影響を与えているとは言い難い。新しい
アイデアのシステムの試作やインスタレー
ション作品の制作において、100均ショップ
の粗悪な完成品の改造や工作キットの安易な
流用によって、ほとんど画一的なモノを組み
立てただけで「作った(デザインした)」と勘違
いする学生には、デザイナとして明るい未来
はとうてい期待できない。しかし理系でない
デザイナに現代の膨大な工学的知識と経験ま
で求めるのは無理であり、産業界では若い設
計技術者の慢性的な不足と熟練デザイナの高
齢化に悩まされている、

3．フィジカル・コンピューティングとス
ケッチング

　このような状況に対する新しいアプローチ
として世界的に注目されているのが、マイコ
ンシステムの高性能化とオープンソース・ソ
フトウェアの潮流によって登場した「スケッ
チング」の発想である[1]。パソコンを中枢に
据える大掛かりなシステムでなく、いわゆる
ワンチップ・マイコンによる組み込みシステ
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Sketching platform with the "Propeller" parallel processor

　マイコンシステムの高性能化とオープンソース・ソフトウェアの潮流が生み出した「フィジカル・コン
ピューティング」に関して、工学的な専門知識をブラックボックス化した、デザイン教育やメディアアート
のためのプラットフォームを目指している。本稿では、この分野の世界的な傾向の解説とともに、SUAC研
究科長/デザイン学部長特別研究として進めてきた実験について報告する。合わせて、2009年に発表参加
した国際会議の参加報告を行う。

This is a report of physical computing to which people recently pay attention in design process field and
media-arts field.  I introduce and discuss (1) trends in this field, (2) platform project in SUAC, and (3) special
approach with the "Propeller" parallel processor.
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ムを実現するには、従来はマイコンごとに固
有の言語や開発環境の熟達、そして電子回路
の設計技術、さらには試作開発における信頼
性・開発効率・コスト設計・量産化技術・検
査技術など、多くのプロフェッショナル的な
技術が備わっていることが必須であった。こ
れがマイコン技術の高度化・複雑化の進展と
ともに1人のエンジニアで扱える規模を超え
ると、新しい打開策が求められるようになっ
た。
　ソフトウェア開発においては、オープン
ソース化という標準化がこれを解決する切り
札となった。専業メーカが提供する高価でク
ローズドな統合開発環境に頼るのでなく、フ
リーウェァの精神で開発環境もソフトウェア
部品も共有して皆んなでハッピーになろう、
という発想である。ハードウェアにおいても、
日本のマイコンメーカの囲い込みは破綻し、
全面的な情報開示とともに「ハードウェアの
オープンソース」という新しい発想に対応し
たプロセッサを提供するメーカだけが勝ち残
りそうな状況である。
　紙面の関係で具体例については文献[1]の資
料リンクに譲るが、1991 年から世界のメ
ディアアート領域のプラットフォームとなり
続けて進化しているMax/MSP/jitter を開
発/実行環境とした上で、現実の物理世界と
のインターフェースとして I-Cubeのような
MIDI周辺装置、さらにIAMASの小林茂氏の
開発したGainerがスタンダードとなり、多く
のインスタレーション作品やパフォーマンス
の出現に貢献した。これらの作品では、その
内部や背後に、Max/MSP/jitterの走るコン
ピュータが必要であり、高度で複雑な関係性
(アルゴリズム)を容易に実現できる反面、小
型軽量の組み込み機器のような形態は実現で
きなかった。
　これに対して、過去には日本のお家芸で
あった、産業界向けの組み込みマイコン(4/
8/16/32ビットCPU)を用いて、国内では
秋葉原の秋月電子のAKI-80やAKI-H8など
のカードマイコンが、海外ではMITが支援し
つつBasicStampなどが登場して、パソコン
を不要とした小型のスタンドアロンシステム
として、インスタレーションやパフォーマン
ス支援の機器を実現できるようになってきた。

しかし日本では、メーカ単位で閉じた開発支
援環境と開発言語体系に縛られて、世界に対
して大きく遅れる状況となってきた。世界は
Unix/Java/gcc/CC(クリエイティブコモン
ズ)などのオープンソースの文化が発展して、
組み込みマイコンの開発支援環境として、フ
リーの統一的な環境が成長を続け、process-
ingのような画期的な環境がフリーで活用で
き、多くの作家が素晴らしい作品を生み出し
ている。
　日本の組み込みマイコンが産業界だけを向
いて閉鎖的であったのに対して、世界ではこ
のオープンソースの文化が、ソフトウェアだ
けでなくハードウェアのオープンソース化を
強力に支援した。イタリアの研究グループが
開発したArduinoはそのもっとも成功した事
例であり、限定された能力であるにも関わら
ず、多くの教育機関・研究機関の提供するラ
イブラリ群や雑誌「make」による取材紹介
は、新たにこの領域に取り組むデザイナの援
軍となった。多種多様なArduinoクローンや
変形Arduinoが登場し、ますます多くのイン
スタレーションがArduinoによってスタンド
アロン化されていく傾向が続くだろう。重要
なのは、この開発環境がprocessingとほと
んど同一と思えるほど似ていることで、ここ
ではプラットフォームの違いをソフトウェア
が吸収するオープンソースの思想そのものを
体感できる[2]。
　後述する国際会議「Sketching」は、この
流れをアーティストだけでなく、デザイナに
もより一般化して普及させよう、という動機
からスタートした。Sketching の主催者
Mike Kuniavskyは、世界の多くの企業のコ
ンサンティング・デザイナとして活躍する中
で、工学を専門としないデザイナが容易にア
イデアを具体化/試作/実現(スケッチング)す
るための「オープン・ハードエウェア」を提
唱した。ここに、教育者・研究者・アーティ
スト・企業経営者・技術者・ジャーナリスト
などが賛同して集っているのが国際会議
「Sketching」である。これは、コンピュータ
の内部でバーチャルに閉じていた世界を、現
実の物理世界とインターフェースさせて拡大
させる、という「フィジカル・コンピューティ
ング」の思想とも共通する部分が非常に多く、
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世界から注目されている新しい領域なのであ
る。

4. シングルタスクマイコンの限界とパラ
レルCPU "Propeller"

　筆者は1985年頃からこれまで、基本的に
はシングルタスク組み込みマイコンをプラッ
トフォームとして活用してきた。多くの製作
事例は回路図やソースコードとともに全て
Webで公開しているので、見ず知らずの作家
や学生から質問のメイルを受けたり、レク
チャー/ワークショップ講師の依頼が突然に
届いたり、プロジェクトの予算が付いたので
特別なシステムの開発を依頼する、というよ
うなオファーも多数あった。これらについて
は[3][4]などを参照されたい。
　このようなシステム開発において、筆者が
文献[5-7]などで指摘しているのは、スタン
ドアロンシステムの中核となるボードマイコ
ン（AKI-H8やPICやArduino）のファーム
ウェアを書き込む内蔵Flashメモリの「繰り
返し書き込み」の問題点である。昔であれば
組み込みマイコンのプログラムはシステム内
に紫外線消去型EPROMのソケットがあり、
ここに最終的なプログラムを搭載したが、こ
こ10年以上の主流は、CPU内部のROM領
域がFlashEEPROMになっていて、CPUの
シリアルポートを経由してここにプログラム
を書き込む、という方式である。例えば、開
発中の実機に搭載された A K I - H 8 の
RS232CポートからROMプログラマボー
ドとUSB-RS232Cアダプタを経て、開発ホ
ストであるWindowsパソコンと接続する。
このようにオンボードマイコンに直接、開発
中のプログラムをダウンロードできることで、
システム開発中のEPROMソケットの抜き差
しや「ROMエミュレータ」のソケット接続の
手間から解放された。
　ここで問題となるのは、カタログデータで
はCPUの内蔵FlashEEPROMの繰り返し書
き込み回数は10万回以上とされているもの
の、CPU個別のばらつきや周辺ノイズ環境な
どにより、実際には100回程度のプログラム
書き込みでもエラーが起きることがあった、
という経験的事実である。ICE(インサーキッ

トエミュレータ)などを使わずに、開発プログ
ラムをシンプルなものから漸次拡張していき、
EEPROMに書き込みしてはリセットしてデ
バッグする、という開発プロセスにおいて、
完成度を上げるためには何度でも繰り返せる
ことが必須である。ところが「書き込み回数
が増えるとエラーが起きることがある」とか
「もう書き込めない(使えなくなる)段階がいず
れ迫ってくる」という状況は、プログラマに
とって水面下でのプレッシャー/ストレスと
なる。実際に筆者の経験でも、ある程度まで
完成したプログラムについては、そこから繰
り返し細かく改訂するというよりも、システ
ムの使い方で対応するとか、MIDIを経由して
やりとりするホストシステム(Max/MSPな
ど)の側のプログラミングによって細かい改良
の部分を吸収する、という戦略は、ほとんど
無意識的に採用している「常識」である。
　また、一般にこのようなスタンドアロンシ
ステムでは、「パネルスイッチや外部センサか
らの入力」「パネルLED/LCDやモータ制御な
どの出力(タイミング制御)」「開発ホストPC
との通信(開発中のみ)」「システムホストとの
通信(MIDI/イーサネット/無線)」「デバッグ
用の動作表示、数値表示」など、多数のタス
ク(ジョブ)が必要になってくる。最終的には
実機で必要なくなる機能であっても、デバッ
グの過程ではわざわざハードウェアを試作増
設して、ファームウェアの動作確認、数値
データなどの外部出力によって実現している
動作モニタリングは、スケッチングにおいて
開発期間の短縮と完成度の向上に大きく寄与
するので、ちょっとした回り道であっても定
番のテクニックである。筆者の場合には、
Max/MSP/jitterを作品全体のホストとする
ことが大部分であるために、どんなシステム
であってもまずはMIDI 入出力ポートを設置
して、開発やデバッグの際には、システムの
内部状態をMIDI 出力したり、Max からの
MIDIを受けて動作切り替えなどを行う。最終
的にMIDI とは無縁のスタンドアロンシステ
ムの開発においても、である。
　ここで問題となるのは、MIDI入力には割り
込みが必要であり、またタイミング設計のた
めにCPU内部のタイマによるタイマ割り込
みを使うことも多いことである。ポーリング
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とかハンドシェイクのようなシンプルなジョ
ブの積み重ねだけで必要な処理を実現できれ
ば問題ないが、小型軽量低価格を目指す組み
込みマイコンではクロック周波数やメモリ
(RAM)容量に限界があり、Cだけでなく時に
アセンブラも組み合わせた、本格的なプログ
ラミングスキルを要求することも少なくない。
インスタレーション作品とは本質的にリアル
タイム・マルチタスクシステムだからである。
　ここに、前述のCPUプログラム書き込み回
数の制限という要因が組み合わされることで、
事態は非常に困難な状況となる。つまり、仕
様としての機能と開発/デバッグ用の機能を
システムに盛り込むことは、タイミングも精
度も異なる多種のタスクを、割り込みを必要
とするレベルで調停しつつリアルタイムに実
現するという要請であり、転送一発でそう簡
単には実現できない。デバッグ資源/機能を
活用しつつ、何度もトライすることで完成度
を上げていく。ところが、このトライ回数に
暗黙の上限が制約として加わることで、開発
そのものの足を引っ張るという二律背反の状
況となるのである。この世界になかなか若手
エンジニアが入ってこれない理由の一つは、
ベテランなら経験的に分かっているこのあた
りの勘所に不慣れなためであろう。
　文献[8]で紹介したように、筆者は2008
年に、BasicStampで有名なParallax社の
提供するPropellerプロセッサと出会い、そ
の概念や細部を解析するとともに、いくつか
の実験システムを試作し、さらにインタラク
ティブなインスタレーション作品を実際に制
作して公開展示した[9-10]。このシステム
"DodecaPropeller"では、Propellerチップ
を13個用いて、縦3台・横4台、計12台
のビデオモニタにそれぞれ個別のリアルタイ
ムCGを生成表示し、その12個の画面が来
場者からの働きかけや会場の環境音に反応し
てダイナミックに変化するが、従来のように
ホストPCを必要とせず、たった1枚の基板
でシステムが完結している(本稿末尾の図3の
Figure 6)。このPropellerチップは内部の8
個のCPUがハードウェア的に並列処理を実
行するために、ソフトウェア開発において「割
り込み」の概念が不要である。Cogと呼ばれ
る各CPUのタスクを起動すれば、相互のタイ

ミングを設計しなくても、各Cogはそれぞれ
の処理を中断なく実行する。これは新楽器の
ように、本質的にマルチタスクなシステム開
発(スケッチング)においては、非常に有効な
プラットフォームである。
　さらにPropeller では、開発用ホストPC
（高級言語spin/アセンブラを共存可能）から
USB接続されて開発中のプログラムを書き込
むが、そのターゲットとしてPropellerの内
部RAMを指定できる。つまり開発中はPro-
pellerの内部RAMに転送したプログラムで
実験/デバッグし、最終的な完成プログラム
については、ターゲットをPropellerチップ
の隣に置いたFlashEEPROMに変更するだ
けでよい。リセット時にPropellerはまずホ
ストPCとの接続を捜し、接続があれば開発
中として内部RAMのプログラムで走る。接
続されていなければ外部EEPROMから内部
RAMに自動転送したプログラムで走る。この
機能の意味するところは非常に重要で、RAM
であるから開発中は「何度でも無限にリトラ
イ出来る」マイコン、という事である。細か
い実験や試行錯誤や修正はRAMで行い、あ
る段階まで完成したところでソースを保管す
るなり外部EEPROMに書き込む、というプ
ロセスにより、従来のマイコンとは桁違い(無
尽蔵)のテスト繰り返しを可能とする。
　筆者はPropellerで外部とMIDI通信するモ
ジュールをオリジナル開発し、Max/MSPと
合わせた開発環境を実現した[8]が、さらに
Propellerでは内部のCogのうち2個を使い、
40ピンの入出力ピンのうち3本の外部に3
本の抵抗を接続するだけで、NTSC/PALビ
デオ信号を簡単に生成出力することができる。
PropellerコミュニティによりWebフリー公
開されているグラフィックドライバなどをブ
ラックボックスとして呼び出すだけで、デ
バッグのために「ビデオモニタに10進/16
進形式での数値表示」やOpen-GLにも似た
「カラーグラフィック表示」も容易に実現でき
る。これは、システムとして必要なマルチタ
スクを実機として動作させながら開発する中
で、デバッグのために簡単に内部動作をモニ
タできる、いわば「内蔵デバッグ装置」のよ
うに活用できる。まさに試行錯誤の開発に好
適なプラットフォームであると実感している。
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5．ICEC2009 Tutorialからの紹介

　ここで、関連したトピックとして、筆者が
2009年6月から9月にかけて発表参加した
3つの国際会議(NIME09、Sketching09、
ICEC2009)の参加報告を行う。紙面の関係
で、過去の紀要で紹介した2 つの国際会議
(NIMEおよびSketching)については簡単な
報告にとどめ、ICEC2009でのチュートリ
アル発表について重点的に報告する。
　2 0 0 4 年に欧米以外としては初めて
SUACで開催した[11]国際会議NIMEは、
2009年は6月に米国ピッツバーグのカーネ
ギーメロン大(CMU)で開催された[12]。筆者
はPropellerを新楽器や新インターフェース
のプラットフォームとして活用する、という
提案を発表した[13]。本稿の末尾3ページ(図
1-図3)に紹介したのは、そのプレゼンテー
ション・ポスターである。物理コンピュー
ティングやスケッチングの専門家が集まる国
際会議Sketchingは、2009年はロンドン
市内のUniversity College of London
(UCL)で開催された[14]。筆者は2008年に
発表したSUACでのインスタレーション作品
の事例紹介に続いて、2008年から2009年
に新たに取り組んだ事例紹介[15]とともに、
新しい学生作品「はやくスシになりたい」(野
口佳恵)をロンドンに持参して、世界初演とな
る展示発表を行い絶賛された。
　国際会議 ICECとは、エンタテインメント
コンピューティングの国際会議であり、その
発端は2002年に幕張で開催された国際エン
タテインメントコンピューティングワーク
ショップ IWEC2002である。筆者はこの
IWEC2002での発表以来の参加となったが、
研究発表としてでなく、Propellerを実験シ
ステムのプラットフォームとして活用するた
めのチュートリアル(レクチャー)として応募
し採択され、パリ・Conservatoire National
des Arts et Metiers (CNAM)で開催され
た ICWC2009の初日に、「Parallel Pro-
cessing Platform for Interactive Sys-
tems Design」というタイトルの、全6時
間の1日講習を行った[17]。受講者は、東欧
やアジア(韓国)など世界各地から集まった10
数名であり、SUACでのメディアアートの事

例紹介から始まって本格的なシステム開発に
関するノウハウまで、熱心に受講していたの
が印象的であった。以下、筆者の講習メ
ニューの項目ごとに、ごく簡単に内容を紹介
しておく。

5-1 Abstract
　このチュートリアルの募集としても使われ
た「概要」は以下である。(原文のまま)
This lecture is intended for the designer
of the entertainment system. As a plat-
form of an interactive entertainment
system, it is popular to combine MIDI
sensor and GAINER with Max/MSP. It
is also general for a simple system such
as toys to use the 1-chip microcontroller
such as Arduino. However, it is very dif-
ficult in the multimedia system to com-
bine video signal, CD-audio output and
many sensors without depending on PC.
You will learn a new platform with paral-
lel 8 processors in one chip. As a re-
sult, complex processing can be
achieved with the standalone system.
Propeller's 8 processors can operate
simultaneously, either independently or
cooperatively, sharing common re-
sources. I introduce this unique proces-
sor and discuss about the possibility to
develop interactive systems and smart
interfaces in media arts, because we
need many kinds of tasks at a same
time in entertainment computing. We
will also show that the design of the
Propeller system is effective for the pro-
gramming education.

5-2 Installation/Performance - Ex-
amples

　エンタテインメントコンピューティングで
のシステム開発の事例紹介として、インスタ
レーション作品の本質について、インタラク
ションのデザインについて、パフォーマンス
やメディアアートとの関係について整理した。



Sketching platform with the "Propeller" parallel processor
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5-3 Platforms for Installations
　インスタレーションのプラットフォームに
ついて整理した。検討した項目は「アーキテ
クチャ」「ソフトウェアと実行環境」「ハード
ウェアとファームウェァ」などである。具体
的な例としてI-Cube・PIC・BasicStamp・
AKI-H8・Gainer・Arduino・Propellerを紹
介した。

5-4 The "Propeller" Processor
　このチュートリアルの主役であるParallax
社のPropellerプロセッサについて、アーキ
テクチャや技術的な特長について解説した。

5-5 Propeller System Design Lecture
　この部分が本チュートリアルの根幹である。
Propeller を実際に使ってシステムをスケッ
チングするための方法、支援環境、オープン
ソースのライブラリの活用、各種のインター
フェースの実例紹介(筆者が開発し公開してい
る世界初のアプローチもここで紹介)、周辺回
路の拡張テクニックなどを紹介した。以下が
その各項目の見出しであるが、これ以上の詳
細は紙面の都合により省略する。

5-5-1. Development environment
5-5-2. Experiments with examples
5-5-3. MIDI I/O interface
5-5-4. Video signal generaton
5-5-5. Audio signal processing
5-5-6. Sensor Interfaces
5-5-7. Serial Communication Interfaces
5-5-8. Expanding Parallel Output Ports
5-5-9. Expanding Parallel Input Ports
5-5-10. D/A (voltage) Output
5-5-11. A/D (voltage) Input

5-6 Case studies with Propeller
　具体的なPropellerを活用したケーススタ
ディとして、以下の最新の3つの話題を紹介
した。

5-6-1. uOLED-96-PROP
　Propeller を搭載した超小型カラーディス
プレイモジュール「uOLED-96-PROP」に
ついて紹介し、実際にこれを使用して製作し

たシステム2種類をMIDIインターフェース
で接続し、加速度センサによって傾きを検出
して画面上のグラフィクスを描画しつつ、通
信ネットワークで情報交換するデモを実演し
た。

5-6-2. Dodeca Propeller
　MAF2008で発表したインスタレーション
作品「Dodeca Propeller」について詳細に
解説・紹介した。

5-6-3. 4 Mouse Interface
　　　　 (Propeller+Gainer)
　メディア造形学科学生(見崎央佳)の新しい
インスタレーション作品「OTOkakekko」の
ために制作した、「4つのPS/2マウスの挙動
をGAINER経由でホストに伝える」インター
フェースは、Propeller の4つの内部CPU
(Cog)がそれぞれのマウスと通信する。この
デモビデオを持参して詳細について報告した。

5-7 Future work
　まだ未公開というより制作中である「The
New Interface for Musical Expression
(32 channels Thelemin)」について、渡欧
の3日前に録画したデモビデオを持参して紹
介した。これはMAF2009でデモ発表すると
ともに、筆者が作曲し作品として公演するの
は2009年12月5日(国立音大)の予定であ
る。

6. おわりに

　最近注目されている「フィジカル・コン
ピューティング」について、デザインプロセ
スおよびメディアアートとの関係に注目して、
特にパラレルプロセッシングCPU "Propel-
ler" について、個々のタスクを増設・記述す
るだけで、タイミング設計なしに、時分割処
理による高いパフォーマンスを実現できた実
例を紹介した。全てをマスターするには本学
大学院の2年間でも不足するものの、効果的
な汎用プラットフォームの助けによって、学
生の作品制作レベルは年々向上している。今
後、ますます発展するであろうこの領域にお
いて、メディアデザイン教育のための新しい
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汎用プラットフォームの実現に向けて、さら
に検討していきたいと考えている。
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